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事業の背景 

 

近年、海洋関係者の間で海の学習の充実を望む声が特に強まってきたが、これは持続可能な社会の

実現に向けた関心の高まりと捉えることができる。以前の海洋・海事教育に対する取り組みは、一部

の専門機関や団体が取り組んでいる事業が主体であったが、海洋の統合的管理が叫ばれるようになり、

また市民や学生の教育の重要性に対する認識が高まったことで、教育は海洋関係者の間でプライオリ

ティの高いテーマとして扱われるようになった。 

加えて、平成 14 年から順次導入が開始された「総合的な学習の時間」は、それまで敷居の高かった

学校教育の現場に外部機関が参入する好機として、様々な業界が教育に関心を持つきっかけとなった。

学校の裁量で独自にテーマの選定が可能な学習時間は、分野横断的で総合的な視点が求められる海の

学習には非常に合致したものであることは間違いない。 

しかし、学校教育の現場を見てみると海に関連した学習の機会は依然として少ないのが現実である。

その要因としては、過去の学習指導要領改訂の度に海に関する具体的な表記が徐々に削除された結果、

教科書中の海の題材が削減され、授業から海の学習の機会が失われていった点が指摘されている。事

実、過去の学習指導要領や教科書の変遷を調べてみれば、それを裏付けるものを見い出すことができ

る。しかし果たして原因はそれだけであろうか。我々はこれまでの調査で、海の学習の導入を阻む原

因としてむしろもっと複雑な問題が根底にあるという思いを抱いている。 

わが国の教育は、政治・経済情勢や産業構造の変化、また近年では社会や家庭の問題の複雑化など

によって常に変革を求められてきた。その結果、学校教育の現場には教科学習のみならず、子どもの

心の問題や食生活に至るまで、多様な問題にまで対応が求められるようになったが、ここで問題なの

は、このような変化の中で学校教育にはスクラップ・アンド・ビルドの考え方がなされず、現場教員

への負担が増加する傾向にあるという点である。 

ゆとり教育のあり方が問われ、教科学習の充実を訴える声も多いが、その一方で学校のあり方を変

えようと従来のシステムからの脱却も求める声も多い。そのような学校教育の現状の中で、「海」とい

う特定テーマに絞った学習を一方的に浸透させようすることは、現場教員の負担をさらに増やすこと

が予想され、また海洋以外にも多くの業界から同様のアプローチを受けていることを考えると、一方

的な業界側からのアプローチのみでは現場に混乱を与えてしまうことも懸念される。 

いま必要とされているのは、それぞれが闇雲にアプローチしようとする姿勢ではなく、教育現場に

歩み寄ろうとする外部機関と、外部機関に協力を求めようとする教育現場との相互理解の姿勢であり、

真の意味での連携体制の構築が求められているのではなかろうか。 
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SOF 海洋政策研究所のめざすもの 

 

以前から、当財団を含め海洋関係の公益法人や団体等で、海洋・海事に関する教育支援事業が実施

されてきた。これらの事業の多くは主に自然観察、体験教室、展示・展覧会といったイベント的要素

の強い内容であったが、それぞれ多くの参加者を集め海に触れる場を広く一般に提供するという意味

で成果を上げてきた。しかしながら学校教育の中に継続的に取り入れられた例は少なく、特に通常の

学習の一単元として活用されている例はほとんどないのが現状である。学校教育と外部機関の体験学

習的なものを同一で扱うことは必ずしも適当とは言えないが、教育機関との有機的な連携という点で

は足りない部分があったことは否めない。 

海洋教育（定義は曖昧だが）と呼ばれるものを学校教育の中で普及浸透させていくためには、現行

の教育システムを考慮した学習体系の構築と、実践を通じたその教育的効果の検証が必須である。海

洋を扱う機関側としては海の学習が重要であることを認識しているが、これはあくまで海洋関係業界

側の論理である。仮に学校という場で教育活動として展開するうえでは、身に付けさせるべき能力と

その教育的手法としての海洋教育、という部分を明確にしてゆくことが求められてくる。 

SOF 海洋政策研究所は本事業の取り組みを通じて、多くの海洋関係機関が実施している教育支援活

動のそれぞれが、学校教育の中のどの部分に活用でき、またそれによってどのような能力を身に付け

ることができるか、これらをどう組み合わせることで総合的な学習体系としての海洋教育を展開でき

るか、その具体像を見出すことが出来ればと考えており、またそれが公益法人である海洋政策研究所

というセクターの役割と捉えている。 
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これまでの経過と今年度の目標 

 

平成 14 年度の調査終了時点で、我々は海洋教育の普及・定着には、学校と外部機関との有機的な連

携が不可欠であり、その連携の仕組みを構築することが優先テーマであることを認識した。その理由

として、教育のうえで重要な要素である「良い人材」も「良い教材」も、「良質な場」がなければ十分

に機能しないからである。 

そのような場を創造するためには、学校の教員と外部機関の専門家とがそれぞれの立場を主張する

だけでは解決の糸口は見えないはずある。それぞれの立場を認識したうえで、海洋教育の普及・定着

という共通目標を設定し、協働で作業することが必要となる。 

我々はこのような作業を通じ、海洋教育に理解のある「良い人材」の育成と、学習をより効果的な

ものにするための「良い教材」の提供、そしてこれらが有効にかつ継続的に機能しうる「良質な場」

をいかに創造するか、という 3 つの要素が見出せるのではないかと仮定した。 

そこで 3 年計画の 2 年目である今年度は、小学校に対象を絞り、実際に教員と協働で作業を進める

ための環境作りとして、学校という機関の仕事の進め方、物事の考え方、用語の使い方、評価の考え

方など、学校教育現場の詳細な環境を把握するとともに、そのような場にはどのようなアプローチが

最も有効なのか、「ワークショップの開催」・「ケーススタディの実践」・「フィールド巡検」という 3 つ

の手法を計画し、実践の中からその手法の有効性の検証を試みた。 
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手法 

 

1．ワークショップの開催 

ねらい： 上記の 3 要素を創造するモデルとして、「人材育成」・「教材作成」・「場の創造」を個別で

はなく、これらを同時に体験しながら向上を目指すものとしてＯＨＰモデル

（Opportunity-Human-Product Model）の実践を試みることとした。これは①海を知る場

の提供（知と経験の共有）→②場の中でプログラムを作成（事例の創造）→③プログラム

実践（事例実践）→④成果の共有（知と経験の蓄積）を 1 サイクルと考え、これを重ねる

ことでスパイラルアップ式に人材の育成と教材の充実を図り、同時に場を活性化させよう

というものである。 

実施方法： 今年度は教員側の考え方や環境の詳細を把握するため、対象を小学校の現役の教員に限定

し通年で 6 回のワークショップ形式とした。内容は最終回までにひとつのプログラムを作

り上げることを目標に掲げ、各回毎に目的を持ったアクティビティを設定し、それに即し

た話題提供を海洋関係の専門家が行う形式とした。そしてこの一連の活動を通じ、ＯＨＰ

モデルの具体化に求められる様々な課題を抽出することとした。 

 

想定成果： ＜教員側＞ 海の学習に対する認識向上 海の教育的価値の拡大 

 ＜運営側＞ 教員の海に対する意識 教育現場の諸環境の把握 教育側の論理 

 

2．ケーススタディの実施 

ねらい： 実際に海に触れて学ぶことの効果と、それに対する負担について知る。 

また、それについて学校側がどう考えるか詳しく知る 

海浜学校、臨海学校の位置づけの把握と、通常学習との関連を把握 

実施方法： 目黒星美学園小学校の海浜学校を同行調査する 

 目黒星美学園小学校 5年生の児童に対し、干潟学習を実施する 

想定成果： ＜教員側＞ 海を学ぶこと、海を通して学ぶことの有用性を知る 

 ＜運営側＞ 学校における野外活動やその準備の詳細を知る 

   海の学習を学校や教員がどう捉えるのかを知る 

 

3．教員向けフィールド巡検の実施 

ねらい： フィールド巡検は海を学ぶうえで効果的な方法として各地で実施されており、海に関心の

ある市民に好評を得ていることから、海に理解のある教員を育成するための手法として注

目し、教員を対象にフィールド巡検を実施することで、どのような内容が有効か、資料と

して何が必要か、運営面での注意点等を抽出するとともに、海に対する教員の視点や学習

展開の糸口を見出す。 

実施方法： ワークショップの 1 コンテンツとして実施するとともに、別途機会を設けて実施する。 

想定成果： ＜教員側＞ 教員の海に対する意識の度合いについて知る 

   学習テーマとしての位置付け方を想定する 

 ＜運営側＞ ストーリーの立て方を検証する 

   配付資料の必要条件を検証する 

   安全面の確保について検証する 

＊各手法の実施結果と内容については別添資料参照
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結果 

 

■ワークショップ 

□第一回 5／31（土） 養老川巡検（講師：濱田氏）  

▼募集 

教育関係者への紹介依頼、及び教育関係メディアへの公募を実施し、東京・千葉・神奈川・新潟よ

り、14 名の現役小学校教員の参加を得ることができた。 

 

参加者同士も、また主催者と参加者

もこの会で初めて顔を合わせた。その

ような重要な回にも関わらず、5 月と

してはとても珍しい台風上陸に見舞

われた。東京駅での集合時間には小雨

が振り出し、第一見学ポイントの養老

川河口では強い横風を伴う雨に変わ

り、最終見学ポイントでは豪雨となり

バスの外へと出ることすら出来なか

った。その結果、この回では参加した

教員から学校側のことについて何か

を得るという以前に、主催者側の運営

手法を強く反省せられることになっ

た。 

まず、我々はこの回の内容を企画する

クという楽しい体験を持って理解しても

しかし、本年度事業の内容を企画・準

で考えない様に気をつけてきたものの、

加者としては、初めて耳にする機関の催し

とても不安なはずである。そもそも、我

では具体的には知らされていなかった。

に対し説明責任を果たすことのみに注力

互理解に努めるべきであった。また、位

場合のプランを準備しなかったことは、

てはならないことであった。 

しかし、肯定的に捉えるとこの回での

影響を及ぼした。以下、この失敗から得

 

・「どう伝えるか」ではなく、まずは「ど

・関係者同士（参加者と主催者、参加者

こと。 

・野外巡検を催す場合は、数パターンの

明確化する。 

 

養老川河口干潟付近 

に当り、この初回は参加者側に我々の意図をフィールドワー

らう機会として位置づけた。 

備している段階から、主催者側（支援機関側）の論理や都合

振り返るとこの初回の位置付け自体がそれに反していた。参

であり、参加者同士も初めて顔を合わせることからしても、

々が何を目的に会を催し、何をねらっているのか、紙面以外

そのような大前提からしても、まずは主催者として、参加者

し、同時に今後 5 回に渡り時間をともにする参加者同士の相

置付け以外にも、多少の雨天なら開催できるとして、豪雨の

野外での催しを行う者としては、あらゆる面からしても犯し

失敗から得たものは非常に多く、後の回全てに対して、良い

たものを並べてみる。 

う伝わるか」を考えること。 

同士）の関係の発達度合いに応じた内容（手法）を提供する

天候を想定し準備する。と同時に、延期や中止の判断基準を
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▼結論： 

まず、主催者側が初回をどう位置付けるかという観点からは“目的意識を共有する場”として設定

すべきであった。初回に目的意識を共有することの重要性を低く見積もっていたことは、深く反省す

べき点である。 

そして初回に企画していた内容は、関係者間での関係構築が進み、共通言語や共通認識が形成され

てから、提供するべきであった。この関係性が密接になっていたのであれば、また天候が良ければ、

良い成果が得られたと推察する。 
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□第二回 6／21（土） 「館」の活用（講師：中村氏） 

学校と外部機関との連携を考える上での叩き台事例として、博学連携を取り上げた。中村氏に講師

を依頼した理由は、近年の博学連携におけるミスマッチ等の課題解決には、学校側に対して館側の実

情を伝える必要を感じていたからである。「館はこう活用しろ！」というメッセージを、館側の立場に

ある者から発信することで、参加者（学校側）に存在する「館」に対する既存のイメージを拭いさり、

新しい活用方法や連携方法を模索するきっかけを提供することができると考えた。 

そこで中村氏から、まず館の実情や背景を、次に中村氏の「館はこう活用しろ！」というメッセー

ジを話していただき、最後に参加者がグループに分かれて仮想の水族館を使った単元開発を行った。 

 

▼館の実情 

中村氏からは、少ない人数と予算内では学校のニーズに対応しきれいない実情や、そもそも明確な

コンセプトを持って設計・運営されることが難しいことの背景や原因などが伝えられた。参加者の中

には、館と連携しての授業や取り組みを経験し、その難しさを知りつつ、恊働の可能性を模索してい

る者もおり、氏の説明にはとても興味があるようだった。最近は、小中学校の教員が博物館などに出

向し、館と学校のコーディネーターを務める事例もあり、また双方に似た構造や問題があることから

も、より身近なこととして感じたようだった。 

 

▼中村氏からのメッセージ 

その上で、中村氏から「館はメディアとして捉え活用するべき」とのメッセージが示された。館に

は一定の情報が方向性を持って集積されているのだが、その方向性にとらわれず教員の得意技（趣味

やテーマなど）を活かして展開していくことで、より子どもたちにとって魅力的な場所になることな

どが伝えられた。館が展示する内容や固定概念に縛られず、そこからどんなキッカケを得て後につな

げるか、あくまでも教員の思いを伝えるための素材集として捉えることで従来以上の広がりを持ち、

同じ場所でも幾通りもの活用方法があるとした。 

 

▼参加者によるグループワーク 

ここまでで館に対する新しい認識を共有し、最後に三つのグループに分かれて、既存のイメージを

切り離してのプログラム作りを行っ

た。グループ分けは、参加者にキーワ

ードやテーマなどを掲げてもらい、文

科系、生物系、マリンスポーツ系の三

つに構成された。分化系のグループは、

「環境について東京湾を切り口に考

え、生命の大切さを知り、海を好きに

なる」ことをテーマとして、取り組ん

だ。生物系のグループは、「子どもた

ちに、生きていくための“環境”につ

いて興味を持たせる」ことをテーマに

取り組んだ。マリンスポーツ系のグル

ープは、「自分たちなりのフリースタ

イルの泳ぎを、魚たちから学ぶこと」

 

プログラム作り 
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をテーマに、『本物に学べ～僕の私の自由形～』として取り組んだ。 

 

・文化系では、子どもたちに「東京湾の環境と命について」という課題をどう発見させるか、導入や

動機付けが重要として、議論を交わした。 

・生物系では、子どもに興味関心を持たせる場として水族館を位置付け、しかもそこで終わらないよ

う、20 時間くらいのプログラムにすることを前提として議論を交わした。 

・マリンスポーツ系では、どのようにして水族館に行く子どもたちの必要感を醸成するかという、や

はり導入部分について議論が交わされた。 

 

今回は、館をテーマが限られた場所として捉えるのではなく自由なメディアとして捉えること、ま

た教員の得意技を活かして展開しようとすることで、館の活用法にも多くの可能性があることを確認

しようとした。そのためにも制限や条件を設定せずに行った。結果として参加者から示された三つの

案には、それぞれ課題や館への要望が含まれていた。 

  

▼結論 

＜講義について＞ 

館側に位置する中村氏の講義に対しては、高い評価と満足度を得た。館側の実情を、その側に位置

する者の視点で語られたこと、またほとんどの館が少ない経営資源で運営されていることなど、学校

と同じような課題構造を持つことが示され、今後の館との連携において非常に参考となったようであ

る。 

 

＜グループごとのプログラム作りについて＞ 

架空の水族館を前提にしたプログラムであったが、実現可能性の高いものもあり、学校に持ち帰り

実践することを検討している参加者もいる一方で、架空の前提を用いたプログラムでは、実践不可能

だと指摘する参加者もいた。 

実際には、学校ごとに様々な諸条件がある。いざ、実践してみたいプログラムが存在したとしても、

地理的条件、人材的条件、資金的条件、時間的条件、そして学校の計画にどう位置付け、学習効果を

どう測るか等の課題を解決しなくては実践不可能である。逆に言えば、この課題が解決されることを

前提としないプログラム作りは実現可能性も低く、取り組みとしては魅力的には感じられないようで

ある。一口にプログラムといってもその捉え方は多様であり、その多様性を我々側が理解することの

必要性を提起された回であった。 
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□第三回 7／19（土） 「トイレ」の活用（講師：村上氏、清水氏） 

地域学習が主体の小学校では、いきなり海の課題に入ることは、臨海部の学校を除いて難しい。そ

こで、日常の生活からも海へと興味を広げられることを示したいと考え、トイレの専門家と廃棄物処

理に関する専門家を迎え、また当財団の福島研究員も加わり、三名の講師で挑んだ。まずは、福島研

究員から「環境問題の歴史と要点」に関する説明を行い、村上氏からは小学校への出前授業の内容や、

トイレや排泄に関する事例を紹介して頂き、最後に清水氏から廃棄物処理にまつわる様々な事例を示

して頂いた。 

この回のねらいは、環境問題には時代背景や地域により原因やその解決策に違いがあり、個々の国

や人が日常の生活や身近なことから改めなくてはいけないこと、その中でも食と排泄は子どもにとっ

ても身近な問題として興味を持ち易く、そして下水道は見えない川として日常の生活と海をつないで

いると伝えることで、海を身近に感じることができまい場所からでも海につながる学習が可能だと示

すことであった。  

 

▼参加者からの反応 

参加者からはねらい通りの反応を得ることができた。小学生にとっては「タブー視」されている大

便の排泄を重要視することで、より強く子どもの興味を引きつけつつ次の展開へとつなげられるとし

て、参加者は喜んでいた。特に食と健康というそもそも学校生活が持つ重要なテーマも含み、下水道

から下水処理場という必ず小学校では扱う場所を通り、最終的には海や環境の事柄にまで広げられる

として、その汎用性の高さが評価された。実際この回を経て、参加者が自分の学校へ村上氏を招き、

トイレと排泄の授業を行うといった事例へと発展した。同様に、教員が開催する研究会に第三者評価

の一環として福島研究員が招かれ、教員による実践事例発表に対して、専門家の視点から評価を行う

事例へも発展した。 

回の内容としては、参加者からの反応がよかったことや、専門家の派遣という事例へと発展したこ

とから、よい内容だったと言える。 

 

▼主催者側への問いかけ 

事業開始当初、我々は、ワークショップの場に目的を与えることでより実践的な教員との恊働が可

能になると考え、会全体で一つのプログラムを創り、それをワークショップのアウトプットにしよう

と考えていた。そのプログラム作りの過程は、参加者同士の関係性の発展度合いや興味の属性などを

検討し、複数のグループに分けて行い、最終的に複数のプログラムを創る、もしくは個人で行い参加

者の人数分のプログラムを作る等、複数のパターンを想定していた。同時に、限られたワークショッ

プの場だけで可能なのか、また参加者のキャリアや地域特性等も異なる等、諸条件が多様なことから

も、「プログラムを創る」というアウトプットが果たしてこのワークショップという「場」を最大化す

る絶対の方法なのか、確信を持てずにいた。 

そんな状況の中、3 名の講師の講義の後に行った質疑応答で、参加者との議論の中から、主催者側

が参加者へ求める事柄をより明確にするべきとの指摘を受けた。「主催者側が、この事業の参加を通し

て参加者側に求めるより具体的なアウトプットイメージと、その過程を示すこと」を求める内容であ

った。 

第二回ワークショップの冒頭で、事業実施に至った背景やねらい等の説明は行った。しかし、主催

者側に先述した悩みが残されていたため、この指摘に関する部分は明確に示せていなかった。 

参加者の立場からすれば、当然の疑問や不安があったであろう。それら未解決の事柄について、参
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加者側から指摘を受けたことは、主催者側にとって非常に幸いなことであった。その指摘を口火に、

参加者同士の中でこの会をどう捉えているか、どう活かすべきか等の議論が交わされ始めた。当然主

催者側も加わり、議論の焦点は「背景の異なる教員が集まるワークショップという場をいかに最大化

するか」へと変わった。議論では、ほとんど全ての参加者から場に対する想いが語られた。 

 

・自分がワークショップという場に参加したことで得た情報や考え方をいかに子どもたちに還元でき

るか、それに取り組むことが参加している意義である。 

・場として何かを作ると認識していたから、何かを作ることを求められると漠然と思っていた。 

・普通では知り合えない幅広い層の先生方と知り合えただけでも、参加している意義はある。が、主

催者側に何か提供できる自信はないので、申し訳ない感もある。 

等、その他 

 

結局、議論の中で示された共通の考えは、 

 

○ 場全体で一つのプログラムを作るのは手法的に難しい 

○ 個人やグループでプログラムを作ったとしても、汎用性は低い 

○ 年齢や所属、地域も様々な 18 名という教員が集まる場だからこそ出せるアウトプットは何かを、

主催者側の観点から考え直すべきである 

 

結果として、この回における参加者と

の議論を通じて、参加者側から目的の再

設定という大きなチャンスをもらった

ことになり、議論から挙った声などをも

とに、改めて主催者側で「場を最大化す

るための目的」を考えることになった。 

 

▼場の最大化を目指して・・・・・ 

第四回ワークショップ（巡検）までの

間に目的の再設定を行うため、まず参加

者へ個別に連絡を取り、意見や想いを聞

く作業を行った。 

そのやり取りの中では、 

 

・ 参加者が主催者のような公益機関に対して

・ 学校が必要としている支援や協力の内容と

・ 今までに非学校機関と関わった経験とそれ

 

等を必ず聞き、それ以外にその教員の属す

にどう活かしているかなど、なるべく「学校周

 

▼新しく場に設けられた目的 

 

第 3回ワークショップ 

持つ期待 

その背景 

に関する所感 

る地域や学校環境が持つ特性や、その特性を日々の学習

辺の生態系」についての情報を入手するよう心がけた。 
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そして新たに設定した目的は、 

 

＜場としては＞ 

主催者側が示す事例や、提供する機会（ワークショップ、巡検）を通して、どのようにしたら海の

学習が広がるか？そのために SOF のような機関は何をどうすべきか？などを導く 

 

＜参加者からのアウトプット＞ 

自らの経験や、その経験から導かれた考えを示しつつ、SOF のような公益機関が行う学校現場への

支援事業や恊働事業に対しての提言や提案を行う。 

 

という 2点に絞ることとした。
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□第四回 8／29（金） 東京湾巡検（講師：宇多氏、清野氏） 

▼ねらい 

海の専門家が示す「つながり」のストーリーを、参加者（教員）はどう感じるか。また、身近であ

りながら遠い存在である「東京湾」というフィールドで、海岸工学と生態系保全の 2 人の研究者によ

り繰り広げられる世界に対して、参加者はどう反応するか。主催者側としては、第 4 回のフィールド

ワークは臨床実験的な位置付けをしていた。かねてより、多くの教員から、研究者の話は専門的な事

柄や言葉ばかりが並んでいて分かりにくく、学校では取り入れにくい、という指摘があった。しかし

その反面、総合的な学習の時間などで調べ学習が進むにつれて、専門家や研究者の指導が必要になる

ものの、適切な人材を見つけるのが困難であるとも聞いていた。 

海の学習を広め、より豊な学びを支援しようとすれば、必ず海の専門家や研究者と教員が恊働する

場面があり、その存在は学校にとって有用なはずである。実際に第三回のワークショップでは、より

身近な話題を提供したとはいえ、参加者は専門家や研究者が示す事柄に興味を持っていた。また、講

師（村上氏、福島研究員）を学校に招

いて、授業実施や研究会の評価を依頼

する参加者も現れた。 

日本全国の海岸線で、地元民や自治

体関係者まで、幅広い人に対して巡検

やワークショップなどを行っている

宇多氏と清野氏に講師を依頼したの

は、目の前の対象に関する専門的な情

報や知識を伝えていただくためだけ

ではなく、海の現場で起きている複雑

かつ重要な問題と、それらの解決が非

常に難しいこと、その解決のためには

人材育成＝教育の役割が欠かせない

という事実を、それぞれの経験や想い

と合わせて、参加者に伝えていただき

たいというねらいもあった。同時に、

海の専門家や研究者が学校や教員と関わ

またオブザーバーとして第 1 回講師の濱

ついて、自然科学的な広い知見からの補

 

▼巡検 

第一回の巡検とはうって変わって晴天

るコースを予定していた。 

コースは、 

 

・ 身近でありながら、非日常的な場所 

・ 現代社会の基礎をなす重要な事柄を多

・ 「自然か人工か」の定義をするのが難

 

 

る際に、注意すべき事柄を具体的に把握するねらいもあった。

田隆士氏にも同行を依頼し、2 人の講師から示される事柄に

完をお願いした。 

有明でのフィールドワーク 

に恵まれた。有明の埋め立て、辰巳水門、葛西臨海公園を周

く含んでいながら、一般にその認識が薄い場所 

しい内容を持つ場所 
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などの観点をもとに、東京湾内で、しかも移動距離が少なくて済むように設定した。そして、事前

に宇多氏と同コースを周り、伝えるべき内容と大まかな脚本を描いた。また、清野氏より助言をいた

だき、当日の講義を補足する資料を作成した。この時、なるべく参加者が学校での授業にも活用でき

るよう、空中写真などの珍しい写真を載せる、図表を用いる等の工夫をした。 

 

▼結果 

猛暑での一日に及ぶ野外活動にも関わらず、参加者は熱心にメモを取り、講師とのやり取りを通じ

て海に関する興味を広げていた。視点は、有明で繰り広げられている埋め立てという行為が問いかけ

る、自然の保全と社会基盤の整備という矛盾にも思える事柄について。辰巳水門の岸壁に、波という

自然の力が創った砂浜とそのメカニズムについて。葛西臨海公園の汀線際に根をはり、風や波にも耐

えぬいている植物たちについて。意識を持ち、少し視点を変えるだけで、東京湾という人工的な場所

にも、多くの題材が存在することを認識していた。参加者の意識や興味が広がることで、それらを題

材として見つけることができ、都心の教室から海につながる学習も可能となることが、感想として聞

かれた。また、そのような意識や興味を広げるキッカケとして、専門家や研究者と共に過ごす、巡検

という手法は有用だと確認できた。 
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□第五回 11／8（土） GEMS 体験（講師：田中氏） 

▼ねらい 

14 年度事業で行った調査の中で知ることになった、GEMS（Great Experience Mathematics and 

Science）というプログラムは、米国 UC バークレイ校にある、ローレンスホール研究所にて開発され

ている、小学生から高校生を対象にした科学教育のプログラムである。タイトルは現在までに約 80 本

出されており、日本語に訳されたものも出版されている。 

第 5 回ワークショプでは、GEMS の日本での普及を行っている GEMS Japan に協力を求め、実際にプ

ログラムを体験することにした。 

GEMS のプログラムは、各テーマの専門家や研究者、大学院生、また教育学者や現場でプログラムを

使う教員や PTA を交えて、恊働で作成される。また一つのプログラムが完成されるまでには 1 年～3

年を費やすこともあるという。ローレンスホール研究所などが設立され、科学教育の振興に力が注が

れている背景には、スプートニックショックに端を発する米国の国策があり、投入される予算も膨大

なようである。 

全てのプログラムには、参加者同士の議論や恊働が必ず設定されており、手と頭を動かしながら参

加者自身が主体的に進めていくスタイルがコンセプトとして与えられている。 

ワークショップでの体験講座を依頼する前に、主催者側から１名、GEMS の講座に参加した。そこで

実際にプログラムを体験し、完成度の高さのみならず、大人でも楽しめる仕掛けがあり、ある程度の

訓練を積めば誰にでも実施できるプログラムであると認識した。特に、プログラムを実施できる人材

が限られるようでは、普及は難しくなり、その目的にも反することから、この点での工夫は興味深く、

実際に日本の教員がどのような興味を示すのかを確認することが、第五回の大きなねらいであった。 

 

▼プログラム体験 

＜アイスブレイク＞ 

アイスブレイクでは、ロープを使った遊びを通して場の雰囲気を和ませ、その後のプログラム中の

参加者同士のコミュニケーションの活性化が試みられた。ここでは、いかに固定観念を払拭するかと

いうアクティビティが行われた。 

 

＜リンゴのプログラム＞ 

リンゴを使い、地球上に存在する水の量や、地表の面積、地殻の厚さなどを実感するプログラムを

行った。ここでは、リンゴが切れなくなる程の薄さと、地球上で人間が飲み水として使える水の量が

同等だという事例が特徴的だった。 

 

＜氷と流れのプログラム＞ 

水槽に２つのコップと氷塊を配置し、異なる場所からインクを落として、そのインクがどのように

流れるかを予想するプログラムを行った。平面的な動きに加え、深度により流れが異なることが確認

できる内容だった。 

 

▼結果 

3 つのグループに分かれ、プログラムを体験した。参加者は終始楽しんでいた。はじめに行ったア

イスブレイクでは、参加者同士の距離をより近づけることになり、主催者側としては予期せぬ効果が

得られた。同時にワークショップ等の運営手法をより学ぶ必要性を改めて感じた。 
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氷を使い水の流れを確認するプログ

ラムでは、各グループ同士がお互いの水

槽を見比べつつ水の流れを予想し合う

姿があり、場に一体感を感じることがで

きた。座って話を聞く形態ではなく、手

を動かしながら、グループ内で話をしな

がら進めるため、自然とコミュニケーシ

ョンが深まった。先述したように、この

回にこのプログラムの体験を設定した

ことは、場の雰囲気創りに大きく貢献し

た。 

 

▼プログラム体験の感想 

体験を終え、GEMS のプログラム自体に対

ディスカッションを進めていく中では「外部

を外部機関と恊働で創る際の注意点」、「海の

海の学習が普及するか」など、海の学習に関

我々が海の学習の普及に向け、その手段の

際に、重要だと考えられる意見を以下に示す

 

＜プログラムについて＞ 

「子ども自身に取り組む必要感を持たせるの

「終わった時に達成感を感じさせられるかが

「クラス、子どもの実態や特徴に合わせて調

「子どもへの動機付け、疑問作りに期待でき

「フルコースではなく、アラカルト群を用意

 

＜プログラムの利用促進について＞ 

「学内で合意形成をとりやすい説明資料があ

「活用する際の、意図、ねらい、効果、事例

「学校の通常授業でやる予定にないものは、

「備品扱いで購入できる額だと導入しやすい

「プログラムを使い、他の学習へ発展した実

 

＜海の学習を広めるための、外部機関と教員

「双方の意図やねらいについて、相互理解す

「学校の進み方（学年、時期、教科、内容等

「商品開発をし、市場を創る気で、常にニー

と普及に努める」 

「教員の側にイメージや利用価値が浸透する

「短期的ではなく、継続的に取り組むことで

 

氷と流れのプログラム 

しては「とても楽しいプログラムだった」と評価された。

のプログラムを学校の中で活用すること」、「プログラム

学習を行う際に、外部機関に求める点」、「どうしたら、

する様々な議論へと発展した。 

一つとしてプログラム創りやその普及を行うこと考える

。 

が鍵」 

重要」 

整できる余地が必要」 

る」 

してくれた方が良い」 

るとよいのでは」 

等、多くの情報を示すべき」 

導入が難しい」 

」 

例を示すべき」 

の恊働について＞ 

る為の十分な話し合いが重要」 

）との関連性を考慮する」 

ズを探り、我々は対応できますよ、というイメージ創り

前に事業を撤退する機関が多い」 

、効果がでる」 
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「既に海を用いた学習をしている学校同士のネットワーク創りが有用では」 

「“海と○”といった感じで 1 つの授業ユニットを作り、それをウェブ上で配信すると興味をもっても

らいやすい」 
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□第六回 1／17（土） まとめの会（講評：嶋野氏） 

最後の会となる第六回ワークシ

ョップは、参加者によるレポート発

表の場として位置づけた。そして、

14 年度事業中より事業の内容や方

向性、また手法などに関し多くの助

言を頂いてきた嶋野氏をオブザー

バーとして迎え、参加者の発表を含

め、本事業についての講評を頂いた。 

嶋野氏は、文部科学省初等中等教

育局視学官として全国各地の教育

現場を視てこられ、また実際に外部

機関との恊働に加わってこられた。

ご自身も教員を経ており、学校側と

外部側、双方の立場について詳しい

ことから、オブザーバーとしての参

加を依頼した。 

回の流れとしては、はじめに参加者

りを発表し、最後に嶋野氏から講評を

 

▼レポート内容の発表 

高橋先生 子どもたちを「海」という学

斎藤先生 ワークショップ「海に学ぼ

中川先生 地元の博物館とのコラボ

川原先生 外部機関との協働授業へ

武澤先生 干潟フィールドワークにつ

今井先生 地域学習における地元の

磯貝先生 干潟学習（小櫃河口干潟

右田先生 未来の海浜学習プロジェ

田中先生 今回の巡検を実際に授業

杉本先生 海を題材とした学習（案）

五島先生
久保田先生
田村先生

「海の総合」カリキュラム開

SOF 海の学習の普及のために

 

▼嶋野氏の講評 

以下は、まとめの会における嶋野氏

 

各レポートからは以下のように 5 つ

 

1．海を丸ごと扱った教育の重要性の確

 

第 6回ワークショップ 

によるレポートの発表を行い、次に主催者側から一年の振り返

頂いた。 

習材に向かわせるために～「はじめに子どもありき」の考えをもとに～

う」をふり返って

レーション事例～若い世代の教員や、ITに関心の高い教員向けに～

の取り組み～大久保小学校での取り組みから～

いて

協力の重要性とその課題

）から考えること

クト

に生かした例

発

必要なことを考える
 

の講評をまとめたものである。 

の成果を抽出することができる。 

認 
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日本は海洋国でありながら、教育で海を丸ごと取り上げた事例はいまだかつてなく、全く新しい試

み。各教科の教材の中に取り上げていることもほとんどないと言って良いと思う。 

→総合的な学習の時間ができたことや、教育が非常に柔軟で弾力的になってきたということからも、

非常に良い取り組みであり、タイミングも良い。 

 

2．テーマ学習の 4 つの視点の再確認 

a．海「を」学ぶ 

b．海「で」「に」学ぶ 

c．海を「育む」 

d．海に「役立てる」 

これらの 4 つの視点は相互に関係しあいながら、かつ教科や学校によって重点化が起きる（重点化

するべきである）。 

→教科による重点化の例 

 ・社会科（郷土学習など）：a、b 

 ・総合的な学習の時間：b、c、d 

→学校による重点化の例 

 ・海が身近：a、b、c、d 

 ・海が身近ではない：a（きっかけ作り） 

 

3．海を学習の対象と場として認識することと、それを加味した全体計画の重要性 

海は単なる教材、つまり学習の対象ではなく、学習の場でもある。 

→教材としての賞味期限はない。教材の限界性が問題なのではなく、活動や着眼点の問題。 

 常に新鮮に学習させるにはどうしたらよいかという観点からカリキュラム開発を行うべきである。 

 

学校の全体計画を作成することは、決して総合的な学習の時間の活動を規制化したり狭めたりする

ものではない。 

→各教員の個人的財産から学校の知的財産として共有していくべき。 

 

4．外部機関と学校の連携にとっての注意点 

a．学校を活性化させる視点が必要 

その刺激で学校が活性化するような、専門的な情報、指導のマニュアル、海の学習のカリキュラム

を提供することが重要。 

 

b．Do It Yourself 

画一化やマニュアル化を防ぎ、自身が作成したという実感を持ってもらうために、学校が手を加え

て作り出していく面白さの余地を残すことが大切。 

 

b．Give and Take（互恵性） 

一方通行ではなく、お互いに望むものを明確に打ち出し、それに応えあうことが大切。 

外部機関と学校にはそれぞれ以下のような特徴がある。 

 外部機関：その分野領域の専門性 but 端的に教えたがる 

 - 18 - 



 学校：教育的視点 but 専門性が広いけど薄い 

→それぞれの長所をかみ合わせることで、効果的な成果物を制作することができる。 

 

5．情報提供の重要性。 

学習指導要領の一部改正では、指導要領の基準性を明確にして、それが十全に行われた上において

は、指導要領に示されてない内容も取り扱うことができるようになる。 

→どういう教材があるのか、どういうところからそれを学べるのかといった情報がますます求めら

れるだろう。 
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■ケーススタディー 海浜学校（目黒星美学園小学校） 

目黒星美学園小学校では 4年生時に千葉県の小湊にて海岸海浜学校を行う。これは約 30 年続く伝統

的な取り組みでもあり、その意義は開始当初から一貫しており、「海での経験を通して命の尊さを知る

こと」である。この授業に同行し実際に授業に参加し、子どもたちとのやり取りを通じて、海浜学校

の有用性や学習効果を検証した。 

 

▼海浜学校での授業 

授業は観察を中心に進められた。到着した日の午前は水に入らずに、陸地から海全体を眺め、磯の

匂い、風の冷たさ、波の動き等を五感を使って把握することに取り組んだ。午後からは、実際に磯浜

（タイドプール）に入り、海の中における様々な生き物の様子をじっくりと観察した。 

二日目は、午前中から水に入り、自分が観察する生き物を捕獲した。その際、その生き物がどのよ

うな環境下で暮らしているのか、周辺の様子を観察してから捕獲した。午後は、捕獲した生き物を水

槽に移して部屋に持ち帰り、時間をかけて観察し、スケッチにおこした。スケッチ後、生き物は海に

戻した。 

 

▼子どもたちの反応 

子どもたちの多くは、砂浜の海しか知

らないようであった。また、自らの手で

海の生き物に触れ、捕獲するといった経

験が無い児童がほとんどであった。初め

のころは、生き物を見つけることすらで

きない様子でいたが、慣れてくれば簡単

に見つけられるようになり、磯浜を満喫

していた。 

事前に、生き物との接し方等について

考える時間を持っていることもあり、生

き物を乱暴に扱う子どもは見られなか

ったが、水槽に移して観察している最中

に死なせてしまうこともあり、ひどく悔やん

普段は詳しく観察することのできないカニ

工夫を目にすることで、「生きる」というこ

 

▼授業の準備 

今回の海浜学校では、学校で行われた事前

下見から始まり、授業のスケジュール等の

の班に別れての活動でいかに安全を確保する

な時間と注意を払う必要があることを知った

取り組むため担当教員にかかる負荷は大きく

しさがよく理解できた。 

 

 

でいる様子は見かけられた。 

磯浜での生物観察 

やイソギンチャクなどの身体の仕組みや、環境に応じた

とに対する興味を広げている様子を確認できた。 

の授業や打ち合わせにも同席することが出来た。 

行程創りは、潮汐を考えながらの企画、また同時に多く

かなど、2 泊 3 日の海浜学校のために行う準備には莫大

。また、それらの準備は、日常の学校生活の間を縫って

、資料などを探し揃えるなどの時間を確保することの難
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■ケーススタディ 干潟学習（目黒星美学園小学校） 

4 年生時に海浜学校を行っている目

黒星美学園小学校に協力を依頼し、以

下の事柄について検証を試みた。学校

側の反応と考察については、ワークシ

ョップ参加者のレポートに詳しく記

載されているので、そちらを参照され

たい。 

 

▼検証事項 

Ｑ1：子どもたちは磯浜と干潟の違い

をどう捉えるか？ 

Ｑ2：その捉え方に 4 年生での海浜学

校の経験がどう作用するか？ 

Ｑ3：一日の干潟学習に必要な準備と

実施による学習効果の適正バランスは

 

▼経過 

・事前 

下見： 小櫃干潟にて環境学習を実践

を行った。バスから現地まで

的な授業内容の企画を行った

資料作成： 授業当日、現地までのバスの

り返りやまとめで使う資料等

 

・当日 

実施： バスから 1Km ほど、湿地の中

間塩性湿地を通りながら、多

物を探し、目で捉えにくい干

時間弱の活動では、持ってい

しい概念に触れ、新しい「海

初めての干潟だったことから

味が喚起された様子だった。

振り返り： 参加者レポート参照（目黒星

 

▼結果 

Ａ1： そもそも干潟の具体的なイメ

が驚きだった様子。特に、泥

持っていることを知り、自分

驚いていた。 

捉え方で大きな違いは、視認

 

？ 

盤州干潟での生物観察 

した経験を持つ参加者にも協力を依頼し、担当教員と下見

のアクセス、トイレなどの問題や安全面等を確認し、具体

。また、必要な補完資料等、準備に関する計画も行った。 

中で導入に使う資料、現地で観察を行う際の補完資料、振

の作成を行った。主に写真資料の収集と編集加工である。  

を移動し、干潟へとアプローチした。子どもたちは、この

くのカニや野鳥と遭遇し、干潟では、カニ穴や珍しい生き

潟の生態系と視認性に優れた磯浜との違いに驚いていた。2

た干潟の「汚い」イメージが変わり、分解や循環という新

観」を持てた様子だった。また、参加した教員の多くも、

、東京湾や海に対するイメージが大きく変わり、海への興

 

美学園小学校 武澤先生） 

ージが無かったことから、磯浜と同じ海の分類に入ること

の中に隠れる工夫や、生き物自身がその泥を浄化する力を

の目だけでは知り得ない生態系の複雑さや多様性について

できる対象の多さや、五感で感じる感覚の違いであった。
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磯浜は多くの種類の生き物が、混在しており、その様子が一目で分かる。干潟は、ほと

んどが泥に隠れており見えにくく、感触も磯と比べて不安定だと感じいた。 

Ａ2： 4 年生の磯浜での経験した五感を使って対象を捉える、手法は残っていた。今回は特に

匂いや色に大きな違いを見いだしていた。また、視覚に強く残った広さも印象的だった

ようである。生き物を大切に扱うという感覚も残っていたようである。 

Ａ3： 授業後に学校で行った教員との反省会では、通常の教科学習との関連性を事前から考え

ておけるのであれば、より効果的な取り組みに出来たと指摘があった。しかし、2 時間

弱の学習のために必要とする準備や費用の負担は大きく感じ、継続的に、しかも学校独

自の取り組みとして続けて行こうとすると、検討する余地は多くあるとされた。これは、

特に時間数が限られており、今回実施した 5 年生時の特定の時期には様々な催しがある

ことから、自動的に優先度が下がるとされた。学習効果や価値があることは認めつつも、

それにかかる負担を低く抑えるための体制や環境が、現時点では揃っていないとの結論

に至った。  
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■巡検 新潟海岸巡検（11 月） 

▼ねらい 

地先の教員に対して海への興味を喚起

する手法として、巡検の有効性を検証した。

巡検による問題提起や普及啓蒙は、対象人

数の点などから一見非効率的に思われる

が、海の学習を広める際にはまず教員自身

の興味を促すことが重要なことから、検討

するべき手法である。しかし、従来は現状

を伝えるためだけの取り組みとして行わ

れている。 

今回の巡検は、現状の伝達が目的ではな

く、どう現状を伝えれば学習に取り入れる

気運につながるか、常に参加者には“海の

学習”を視野に入れつつ、一日を過ごしてもら

性を探った。 

 

▼巡検 

場所は、新潟海岸にて行った。新潟よりワー

教員を募集した。参加した教員は幅広い年齢層

コースは、 

 みなと館 （港湾と開発）

 日和山展望台 （新潟の地形特

 関屋浜海水浴場 （海の家・消波

 関屋分水資料館 （災害と治水）

 新川漁港東側 （縦割りの管轄

 新川漁港西側 （侵食現場と対

 佐潟 （砂丘・後背湿

 越前浜 （新潟海岸の原

 角田岬 （総括） 

 

▼結果 

参加者からは、身近な海がこれほど痛手を負

かの形で学習に取り入れ、将来この問題を解決

感じた、との声が聞かれた。 

 

これは同時に、近くにとても重要で有効な学

付けたことになる。認識するきっかけとして、

した。 

 

 - 
うことで、主催者側にとっての巡検という手法の可能

新潟海岸巡検の様子 

クショップに参加している参加者を通して、新潟県の

が集まった。 

   をスタート地点に、 

性と地盤沈下） 

ブロックに囲まれた海水浴場とレジャー） 

 

区域） 

策） 

地の利用と環境保全） 

風景） 

  と周遊した。 

っているとは思いもしなかったこと、このことは何ら

する立場になる子どもたちに触れさせておくべきだと

習資源があったとしても、認識できていないことを裏

巡検はその実施方法によって有効な手段になると確信
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■結果のまとめ 

本年度事業の結果としては、ワークショップの開催と、事例検証、巡検を通して、目標に掲げてい

た学校周辺環境の特性や恊働に必要な事柄などの検証も進み、参加者との良好な関係が構築され、来

年度、実際に恊働実践を希望する学校や参加者にも恵まれた。また、それを支える共通言語的なプロ

グラム例も参加者により示された。これらのことから、事業目標へ到達できたと言える。そしてその

過程からは、再設定された「場」の目的が達成され、我々が今後海洋教育を普及していく際の羅針盤

とも言える仮説が導かれた。 

以下にその仮説を示し、次章にて、先述した各手法により得られた結果（学び）を振り返りつつ、

今後「海の学習」を広めるための戦略と戦術について考えてみたい。 

 

命題：「どうしたら海の学習が広がるか？ そのために外部機関は何をどうすべきか？」 

 

このテーマ（命題）について、場に与えられた機会（ワークショップ、巡検、議論）と、これまで

の個々の経験を通して、各参加者から導かれたものをもとに、主催者側で検討し、最終的な仮説とし

て以下を導いた。 

 

大仮説：＜どうしたら「海の学習」が広がるのか？＞ 

▽学校側が取り組みやすいようなサービスが継続的に提供され 

▽学校側が取り組みやすいような環境が整い 

●「海の学習」に対する良い評価が広がり、取り組みやすい風土が形成される 

 

手法の仮説：＜そのために外部機関は何をどうすべきか？＞ 

1．共に取り組んでくれる学校や人を確保し 

2．「海の学習」の有用性と必要性を示す事例を創りつつ 

3．様々なサービス（素材・手段）を用意し 

4．学校のリクエストに応えてくれる機関として存在を知らしめ 

5．より広い専門家とユーザーのネットワークを整え 

6．学校の取り組みを様々なサービスにより継続的に支援し 

7．その取り組みと効果をネットワークにて広く知らしめ 

8．海の学習に取り組みやすい風土を創る 
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考察 

 

当初、「プログラム創り」という目的に沿い恊働することで関係を構築し、その経過から共通の言語

や意識といった環境を共有・創造することを予定していた。しかし、場が進む中で場に与える目的を

変えていった。新しい目的は『「どうしたら海の学習が広がるか？そのために外部機関は何をどうすべ

きか？」といったテーマについて、個人として、場として仮説を導く』こととなった。 

目的を変えることで、事業当初にねらっていた成果を得にくくなるのではないかとの不安もあった

が、場に設定する目的は、事業本体の目的とは異なり、あくまでも事業目標を達成するための手段で

ある「場」を活性化・最大化するための目的として設定するものであることから、事業本体の目的に

一貫性が担保されていれば、事業目標へ到達できると考え、場に与える目的を臨機応変に検討し、再

設定した。 

結果として昨年度に考えた OHP モデルに当てはめると、プログラム創りという当初の手段を変更し、

新しい目的に沿い「場」が進行し、その経過から参加者との関係は発達し、様々な学びを得ることが

できた。そして、最終的には非常に具体的な仮説が導かれた。この仮説は、今後我々が、用いる手法

について検証する際に役立ち、常に我々自身の足下を照らしてくれる明かりになると考える。 

また、ワークショップ以外にも事例検証や巡検などの手法を試したことで、より多くの環境下・条

件下における学校や教員の特徴を、それぞれの設定ごとに知ることができた。これにより、マクロな

問題からミクロな問題まで、学校周辺の環境に関して異なる縮尺の地図を手に入れることができた。 

考察では、ワークショップを通して手に入れた様々な明かりを用いて、事業全体を通して手に入れ

た地図を照らしてみたい。そこから、我々が今後目指すべき「海洋教育の普及」という最終目的港ま

での航路を見いだしたいと思う。 

  

■考察の前提 

考察では、今年度事業で得られた成果（学び）が、本事業の最終目標「全国における海洋教育（海

の学習）の普及」への到達にどう関わるかを整理し、今後の事業へと活かしたい。そこで、詳しい考

察を行う前に、基本事項の前提を確認し、考察へと進む。 

 

□目標の確認 

目標：「全国における海洋教育（海の学習）の普及」 

目標にも示されている通り、「全国」レベルでの普及が目標である。 

 

□ここで指す「海洋教育（海の学習）」とは 

学校や教員が持つ諸条件や、入手できる学

習資源により、「海の学習」のあり方や姿、

また内容にも多様性が存在すると予想でき

る。例えば、大きく分けて以下の三つの形態

が想像される。ここでは、その違いに関わら

ず、一元的に「海の学習」として取り扱うこ

ととする。 

 

Ａ：海をテーマに、海を学び、その学びを他の
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図-1．「海の学習」の形態例 

学びに発展させる。 
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Ｂ：別のテーマから、海へとつながり、そのつながりを学ぶ。 

Ｃ：別のテーマの進行を、海の事例で補完する。 

 

□ここで指す「普及」とは 

目標が示す「普及」とは、その地域内の多くの学校で継続的に導入され、定着している状態を指す。 

 

□目標へ到達した時の姿 

すなわち本事業の目標へ到達したあかつきには、 

 Where＝全国の小学校で、 

 What＝我々が考えるいくつかのパターンを持った「海の学習」が、 

 How＝継続的に導入され、定着している状態 

がそこにはある。 

 

■目標到達への考察 

□大切な三つの観点 

今年度事業を通して、我々が目標到達までの道中、関係する組織や個人が持つ態度・制度・風土と、

その背景について十分に考えつつ取り組む必要性を知った。考察では、この三つの事柄を Key Word と

して持ちつつ、目標到達への航路について考えたい。 

 

□定義 

一般的には、次に述べるような定義がされていると考える。 

 ・態度とは、事に対する構え・考え方・行動傾向を指す。 

 ・制度とは、仕組みや決まり事を指す。 

 ・風土とは、土地固有の気候・地味、土地柄を指す。 

 

本文では各事柄に対し、上記の定義に次のように加え、考察を進めたい。 

「制度」には外部機関が学校や教員に向けて提供する助成制度や支援事業などの取り組みも含めて、

この言葉を用いる。 

「風土」は、自然科学的な「土地」としての意味に加え、社会的な「組織」が持つ固有の思考特性

も含めて、この言葉を用いる。 

 

□学校側 

＜学校における風土と制度と態度の関係＞ 

最終的に学校現場で「海の学習」を定着・普及させるためには、学校周辺環境に「海の学習」へ取

り組みやすい風土が必要である。教員が授業内で「海の学習」を試し、有用性を認め、それを組織の

中で共通の認識とすることで初めて学校単位での取り組みとして定着するからである。 

教員の新しい取り組みを受け入れる風土は、組織や環境に構築された制度に大きな影響を受ける。

またその風土と制度によりその組織や個人が持つ態度も影響を受ける。 

いくら一人の教員が「海の学習」を取り入れる意志や態度を持っていたとしても、実際に学内で取

り組めるかどうかは、その学校に存在する制度と風土による。 
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＜学校周辺環境における制度と風土の変化＞ 

学校周辺環境に関して大きな枠組みで考えると、ここ数年、制度と風土に大きな変化が訪れている。

平成 14 年より導入された「総合的な学習の時間」である。従来までは決められた教科の中で、定めら

れた学習目標へと到達することに取り組んできた。これに対し、目標と手法とテーマなどを学校側の

裁量にて設定し取り組むことで、その学校周辺に存在する学習資源を有効活用しつつ、児童生徒の「生

きる力」を育もうとする制度が設けられた。 

誤解を恐れずに言えば、制度が変わったことで、急速に新しい風土が形成されつつあるとも言える。

従来は教科以外の事柄やテーマについて学ぼうとすれば、教科以外の時間枠を使うか、規定の時間枠

外で行っていた。このような状況下では、必要とされていない事柄やテーマについて、教員や学校が

自ら率先して取り組むことは難しく、必要性を感じにくい風土であったとしても当然である。 

今現在では、「総合的な学習の時間の導入」という制度変更により、教科以外の事柄やテーマを学ぶ

取り組みに対する考え方は大きく変わり、まさしく風土が変わりはじめたと言える。すなわち、新し

い取り組みに対する学校単位での態度が、制度の改変にともない大きく変わりつつある。これは我々

にとっても大きなチャンスであることは言うまでもない。そしてこのチャンスを活かすべく、平成 14

年度より取り組んで来たわけである。 

 

＜「海の学習」を取り入れる風土はあるか？＞ 

しかし、それがすなわち「海の学習」に取り組むための風土が形成されたということではない。追

い風を得たとしても、やはり波は高いのが実情である。また我々同様に、この新しく開放された時間、

総合的な学習の時間をねらい、今までに無いテーマや事柄を学校が扱うことを願い、学校にアプロー

チする非学校機関は多い。それは民間企業からはじまり、文科省以外の省庁にまで多岐にわたる。同

時に、学校側はそれらの機関からのアプローチの多さに、疲れている様子も見られる。 

その反面、学校、特に公立の小学校には、学校が取り組みたいと思う授業を全て実現するための資

金や人材やノウハウ、またネットワークが全て整っているわけではない。むしろ揃っていない要素の

方が多いと言える。 

  

□我々の関わり方 

これらのことから、「学校が取り組みたいと思う授業」を支える機関に対しては、学校にも恊働する

姿勢や態度が存在すると考える。ここで重要なのは、「学校が取り組みたいと思う授業や学びを支える」

という点である。 

我々にとっては、学校現場に形成されつつある新しい風土の中に、「海の学習」への取り組みを善と

する態度を育む必要がある。そのために、次に我々自身の「態度、制度、風土」と、学校との取り組

みの関係性について考えたい。 

 

＜学校周辺環境を詳しく知る必要性＞ 

学校に「海の学習」へ取り組む風土を創るための手法は多数考えられる。今年度事業で行った巡検

では、地先の教員に海の興味を喚起させる方法として巡検は極めて効果があることが分かった。6 回

のワークショップからは、教員の持つ基本的な概念や共通言語を知ることができ、同時に関係を構築

する方法としても有効なことが分かった。また、特に外部が開発したプログラムに対する様々な捉え

方が存在することを知り、教員と恊働でプログラム開発を行う際の注意点も把握することができた。

その過程で、参加者より特に評価されたのは、貪欲に彼らのニーズや特徴を把握しようとした我々の
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姿勢であり態度であった。多様な手法について考える前に、そもそも学校の実情を徹底的に把握する

という態度が、従来の外部機関に欠けていたように思われる。そのことが、取り組みの効果を低くし

ていると考える。 

 

＜十分な説明＞ 

今までにも、学校現場を支援する制度や取り組みは、様々な機関により行われている。しかし、そ

れらの取り組みの真意が伝わらない、また継続しないことが多々ある。互いのニーズのミスマッチが、

その原因の多くを占めると思われる。 

なぜ、ミスマッチが起こるのか？考えられる答えの一つは、双方が十分な説明を果たさずに、取り

組みが始まることである。取り組みに対するねらい自体が、双方によって異なるにも関わらず、それ

らを互いに共有していないために、お互いの主張に違和感を覚えるようになるという。 

例えば、学校は子どもたちに取り組みを通して「姿勢、態度、能力」を育んで欲しいと願う。恊働

する非学校機関は「ある特定の知識」を身に付けて欲しいと願う。双方が担保される取り組みであれ

ば問題は無いが、そうで無い場合は、強引に双方の願いを叶えようとすれば取り組み自体が中途半端

なものになり、お互いに低い満足感しか得ることができない。 

 

＜継続性の確保＞ 

また、事業中に交わされた様々な議論の中でよく指摘された事柄として、外部機関が行う教育支援

事業に関する継続性の問題がある。流行や一時的な盛り上がりから派生した事業や取り組みに参加す

る程、学校に時間的余裕はない。 

継続的に取り組むことが前提になり、より強固な関係が構築される。外部機関にも、学校にも、教

員にもコミットメントが必要なのである。そして何よりも、我々外部機関がどれだけその事業や取り

組みにコミットしているかにより、恊働者である学校や教員の協力の度合いは変わる。そして、その

継続性を担保した上で、計画性をもって取り組むことが望ましい。なぜなら自分達の進展度合いが分

からないこと程、モチベーションを下げる要素は無いからである。 

最終的な目標到達の過程において、恊働者も様々な恊働者に分類されると考える。取り組みの発展

性や進展度合いといった時間軸で分類して考えると、短い期間に集中して恊働作業を行う場合もあれ

ば、最終的な目標到達まで関わりを持つ場合もある。その双方の関わりにおいても、やはり取り組み

の現在地を把握することは重要である。 

これらのことから、主体である機関が目標到達までの計画を示し、そのための継続性を確保する態

度を示すこと重要だと考える。 

 

＜目標到達までの段階＞ 

目標達成までには、「結果のまとめ」で示した通りの仮説を想定しており、その過程の時々に適した

手法が存在すると考える。また、目標到達までの道のりにおいて、関わり方の時間的スケールの違い

により、恊働者が分類される可能性は先述した。 

最終的には、全国的に取り組まれていることを目標に据えることから、取り組みは段階を経るごと

に、その種類が増え、それぞれの内容の質が向上し、それらに対する認知が面的な広がりを持たなく

てはならない。しかし、まず重要なのは伝わる魅力・内容であり、手法ではない。その伝わる内容に

より、その広がりが決まる。この前提をもとに、目標到達までの段階を考えると、大きく分けて三段

階に分けられると考える。この各段階に、「結果まとめ」にて示した「手法の仮説」にある 1から 8 の

 - 28 - 



ステップを当てはめて考察の材料にしたい。また、各段階を充実させるために必要な恊働者は、一貫

性して関わりを求める場合と、その段階ごとに異なる場合があると推察する。 

 

・第一段階は、実践。 手法仮説の 1、2 

・第二段階は、認知。 手法仮説の 3、4 

・第三段階は、普及。 手法仮説の 5、6、7 

 

各段階の進展を横軸に、進展に伴

い我々の取り組みに関係し、その取

り組みを利用する人数を縦軸に示

したのが、図―2 である。 

 

＜全国での普及から逆算すると＞ 

学校に新しい制度が導入された

ことで、従来までには無い取り組み

が可能になった。しかし、それは必

ずしも「海の学習」に取り組む風土

ではないことは先述の通りである。

では、新しい取り組みの一つとして、「

するためには、何が必要なのだろうか

一つの学校が「海の学習」に取り組

が理解されている必要があることは当

学内での合意形成がなされている状態

すなわち、実践したいと考えている

がある。この実践したいと考えている教

我々の最終目標は全国での普及である

れが周辺に波及することは無く、まし

「全国での普及」という状態から逆

をする、また気運を盛り上げることを

これらのことから我々には、潜在的

校に対し、有用性を示し、彼らの欲求

要があると考える。その初めの取り組

 

ここでは、来年度事業との関わりが

し、続く二つの段階とその内容につい

に進めて行きたい。 

 

□第一段階 実践について 

＜「海の学習」実践事例創り＞ 

取り組みを広めるためには、その基

ない学校や教員が魅力的に感じ、有用

 

海の学習」に目を向け、実際に取り入れることも含めた風土に

。 

図-2．段階と関わる人々 

むためには、そこに属する多くの関係者により、有用性や魅力

然である。そして、学内が実際に取り組もうとする態度に満ち、

にあって、初めて担当教員が実践できる。 

教員は、学内の合意形成を得やすい環境や気運を形成する必要

員は、我々にとっては潜在的な恊働者でもある。なぜならば、

から、一つの学校ですら良い評価が得られないのであれば、そ

てや全国的に普及することなどは考えられない。 

算して、まずは我々の潜在恊働者が、所属する学内で合意形成

支援する取り組みが必要だと考える。 

な恊働者や、全く「海の学習」が視野に入っていない教員や学

を刺激し、取り組みを促進させるための魅力的な事例を持つ必

みが、第一段階の「実践」である。 

強く、現在最も重要な課題である第一段階について詳しく考察

ては、想像できる範囲での考察に留め、今後との取り組みと共

点となる事例が必要である。特に、まだ海の学習を認識してい

性を見いだせるロールモデル（実践事例）が必要である。そし
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て異なる条件下で行われた複数のモデルを示すことが望ましい。我が国の学校における地理的条件は

多様性に富んでおり、限定した条件下でのモデルが、そのまま全国的な普及を促すための材料にはな

り得ない。近くに海の無い学校でも、食と排泄を通じて川へと発展し、その興味は海へとつなげられ

ることは、第 3 回のワークショップでも示された。モデルを見た学校や教員が、親近感や期待感を持

てることが重要である。少なくとも、沿岸部、河川沿い、山間部、都市部程度の分類ごとのロールモ

デルは必要だと考える。何よりもこのロールモデルは、実際に教員との恊働により創られ、実践され

ている必要がある。その恊働を円滑に進めるためにも、我々外部機関は、学校の制度や風土を理解し

つつ、その実情に合わせた形で取り組む姿勢と態度が必要である。 

 

＜共通言語と説明書＞ 

また、このロールモデルと同等に重要なのが、学校や教員との共通言語となる計画書の類である。

学校周辺の用語で言われる、年次計画書や指導計画書などがそれである。これらは「海の学習」のね

らいや効果とその計画を示し、また他の教科との関連性や発展性を示すものである。実践したロール

モデルの取り組み内容が商品だとしたら、これらは取り扱い説明書と言える。恊働する際には、この

説明書が学校と外部機関との共通言語となり、共有されるプラットフォームにもなる。 

本年度事業の成果の一つに、海をテーマにした総合的な学習の時間を想定した計画書が、参加者に

より示されている。海をテーマにした総合的な学習の時間のプランとして描かれており、その有用性

や、学年の発達段階に応じた具体的な内容にまで触れられている。まさしくこれは「海の学習」に関

する説明書として書かれており、非常に参考になる。このような、計画書や説明書等を両者が持つこ

とで、ミスマッチの予防から、効果的な恊働にまで役立つと考える。 

なぜなら、従来までは双方の主張やねらいを理解し合い、恊働の方向性や進展を確かめる基準など

も不明確だったことから、ミスマッチが起き易かったと推察する。学校側の形式を用いた計画書の上

に、情報提供や各種支援を行う機関独自の取り組みを盛り込むことで、恊働が学習のねらいや効果に

どう関わるかを客観的に把握することが可能となる。外部機関としては、この計画書を読み解くこと

で、学校側が必要としている支援や情報を把握しやすくなり、適切な質と量のサービスを提供しやす

くなる。もちろん、先述した双方が説明責任を果たすことが大前提となることは言うまでもない。 

ロールモデルと計画書というセットを 1 つ揃えることで、我々は広める起点をようやく一種類手に

することができる。そして、これらをより多く揃えるためには、我々の想いに賛同し、恊働で「海の

学習」を開発・実践する協力者と協力校が必要である。今年度事業の参加者からも、これらの開発・

実践に興味を持ち共に取り組む恊働者が既に現れていることから、来年度事業では、より効果的なこ

のセットを開発し、次の段階、認知へとつなげたい。 

以上が、今後早急に我々が取り組むべきだと考える、実践事例創りについての考察である。次に、

これらの事例をどのように広め、全国での普及、「海の学習」が取り組まれるための風土創りを促進す

るか、若干の考察を試みたい。 

 

□第二段階 認知について 

＜手法と媒体＞ 

このセットが揃って、はじめて「海の学習」の有用性や魅力を広くの学校や教員に伝えることがで

きる。そして次に課題となるのが、どう伝えるか、伝達の手法である。これらの手法は、学校周辺環

境に根ざした媒体を効果的に用いることが重要である。 

伝達の速度と量の許容力を重視するのであれば、インターネット等の電子媒体は有用である。これ
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らは我々側からの発信に限らず、恊働者同士や、海洋学会等の諸関連機関との恊働においても、Web

を共通のプラットフォームとすることで、潜在的な恊働者への促進などにも役立つ。 

IT を使う方法と同時に、異なるメディアを用いることも重要である。特に学校教育に関する専門誌

や業界新聞等と恊働することも効果的である。学校や教員の多くがこれらの媒体に目を通すこと、ま

た彼ら自身の情報収集の媒体としても活用されていることからも、取り組みが記事として扱われるこ

とによって、インターネット等に比べ、より広く情報が伝達されると考えられる。実際にこれらの紙

面を使い、企業財団等の外部機関が多くの公募事業やイベントを行っている。また、それに参加する

学校や教員も多い。 

次に、一見効率性が低く思われる伝達の方法が、教員同士が集まり行う研究会などでの発表を含む

「口コミ」である。しかし、実際に取り組んだ教員、またそれを間近で見ていた教員による説明には、

先の二つの媒体には無い強い伝達力がある。何よりも、情熱や感動が伝わることからも、この伝達方

法は重要である。 

その他にも色々な伝達方法は考えられるが、それぞれの手法に一長一短があり、その用途により適

切な手法を効率的に用いることを心がけたい。 

 

□第三段階 普及について 

様々な伝達手法を用いて、「海の学習」の認知が広まったとする。しかし、実際に取り組みをはじめ

る学校や教員を増やすには、情報以外にも様々な支援を提供する必要がある。取り組もうとする学校

や教員により、必要とする支援は異なるであろう。既に多くの機関が行うように、プログラムの提供

や、実験器具や教材、資料の提供も考えられる。 

しかし、我々外部機関の支援がなくては取り組めない「海の学習」では、いくら普及したとしても、

我々の本当の目標に到達したと言えない。重要なのは、学校や教員、またその地域により自立的かつ

自律的に取り組みが続き、学校の教育課程の中に「海の学習」が当然と存在し、国民の中に海に対す

る意識が普及することである。 

そのような観点で、理想的な過程を考えると、第一段階から第三段階以降へと進展するにつれ、関

わる学校数や恊働者数や、我々が提供するサービスの種類も増え、その一方で我々がかけるコストは

徐々に減少するのが望ましいと考える。なぜなら、コストの減少はすなわち学校現場からの乖離とい

う訳ではなく、ある特定の支援に依存しない、学校が主体となった取り組みが定着したことを意味す

る。 

今年度事業を通して、我々は多くのことを参加者から学んだ。これから「海の学習」を広めていく

ための恊働者と、その道中で教えを乞うことができる教師を同時に得られたことが、今年度事業の最

大の成果だと考える。この成果を目標到達までの糧とし、情熱を持って「海の学習」の普及に努めた

い。 
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■ワークショップ「海に学ぼう」概要 
 

□日程 
 

 日時 講師 概要 
第 1 回 2003 

5.31 
濱田 隆士 
[東京大学 名誉教授 / 放送大学] 

養老川フィールドワーク 

第 2 回 2003 
6.21 

中村 元 
[江ノ島水族館 アドバイザー] 

水族館を利用した学習を考える 

第 3 回 2003 
7.19 

村上 八千世 
[アクトウェア研究所] 
清水 透 
[三協興産株式会社 技術部] 
福島 朋彦 
[(財)シップ･アンド･オーシャン財団 
 海洋政策研究所 研究員] 

身近な視点から始める 
東京湾学習プログラムを考える 

第 4 回 2003 
8.29 

宇多 高明 
[(財)土木研究センター 
 なぎさ総合研究室 室長] 
清野 聡子 
[東京大学大学院総合文化研究科 助手] 

有明・葛西フィールドワーク 

第 5 回 2003 
11.8 

田中 達実 
[ジャパン GEMS センター 講師] 

GEMS プログラムから 
非学校機関の事業を考える 

第 6 回 2004 
1.17 

嶋野 道弘 
[文部科学省 初等中等教育局 視学官] 

レポート報告会 

※敬称略 

 

□参加者 
 

氏名 所属

磯貝 幸子 木更津市立金田小学校

今井　常夫 富津市立天神山小学校

川原　哲郎 新宿区立大久保小学校

久保田　智恵美 新潟県教育庁上越教育事務所

五島　由美子 京ヶ瀬村立駒林小学校

齋藤　響 横浜市立戸部小学校

杉本　茂雄 中央区立月島第三小学校

高橋　明久 横浜国立大学教育人間科学部付属横浜小学校

武澤　裕子 目黒星美学園小学校

田中　義順 江戸川区立第七葛西小学校

田村　学 柏崎市教育委員会学校教育課柏崎市立教育センタ－

中川　繭 新宿区立余丁町小学校

中村　泰之 大田区立矢口小学校

右田　清 トキワ松学園小学校  
※敬称略、50 音順 



■第 1 回 「フィールドワーク：養老川巡検」 
 

□配布資料 
 

   
1.表紙 

 

2.宇宙から見た東京湾 

 

3.事前ワークシート 

 

   
4.養老川河口地形図 

 

5.養老側河口空中写真 1961 年 

 

6.養老側河口空中写真 2001 年 

 

   
7.以前の養老川河口付近 8.潮間帯の生きものなど 9.養老川全域地形図 



   
10.養老川全域空中写真 

1965 年と 2000 年 

11.20～30 万年前ごろの市原市 

 

12.高滝ダム地形図 

 

   
13.高滝ダム空中写真 1961 年 14.高滝ダム空中写真 2001 年 

 

15.養老川の歴史 

   
16.粟又の滝地形図 19. 粟又の滝空中写真 1966 年 18.粟又の滝空中写真 2000 年 



  

 

19. 房総半島の大地の変遷 20.事後ワークシート  

 



□濱田講師のコメント記録 
 

1）東京駅～五井駅（バス中） 

・濱田先生キャリア（イントロ） 

古稀を迎えてこきつかわれている（笑）定年の

時期なのに一年ずれました。修士課程がおかれた

ので観察期間です。（私の講座は）地球環境（科

学）というのがタイトル（放送大学大学院：地球

環境科学）。放送大学は、全国ですでに 27 万人の

卒業生がいる。名の知れた大学だが、昨年から修

士課程をおくようになった。通信教育でははじめ

ての試みです。 

 

・地球環境科学とは？ 

 

※topic～ これから海・山・川について 

 理解するための背景 

 

地球環境科学というのは大きなタイトルです。

普通の環境科学というのは、環境という言葉が文

部省で定着するようになったのが 10 数年前。新

しい科目です。地球環境科学という名称は、英語

でいうと Environmental Science of the Earth

というのか、Earth Science of the Environment 

というのか定訳がない。放送大学では地球の環境

科学ということにした。地球が主体なのか、環境

が主体なのか、科学が主体なのか分かりません。 

そういう地球環境科学というのは、大きくいえ

ば宇宙全般にわたって話を広げなくてはいけな

い。天から地まで、液体から地球の固体まで、地

球内部まで、それが現象として起こる地震など災

害もひきおこすということで、環境科学というこ

とばが最近正しく理解されるようになった。今か

ら 20 年前は環境が悪いというイメージがあり、

文部省も嫌っていたが思いきってつけた。 

「環境科学」というのが忌み嫌われる要素が非

常に大きく、東京大学の場合だと、工学、化学で

環境と名のつくところは修学希望者が減って底

を割ってしまったというか、そういう時代があっ

た。だんだんそうではなくなってきたが、古い人

は環境科学というと、いまだに社会的環境、人が

害を受ける、公害型の環境問題というのがこびり

ついて離れません。それが若い人になってみれば、

環境ということばはそうではなくて、ひろく、生

物環境も、機械環境も、人為環境も、全ての環境

が平等に悪い意味ではなくて、あまねく通用する

ことばだという意味に使うようになった。 

地球環境科学とは、放送大学の自然の理解とい

う制度の中で、「地の部分」「地と天を結ぶ部分」、

海洋とか大気などを含めて広く地球環境を扱う

立場にいます。 

東京駅にて集合 

 

（放送大学の修士課程：地球環境科学は）修士

課程なので絞り込みが必要で、だいたい総合の科

学の時間、総合的な科目という趣旨にたいして、

複数の従来の科目を横断的に見てみるとどうな

るか、それを一つの学問体系としてとるときに、

どういう切り口で見たら良いかを考えると、おそ

らく「システム」という言葉が通用するだろう。

それは工学のシステムと理学部のシステムでは

また違うわけですけれども、機械的システムの場

合にはこれは設計図がかかれると相当よくもの

ごとが運ぶシステム。理学的な、あるいは文学的

なシステムの場合には理屈・概念、あるいは理念

の上でのシステムですから、必ずしも数理的に割

り切れるものではないという性格を持っていま

す。非常にいいづらい、わかりづらいのですが、

大きくものごとを見るためには、広く分野を広げ

て、広視野（Wide Veiw）・広領域で（見る必要が

ある）。 

地球を研究している人は地震・火山・化石・地

層などが身近な存在（な場合が）多い。（これで）

天と地のバランスが壊れてしまった。これを高等

学校、みなさんは小学校の課程ですから、少なく

とも今までの大学での受講はこの縦割り形の精

神を護ってこられたと思いますが、小学校は学問

になる前の自然体の、自然というものを理解する

ために必要な予行演習というか、環境科学という

のは学問になりにくいので、どういう風に自然を

理解するかという仕組みの勉強、それは決して数

理的に割り切れるものではない。 

 

自然界というのは範囲が決まっていない。教員

の方々にはその自覚がたまにない場合がある。や

ればやるほど謎が湧いてくる、研究すれば研究す

るほど新しい問題が出てくる、終わりの見えない

もので、その結果物理と化学なんかわけがわから

ない、両方あわせて考えないといけないことがあ

る。物理化学という、interdiciprinary（学際的）

という言葉が大流行りだった。ところがそれが、



なんでも 2 つあわせれば学際的か？ という話

がたくさんでてきた。本来それはスペクトル型で、

100%物理から 100%生物までという、その間をど

っちからどう言おうとそれはかまわないわけで、

地球環境科学とは地球を物理・化学・数学・生物、

そしてアート、それから運動を含めて、人間科学

を含めて、工学というものを含めて広く理解を深

めるために、総合的にものを見るという総合性の

高い学問分野を目指しています。 

今日みなさんにお話するのは、その地球環境科

学の中で、海の部分、あるいは川の部分、水とい

うものが関わった部分です。 

地球の70%が水に覆われているから水の惑星と

いうのではない。70%というのは表面積であって、

実はみなさんの体の 70%も水分なんです。生き物

はみんなそうです。そういう中で、水というもの

が地球科学として非常に大切です。 

 

物事の善し悪しというのは、倫理的に違う。そ

れは定義の問題で、場所がかわればかわる。我々

は客観的にものごとを考えることが大切であっ

て、ものには裏表があり、それを一日中しっかり

考えていただく。一つのことを考えたらその裏に

何かがある。今日はダムにいくが、ダムができる

と水がたまる、砂がたまる、どっちがいいか？ 

どっちも悪いと言えるし、良いといえる。こうい

う解釈が必要で、それが地球環境科学的な理解と

しての地球のありかたの筋道です。 

 

2）養老川河口（干潟） 

・自然石の砕波装置（護岸） 

 

※topic～ 海の生態系はゾーニングが 

 できる：その現場 

 

垂直岸壁というのがいろいろなエコロジーで、

まずいということもあり、石をおくとそれに生き

物がつきます。青ノリがあり、フナムシがいっぱ

いついています。岩石の上に海藻が生えていると

ころ、フジツボのゾーン、カキの仲間、陸上にあ

がって空気呼吸ができるフナムシがいます。海の

生態系はこういう「ゾーニング（分帯：生物によ

る分帯）」ができるということで、この分帯は潮

が引くとさらに下の方までいきます。下には砂が

ありますが、その砂が生物のゾーニングに役に立

ちます。主として貝やカニが多くいます。 

バス内での解説（濱田講師） 

 

・桟橋の橋脚 

 

※topic～ ゾーニング続き 

 

桟橋の橋脚にいっぱい生物がついているのが

見られます。一番上にきているブルーの線が高波

のゾーン、その下に二枚貝（イガイ）がいます。

潮間帯は潮が満ちてきてもどる。大潮と小潮があ

りますが、大潮は潮位差が大きい、大きいという

のはその地域の中で大きいという意味で、絶対値

で一番大きいのは、韓国や北米のある島では 10m

をこえる場合があります。ここは東京湾なので、

標準海水面から 3m 下がるのが精いっぱいだと思

います。もう少し下がると砂地が見えてきます。 

生物のバイオゾーン、空気中に出てくるものが

どうなっているかについて説明しています。 

 

・公園 
桟橋付近 

 

公園 



ソテツのいい生育が見られます。ソテツはイチ

ョウと同じで生きている化石といわれていて、古

生代のおわりに一度でてきて、中生代にはそれを

食べていた恐竜がいます。イチョウと同じで植物

なのに精子を持っている（しっぽをふって泳ぐ）。

非常にかわっていて、実はシダに非常に近いです。

高等でもある、原始的でもある、非常に古代的要

素が強いです。そういったものを生きている化石

と呼びます。精子を見つけたのは、イチョウもソ

テツも日本人です（大きな業績で、東大の小石川

の植物園です）。 

 

・干潟（陸から） 

チドリの仲間、黒いのは海鵜、サギ、がいます。

ここは、干潟として一番喫水線がよくわかるとこ

ろで、それはもっと桟橋の方まで下がっていきま

す。地学的な現象としてはリップルマーク（さざ

波の跡）が非常によく見えます。最後に波が作っ

た姿、それがリップルマークです。 

干潟というのは一見、ほとんど生物が見当たら

ない、死の世界というような印象を持つが、おり

ていくと、中に非常にたくさんの生物がすんでい

ます。カニの仲間、貝の仲間（巻貝や二枚貝）、

カンチュウ類（ゴカイの仲間）、すべこれは

infauna（土のなか、泥のなかにもぐって生活し

ている、そして栄養物は砂の中に含まれている有

機物、特にランソウ類と呼ばれる非常に原始的な

生物をえさにしていることが多いです）。地球生

態系の中で一番下等なものが一番たくさんいる

のが海と陸との接点、つまり interface にあた

る”渚”といわれているところです。今、波が打

ち寄せてきている波のたっているところが渚で

す。 

 

・干潟つづき（陸から） 

 

※topic～ ”群れ”という表現： 

 生態学的な観点から 

 

ちなみに、鵜の仲間やサギの仲間はカニを食べ

たり魚をたべたり高等な特性を持っています。海

鵜は首が長いのが特徴で、群れをなしていますが、

群れというのは、雁の群というのがありますが、

群というのは集団的なリーダーがいて、一斉に方

向を変えたりします。魚でも群の動きがあります

が、動物・植物、生き物というのは群れているの

が原則です。群というのは密度が高いという表現

もありますが、いろんな程度で密度が低くても群

れているといいます。1 平方キロメートルに 10

頭・10 匹いても群れているという表現があたり

ます。群というのは程度が大切で、群れ方にバラ

ツキがあります。肉食動物であればライオン・象

などはポツポツとしかいない。しかしインパラや
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養老川河口干潟 
マウマというのはときに群をなして、群れて行

するということがある。群と言う言葉を使うと

には決して形容詞を忘れてはならない。生態学

な意味をとるときには、群れているというだけ

はわからない。群がっているという意味は密度

高いことをあらわしているということを理解

て下さい。 

 

養老川本流部 

 

topic～ 川と海の interface： 

生態系として興味深いところ、 

生物が豊富なところ 

 

養老川の本流が流れているところ。本流の姿で

こは淡水域です。それが流れ込むところが汽水

です。淡水域は塩気がない、海水は 36 パーミ

（36/1000）が塩分濃度です。ナトリウム成分

塩気の中で多く、カリウムは付随的なものです。

6 と 0 との間が汽水域です。汽水域はボラやい

いろな生物がいますが、ボラの中はいったりき

りしています。サケの仲間は川を遡上してきて、

水に入って産卵し親は海に帰って大きくなる。

ナギは海で産卵して、場所はほぼ特定されてい

いるが、日本ウナギはよく分かっていない。そ

が最近いろんなことがわかってきたという情

もあります。魚のたぐいというのは、海から陸

、陸から海へ往復しているんですね。それが、

にだけすむようになったようなものを陸封型

琵琶湖の鮎など）という・・・※鮎の話を中心。 

海洋と河川とを結ぶ中間的な部分（干潟）は生

系として非常に面白く、生物が非常に豊かです。 

 

日本海側は干潟を見ることがないが？ 

干潟はあります。例えば松江。新潟は特にそう

うことでいうと日本側は浸食力が強いので、緩

かな川がない（だから干潟ができない）。 

 

）バスの中（養老川干潟） 

・人類を含んだ生態系の捉え方 



 

※topic～ 社会系のピラミッド／ 

 養殖や放流を題材に 

 

寺本先生の資料には海と陸を一緒にしたらど

うなるかというものがいっさいでていない。肉食

獣を上にあげているという評価は昔流の考え方

です。なぜ昔かというと、我々は海の動植物を食

べものとして利用している。陸上と海とをわけた

ら意味がなくなる、人が関与すると海と陸の区別

はそう大きくない、人類が生態系の一番上にいる

という解釈をしたらどうなるか（を考えなくては

いけない）。2003 年にこの資料が出てくるという

ことは、寺本先生には悪いがこれは古い情報です。

これを新しい情報として構築し直すのが地球環

境科学です。あるいは海洋環境科学になるだろう

と思います。人類が間に挟まるということは、人

間の工業的なものは海と不可分、海にまつわる農

業（水産業）、ノリの養殖、江戸前（東京湾）・有

明海のノリはどうやってとれたか？ 畑のよう

にしています。これは実は肥料をまいています。

化学肥料ではなくて、人糞を使っています。それ

がノリを育てています。海の中の藻類は非常に原

始的だが活性がたかく、生物生産量が非常に大き

い。ここでいう一次生産者はそういったバクテリ

アを中心として生活してきた微生物が養ってい

ます。本当は人糞とかではなくて、昆虫とか落ち

葉や動植物の分解物は全て栄養源になります。水

の生態系の中で、富栄養化・非栄養化を理解すれ

ば、どうして富栄養化がなぜいけないのかと思わ

れることがあると思います。栄養がありすぎる、

窒素やリンが多すぎれば、たとえば密度が高けれ

ばいいというものではない。ほどほどにあるとい

うことが、自然生態系でそうなっているというこ

とです。それが濃縮しているということは非常に

マズイです。なんでもそうですが、生まれて出て

きたものは死んでは困ると言う経済性、これは人

為の経済性、「もったいない」という考え方がそ

こにあるわけです。経済事情があって、それは海

にも陸にも通用しています。人為ということが間

にたつと、自然生態系、陸上生態系、海中生態系

も全部人為が少しずつ関わったり大きくかかわ

ったりするというグラデーション、スペクトルが

ある。餌をまいて養殖する、ということがあるが、

これは抗生物質を加えて魚を養うが、それは死な

ない、健康であるが一方赤潮が発生する。生け簀

の中の魚は赤潮が発生するとあっという間に死

んでしまい、何億円という被害がでる。ひところ

それがあったので、香川県で最初にそういう被害

があり、それが固定の生け簀だった。それを驚い

た事に移動型にして、外水とうまくバランスがと

れるようになった。それはバランスがとれるよう

になったと思うだけで、それは経済的にバランス

が
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とれるようになったと思っているだけで自然

態系では全然だめです。例えば、群れているの

いいことだといいました。ゴンズイは群れてい

すが、それは防衛のために群れているのであっ

、養殖の魚や貝などは同じ群で強制的に群れさ

られたものです。ミジンコをコップの中で飼う

合がありますが、それは非常に密度が高くなり

す。そこで観察した記録を生態系として、現場

験として報告されることがありますが、その裏

は密度が過剰であるということをすっかり忘

た生態系が（報告に）書かれてしまう場合があ

ます。自然生態系では密度が高いところは高い

うに、低いところは低いようにとらえる必要が

り、それは非常に大切なことです。それを人為

に薄めたり、密度を高めたりするとガラっとか

ってしまいます。例えば鮎、サケでもいいんで

が、鮎で考えると、人工飼育したものを川に戻

うという運動があます。それは自然だからいい

いう、多くの場合、非常にいいように表現され

す。ウソとはいいませんが、これは間違ってい

す。自然系の生態系を擬して魚を増やそうとし

いる。そのためは孵った卵を全部生かそうとし

いる。そんなことをいったら、例えばサケが何

万という卵を持っていて、それが全部孵ったら

れこそ海じゅう魚だらけになってしまう。そう

はないんです。卵は鳥に食べられたり、鳥にた

られたり、他の甲殻類の栄養源になっていたり、

ごい大切なんです。生存率が低いのが悪いとい

ことではなくて、生存率を低くしていくために

の生物がそれを利用しているという、利用者で

るという立場を忘れて、閉じた系にしてしまう

※養殖）。あるシステムを一つとると、例えば

なら鮎をとると、それは非常に効率がいいよう

見えますが、周りの鳥にとってみれば効率が悪

場合がある。もっと行動学的にまずいことがあ

、鮎を群れたまま飼育してしまうと、群の性格

備えてしまう。鮎というのは渓流にすんでいて、

れが早い。流れが早いから分散してすんでいま

。そこで食べているのは珪藻類です。ところが

ういう習慣がない鮎たちはどうするか？ 放

すると生きていけないから、あるところに流れ

いってたまります。それがよどみですが、そこ

漁師さんが夜中にやってきて一網打尽！ そ

を旅館に出すわけです。おいしくないに決まっ

ます。珪藻を食べてないわけですから。香りさ



えも消えてしまいます。天然の鮎と人工の鮎で全

然違うわけです。これは例え話ですが、群という

のは功罪相半ばする。経済的にすばらしいと思っ

ているその裏側は、実はそうではないという批判

がまさに今広がっています。これが総合の科学で

あり、総合の理解です。学校の先生が「いいこと」

ばっかりを教えてきた、間違ったことを教えては

いけないというセンスできた場合、全てがいいこ

とだと習ってきてしまった学校教育・大学教育の

間に、自分の性格も理解も、世の中の解釈もかわ

ってきている、、、というそういった事態も大なり

小なりあると思います。 

まずは情報として「社会系のピラミッド」を構

築していくことが必要です。生物、海中生物、そ

れだけのピラミッドでは「人がどこにいる？」と

聞かれた時に困ってしまいます。 

人は共食いをしていいか？ ということがあ

ります。飛行機が不時着して食べ物がない、ケガ

して死でしまう人を食べてしまいます。それはイ

ギリスでも裁判で嫌われましたが、犬もオオカミ

も、実は野生生物はほとんど共食いします。栄養

源として自分の兄弟分を食べる、それが当然です。

ですので、人食い人種というのは、一番効率がよ

くて、一番立派な栄養源をとっています。にもか

かわらず、人が人を殺すというのがいけないとい

うのは、食べるという忘れているという生活を強

いてしまう。戦争で殺してしまった人をすぐその

場で食べていいのかというと、それは倫理的に違

反するという法律も、国も宗教もありますが、で

も宗教とか国、習慣というのは場所によって違う

わけです。誤解してほしくないのは、人が人を食

べるというのは、少なくとも人類愛の中からは出

てこない発想です。かわいそうでもあります。ク

ジラを食べる人がいるからといって嫌う人もい

ますが、クジラもエサです。クジラは最高の地位

にありますが、クジラだって（第一次、第二次生

産者という低い次元の）プランクトンを食べてい

ます。鳥も、バクテリアの仲間を食べている鳥が

います。第一次生産者を直接食べている、にもか

かわらず鳥は最も高いところに近いところにい

ます。その鳥を食べる動物は他にいない（フラミ

ンゴ）。生態系というのはもう少し言えば、社会

での人の習わし、人がエサとして使っている動植

物生態系を含めて考えると、人類が一番高い位置

にあるといわざるを得ない。共食いを含めて人類

はたいていのものを食べる（毒をのぞいて）。そ

ういう生態系があるということを今日はよく考

えて下さい。 

 

・海～山～川の定義： 

 コミュニケーション後の発表 

 

※topic～ 海に対する参加者のイメージ 

 

一番後ろのグループ：山川海の定義の前のところ

で終わってしまいました。それについては話は

していないのですが、3名の方は東京都の方と

いうことで、普段川や海に子供たちもいってま

せん。川にいってはいけないという学校もある

ということなんですが、私は富津市の学校なん

ですが、鮎の放流とかをやってしまいました

（笑） 本当に自然の鮎と人工の鮎というのは

大きさも、すばしこさも違ったりして、一目で

わかってしまうんですね。かつて十何年間前に

はどこかの川を美しくする会ということで鯉

の放流をしたこともあります。それもよくない

んですかね？ 放流した鯉が川をゆうゆうと

泳いでいるのですが、すごく大きくて体長 1m

になるものなんかもいて、少し気味が悪いなと

いう現状もあったりします。 

 

真ん中のグループ：9番です。前段階をはなして

いました。そういったことで各学校で海とどう

いう関係があるのですか？ 学校行事として

海で何かやってますか？ など最初はなして

いました。それぞれいろんな方がいらっしゃっ

て、そんなこと、そんな苦労、自然のないとこ

ろで（都会で）海につれていくのは難しい、な

どについてはなしているうちに、さっきの定義

をどうする？ ということで、現実に戻りまし

た。定義ということで、それぞれ話し合いまし

たが、この趣旨は何なのか？ というところで

とまっていました。SOF として辞書みたいなも

のがあるのかな？ とはなしていましたが、逆

に教えてほしいと思います。教員をやっている

と、「定義」ということをやりたがるのですが、

それよりも自然に接しながら子供たちが感じ

取っていくということを最近では狙っていま

す。 

 

前のグループ：12 番の田村先生。定義ですが、

イメージからいくと海は広いな大きいな、川は

長いなって感じです。山は高いなという感じで

す。定義というとで、かしこまって言葉を書こ

うかなと思いましたが、海は生命が誕生したと

ころですとか、水の比重が高いですとか、川は

流れがあって山から海をつなぐ道になってい

るですとか、山は海にたどりつくための栄養源



を補給している感じで、循環しているというこ

とが話題になりました。視点をどこに持つかで

定義もかわると思うのですが、水ということで

あれば循環というものが見えると思いますし、

人の生活とか生き方ということでものをとら

えることができるかな、という話も出てきまし

た。それから横浜国大の高橋先生は主催者側の

意図から考えると、山～川～海とつなげていく

といいのかな、と深読みして考えた方もいらっ

しゃいましたし、木更津の磯ヶ谷先生は地元の

方なんですが、海に近いという立場から意見を

頂きました。 

 

・きれいな水と汚い水 

 

※topic～ 真実を知る 

 

今日の水はキレイだったでしょうか？ 汚か

ったでしょうか？ 今日は汚かったです。ビジュ

アルに汚いという印象で、本当にどう汚いかとい

うことは分かりません。グローバルにみると、大

きな川、ガンジス川、メコン川、ミシシッピ川、

どれも濁っています。決してきれいな川はありま

せん。きれいな川というのはビジュアルにきれい

だからです。日本は山紫水明といいます。山は紫

色で、水は清らかに澄んでいてといいますが、一

方ことわざには水清らであれば魚は住まないと

いいます。これも真実の一つです。実は水がきれ

いだというのは、一つには粘度の要素が多い、濁

っているということは堆積物の中に泥っけがあ

るということで、またその中にたくさんのバクテ

リアがいます。鯉は決してきれいな川には住んで

いません。はじめから濁った川に住んでいます。

錦鯉は池で飼うから錦鯉なんです。観賞用で、も

ともとは黒鯉です。緋鯉は全く人為的な、近代的

な鯉です。生物学的な鯉とは違います。阪神淡路

のあとに、きれいな川が戻りましたという立て看

板があって、鯉がたくさん泳いでいるところがあ

りましたが、濁っているのがいいんだよ、といっ

たんですが、鯉が泳いでいるから水がきれいだと

いう常識を学校の先生が悪いとはいいきれませ

んが、一般に社会がそういうことを定義してしま

っている。相当の知識人までがそう思ってしまっ

ていて、大罰ですね。これは非常に大きな罰です。 

 

さて、水がきれいかどうかということですが、

日本ではきれいなことが多いです。二つ意味があ

って、たくさん粘度分を含んでいて毒物がなくて、

すぐに粘度分をおとしてしまう（沸かす・蒸発さ

せる）と非常にきれいな水ができてきます。しか

し、濁った水をそのまま飲むという勇気のある人

は少ないと思います。すくってみて、わあ汚いと

いう、それはビジュアルに汚いからです。きれな

水には鉱物成分が多く含まれています。重金属も

含まれます。銅が含まれている場合には、イオン

化して緑色のきれいな水ができます。そこには魚

は一匹もすみません。エビもすみません。鉄が含

まれていると赤い鉄分がカキ殻にしみついてカ

キの殻が真っ赤になります。そのくらいで他に生

物はめったにいません。ちょうどそういえば河口

に相当しますが、これは定義に関係あるかもしれ

ませんが、河の口と書いて、海でもなければ川で

もないという部分があるわけですが、それをみな

さんがどうきりとられるか、一つ面白い宿題がで

きると思います。 

 

ところできれいな水と汚い水というのは、ビジ

ュアルに世界的にそう思われているので、かつて

こういうことが言われました。宇宙飛行士の有名

人がブラジルを流れている大アマゾンを見て、

「海の中に川が流れている。あの濁った水は汚い

水だ」という表現を使いました。これは大間違い

ですね。水はどっちもきれいなんです。色が違う

というのは、含まれている成分、粘度分が含まれ

ているかそうでないかということです。粘度分が

含まれている場合は、有機物も含んでいますから

栄養も豊富です。オーシャンの方は栄養分が少な

い（だから透明度が高い）なんですが、陸源物質

がないので透明度が高いのです。オーシャンのど

まんなか、大海のどまんなかは非常に栄養分が不

足しています。ここはきれいな水です。だからき

れいな水というのは栄養分が多いということも

少ないということもなくて、養分的・成分的に違

うということがあります。ということを参考にし

て、今日一日かけてきれいな水と汚い水との区別

を体感して頂ければいいと思います。それから、

水の流れを澪という言葉を使っていますが、これ

は大切な言葉でもありますが、澪というのは川筋、

堆積物が干潟のところを流れると、その中を最後

に水が流れてくるところが澪です。つまり一番低

いところ、最後に低いところを残していると。そ

ういうところが逃げ道になって澪といいます。サ

ンゴ礁についてもいえることで、サンゴ礁の上が

平らになった場合、澪筋が海水の流れる唯一の口

になります。参考までに。 

 

4）市原市役所（屋上） 

 

※topic～ 地質学的背景理解の必要性・重要性 

 

・市原砂層について 



正面にある高台が市原砂層です。市原砂層とい

うのは、第四紀洪積世のあるじきにたくさんの海

砂がたまりました。その中に貝の化石だとか、動

物（四足動物）の骨とかがあって、ジラフだとか

トラだとか、いろいろなものが出てきました。最

近はクジラもでてきますが、主に砂利とりをやっ

ていましたので、（本来は）海砂ですけど、山砂

としています（山でとれるため）。建材として非

常によく、道路だとか、公園の砂利もそこからと

れた石です。きれいなすべすべした石は海で磨か

れたからです。ここでは開発はほとんどなくて、

上はゴルフ場です。 

 

・海成の沖積平野 

養老川は平地を流れて、多少蛇行しています。

周囲がたんぼですから、ぴったり一面になってい

ます。昔だったら開墾されていなければ、ブッシ

ュ（ヤナギなど）があって、それが澪筋みたいに

見えていたのですが、ここからだと見えにくくて、

どこが川だろう？ というわけで、ここは沖積平

野でもあり、川がつくったのではなくて海が作っ

た沖積平野です。だから貝がたくさんでてきます。

川があちこちから流れ込んでいたということは、

関東地方でいえばわかると思いますが、関東地方

の殆どは大きな川が最初砂利を流してきて、多摩

川系は今も砂利が流れていますが、北関東や東関

東では、利根川とか養老川は砂利を運んできませ

ん。砂です。 

 

・隆起してできた房総半島 

もう一つ重要なことは、房総半島というのは、

地形が単調というか、低い山です。房総半島最高

峰は清澄山（さいちょうさん）で、ここが一番高

いところですが、今から 2000 年前の小氷期に針

葉樹が残りました。非常に太い木ですけれども、

針葉樹がそんな高いところにのこるのが信じ難

いことなんですが（モミの木）、今一番新しい時

代（更新世）以降の沖積世になってもなおかつそ

れが残っているという生物学的特徴があって、す

ぐ下には常緑のカシとかツバキとか暖流系の植

物、照葉樹林が発達しています。そういうビュー

っと押し縮められた生態系があって、そこにシカ

やサルが住んでいます。養老渓谷は立ち入り禁止

です。ヒルが上からおっこってきます。 

房総半島は隆起性です。日本の半島という半島

は隆起性、だから半島がある。このへんでは三浦

岬、房総半島など。九十九里という低地があるの

に比べて、房総半島があり、三崎の方でいくと相

模湾という低地があって伊豆半島がある。半島は

溶岩台地を一部含みますが、隆起性のものです。 

海水準というものがあって、あがったり下がっ

たりしていますが、今から 2 万年前くらいはかな

り水位が低かった。それがあがったりさがったり
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・

市役所屋上での解説 

 

市役所屋上から養老川上流方向を望む 

て、一番水位が高くなったのは、今から 1 万年

6000 年前くらいです。その頃が一番暖かかっ

。これが第四紀に入った一番新しい最新の温暖

といわれています。それが房総半島の館山の近

に台地があって、その下の畑の上に珊瑚の群落

あります。今は 25m の高さにあります。昔はそ

が海面だったと言われましたが、地形的に解析

ると珊瑚の群落があるのは 25m の水位のとこ

ではなくて、そこから更に 30m くらい高いとこ

に当時の水位があったと、僕の研究結果から分

りました。ということは昔は地形を形成したの

堆積面で、それが海水面だと思われたのですが、

はそれより（海水面が）30m 上にあった。その

拠は、岩盤のあちこちに生物痕があり、ボーラ

と呼ばれるボーリングシェル（穿孔貝）が穴を

けていたり、波食浸食があったり、よく見ると

ンザシの仲間（ハンデリート）、殻を持ったゴ

イの仲間がその上の方についているというこ

で、えーということになった。意外性があると

うことは、びっくりすることが多いのですが、

念を持たないで見るという、ストレートに見る

いうことが重要です。 

 

山～川～海、いろいろな視点 

山があれば川があって、海があるというのが常



識ですが、川がない山があります。三宅島がそう

です。そこでは常時流水化する。上にたまる水が

ないから、表層を一気に流れてしまう。それがひ

どくなると、ウォッシュアウトといって、出水洪

水が起こる。土石流ですから、だーっと流れて都

道を壊してしまう。今、復旧最中です。という具

合に、できたばっかりの火山には川がありません。

（生活用水は）どうしているかというと地下水を

使っています。地下水は爆裂火口の下から湧いて

いるんですね。水はくみ上げと井戸ですね。塩気

がかなりあります。というわけで、味がついてい

るといっても川の水でもない、海の水でもない、

ちょうど中間が地下水にもあります（ref. 川と

海との接点～36‰と 0‰の間の話）。今日のアン

ケートには地下水という概念が全くない。では地

下水はどこにあるのかということですが、山にも

あるといえるし、海の下にもあります。地下水が

海の下にあることを地球科学者はわかっていま

すが、しかしその方に川があるかどうかはわから

ない。だけど海中に洞窟があるということは知っ

ているはずです。海の下に洞窟がある。そういう

のは昔海水が下がった時に洞窟を作るのです。と

いうわけでそれが今、地下水になったりするとい

うことは、海水準が上がったり下がったりするこ

とは、地形がそのたびにかわっているということ

で、今、平野をみていますが、それがかつて海だ

ったという証拠なんですね。山だ、丘だというの

がかつては海だったという歴史を持っている。そ

こが山と川と海をストレートに現在形で表現す

れば高いところが山で低いところが海で、水がた

まっているから、間を川がつなぐ、という先ほど

いわれた定義にあてはまるわけです。しかし基本

的には地下水がそれがつないでいるといった、い

ろいろなことがあるわけです。ということを今日

の周辺事情として覚えていて下さい。 

 

5）バス移動中（市原市役所～ダム） 

 

※topic～ 様々なファクターから 

 水との関わりを考える 

 

・流体力学 

教育を受けた人は蒸発した水が氷になって、そ

れが溶けて落ちてくるのが雨だということを知

っていますが、水を上へ持ち上げるとはなんだ？ 

機械的に持ち上げるのではない、流体力学として

の大気の意味があります。水蒸気になれば気体で

すから、軽いはずですが、高いところに氷がたく

さんあるというのはいったいなんでしょう？ 

氷は固体で当然重いわけですね。でもそれは必ず

上にあがっていく。これはつまり上昇気流という

卓抜した自然のシステムが、一種の渦を作ってい

るわけです。 

※石の話～グローバル化 

 

・粘土鉱物 

汚染は化学物質汚染と粘度とか粒子汚染、これ

がありますが、粘土好物は一種の鉱物でして、ゼ

オライトというのをご存じだと思いますが、これ

はもともと沸石といいます。塩酸をかけると沸騰

するように泡ができるので沸石といいますが、こ

れは分子構造から言うと非常に多孔質でいくら

でも吸い取ることができる、不純物を吸い取るこ

とができるという性質を持っています。それは沸

石として天然に産するのですが、人工的につくる

事もできます。沸石、粘土鉱物が吸着剤として大

変重要であるということは昔からよく知られて

いました。ただしそれは濾過のもので、グローバ

ルに使われなかったというのはつい 20～30 年前

です。それ以降、たくさん使えるようになりまし

た。粘土鉱物とかゼオライトは吸着物質以外に増

量剤として使われた歴史もあります。カンパンと

いう製品は、ほとんど粘土からできています。水

に溶かすと粘土分が残ります。食べても差し支え

なく、浄化作用があり、増量剤として使われてい

る資源です。 

 

・重金属と水 

日本で資源というのは他にもたくさんありま

すが、日本は造山帯の国ですから鉱物資源はたく

さんあります。それゆえに、金属鉱物から出てく

る多様性に富む重金属を中心にした化学物質は、

しばしば毒性を持ちます。さびた銅をなめると危

険です。ではさびた鉄はというと、鉄は不思議な

ことに体に良く、重要な資源です。宇宙全体に広

がる成分で、鉄というのは元素の最後にできるも

のと言われていてポピュラーな存在です。元素の

形成過程からいくと、最後の物質ということで、

安定性が高いと言われています。安定性というの

はどういうことかというと、鉄がさびては 2 価の

鉄、3 価の鉄という酸化程度があり、鉄の重さ、

結合しやすさでかわっていきますが、2価の鉄だ

とグリーンからブルー、赤い鉄は鉄さびですから

3 価の鉄（酸化鉄という別の意味もある）、水酸

化鉄は青い、ということが言えます。水酸化鉄は

水に解けるので、水にとけると青くなる。銅を溶

かし込んで水は青くて透明できれいです。従って、

水清ければ魚住まず、と古くから言われています。 

※鯉と鮎の話 

 

・元素と循環～水の関与 

武蔵野台地（海岸段丘）が見えます。それ以上

高いところになると岩石の時代になりますが、そ

の直前に地層が傾きます。地層はできるときに決

して水平にたまっていない、必ず傾斜を持ってい

ます。原傾斜は山間部であれば非常に急傾斜、広



い海の中でたまればほとんど水平、というところ

までスペクトルがあります。そういう地層の堆積

で、年数がたてばたつほど、あるいは長い時間圧

力をかけていないと、重さがかからないと石が固

まらないわけですから、いや、固まるないことが

多いために、石灰質をのぞいて非常に硬化度が低

いと一般に言えます。日本は第三紀、非常に若い

地質時代でありながら、つまり数千万年もたって

いないことでありながら、カチカチの石になって

しまうというのは、ひとえに火山の仕組みです。

火山の噴出物がたくさんの蒸気の中に金属を含

んでいるので、温泉なんかを含めて、非常に多く

の溶ける材料をもってきているわけです。日本は

火山国であるので当然資源国、火山ができると溶

岩が流れます。その上を水が流れます。溶岩を水

が溶かします。とかした分は塩類として海に伝わ

っていきます。海で別の形で塩の結晶とかカリウ

ムの結晶とかを作るわけですが、それ以外に非常

にたくさんの金属が水を経由して、地球物質とし

て循環しています。日本は火山国で、まさに資源

国です。ただその量がたいしたことがありません

ので、例えばたぬき堀、たぬき一匹がようやく通

れるという幅で鉱脈を掘りあてるということを

永らくやっていました。最近では機械で掘るとい

う作業が進んだために、資源の使い方がかわって

きましたけど、水に溶けやすいということでいう

と金は水に溶けやすいです。特に熱水、加圧した

水はそういう成分をいっぱい含んでいます。深海

底に出てくるブラックスモーカーという金属は、

ほとんど鉄、銅、鉛、亜鉛というものの硫化物で

す。重金属というのはそういう中で有用なのです

が、害も与えます。例えばカドミウムや水銀は非

常に有害であることが確かです。水銀は常温で液

体ですから、すぐに気体になって悪さをします。

リンもそうですが、生物がもたらすリンは蒸気・

液体の形で有毒で、固体ですぐ固まるのは日頃見

なれている「歯（teeth、tooth）」です。これは

リン酸精解です。リンが主成分で、人間を焼いて

灰にするのはもったいないので、これを将来回収

して資源にしようかという話がマジであります。

有機リン酸は洗剤としてかつて広く使われまし

たが、それが川や湖や海を広く汚したために、今

はリンを流さないように、漏らさないようにして

います。ではどこにリンがたまるかというと、鳥

の糞です。グアヌといって鳥の糞が延々と築き上

げた数万年に渡るものですね。そのもとをただし

ますと、海鳥からとった骨の成分を糞にかえて落

とすわけですから、リン酸を加工して濃縮してい

るという面白い資源のサイクルの中に加わって

いるわけです。ですから自然界における生物の存

在状態は、汚染とかそういうことよりも物質循環、

それがどう配分されていくか、どう使われ、人に

とって他の生物にとって有利であるか、そうでな

いか、多様性を増してきているということで、世

の中は複雑化してきていると言えます。本来の汚

染物質である重金属以外の有機系のものは、たく

さん毒性を持つものがあります。かつて無害であ

るといわれたフロンも、オゾン層を破壊するとい

う新たな局面を発見して、今は禁止されています

が、その残留効果は大気中で塩素と反応しますか

ら非常に恐いです。そういう様々な化学物質、元

素物質、分子というものが、地球の中で大変広い

範囲に浸透している、ということが言えます。そ

のもとを司っているのは主として水であるわけ

です。水は流れます。高きから低きへと流れます

し、非常に柔軟で応用もききますが、それだけに

危険率が高いといえます。ときどき地下水を汚染

しているのも、水が関与しているからだと言えま

す。ただし、重金属がたくさん含まれている鉱山

の場合、坑道から流れる水はそういう元素をたく

さん含んでいますので、全ての重金属を化学的に

チェックして無害にしてしまうというすごい事

を考えた人がいて、福島県のあるところで成功し

て資源の全てを回収している、使っているところ

があります。なお、最近は生物がその金属元素を

濃集するという役をはたしているということが

分かってきました。鉄とかマンガンとか銅、亜鉛、

鉛もそうですが、濃縮度高く、生物が食物連鎖で

濃縮を手伝ってくれる、だんだん純度があがって

いくわけですね、ということで最後に特殊な元素

が、あるところ、ある環境で濃縮される。それは

普通の環境では毒性を高く持つということにつ

ながります。なるべくなってなった自然界の働き

が、どこまで生み出すかと言うことですので、生

きるも死ぬも微量元素という本来なら少ししか

含まれていないのが、大量になると毒性を持って

しまうという話につながるわけです。 

川の流れ、水の流れ、海の中には金も入ってい

ますし、海水を蒸発させて金をとろういう試みを

ドイツの人がやりました。ヒトラーが指揮してや

ったそうですが、熱量がいるために、釜で湯をわ

かしても、釜の底にたまったカルシウム・シリカ

からは金はとれませんでした。今、金をとってい

るのは、何かというと、煙突の煙からとっていま

す。煙突の煙は廃棄物です。煙ったいものも回収

して、水をとおしてあらゆるものを溶かし込んで

精製するという方法で金を取り出しています。日

本で主として生産しているのは煙突の灰からつ

くる金ということでまったくびっくりするよう

な話があります。もう一つ、金は水に溶けている

わけですから、温泉というものがあったかい水で

金属成分をたくさんもっています。恐山（青森）

は、近寄ると鳥も恐れをなして落ちるといわれま

すが、それは二酸化硫黄とか硫化水素とかがある

からで、決して金ではないのですが、温泉の下に

は金属鉱脈があります。まずは金がみつかります。



銀もみつかります。金銀がいっしょになったもの

もあり、それは石英を伴います。佐渡の金山、菱

刈の金山など。金は煙突の煙からとるという、つ

まり他の目的で、銅をとったり鉄をとったり、そ

の間に熱をかけてとばしていった煙の中に、おの

ずと金が濃縮されるという、たくまざるシステム、

人為システムでありながら自然のシステムに気

付かされるという面白い循環が成り立っていま

す。不純物を不純物としない、そういった技術も

これから発達していくと思われます。 

 

6）バスの中（高滝ダム） 

・ダムを見るにあたって 

 

※topic～ 高滝ダムを見るにあたっての 

 背景的考え方について 

 

20～30 万年前の市原市という資料の中で、今

のがけを作っているのが台地面の一番端にあた

ります。これは造成地がここでストップしますの

で、その先はゴルフ場になっています。高滝ダム

の下に水気がいっぱい見えるのは、みんなゴルフ

場の水溜まりです。 

ダムがどうして必要かというと、農業用水、灌

漑用水として作ったというのが一番正当性を得

ているだろうと思います。このへんは沖積平野型

ですから、たんぼがたくさんある。大雨が降ると

水が一気にでてしまってたんぼを壊すので、治山

治水ということを考えるとダムが絶対必要だと

いうことでこれを作ったようです。この場合には、

発電をしていないはずです。発電するためには落

差が必要です。もっと高いところからもってきて

ダムから引いてきた水を落差を利用して、ポテン

シャルエネルギーを使って発電するという目的

ではないということがはっきりしています。ダム

の資料はたくさんありますが、発電の資料に関し

てはないということをまず念頭において下さい。 

ここでは貯水が目的、もう一つはリクリエーシ

ョンとしてのボート遊び、釣りということが二次

的な目的で開発されています。流量計算とかが出

ていますが、海からの水を空高くまきあげて、も

う一回ここ（ダム）に戻してくるというエネルギ

ーは台風と一緒で莫大なエネルギーを使って熱

が運んでいます。台風とか普通の雨というのも、

全部熱エネルギーを介して上下に運動を起こし

ていて、落ちてくる雨水はエネルギーになりませ

ん。潜在的には落ちてきた水がエネルギーとなっ

て、まわりの水を潤したり、灌漑を潤したり、と

きには発電に役にたつということをしているの

で、自然界というのは実はそういう風にしてよく

できているものだということを、改めて感じざる

を得ません。ダムというのは人為的ではあります

が、自然をいかによく利用しようかと思ったのが

本来の姿であるにも関わらず、最後は建設省をは

じめダムについての神話ができてしまって（ダム

さえ作ればいくらでも水を使える）、必要もない

のにダムを作らなくてはいけないという無駄な

ものを生んでしまったと言う事があります。北海

道ではダム白書というのが 20 年くらい前にでき

て、そこでは北海道にはもうダムはいらないと言

われました。北海道は流れが急であるから、水を

ためるより早く土砂がたまってしまうと言うす

ごい大きなマイナス面を指摘したもので、公表さ

れています。同じ事が最近台湾などでも起こって

います。礫から砂利から粘土まで様々なものがあ

る。これをどうやったらいいかということで、ト

ラックで運び出すとかいろいろなことが言われ

ましたけど、全てもとよりも金がかかるというこ

とで、結局作ったものがかったという、そういう

奇妙な状況になりました。しかしそうはいかない

ところがあり、ウナヅキだむというのがあります

が、みかけは立派ですが、いっぱい土砂がたまっ

ています。湖面からすぐのところに堆積物がある

のですが、空中から見ると全て水たまりですから、

これだけの貯水量があるというインチキ計算も

できるわけです。それはなかなか素人にはわかり

ませんが、どこまで埋まっているかを分かってい

るのはダムの管理者です。しょっちゅう深さをは

かっているわけです。深さは 1m を超えると見え

ませんから、底がみえないというだけで、暗黒の

世界に入ったと同じ、情報不足になります。日本

中で今起こっているのは、ダムの貯水量が急速に

目減りをしています。だからダムが必要だという

論理をふりかざす人もいますが、それに見合った

水は必要ないという農家側の反論もあります（川

辺川）。ダムさえつくればいいというのは建設業

者を中心とした工事関係者の公共事業としての

ダムについての大きな後押し、大変なお金がかか

り、もともと住んでいた人を移転もさせなくては

いけない、水の下には、ひからびさせてしまうと、

おそらくおいはいを盛ったお墓もあるでしょう

し、神社もあるでしょうし、お年寄りは全部たち

のいてしまったという、、、このダムについてはた

いしたことはありませんが、ウナヅキダムも自然

の景観を失ってしまっているという状況があり

ました。 

水というのは、ポテンシャルエネルギー（位置

のエネルギー）を持っていますから、それをどう

変換するかということで、電力に変えたり、逆に

高くあげるために温度の条件だけで高くあがっ

ていくのが台風です。熱帯性低気圧というのは強

い上昇気流で積乱雲を発生させ、その雲が上空に

いって冷やされて氷になって、前線にともなって

雨が降ってくると地上に戻ってくる。それは自然

の成りゆきなんですね。それは超自然であるとい

う奇妙な言い方になります。自然界は自然を凌駕



しているとは、本当は言い難い。実際には自然と

いうものが最高のキャパシティーを持っている、

潜在能力を持っている。それがどう使われるかで

人がそれを超と言ったり、干ばつだといったり、

洪水だといったり、同じ水がでても大変それに大

きな関心を払うということであり、投資にたいし

て大変な損害を与えるということがあるわけで

すね。ここは貯水ダムというわけで、発電ダムで

はないということを一応前提にして、御覧頂けれ

ばと思います。 

 

7）ダム資料館 

・治山治水、に対する考え方 

 

※topic～ 視点の持ち方、考え方。 

 洪水があったから壊れたのでは 

 なくて、人為的に作ったから 

 壊れたという考え方 

 

川は水が流れていて、ダムは水をためるところ

です。ダムには目的があるわけですが、ここは農

業政策を安定させるためと、それが結果として治

水につながる、農業で安定した田畑仕事をという

前提があるわけですが、それが壊れてしまってい

る。 

取水域という言葉がありますが、集水域という

言葉の方が僕はよく使う言葉です。水を集める地

域、集水域。これは自然系では、山にとりかこま

れたある地理的な条件を、つまり稜線を連ねた地

域で囲まれた部分が集水域です。極端にいえば、

盆地があれば、盆地は一つの集水域ですから、周

りからくる水は全て盆地の中心にあつまるとい

う仕組みができてる。養老川については、養老の

平野をつくるために、畑やたんぼを作るためにこ

れができたわけですが、それがこういう仕掛けを

作ってしまったわけですが、これが未来永劫に役

にたつかというと、また難しいことがあるでしょ

うね。長期のことは考えないとして、近代の技術

を駆使して、ここは重力式なんとかダムと書いて

ありますが、普通はロックフィルダム、あるいは

石積ダム、あるいはコンクリートを注入する（石

の割れ目に注入など）など様々な方法があります。

ダムの構造は力学的に大切で、ダムが決壊すると

いうことは危機管理として最悪の状況を生むわ

けですから、下流の生命の安全を考えるとダムが

決壊するというのは非常に具合が悪いことです。

しかしそれは、何度もそれを起こしています。た

とえばこの地域では、伊豆半島の金を掘る土肥金

山などがあるわけですが、そこで掘り出した鉱石

を集めて一種のロックフィルダムに仕上げて、そ

こに廃鉱、尾鉱（テール）をあつめて更に水をた

めたという施設がありました。それは管理が思い

のほか限界値をこえてしまい、ある大雨のときに、
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野川をいっきょに土砂が襲いました。洪水が起

ったから人家に被害が出たのではなくて、ダム

決壊したから人家に被害が出た、人の命が失わ

たというのが正しいわけです。それをすっかり

れて、というよりは、口を塞ぎ目を塞ぎ、結局

った雨が悪いという社会情勢がずっとありま

た。吉野川もそうですね。第十堰という石畳の

に盛り土をしました。それを作ったために壊れ

。作った部分が壊れた。これは非常に重要なこ

です。吉野川という長い川の葦原や干潟など、

然生態系が非常によく残るところを壊れた壊

たといってますが、現場にいって見てみると、

結晶片岩で作った石畳（交互に石をおいてあ

）は全然壊れていません。その上につくったコ

クリートの部分だけが流れている。だから何の

めに作ったかという根本的なことを考えます

、治山治水ということをいろいろと言われまし

が、治山治水というのは一方的に人類にとって

山治水であるわけです。自然系にとってみれば

ごいマズイことを起こしているわけです。もち

んそれを完成してしまったものですから、今の

然を子供たちは一番いいと思っているわけで

。その歴史を考えるとそうじゃないわけですね。 

 

人為災害 

 

topic～ 必ず「人為」が介在しているという 

こと。そういう視点を持つこと 

 ※続き 

 

思わぬ設計ミス、人為のミスということが非常

大きな災害のもとを作っています。災害という

は、人の受ける被害のことをいいます。例えば

宅島、あそこが無人島だったら誰も災害とは言

ない。だから全島避難した、大災害といってい

わけですが、ちっとも大とはいわないわけです。

害は人が中心です。人がいるから災害になる。

子力だって、人がいるから人為のミスも起こる、

計がよくてもそれをマネージする人がうまく

ってないからミスが起こる、ミスというのは全

人に場合にあると考えなくてはいけない。自然

割れた、自然にヒビが入った、とかそれは全部

人為」なんですね。温度かけるからとか、振動

激しいとか、人がやったことに付随しておこる

とで、自然災害とは言えないわけですね。では



自然災害とは何か？ 自然によって起こされた

人の被害、それを普通、風水害といいます。そう

言えば聞こえがいいんですけれども、やはり元に

かえせば、風水に耐えるようにしておくか、ある

いは耐えるようにではなくて、耐える範囲で生活

をしていくかどうか、その生活設計をどうしたら

良いか？ それを考えたら、今のような都市に人

口が集中している。地下室がいっぱいあって、地

下室に水が入ってしまったら、そういう災害があ

る。あるいは東京湾の横断道路がもし海水面が上

昇して水の重みで壊れてざっと水が入ったらこ

れは生き埋めです。非常に大きな災害が起こりま

す。災害というのはそこまで経験させておけばい

いのですが、あまりいいたくありませんが、計算

というのはしばしば見込み違いというものがあ

ります。見込みが違ってしまうと、しばしば「そ

んなはずではなかった」ということになる。もっ

ともっと純粋に考えると、設計ミスとか人為ミス

というのは何かの結果があったということが分

かってしまうということを根底におかないと、自

然が悪いとか、自然災害だからたいした事ないと

か（そういうことになってしまう）。よく言われ

るのですが、橋が流れた、自然災害だ！ 違う、

橋を作ったから悪い、かけたから悪い、様々なこ

とがあるわけです。橋は欄干があるものだ、橋桁

もちゃんとしたものがあるべきだというのが昔

からの論理だったわけですけれども、欄干を作れ

ば作るほど流れてきた流木が引っかかります。ひ

っかかると抵抗が大きくなります。材木は最大抵

抗で流れてきますので、流れの方向で流れてくる

のではなくて直角にながれてきます。それが橋桁

にかかれば、そこでダムアップしてしまいますの

で、そうすると圧力を一手に受けてしまいます。

例えばダムではなくて堤防でもそうなんですが、

下をつつぬけにするような、潮が満ちてきたら上

だけではなくて下からも通れるような、そういう

ものを魚礁にすればいいわけですね。だから今は

魚礁用の堤防が開発されています。 

防波堤というのは波を防ぐと書きますが、これ

は垂直岸壁を想定した古い考えです。今は、スロ

ープになっています。スロープにしたらエネルギ

ーが減るからといってやったら、今朝の新聞にス

ロープに高波がきて、人家まで波がいっている絵

が出ていましたが、これは明かに垂直岸壁にして

いない堤防です。堤防を少し段差をつけても、一

度ぬれるとコケが生えてすべります。海藻が生え

ます。そこは絶対に歩いてはいけない。そこで事

故を起こしたお年寄り、子供たちはたくさんいま

す。だからあれは河川工学や海岸工学ではご法度

なんです。これは実験的にやってみて大失敗でし

た。今度講師をやって下さる清野さんが宇多さん

とはなしてくれることになっています。非常にリ

アルな話をしてくれるとハズです。 

洪水についてもですね、例えば人為災害という

のはこういうことだということが言えます。地震

災害ということを念頭におきます。耐震設計が大

切だということで、アングルをつけます。家具に

は全て、本棚にはこの間の大震災、仙台の地震で

も薬品を棚においたところが壊れましたけれど

も、そういうところは斜交い（はすかい）が無い

からで、強化するわけです。それでよくできたと

思ったら（斜交いを作って対策したらと思った

ら）、今度は洪水がきてしまった。あ、家財をど

うしよう？ と思ったら全部打ち付けられて動

かない、家財を昔の人は屋根裏まであげて、水が

引いていくと、引いていく水と一緒に水を流して

土砂を落としていくわけです。それができなかっ

た人、つまり都会型の生活をして対震装置を作っ

て近代的した人は、家財道具は駄目にするし、土

砂に埋まっていて、それを洗ったら本当に大きな

お金がかかるわけです。これは全て「人為災害」

です。ということがありますので、一つのことを

考えるとその裏側が大変だということを自然と

の付き合いの中で気付いてほしい。繰り返します

が、学校の先生が全て悪い事をいっているとは思

いません。いいことをいってらっしゃる方が大半

であり、いいことばかりを言ってらっしゃる。だ

けど、裏を子供に教えない。これは絶対「過程破

壊」で「家族破壊」で、「人の破壊」にもつなが

ります。この間の日本海中部地震では、ある先生

が潮がザッと引いたからといって、子供たちと潮

干狩りに出てしまった。それで子供たちとともに

死んでしまった。あれは○○○のヒという古い教

科書がありますが、庄屋さんが火をつけて、「お

お～い、火事だ」といってみんなを集めた。そこ

へ津波が襲ってきて、誰も被害が出なかった。そ

れとちょうど正反対のことをやって、学校の先生

が誰もそれをとめることができなかった。いや、

学校の先生自らがそれを率いてしまった。鉢の中

の栗を拾うという言葉がありますが、水中の中、

津波の中に行ってしまった。すごいマズイ例です。

教師として恥ずべきことだと僕は思います。個人

的にはそういうことを言うには、歴史的にそうい

ったことを伝えられなかった教師の画一的な教

育、どこかで切れてしまっていた。 

 

※教科書引用の話～ジャンルを超えた知識の無

い人。。。人災を引き起こす。 



※NHK の某解説委員は「イナムラのヒ」について

何回も警告していたが、起こしてしまった事件

だった。 

泣いても泣ききれないというか、そういう社会

情勢になってしまった、これをどう反省するか

という、全てが私が悪いといういい方もできま

すが、世の中には仕返しということもあり、犯

罪が多いこともあり、差替えすということもあ

りますが、やはり謙虚に自然からの知恵をどう

受け継ぐか？ です。 

※いねこぎ、はたおりの話～自然からの知恵。 

※土地を肥やす話～植物が窒素を固定している。 

※稲藁はケイ素～茎の中に小さいゲルができて

いる。 

 

・自然の中で気付くこと～原体験の重要性 

 

※topic～ 自然の中から、経験から”気付く” 

 こと。教師のスタンス。 

 

自然生態系の中は、ものすごく良くできた栄養

分の分配ができている。それを断ち切ってしまう、

循環のスピードを超えてしまうところに課題が

でてきます。それは結局人が多すぎるから、とい

うことに最後なります。近代化する、都市化する

ということはいくつかの面で非常に大きなマイ

マス面を持ってきますが、人口過剰で養えないと

いうこと、食物もその地域で絶対とれないものを

食べていること（今日の弁当でも分かります：国

産のものは殆どない）、グローバルであることは

いいのか、悪いのか、非常に問題が多いわけです。 

今、私は裏側ばっかりをいっていますが、表の

評価は先生方が一番身近に、厳しくシビアにかじ

って欲しいです。反発があればあえて受けます。

自分の経験を振り返るとまずかったな、というこ

とが必ずあるはずです。その反省を子供たちにど

う伝えていくかというのが、自然を通じて分かっ

てもらう、さっきどなたかが言っていましたが、

「教えて下さい」とは学校の先生がそんなことを

いってはいけないのです。自分達で学ばなくては

いけないのです。子供たちも自分達でヒントをも

らったら、自分で考えるという姿勢に持っていか

なくてはいけないのです。今は大げさにいってい

ますが、それは大学生のレベルでいけばそうだ、

そうだということになりますが、子供たちにまで

それを要求するのは難しい。文部科学省では科学

は論理をまず教えるべきだといっていますが、そ

んなことできっこありません。ついこの間あがっ

てきたばかりの幼稚園児に論理的に考えなさい

なんてできっこないわけです。ですからまず体験

から失敗を含めてやっていく、例えばイタズラを

やります。ここにキズがあります（濱田先生の手）。

これはカッターナイフでえいっとやったら、骨が

見えて血が出てきた。一瞬白い骨が見えるが、そ

ういうことを含めて、今のお父さんたち、お母さ

んたち、あるいは兄弟でそういう昔型のことに慣

れている、そういうことの経験がある人はそうい

うもの（原体験）を大切に考えていくというのは

一つの指針になると思います。しかし特に都会の

学校の先生たちはそれに恵まれないことがあっ

て、海をみたのがはじめてとか、川について話を

するのが初めてとか、そういうことがおありでし

ょうから、それは一度経験を積めば知識が増えま

す。考えれば考えるほど厚みが出てきますので、

そういうことを是非大切にして、みなさんの心の

糧を養っていただきたいと思います。 

 

8）ダムが作られたことで海にどういう影響が出

たか？ グループで議論して下さい。（ダム） 

・4番の先生グループ 

ダムがなぜできたのか？ 海に流れ込むもの

が少なくなったのでは？ 川を含めて生態系に

少し影響があったのではないでしょうか。それが

どういう影響かということについては話してい

ませんが、なんらかの影響があったのではないか

と話しました。 

流れ込むものとしては、土砂とか、土とかを考

えました。 

 

・11 番の先生のグループ 

写真を見ながら、まじめに話し合いをした結果、

海にどういう影響がでたか？ マイナス面がた

くさん出ました。まず砂のことがでて、ダムで砂

がいかなくなって干潟がなくなるのではない

か？ ですとか、山からの栄養分が海の方にいか

ないで、海の方が痩せるのではないか？ ですと

か、生き物の行き来がなくなってしまうのではな

いか、など、もしかしたら先ほどの地下水の流れ

の変化・影響があるのではないでしょうか？ い

いことがさっぱりないので、ダムを作って良かっ

たことが何かないかな？ と話し合ったのです

が、流れてくるものでゴミはここでとまるから、

ゴミは多少減ったのかな？ とプラス思考で考

えてみました。 

 

・6番の先生のグループ 

一つは土砂の流入が減っているので干潟が痩

せてくるだろうと。なぜ干潟が痩せてはいけない

かというと、干潟の浄化作用が失われてくるので、

東京湾全体に影響が現れてくるのでは？ と。個

人的にはここでそういう損失があったとしても、

例えば市原の人たちがきて遊んだりと、そういう

プラス面を考えると、何十年という単位で考えれ

ば実はあってもよかったのではないかと考えた。 

地図を見るとこの辺はゴルフ場ばかりで、ゴル

フ場を作らなければ当然ダムは必要なかっただ



養老の滝付近にて 

ろうなと。森林があれば自然のダムになので。先

ほど地下水というお話があったので、ひょっとす

るとゴルフ場ができたので、市原の水脈が枯れて

きたからダムを作ったのではないかな？ と。ゴ

ルフ場が周囲に多いので、これ（ダム）が市原市

民の水道だというと、ゴルフ場の除草剤は大丈夫

なのかな？ という心配がありました。 

 

一括してお答えしたいのですが、それは僕がヒ

ント（サジェスチョン）を与えてなければもっと

プラス思考であれができてよかった、、、とそれば

っかりが並ぶと思います。ネガティブなのは僕の

考え方に流されてしまっているからだと思いま

すが、もう一度聞いてですね、宿題にするわけで

すけれども、このダムができたおかげで海にどう

いう影響が与えられたかということをもう一回

考えるチャンスを残します。ただ、長期的なこと

と短期的なことにわけて考える必要があります

が、先ほど取水面積といいましたが、それはダム

より上流の部分をとって取水面積といいますが、

下流から海に流れ込んでいるところもまたたく

さんあるわけです。そこは先ほど示しましたよう

に、市原砂層というものがあるわけですから、そ

こからもどんどん砂が供給されています。しかも

養老川は中流域というか、下流域にあるのですが、

ずいぶん上の方で蛇行していて、まだまだずっと

続くわけです。ではこのダムで、上からきた砂、

あるいは土砂の何がたまっているか？ それが

問題になるわけですね。ダムアップしたというこ

とは、水がたまると同時に砂もたまってるかもし

れない。それをどこか、皆さんの知恵か、写真を

見るか、ひょっとしたらチラっとのぞくかしてで

すね、見ていただければいいと思います。 

ヒントはこの人口的な湖が非常に小さい。これ

が持っているパワーというのは非常にわずかで

す。海の大きさ、東京湾の広さに比べれば非常に

わずかです。だけどわずかなものでも影響が大き

いという意味は、人が作ったものだけに様々な人

為の影響を及ぼすという意味で、曼陀羅形に広が

る、連鎖反応を起こしている。一つが悪いと順々

に悪くなっていくということがありますが、生態

系について言えば、殆ど影響は受けていません。

つまり、ここをダムアップしたということは、砂

のような堆積物をのぞいて殆ど流れは○○（影響

ないということ？）しています。多分ここは魚道

がどこかにあると思いますが、山椒魚とか見ます

から、生物系としてはたいした事はありません。

といいながら、今度はマイクの世界で、誰も話を

しなかったので、マイクを見ていないからでしょ

うが、コンクリートで全部作ってあります。新し

くできたコンクリートの入れ物です。ボール（う

つわ）だと思って下さい。これが全部コンクリー

トでできているとするば、これは自然系ではない

わけです。自然だったら土砂とかそういうものな

ど、全部浄化作用を持っています。これは何も持

っていませんから何が起こるかというと、そこに

微生物が発生しますが、珪藻の類であることが多

いのですが、殆ど自然生態系ではない珪藻ばかり

です。これを魚は食べられません。ここで育った

鮎はおいしくないでしょうね。養殖の場合が多い

から多分だめでしょうが、ともかく生態系という

のは微小なところで影響が出るんですが、これを

もう少し長期に見れば、それで saturate、○○

○してしまって、安定してしまえば、そのこと自

体は長いバックグランドの歴史の中に消えてい

くだろうと思います。消えていくというよりは、

新しい形になっていくだろうと思います。新しい

形というのは、その前の形と比べてほんとのわず

かな差しかないという評価が下るでしょう。実際

上、土砂のことをのぞいてそういうことが起こる

と思います。土砂にしても実は大変いい方がデリ

ケートなんですが、周囲の市原砂層のボリューム

が大きいので、この流路でたまる上流からここま

でくる砂の量は知れているわけです。だからそれ

は海岸の干潟に比べれば本当にわずか、さざ波の

一つくらいしかできないことも多いでしょう。海

岸の砂はいったりきたりしていますが、ここは一

方的です。下流で砂洲を作ったり、リップルマー

クができたりしているのは、生態系としては複雑

なように見えますが、まずは影響があまり出てこ

ない、ということが大きいです。ただし、影響は

さっき指摘のあったゴルフ場です。ゴルフ場はこ

の取水域のおそらく 70%くらいを占めています。

すごく大きい。二つの意味で大きくて、一つは汚

染源として除草剤があり、一つは集水能力がない、

流れっぱなし（保水力が小さい。保水力が大きい

のは雑木林です）。竹は雑木林として考えてもい

いですが、普通、竹は笹から大きい竹まで様々な

種類がありますが、どんどん斜面をあがって丘の

上にいっています。昔は川岸だけしかなかった。

川岸をどうして逃げたかというと、川岸以外のと

ころに竹が移っているからです。今でもあるとこ



バス車内から養老の滝を望む 

ろがありますが、川岸がたんぼで埋め立てられた。

例えば曲がっている川をまっすぐにすることを

川まわしといいますが、川を流れてきた水をまわ

したという意味です。それでわかるように、たん

ぼ化してしまいますと、畑を作ってしまいますか

ら、それで邪魔になる木の根っこや竹の根っこ

（若い時は竹の子という）を殆ど食料としても使

わなかったために、竹の子が成長に成長を重ねて

ここで出てしまった。同じことが関西でもおこっ

ています。ちょうど住宅地を開発している斜面工

事の所は、ほとんど竹林です。竹林でいいことは、

地震に強いことで、根がはり巡らされているから

ということです。そこで、生態系としては除草剤

の問題が大きいです。これはゴルフ場ができてか

らだいぶ変わったと思いますが、これは特殊な化

学薬品ばかりで、おそらく PPB（※parts per 

billion～10 億分の 1）を超えてかなり濃縮され

ているはずですが、ゴルフ場を建設するときに一

番大切なことは、造成するときに何層も重ねるわ

けです。地盤の善し悪し、排水の善し悪しなどが

ありますが、バンカーショットのような水たまり

に生き物がいるでしょうか？ あそこでブラッ

クバスが泳いでたってことはないでしょうか？ 

おそらく相当よごれています。閉鎖水で、小さく

て温度があがります。あれは非常に汚い、絶対飲

んではいけません。そういうわけで、影響が無い

とは言えません。基本的にはちょっと長い時間を

かけているから大勢に影響はない、といういい方

をした方がたぶんいいだろうと思います。特に面

積的には、市原市の大きさに比べてここ（ダム）

は本当にわずかしかない。それを市原砂層といい

ますが、市原砂層はたくさんひろがっているわけ

で、それを面積的に考えると、もうこれは今ため

ている水というのは総量の中には入っていませ

ん。いつも流れている、フラックスと同じように

扱われます。単位時間あたりの流量に含まれて、

どこでも一定しているわけです。流れも定常化し

てしまうと安定します。ダムができてしまうと、

それまでのためていく時間とたまってしまって

からの時間は元に戻るわけですね。ダムを作って

ためている時間、それだけが非常に大きな力学的

作用をします。それは傾斜が急なところが土砂を

ためるという方向に働きますが、それもわずかな

時間（たぶん一か月かからない、あるいは一雨で

カバーされる）で埋まるのでほとんど定常状態で

ある、というのがヒントの一つです。 

 

Q：除草剤の問題で、流域とかそこに住んでいる

生き物への影響はどのくらいまであるのか？ 

A：かなりの部分が隠されています。ときどきト

ラブルが起こります。それは有意の値がでたと

きに、指名的に大きくないところがいじめれま

す（ゴルフ場が）。これは一概にいえませんが、

大きくないら悪いことをしていないわけでは

なくて、大きければ大きいだけ今度は総量があ

りますから、一言で言い表せない大きな農薬

（除草剤）ですから、農薬被害がある。健康に

は影響はない。ただ、生活の上で影響があるの

は雑木林がなくなってしまう。切り開いてしま

うので。この辺は松林が多かったのですが、松

林とかクヌギとか、、、本来持っている保水力が

ありませんから、全部ストレートに流れます。

逆に言うとストレートに流れている水の中に、

汚染されたものが入ってしまいますから、海へ

散ってしまいます。ですから、海の生物には影

響が出てくるはずです。 

 

Q：河口でアサリをとっている人がいたが、測定

すれば含まれているのか？（※除草剤続き） 

A：かなり含まれている。もっと言えば、アサリ

は殻があります。昔は左右均等だったものが、

今は曲がったものが非常に多い。昔は背骨にそ

ういったものがありました。貝の成長に影響が

出ています。例えばアサリをひとすくいとって

みると、5 個くらい入っています。非常に高い

頻度です。ただしそれは残留効果ではなくて、

そういうもの（ゴルフ場）ができてきたある時

期に入るわけです。トータルでみるとそれが消

えてしまいます。 

 

Q：食べ続けても問題ないか？ 

A：それはない。100 年、200 年生きていればある

でしょうけど、それまでチェックできない体制

がある。健康状態というのはある時間内の中で

はかりますから、水銀・ヒ素みたいに半永久的

に残るものは別ですが。残り方が激しい場合は

別ですが、貝の場合は違った現象です。貝にと

ってかなり危険な状況にあることは確かです。 

それともう一つ、あの掘っている貝の中に養殖

してばらまかれたものが沢山はいっています。

本来アサリでないものが入っています。オオム

ラサキという貝の稚貝が入っています。これは



裏側を見ると紫色かどうかですぐわかってし

まいます。外形はほとんどそっくりです。 

 

東京湾では異常発生という項目がいっぱいで

てきました。マイナスの異常発生とプラスの異常

発生がありますが、普通はクラゲが大量発生した

というものがあり、それは季節的な問題です。も

う一つは、ヒトデが大量発生したという記事を読

んだ事がありますか？ 20 年ほど前ですが、す

ごくみつかりました。これがほとんど貝を食べて

しまった。貝を食べる肉食性のヒトデだった。そ

れを集めた漁村の人は、コノヤロー！ といって

つぶしてまた海に戻してしまいました。また発生

してきてしまった。学校の教師を含めてこれを知

らない人がいた。生物の教師以外は自切作用、自

分で体を切り離すトカゲのシッポ切りみたいな

ものは起こらないと思っているわけです。ところ

が他切作用で人がきった腕一本から自分の体を

つくりますからね、それで大笑いになった。そう

いうハプニングもあるということも含めまして、

あちこちで異常発生というのが起こっています。 

 

東京湾は浅いです。富津岬でくぎられています

が、あそこから先は外海、非常に深い日本海溝ま

でつながる数千 m までいく急深のところがあり

ます。地形的には非常に急深なのですが、そこま

では潮の出入りが激しいから、潮はほとんど外海

要素です。内海は閉鎖水域です。閉鎖水域は広い

ですから有効に使えると思って屎尿とかをいっ

ぱい捨てました。おかげでノリは増えたのですが、

それよりマズイことは、重油、外油というものが

汚染を引き起こしました。（船の）エンジンを冷

やしているときに、一緒に油もでているわけです。

それが知らない間にたまってしまう。深さが平均

30m くらいですから、非常に浅い。温度もあっと

いう間にあがって、非常に循環が悪くて、それを

切り拓くために浚渫をしました。局部浚渫といっ

て船の航路に沿ってだけ浚渫しましたが、そうす

ると、変な話ですけれども、スプーンですくった

ような跡がある。スクレイパーで掘りますから、

途中はならしません。凸凹ができて、凹の部分は

停滞水域でほとんど死の海です。そういうところ

で異常発生が起こります。それは生物にとっては

悪い事ではありませんが、生態系にとっては憂う

べき状態であることは確かです。そういう中で、

潮通しをよくしようといっていろいろ起こった

わけですから、東京湾は神奈川・東京・埼玉・千

葉が管理しているわけですが、統一して制御する

機関がありません。自治体がそれぞれ勝手に管理

している。東京湾の管理区分はご存じないと思い

ますが、宿題にします。 

また、養老川は二級河川ですが、一級河川と違

うのはどういうところでしょうか？ 学校で辞

書を引いてもでてきませんね。 

 

Q：水クラゲの生殖層が 5 個とか 6 個に分かれて

いるものをみますが、それもゴルフ場の影響が

ありますか？ 

A：ゴルフ場だけではなく、もっと広く、いわゆ

る環境ホルモンです。得体の知れないものがい

っぱい入っている。ホルモンに影響があるもの

は全部そうです。 

今まで調べられてなかったから異常だと思わ

れるかもしれないけれども、昔からそうだった

かもしれないわけですから、検証が必要です。 

 

 



□トピックスのまとめ 
 

第 2 回ワークショップの際に、第 1 回フィールドワークのまとめとして、以下のような資料を作成

し、配布した。 

 



 



■第 2 回 「ワークショップ：水族館でのプログラムを考える」 
 

□ワークシート「VirtualAquarium（A０サイズ）」 
以下のような仮想の水族館を想定し、プログラムを考えた。 

 

 



中村講師 

 

アイスブレイクの様子 

□中村講師発言概要およびトピック 
 

□中村講師挨拶 

こんにちは、中村です。すごく難しい事を考え

ているんだなという気がしますが、今日は楽しく

やって参りましょう。最終的にはみなさんに自分

達で考えていただきながら、ワークショップとい

う形をとっていきたいと思っているのですけれ

ども、その前に少し私の方からお話させて頂きた

いと思います。 

ちょっと、きっと、なんかうさんくさい顔して

いると、、、うさんくさいやつが出てきて一体何を

しゃべるつもりだ？ と思われているといかん

ので、少しだけ自己紹介をしておきますと、つい、

去年の 3月まで鳥羽水族館にいました。最終は鳥

羽水族館の副館長をしていました。新しくなった

鳥羽水族館を作ったといいますか、プロデュース

をしました。それと、鳥羽水族館の中での体験学

習のプログラムを開発したり、運営をしたりして

いました。 

 

※鳥羽水族館の副館長。プロデューサー。体験学

習のプログラムの開発・運営。 

 

今は、江ノ島水族館をリニューアルオープンす

るためのアドバイザーをやっています。水族館を

つくるだけでなく、本当の仕事は広報です。広報

するためにいろいろとやっています。今は江ノ島

水族館を作るアドバイザーと、理念などをつけて

いきたい、それと体験学習施設がつくので、その

プログラム作りに携わっています。 

 

※今は江ノ島水族館を作るアドバイザー。広報。 

 

いくつか、水族館の上でも体験学習をやってき

たのですけれども、学校にいって授業をさせられ

たことも何度かあります。最近では一日先生をし

て欲しい、「きてきて先生プロジェクト」という

のがありまして、「ようこそ先輩（NHK）」を真似

して作った、その学校、地域にはようこそ先輩と

言えるような人がいないので呼ぼうということ

で、「きてきて先生」というのをやられまして、

そこで一日先生をしたりしています。つい最近は

「ようこそ先輩」の方から声がかかりまして、ほ

んまもんの、そちらの方に出る事になりました。 

 

皆さんとは非常に近い関係にあるのではない

かな、というのと、体験学習ですとか、そういっ

た現場には非常に近い、そういった程度のことで

不安さを拭っていただきたいと思っています。 

 

それでは、最初に「アイスブレイク」をしたい

なと思います。 

・・・・・・・・アイスブレイク：他己紹介・・・・・・・・ 

 

□中村講師講義 

いろいろな得意分野、顔では判断できないもの

だな、と。皆さんにそんな話を聞き出して頂いた

のは、後の方に関係があります。一つには、得意

だとか興味があるということはどういうことか、

ということと、もう一つはその後のワークショッ

プをするときにできるだけリラックスして話が

できるように、ということでアイスブレイクをさ

せて頂きました。 

 

今日は水族館の話、特に水族館や博物館をつか

ってどのように体験学習・総合的な学習をやって

いけばいいのだろうか、ということを切り口に話

をさせて頂くことになっています。 

前回、皆さんの方にいろいろと書いていただい

たものを見せていただきました。博物館や水族館

をどのように使いたいか、使っていきたいか、相

当ですね、博物館にはあまり期待せずに、自分で

こんな風に使っていこうと書いてらっしゃる方

もいましたし、中には水族館や博物館の人たちに

こういうことをやっていただきたいと期待され

ている方もいらっしゃいます。率直に申し上げま

すと、先生方が水族館や博物館のスタッフに何か



を期待するというのは無駄です。そんな期待でき

るもんじゃありません。どのくらい無駄かという

と、みなさんの教えている全ての子供たちの親が、

うちの子を東大にいれて欲しいといって、全員の

子が、それができるかというくらい無理な話です。

それはなぜか？ 一つには、日本の水族館にはそ

れほど明確な哲学がないからです。その明確な哲

学というのは、何を人に伝えたいか？ どんな研

究をどのように伝えたいか？ というような、本

当は博物館にとっては一番必要なものが無い、な

い事が多いという事にしておきましょう。船の科

学館でしゃべっていますから・・・（笑） 

あるところにはあるんです。 

 

※水族館・博物館に現状で何かを期待するのは無

駄である。 

※何を人に伝えたいか？ という理念や哲学（コ

ンセプト）にかけている。 

 

そういうことが多いんです。ですから、どこの

水族館・博物館にいっても一緒じゃないですか、

結構。金がかかっているか、かかっていないかく

らいの違いで。それは、そこにそういったポリシ

ーが無いからですが、それには 2 つの理由があり

ます。1 つは、多くが公立だからです。これは公

立の学校の先生達がよくわかることです。となり

の学校と違うことをしようと思ったら、止めろと

かいわれるじゃないですか、それと同じことです。

できるだけあれもこれも、幅広く目的をもたなく

てはいけないわけです。特に公立の博物館や水族

館は、博物館や水族館にいったこともないような

議員の先生が口出しします。そういった口出しを

全部反映させなくてはいけなくなります。結局は、

公立の博物館・水族館は特徴あるものを作ろうと

思ってもみんな同じなんですね。つまんない話が

入ってきますよ、例えば一つは、いや、海のこと

だけじゃなくて川のこともやらなくてはいけな

いとか、それはそれで結構なことですが、そんな

ことがいろいろと入ってきて、うちは川だけの水

族館を作りたいと思っても、サンゴ礁がなくては

喜ばないだろとかそういう話が入ってくると、海

のものがそんなもんですかね、と入るわけです。

一般の人が言っても入らないけど、議員さんが言

うと入ります。更に、うちは中国のなんとか市と

姉妹都市になっているから、あそこの動物入れな

くてはいけないだろう、となります。例えば北海

道の魚、という水族館を作ろうといっているのに、

上海の上海蟹を入れろと、、、そんなことが現実に

起こってくるんです。そうすると、もうその水族

館で何を訴えたいかなんて、霧散してしまいます

よね。 

もう一つは、日本の水族館・博物館の場合、公

立か私立かです。私立は、従業員に給料を払って、

配当を出さなくてはいけませんから、少々信念を

まげても、お客さんがほしがるようなものを作ら

なくてはいけないんですよ。お客さんの好奇心を

あおるために作るという考え方ですね。たいてい

の水族館にはショーがあります。ショーをやりた

くない水族館も実はあるんですよ。でも、ショー

がなかったら客がこないだろ？ と株主に言わ

れたら、それはそうですね～、と聞き入れなくて

はいけない。こんな要因で日本はこうなっていま

す。 

 

※多くは公立で、議員の介入などがあるのが問題。 

※私立はお客の好奇心をあおるために作るとい

う考え方。大衆迎合主義。 

 

海外はどうかというと、水族館とか博物館の人

間が悪いとか悪くないとかいう話ではないです。

システム的な話です。例えばアメリカ。そのシス

テムが発達しているところです。Nonprofit 

Organization という言葉、アメリカ英語ですけ

れども Nonprofit Organization という感覚が非

常に広いですよね。これはいわゆる日本で考えら

れているボランティア・市民活動組織・NPO では

なくて、社会活動をしている施設だとか、学校だ

とかに適用されているわけです。イギリスなんか

もそうですが、どんなことになるかというと、水

族館だとかそういうのを作っていくときに、その

活動にたいしてお金を税金のかわりとして払っ

ていい、税金 10 億円を払わなくてはいけない企

業や個人が、たとえばそのうちの 5%、5000 万円

は税金としてではなくて、自分が思うところ、自

分が思う活動をしているところに、そのまま出し

てあげていいという、そういう形になっています。 

 

※海外は日本と違う意味で「NPO」が浸透。 

 

アメリカにはもともと政府がなかったわけで

すから、そういう公共のものに先にお金を払うと

いうことが当たり前の社会から政府ができてき

たので、そういったことが当たり前にできるわけ

です。そうすると、こういう水族館をつくってこ

ういうことを訴えたいんだ、という人がいたら、

その考え方に同調する人がお金をくれるんです。

イニシャルコストがかからない。これは議員の意

見をきかなくてはいい、「私はこう思う、こんな

博物館を作りたい、そこではこういうことをした

い」という人がいるところに、賛同してくれた人

がお金をくれるわけですから。そしてお金をくれ

たやつは、税金を払ったと同じことになるから困

らないわけです。これで、議員の人たちの意見を

反映しなくてはいい、お客さんに媚を売らなくて

いい。作るところまではお金がかからない、借金

しなくていいわけですから。あとは運営費だけを
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稼いでいけばいいわけですから、その方法はいい

わけです。だから、外国の水族館や博物館は思想

的な裏付けだとか、哲学だとか、そういったこと

がちゃんと芽生えてくるわけです。逆に、それを

持っていないとお金が入らないわけです。それに

よってどんどん差が開いてくるわけですね。 

 

※ポリシーに従って、賛同者からドネーションを

受けられる。寄付をする側は税金を支払うかわ

りになり、そういった社会システムが整備され

ている。公共システムのあり方についての概念

の違いがある。 

 

これがまず一つ。それともう一つは、そういう

ような条件によって公立の水族館・博物館だと、

そこにお金をおとせるかどうか、予算配分がある

のですが、私立だと、日本の水族館はかわいそう

なもので、外国だと人から税金のかわりにお金を

寄付してもらえばいい、日本の水族館は税金を払

わなくてはいけない、、、そんな中で商売を続けて

いかなくてはいけませんから、従業員の雇用費を

できるだけ削りたくなります。そうすると、対応

できる職員だって、稼げない職種はいらわないわ

けです。例えば、水族館にいったら飼育係の人に

説明してもらいたい、これは当たり前の話です。

で、説明しましょうと言ってもらえる事はほとん

どないです。飼育係は飼育するだけでいっぱいい

っぱいですから。今は、そんなことを言ってくる

図々しい小学校は無いですから、図々しい小学校

だけが、いや積極的なだけなんですが、それが倍

の数になったら絶対対応できません。人がいない

んですもん。それが小学校が、うちにやってくれ

たら一回につき 3 万円だしますから、という話だ

ったらやりますよ。月に 10 回誰かにやらせれば

30 万で一応雇用になるじゃないですか。それな

しに、というのは無理な話ですよね。それは先生

方にそれぞれの子供たちにあわせて余分に授業

をやってくれと言っているようなもので、それは

カリキュラムのことを考えても無理だし、時間的

にも無理じゃないですか。それと同じことが起こ

っているわけです。ですから、実は博物館・水族

館で総合的な学習で利用するときに、なんかやっ

てくれとか、なんかできませんかと相談すること

自体がほとんど無理だという風に考えてもらっ

たほうがいいと思います。 

 

※私立の水族館・博物館は税金を払った上で、経

費を圧縮。人員的に余裕もない。 

※従って、何かを相談する、期待すること自体が

かなり難しい。 

 

ただ、それでもやはり使い方です。そこにはあ

る一定の情報は一定の方向を向いて集まってい

るからです。展示というのは、情報を集積してだ

すということなんですね。これが展示です。です

から、その情報はある分野の情報がきちっと集ま

ってくる。一定の方向を向いている。理念や哲学

はきちんと持っていなくても、ある程度もあんと

した方向性は向いている。そういったいいフィー

ルドではあるわけです。それをフィールドとして

使わない手はないわけです。実は作る側もそうい

うフィールドと思って作っているんですね。例え

ば私は鳥羽水族館も企画しました。江ノ島水族館

の理念作りもやっています。先ほどの皆さんのな

かでも半分以上の方が理科に興味がなかったよ

うに、私も理科に全然興味がありません。特に生

物にはほとんど興味がないです。更に魚に関して

は全く興味はないです。人並みに生物に興味はあ

りますよ。ちなみに進化のことには興味がありま

す。しかし魚に対しては特に興味ないです。釣り

さえも嫌いです。今まで 2 匹しかつれた事ない

し、、、生まれてからこれまで。ザリガニはつれて

も魚はつれません。とにかく、嫌いなんですよ。

魚の名前が難しい。特に僕はそんな勉強せずに経

済学部をでて鳥羽水族館に入りました。非常につ

まらない理由ではいったんです。たまたま高校の

ときにつきあってて、初めてキスした相手が館長

の娘だったんです。責任をもって結婚しろという

ことで、男がいないから養子にこいということで、

それでいっちゃったんですよ。それほど人生、女

で決めてしまったくらいの・・・いや、魚の名前

の話ですね。 

 

※ただ、使い方次第であることを認識すべき。一

定の情報が方向性を持って集積されているこ

とに着目～フィールドとしてとらえることが

重要。 

※水族館を企画運営するにあたって、生物には興

味がない。魚の名前もしらない（でも、要職に

つくことができたのは何故か？） 

 

何もわからない。そこでこれはまずいぞと思っ



たのは、飼育のことを知らなかったら、動物のこ

とを知らなかったらまずいだろうと思って、飼育

をさしてくださいと言って無理だと言われたん

ですけど、僕は犬と手乗り文鳥を飼っていたこと

があるから大丈夫だと言いました。といって無理

矢理入りました。入ってすぐ 3 年間だけですが。

アシカだったら犬ににてますからね。ペンギンだ

ったら大丈夫、鳥類ですから文鳥といっしょです

よ。と思っていったんですけど、水族館にいるわ

ずか 350 種類くらいの動物ですから、そのくらい

名前を覚えられるだろうと思っていたんですよ。

自慢じゃないですけど、僕は記憶力は最悪に悪い

んです。中学のころに自分の記憶力がめちゃくち

ゃ悪いということに気が付いたんです。小学校の

頃ってだいたい記憶力いいじゃないですか、動物

というのはだいたいそうなっていますよね。僕は

おやじが小学校の先生でしたから、おやじって結

構、点数付けとかおまえやっとけとか言われてい

たので、試験なんてチョロいんですよ。どんな問

題が出るなんて、1 学年 2学年上の試験問題を見

ているわけだし、親が先生だから図鑑だとかなん

だとかはバンバン買ってくれるわけですよ。本に

関してはバンバン買ってくれる。本はすきですか

ら、片っ端から読んでしまいます。小学校のテス

トなんて本当にチョロいんですよ。みんなバカだ

な～なんて、俺は神童だなんて思ってました。と

ころが中学に入って新たな教科が加わるじゃな

いですか。歴史、英語。。。その時に気が付いたん

ですけど、あいつらバカだと思ってたやつらが、

すごい頭いいんですよ。どんどん覚えていくわけ、

僕は遅い。すぐ忘れるし。これは俺は記憶力ない

な、と思って、それで勝負していったらバカだと

思ってた奴らにみんな負けてしまうなと、人生負

け犬で終わってしまうなと思って記憶力ではな

くて、理解力で勝負することにしようと既に中学

の時に変えていきました。歴史は前日に覚える。

一夜漬けだけ。。。英語もそれしかない。。。大学入

試は歴史は捨てて地理にしました。。。。。。数学は

図形だけで解くようにしました。。。。その位記憶

力は悪かったのですが、350 種類くらいは覚えら

れそうでしょ？ いくらなんでも飼育係だから

覚えなくちゃと思ったわけですよ。結構覚えたな

～と思ったんですけど、海外の魚によって「え？」

と思ったんですね。なんせね、「トランスルーセ

ントグラスキャットフィッシュ」なんて。グラス

キャットフィッシュまではいい、キャットフィッ

シュはナマズですからね。トランスルーセントっ

て何？ こっちにとっては意味が無いわけです。

それを言うのに 3 日くらいかかった。これは 350

種類覚えられないとわかったわけです。それから

どうしようかと考えたわけですが、飼育係だから

人に話もしなくちゃならないし、いろいろ違うこ

とで覚えていこう、というよりも人に面白い話が

できるようになろうと。それからちょっとづつ考

えていったわけです。いろんな魚の名前じゃなく

て、行動だとか、進化の話だとかすることが結構

いけるじゃないと思ったんですね。 

 

※魚の名前を覚えることに重要性を見いだすの

ではなく、その行動や進化などに着目し、人に

「面白い」話ができるようになろうと考えた。 

 

それともう一つは、自分自身の原体験というも

のがあるわけです。僕の生まれた街は海がなくて

川の街だったんですけれども、川から得た体験が

沢山あったわけです。その雰囲気を子供たちに話

をして、そんな話を沢山してたんですよ。そのう

ちに、新しい水族館に完全リニューアルすること

になりました。今までの水族館の 5 倍くらいに。

そのプロジェクトディレクターになったわけで

す。結構自由に、自分の好きな水槽にできるわけ

です。でも、魚の名前は知らない、それぞれの生

態なんてほとんど言えない、、、そういう私が作る

んです。でも、こいつに作らせてもいいという雰

囲気にはなっていました。なぜなら僕はその時に

水族館で何を伝えたいかということが一番はっ

きりしていたからです。僕が伝えたかったのは、

日本の水族館ということと、動物じゃなくて、動

物が住んでいる多様な世界を伝えたかったんで

すよ。それまでの水族館は「魚」を展示していた

んですよ。種類別に魚を展示するとかね。そうい

う展示だった。でも僕はそこで、魚を種類別に展

示されたら困るわけですよ、名前を覚えられない

から。記憶力のいい飼育係の連中はラテン名でい

ったりするわけ（笑）。そんな水族館を作ったら

自分で自分の首を占めますからね。絶対そんな水

族館は作らないと思っていたわけです。ラテン名

でいったって、誰も喜ばないという話です。魚の

名前をきいたって何の役にもたたないでしょ？ 

役にたつのはコハダとかアオヤギとか、魚の名前

じゃない名前ですよ。赤身とか覚えたほうがいい

わけですよ。クロマグロとホンマグロはどう違

う？ なんて関係ないじゃないですか。役にたた

ないことを覚えてもしょうがないだろ、と。それ

よりも「地球環境」が大事だから、地球環境の中

で作っていって、川を作ったらそこに「カッパ」

が出てくるような水槽を作れっていったんです

ね。 

 

何故なら僕は小学校の時にカッパを見た記憶

があるからです。笑われてしまいました。。。 

 

※原体験～発想や創造性の原点。カッパが出てく

る水槽。 

 

カッパを見た記憶があるというのは確かなん



ですけど、「いるわけない」と思ってるんですよ。

でも、僕にとってもいるわけないと思っているも

のを見たというのが大事なんですね。何故みたか

というのもわかっているんです。おふくろ方のお

ばあちゃんの家によく遊びにいっていたんです

ね。そこに川があったんですけれども、そこで、

川で悪いことをしたらカッパが出ると散々言わ

れていたんですよ。散々いわれて、いとこのねい

ちゃんたちが、しょっちゅう言うんですね、川で。

僕達が爆竹とかで遊んでいると、カッパでるよハ

ジメちゃんって。やめときなって。みんなでやっ

てる時は恐くなかった。みんながちょうどいなく

なって、一人やってたんですね、蛙みつけて（※

爆竹をつっこんで爆裂させていたものと思われ

る：編集部注）。 

 

※原体験～川での遊び。 

 

へたしたら、白昼夢だったのか、その晩に見た

夢だったのかもしれません。でも、はっきりと見

たのを覚えている、その理由も分かっている。で

もね、それ以外というか、その前からかもしれま

せん。川が恐いんですよ。川の深いところを見る

とゾクゾクしてくる。何かがいる、と思うんです

よ。恐れ、恐れの気持ちがあるんですよね。それ

は海にいってもそうなんです。寄せては返す波を

見ていても恐くなるんですよ。潜水作業をしてい

ても何かでてきそうな気がするんですね。もう一

つは、そんな中で育ってきて、悪ガキたちと魚を

とりました。川ぼしというのをするんですが、川

を改修するときにせき止めて改修するんですね。

そうすると魚なんて子供でも簡単にとれるんで

す。生きてるやつが。穴を掘ると水がでてきます

から、池に入れていっぱいとりました。さあ、食

おうぜ！ こんなに生きのいい魚は食わなくて

はいけないという話になるんですね。そこで、み

んなで串を口からいれなくてはいけないんです

が、みんなでやりました。傘の骨を探してきて。

なかなか入らないんですね。入らないけど、そこ

で一人できなかったら、明日からパシリですから、

だからみんな必死でやるんですよ。だから入って

いくときの手の感触と音が未だに忘れられない

んです。ブチブチブチブチっていうんですね。で、

手の中で魚が断末魔ですよね。めちゃくちゃ暴れ

るわけですよ。ハァハァいいながら火にかけて、

自分達の起こした火ですから、すぐまっくろこげ

になるし、それでさあ焼けたぞってあけたら生焼

けじゃないですか。でもそれをみんな、おいしい

おいしいといった食べたんですよ。でも、どう考

えてもおいしいわけがない。生焼けでしょ？ し

かも川の魚ですよ。よく考えたらしょうゆもなか

ったですよ。でもね、本当にドロドロした内臓以

外、食べられそうなところはみんな食べた。みん

ながちゃんと食べたんですよね。たぶんね、食べ

なかったら、俺がみたカッパがみんな出てくると

思ってたと思う。恐かったと思う、すごく。本来

だったら、途中で理由つけてやめてたんだと思う

んですよね。かわいそうだからやめておいてやろ

うぜ、とかね。（串が）入らないところでね。と

ころが止められなかったのは、「食う」と決めて

たから止められなかったんですよ。食うまでやめ

られない。マズそうだから、といえないわけです。

食わないことにはコイツ（魚）を殺した理由にな

らないんですよね。で、本当にだから真剣に食っ

たんだと思うんですよ。その時のことが忘れられ

なくて、その頃から僕は命に対する頂きますとい

う気持ちが芽生えたっていうのがあって、何故か

というと、昔から魚の料理が出てくると、魚が生

きているところを思い出して、「頂きます」と必

ずいってるんですよ。おそらくその時からです。 

 

※原体験～魚の串刺し。命に対する感情。 

 

もう一つはブタとかウシさんには言ってなか

ったんですけど、鶏の首をおやじに捻れと言われ

て、すれまでピーコとか言って餌をやっていたや

つを、捻らざるを得ないんですね。来年から中学

生だからやれとか言われて。おやじがいつも捻っ

ているのを見て、ニオイが臭いし、でも簡単につ

ぶせるなと思ってたんですよ。でもつぶすとなか

なか死なないんですね。なかなか死なないですよ

ね。。。押さえているのが大変ですからね。。。あの

ときに、それまではと殺の現場をみていたり、ニ

オイだとかでだいたい昔の子供っていうのは鶏

嫌いだったんですよ。見ているだけでいやだった

んですね。（羽を）むしるとブツブツと鳥肌がで

てきますしね。でも、自分でやって、小さな心臓

があるんですけど、一番おいしいところで一番栄

養があるんですけど。これはつぶした奴が食う権

利があると、今日はお前にやると、、、すごいうま

くないんですね。それからです、カシワの肉が○

○○○（笑）。で、そのときからは、僕の頂きま

すのバージョンにですね、とり肉がでたら鶏さん

を思い浮かべて頂きますといっているんですね。 

 

※原体験～鶏版。 

 

この、鶏さんと、魚さんの頂きますはず～っと

続いているんです。おふくろが、お百姓さんに頂

きますと言えというのは全然出てこないんです

けど、でもだんだん鶏と魚だけは変だよな、と思

って一応お米には、お米に頂きますと言っている

わけですよ。そういう命に対しての気持ちという

のは、僕はすごく大事な気持ちだと思っています。 

 

これは西洋文明とずいぶん違うんですよね。西



洋文明というのは自然を征服していく文明です。

今日の話とはちょっと違うかもしれませんが、メ

ソポタミア文明のギルガメッシュ大王って知っ

てますか？・・・・・・。知らなくてもいいです。

ギルガメッシュ大王というのが有名な大王がい

るんですが、最も有名なのはフンババという森の

大王をやっつけたんですよ。で、フンババという

森の大王という伝説だとか話はどういうことか

っていうと、フンババっていう先住民、森の先住

民をやっつけたっていうことなんですよ。このフ

ンババっていう森の先住民をやっつけたおかげ

で、それまで森に入ってくるのは危なかったわけ

ですよ。木を切り出してくるのがすごく大変だっ

たのが、戦争をしかけて勝っちゃったから、それ

から森は自分達のものになったわけです。で、そ

こからです。ヨーロッパの文明が、、、昔は地中海、

今、砂漠があるけど、昔はレバノン杉というめち

ゃくちゃでかい杉がいっぱい生えたんです。そこ

にフンババがいたんですけど、その杉は片っ端か

らなくなっていって、それを船に使ったりだとか、

燃やしてレンガを作ったりだとか、建物にしたり

していって、それを征服していく文明を作ったん

ですね。これでヨーロッパから全て森がなくなっ

たんです。残っているのがケルト民族だとか、北

の方に追いやられたわけですよ。そういう所にい

るから、例えばヨーロッパの童話っていうのは、

オオカミはみんな悪者じゃないですか。オオカミ

は森のフンババの使いなんです。悪魔の使い。民

族間の闘争が非常に多かった。日本の場合、オオ

カミは神様の使い、やおよろずの神々とかね。ア

ニミズム信仰があるわけです。宗教以前の信仰で

すよね。船の科学館といえば、船には船ダマとい

う山の神様があるんですね。船でも山の神様です

よ。農家には、農業は山の神様が農繁期になると

田に下ってくるんです。だから山はすごく大事だ

ったんです。川の水はキレイな川、これは山の神

様が清浄にしているからキレイなんです。だから

川で悪いことしたら、汚したりしたら、カッパが

出てきて人をやっつけるんですよ。そんなことを

したらいけないよ、と。山に入るときはちゃんと

礼をつくさなくちゃいけないよ、と。 

 

※西洋文明～思考形態の違い。自然の征服という

考え方に対する日本人をはじめとしたネイテ

ィブの考え方。 

 

あの、宮沢賢治のセロ弾きのゴーシュにすごく

感銘を受けたのが、なんとか山の熊うち、という

のがあるんですよ。もう忘れてますけど。その熊

うちの猟師の話なんですけどね。熊を悲しみなが

らとっているんですよね。でも商品としてそれを

持っていく、金に買えるためにやっているんです

ね。熊自体を商品と思っていると、いつか熊に対

して愛情が湧いて、撃とうと思ったら小熊がいる

のを見て撃つのをやめたとかね、で、熊うちが死

んじゃった時に、間違えて熊が殺しちゃうんです

ね。殺すつもりはなかったのに。そういうことが

ね、すごく日本人の心の中にはあるんですよ。ご

んぎつねなんかそうですよね。きつねなんてすご

くずる賢い動物になっているじゃないですか。で

もごんぎつねは全然ずる賢くないじゃないです

か。僕はそういう日本人の心というか哲学という

のは、おそらくこれからの環境保全のために役に

立つと思うんですよ。で、何何を残さないことに

はどうの、こうの、という環境保全の仕方という

のは、理解しにくいですよね。非常に科学的なん

です。で、その科学的なことを日本人にぶちこも

うと思っても日本人はなかなか理解できないん

じゃないかと思います。逆に言えば、外国人が環

境の事を考えているんだったら、ネイティブに学

べとか言っているわけですよ。で、ネイティブア

メリカンの本とかいっぱい出ているでしょ？ 

アメリカ人が、ほれみろ、こんなことがわかった

んだ、とか言っているわけですね。ネイティブア

メリカンはこんなことを言っている、インディア

ンはこんなことを言っていると。これが、これか

らの地球をすくうと。これが日本人的に見て、あ

あ、すごいな～、アメリカインディアン。とか思

うわけですが、でもよく考えてみたら我々が言っ

ていることと一緒なんですよ。アイヌの昔話でも

っといい事が書いてあります。全く一緒なんです。

世界中のネイティブは一緒なんです。で、そのネ

イティブの心に残っているのがアニミズムで、日

本は先進国の中では珍しくアニミズムが残って

いる。そういう国なんですね。だからいろいろな

宗教が入ってきても、全てを認めちゃうんですね。 

 

※アニミズム～環境保全を理解する上で重要な

観念。 

 

で、皆さんに、今日はそれを認めましょう、と

いう話ではないですよ。僕は、そういう感覚を水

族館で出したいと思うんです。そんな感覚を水族

館で出そうなんてバカげていると思われるかも

しれませんが、でもできるんですよ。カッパがい

るように見える水族館。ほら、これ恐そうだろ？ 

って僕が水にもぐって恐いと感じたものが、何か

恐いと思う、といったらしめた、というものです

ね。ここで、こいつらには川に対する恐れができ

ただろうと、、、で、鳥羽水族館にはそういうポリ

シーを入れこんであるんですね。更にそこから出

すいろいろな機関誌なんかにはそういった話ば

かり書くわけですよ。そこで、はじめて展示○○

○、展示哲学○○○○。 

 

※伝えたいものとその背景にあるもの（原体験と



アニミズム）。 

 

でもですね、それがさっきもいいましたように、

企画者の意図が運営をしている人たちにそのま

ま伝わってそれが運営されていくとは限らない

わけです。皆さんは、もしかしたらいかれたらで

すね、薄くあるかもしれないそういった意図とい

うものを知った方がいいんじゃないかなと思い

ます。でも知らなくてもいい手があるんです。な

ぜならそれは、僕と同じように、皆さん自身が媒

体にすればいいんです。僕は、水族館というもの

しか媒体にできませんでした。実はその前にやり

たかったのは、メディア関係に行きたかったんで

すよ。成績が悪かったもんですから、ちゃんとし

た○○○とかテレビ局には勤められなくて、コネ

で教科書の出版社に決まっていたんです。出版界

にいたら、教科書作っていたって、だんだんね、

○○○したり消えたりするだろう、と、そこから

はじめようとしたんです。それは、何か伝えたい

事があったんですね。でも、水族館にいっちゃっ

たのは、水族館でもなんとかなるんじゃないかな

と思って、結局はそうしちゃったわけですね。水

族館で毎月テレビ番組をプロデュースして、毎月

一本ずつ作ってたんですよ。 

やりたいと思う事があれば、伝えなくちゃいけ

ないと思うことがあれば、得意な技があれば、そ

れはどこでも使える、それって子供たちに言って

ませんか？ それをみなさんが使えばいいわけ

です。それが水族館とかそういう分かりやすいと

ころだから、非常に使いやすいですね。これ、ど

こでもいいから、やりたいこと、なんか仕事をや

ったらそれこそ難しいですよ。ここでしろって言

われる方がやりやすいです。海でしろ、川でしろ、

水族館でしろ、水族館では○○○、、、いろいろな

ことがそろっているしね。 

 

※得意技で勝負。場所はフィールドとしてとらえ

るとやりやすくなる。 

 

で、ここでできることというのが二つでてきま

す。一つはですね、水族館で○○○、、、理解が、、、

ことができるの？ という話ですが、僕はさっき

言ったように、自分がやっていたのは自然科学で

はなくて自然文学ですよ。まあ、単純な話ね。美

術がすきだという方は、子供たちに絵をかかせた

らいいんですよ。あるいは、彫刻だったらフィギ

ュアを作らせればいいんですよ。そうするとフィ

ギュアを作ったり絵を描いたりするときに、何が

大切なのか？ をいいやすいでしょ？ 魚の名

前を知らなくてもできるでしょう。魚というのは、

しっぽをこうやって泳ぐんだよ、という話を水族

館の人はいいます。しっぽをこんなふうに動かし

て、あるいは体全体を動かして泳ぐんだよ、とい

う話をします。美術の先生は知らないんです。で

も、どういうところに目をつけて描きなさいとい

う話はできるんですよ。それを観察していると、

子供たちから自分でそれをわかっちゃうんです。

あ、この辺から曲がっている、しっぽは縦にこう

やらないな、横にしかやらないな、イルカと魚を

描けば、飼育係だったら、科学的なことを優先し

て、イルカのしっぽはこんな風について縦に動き

ます。でも魚は横についてこう動きます、と。よ

くこういう話をします。でもそんなことを絵を描

けとか、フィギュアを作れとか言ったら、やって、

一生懸命観察したらできる（わかる）んですよ。

それぞれの子供たちはすごい発見するわけです。 

 

※美術が得意技～絵を書いたり、フィギュアを作

ったり。そこからの発見、展開。 

 

数学の先生だったらどうしましょうか？ こ

の水族館の全ての魚だけで、あるいはこの水槽の

魚が何匹いるか考えようぜ、でいいんですよ。A

グループはこのゾーン、Bグループはこのゾーン、

そこにどうやった沢山いる魚を数えるか？ と

いう技がでてくるじゃないですか。写真をとって

群れでいる魚なんかは面積でやって何匹いるか

数えて、だいたい×何倍で、やろうか、、、とかね。

水面にういてくる回数が何回で、とか、統計だと

か図形だとか計算の公式だとかというのがいか

に普段の生活に役にたつかということが分かれ

ばいいんですよ。それが水族館の中で具現化でき

ればいいんです。それは難しいですね、、、でも好

きな人だったら思い付けるんです。 

 

※数学が得意技～魚の数。学問の意味の認識。 

 

民俗学とかが好きな人だったら、この中から食

える魚を探そうか？ とかね。で、帰ってから食

い方を親に聞いてこようか、とかね。そんなこと

でもいいわけです。そうすると、生物だけが好き

な子だけじゃなくて、いろんな子が、いろんなこ

とを使ってやっていけるわけです。とりあえずせ

っかく水族館だから子供たちに充分に観察させ

なくっちゃいけない。その観察する場所で、いろ

んなことを考えさせることができるかどうかと

いうことですね。そういうことをやっていくこと

によって、皆さん、それぞれのいいカリキュラム

を作っていける。僕がこういうことをしたらうま

くいきますよっていってもきっとやる気になら

ないと思うんですよね。でも、その知識ないから

とかで。 

 

※水族館で充分に観察、その場所でいろいろなこ

とを考えさせることができるかどうか？ そ

の展開に自分が持っていけるかどうか。 



 

僕は自分で、自分がやる子供たちの水族館でや

る（実施する）プログラムでとっておきのがある

んです。すごく困ったんですが、作ったんです。

できると思ったらなんとかなるもんです。これは

100 人くらいの 3 年生～6 年生のバラバラのやつ

を連れてくるっていうんですよ。しかも一日水族

館で遊ばせてほしいっていうんですね。学習させ

て欲しいと。それは青年会議所の友達から言われ

たもんで、おまえなんでそんな集めたの？ って

いったら、○○○・・・やっちゃった、人は集め

られたんだけど何をしていいか分からない、水族

館にいきたいと、先輩だったら何か考えられるだ

ろうと。集めちゃってるわけですよ、しかも 3 年

～6年が一緒というめちゃくちゃな。それでプロ

グラムができるかい？ で、一日いるっていうん

ですよ。邪魔な（笑）。更に夏休みですよね。じ

ゃあ考えなくっちゃしょうがない、、、でもスタッ

フは使えないでしょ。そこで考えたのが、僕が一

人でできる、100人相手に。しかも1日つかって、

といってもたかだか 4～5 時間なんですが。で、

更に自分一人が 2 時間くらいしか時間を使わな

くていいというものなんです。考えられますか？ 

更にいえば僕は未だに魚の名前を知りません。こ

ういうプログラムです。秘密指令というのを班に

わけて出したんです。バラバラでいいんです。同

じ秘密指令なんですよ。一つ目、この水族館で一

番小さい動物を見つけてこい、二つ目はもっと簡

単で一番大きい動物を見つけてこい、三つ目は難

しくて、一番強い動物を見つけてこい、あとはな

んだったかな、、、とにかくそういう秘密指令なん

です。 

展示のラベルにかいてなかったら、絵を描いて

こい、それを今から 2時間あげるからそれぞれの

班で探してこい、それで探しにいくんですね。一

番大きいものはだいたいわかりますよ。でも一番

小さいものは大変です。真剣に探しました。最初

はちっちゃい魚とかを見るんです。でもそのうち

に、へ？ こんなのがいた、貝がいた、貝がいた

と、よく水槽についてる貝とかがいるじゃないで

すか。でもなんだかわからないから、何ミリくら

いとかいって絵に描いているわけですよ。そのう

ちに、時間がありますから、土に埋もれている小

さな微生物、お～、こんなのいた～！ とかって。

一番分からなかったのが一番強い奴。これは困り

ますね。喧々諤々です。それを各班で、ちゃんと

まとめて、確か 3 つくらいまで、それぞれ発表さ

せるわけですよ。ワークショップですよね、みん

なでこっちの方が小さいとか強いとかやってい

るわけですよ。私はこれだとか、それよりも小さ

いの見つけた人～？ とか。僕は、秘密指令を出

す 15 分間と、それを聞いてあげて 1 チームずつ

発表してそれに対してコメントをするだけ、それ

が 1 時間で終わっちゃう。結構楽しかったですよ。

そしてみんなすごく○○してくれたし。僕も最後

に生命の多様性について話をすることができま

した。それとか命の循環について話ができました。

みんなお互いに食べあって生きている。君たちも

人間が一番強いかどうかって分からなかっただ

ろうと、そういう話ができました。すごい簡単だ

けど真似できないでしょう？ 最後のまとめが

できないですもんね。やらせたはいいけど、面白

かったねでしかすまないじゃないですか。できる

かもしれません。僕はそれで生命の多様性だとか、

食物連鎖だとか、何よりも人間だけではなくて全

てのものに魂があり、というようなことを話がし

たかったんですよ。あ、一番頭がいいやつを探し

てこいというのもありました。一番頭がいいやつ、

これね、クラゲっていったチームがありましたよ。

出てくると思ってなかったんですけども。クラゲ

の方が頭いいんじゃない、っていってやろうと思

ってたんですけど、出てきましたね。なぜだと思

います？ 人間とクラゲとどっちが頭いいと思

います？ 生きるということに関してはクラゲ

の方が格段上です。何か食えっていって、裸のま

までずっと○○○（ういたまま）、人間は何か食

べるためにどうしなくてはいけないですか？ 

海だったら釣竿作らなくちゃいけないでしょう。

山だったらどんぐりかなんか探したらいいんで

すか。でも何か着なくてはいけないでしょう。ク

ラゲは楽ですよ、浮いてたらおなかいっぱいです

よ。その辺にただよっているものをパクパク食っ

て、何も運動しなくて疲れない。人間はへたした

ら食物をとるまでに死ぬかもしれない。クラゲは

絶対死なないです。これはね、生きていくという

ことについてはすごく高度に発達しているんで

すね。そういう話をしようと思ってたんです。ち

ゃんと見つけた奴がいる。うれしかったですけど

ね。なかなかできないのが、僕がそういうことを

「教えたい」と思って考えたやつだからすごい簡

単そうだけど、いざやっていくとなかなかできて

こないということが多いんですよ。そういう風に

して、自分が「伝えたい」と思っていることを、

いかに、そのものを使ってやっていくかというこ

とがすごく大事なんですね。 

 

※大勢の子供たちへの秘密指令～伝えたいと思

っていること、それに対する命題の設定のしか

た。 

 

それで、もう一つあります。それがわかってい

ただいたら、次には子供たち自身の多様性もきり

だしてあげることができればもっといいです。体

験学習というのは、僕的な解釈では、遊び学びな

んですよ。体験的に覚えることを学ぶ。これは先

住民の子供たちを見ているとよくわかります。先



住民の子供とか、少し高等と呼ばれる動物の遊び。

彼等の遊び学びは何かというと、親の真似なんで

すね。親が弓矢を作って、何かしにいくのを見て

いる。自分達も弓矢を作るんです。自分達で作れ

るように。作るのが遊びなんです。作って、それ

で撃てるものを撃つんです。昆虫とか、動かない

奴を。イモムシだとか、撃たなくてもとれるんで

すけど、それを撃って、焼いて、お～狩りだ狩り

だといって食べたりするんですね。普段は手でと

って食べているやつを撃って、それが遊びでそれ

がだんだんだんだん成長していくと大人と同じ

ものを使って、走っているものを自分でとったり

することができるわけですよ。お母さんとおんな

じことをやったりするわけです。魚をさばいてみ

よう、小さな魚をさばいたり、ザリガニをさばい

たり、ホント食べちゃいますけどね。さっき僕が

言った、魚をとった話と一緒ですよね。 

 

※子供たち自身の多様性を切り出す。 

※体験学習というのは遊び学び～親の真似をし

ながら成長することの自然。 

 

そういった遊びの中から、あとで生きていくの

に大事なことを全部覚えていくんですね。その遊

び学びができる、学んでいくことができたときに

初めて生きる力というのがついているんです。文

部省が生きる力といって、それを言われた先生が

困っちゃってるんですよね。でも一番困っている

のは文部省の先生で、彼等が一番生きる力を知ら

ない人じゃないですか。言われていた勉強を一生

懸命して、いい成績とって、入ったら文部省程度

に入れたという官僚が文部省です。もっと頭がよ

かったら通産省に入っています。大蔵に入ってま

す。一番適当に勉強して適当に頭が良かったのが

文部省です。文部省の人いないですよね？（笑）。

そういう連中なんです。いけば分かります。顔み

たらそんな連中だな、と。更に、ちゃんと僕は裏

付けたんですけど、文部省に体育大学卒業とか音

楽大卒業の官僚はいないんですよ。官僚ですよ。

いないんですって。生きる力が一番こい連中なん

ですけどね。言葉だけ使うのは得意なんです。ど

こかからか聞いてきたんでしょうね。生きる力、

といったものの、何が生きる力かわからないんで

すよ。それはさっき、水族館の中でこんなことが

いろいろとできますよといったのは、学問がそれ

を観察するときに役にたつかどうか、何かをする

ときに学問でできるかどうか。生活があって、そ

れがこの学問とこの学問を繋げばそれが生活で

きるかどうかなんですね。 

 

いい国作ろう鎌倉幕府。これだけは僕が覚えて

います。歴史で唯一、いや奈良の都 710 年も覚え

ています。この二つだけは語呂合わせで覚えるこ

とができました。でも役に立ったことは一回もな

いです。すさまじくないですね。でもね今ね、鎌

倉時代の話を読んだりすると役にたちそうなん

ですよ。その頃の人たちがどんなことを考えてい

たかとか、すごくなんかいいですよ。教えてもら

わなかったいろんな内容、歴史は大嫌いだけど、

歴史ドラマを見てみると面白いじゃないですか

ね。びっくりするほど面白いなと思ってくるわけ

です。役に立つことというのは、学校で教えてい

ること以外にもありますから、そっちに目を向け

ればいいんですよ。学校の先生を責めるつもりは

全然ありません。学校の先生は最初にいいました

ように、全てのお母さん方がうちの子も勉強すれ

ば東大にいけると思っているのが大間違いなん

ですよね。そんな中でどうするかというと試験勉

強を教えなくてはいけないから、テストに出るこ

とを教えなくてはいけない。そうするとどんなこ

とかというと、答えが 1 つしかない。いい国作ろ

う鎌倉幕府というのは理にかなっているわけで

す。いい国はかわりようがない、鎌倉幕府はかわ

りようがない、だから教えなくっちゃいけない。

小学校はまだそんなことはないでしょうけど、中

学校くらいになるとそうなる。だんだんそれが強

くなってくる。小学校の頃からそういうことをし

なくちゃいけない。答えは一つしかないんだとい

うことを教えるけど、でも人生は答えは沢山あり

ます。この中で結婚されている方いらっしゃいま

すけど、お子さんカワイイといった方はいますけ

ど、奥さんがカワイイといった方は一人もいませ

んよね。それが唯一の選択だったかというと、違

うかもわからないと思ってるんですよ、いや、思

ってる人もいるんですよ。だんだんハズれてくる

な、、、 

 

子供たちの得意技というのも沢山ありますか

ら、それが出せれば、できればいいなと思います

ね。よく、失敗してしまうのに、こういうのがあ

ります。体験学習で、なんとかづくりの先生を連

れてきて、それをこういう風に作らせるというの

があるんですね。僕は万華鏡づくりの先生を連れ

てきて、万華鏡をみんなに作らせた。それは僕が

やったきてきて先生のもう一人の方がやったん

ですが、これはダメだな思った。良くなかったと

思った。それはそうですよ、図工の時間が一日あ

るだけですよ。図工が得意な子しか面白くないじ

ゃないですか。何か作るんだったら、こんな風に

した方がいいんです。 

 

竹馬つくりの上手なおじいちゃんを連れてく

る。竹馬作りの上手なおじいちゃんというのは、

乗るのも上手なんです。作って乗ってもらうんで

す。子供たちは見てるだけ。近くの竹やぶかなん

かにいって、材料を持ってきて、で、おじいちゃ



んが遊ぶのを見る。走ったり、ケンケンしたりす

るのを見せるわけです。さあ、みなさん竹馬使っ

て鬼ごっこをしま～す、というのが目的、目標で

すと。竹馬を作るのは目標じゃないんです。竹馬

作りをしますといって、例えば明日は竹馬つくり

をしますから軍手を持ってきて下さいといって

子供を帰したら、親はみんな心配しますよね。確

実に。子供も心配しますよね。工作のできない子

は、できるかな～、そんなの？ うちの子できる

かな？ と。でも、明日は竹馬遊びをするから軍

手を持ってきて下さいといったら、誰も心配しな

いですよね。ではさあみんなで作りましょうと。

そこで、早く遊びの輪に入れるといいね～、とか

言ってほっとくわけですよ。ほっといたらいい。

おじいちゃんにはいてもらう。工作のうまい子は、

ちゃ～んと観察して、ここに節のところに足をの

っけるものをおかないと外れるとか、ちゃんと分

かるわけですよ。それが分かる子と、工作だけは

得意でとにかくうまくやっちゃう子といるかも

しれません。それはできます、早い子もいるでし

ょう。でも運動神経の得意な子は、そんな下手な

もん作ったってのれるんですよ。ぐしゃぐしゃな

ものを作ったって乗れます。で、俺もう乗れた～

とかってやってますよ。じゃあ、運動神経悪いし、

作るのも下手な子はどうするか？ それはね、例

えば、おじいちゃんとかいるわけですから、教え

てって言いにいったらいいんですよ。おじいちゃ

んに教えてって聞きにいって、教えてもらいます。

ちょっと 6 年生くらいの色気のある女の子だっ

たら、おじいちゃん作って・ とかって言います

よ。作ってもらったらいいんですよ。だって、そ

れで人生わたっていけるかもしれないんですよ。

将来、銀座のママで。年商 1 億とかってやってる

かもしれないわけですよ。成功じゃないですか、

それ。 

 

とにかく何かとうと、最終的に竹馬遊びという

社会に入る事が大事なんです。最初はいろんな自

分の得意なことからやっていくでしょう。そこか

ら、最初運動神経で乗っていた奴も、こいつはま

ずいなって激しくやっていたらすぐ落ちてきた

とか、その時にうまく作っている奴にちょっと教

えてよっていって、教えてもらったりとかするわ

けです。最終的にこれで竹馬遊びができればいい

んです。鬼ごっこもそれはそれでいいんですよ。

運動神経ない子は、隅っこで私たちはこんな遊び

をしようとかやってればいいんですよ。僕なんか

は姑息ですからね、とにかくみんなより早く乗り

たいですからね、どうするかというと、竹馬の下

の方につけますね。足のせるところを。難しいじ

ゃないですか、下駄つけていたら。一番下につけ

て、これはすぐ歩けますね。ほらできたって。僕

の小学校の頃なら絶対やりますね、というかやっ

た覚えがありますね。 

 

それぞれそういうのを、一回のったら僕は運動

神経がよくないですから、とにかく一番最初に乗

ったということで自分で納得いくんですよ。それ

みろって。頭使えば一番できるんだと。っていう

のがあれば僕はそれでいいし、あいつは本当にズ

ルだけど頭いいよなって思われれば嬉しいんで

すよ。みんなだから、そういうことで何か満足し

ていく、遊ぶ、それで社会に入るんですね。あの、

よく僕は体験学習・総合的な学習、野外で何かす

るというときに、野球をさせちゃだめだっていい

ます。野球って決まりがありますよね。みんなが

何かしなくちゃいけないとする。サッカーをさし

ちゃだめ。同じようなことを体験学習といいなが

らやらせてしまうんです。全員がやらなくてはい

けない、ってやっちゃうんですよ。そこで野球の

得意な子、サッカーが得意な子、スポーツが得意

な子はいいけれど、得意じゃない子はめげちゃう

んです。野球全員、バッターまわってくるじゃな

いですか。得意な子は子供だったら 5 割以上うっ

ちゃいますよ。ダメな子は 1 割も打たないですよ。

回ってくるのが嫌で嫌でしょうがない。。。それよ

りも鬼ごっこ的なことを考えましょう。かくれん

ぼ的なことを考えましょう。鬼ごっこだったら、

臆病な子は最初から鬼に近付かないって。大胆な

子が鬼にちょっかいかけに行くんです。どっちも

スリルがあるんです。どっちも満足感があるんで

す。今日一日捕まらなかった、足遅いけど、、、満

足感があるんですよ。スリルはあるし。足の早い

奴はちょっかいかけに近くにいって缶ケリ、おれ

が缶けりに行ってやるよって、何とか君スゴー

イ！ って言われて喜ぶんですよ、スポーツ少年。

そうですよね？ それで捕まっても別に満足で

きるんですよね。 

 

そういう風なプログラムを考えましょう。そう

すると、いろんな子供たちが自分達の得意技を使

うことができるんです。僕だってそうでしょう？ 

今の話している方が楽しいでしょう？ 僕がト

ランスルーセントグラスキャットフィッシュみ

たいな名前を 300 種類知ってるぞといって、どう

やって覚えたかっていう話を 1 時間したら嫌で

しょう？ こういうことをしゃべっているから

呼んでいただけるんです。鳥羽水族館はけんかし

て辞めちゃったんですけど、それでも拾ってくれ

るところがあったわけですよ。これは生きる力で

すよ（笑）。まるっきり。 

 

※生きる力～得意技と多様な選択。展開力。 

※教育の上での目標設定～タスクをこなすこと

ではなく、それから生まれる社会への参画にゴ

ールを設定すること～ 



 

僕がどんなことを水族館で子供たちに教えて

いこうってずっと書いてきたかというと、カメの

種類の見分け方というのを水族館の人間的には

考えたんです。でもそんなことは誰も面白くない

だろうと、生物が好きな子でもあまり面白くない。

でもそれを後生大事に、ウミガメの手はオールの

ようになっているとかね、あるいは、アカウミガ

メとアオウミガメの違いはギザギザが何枚でと

か、そんなことをやりたがるわけですよ。さあ、

よく知ってるぜ、って。飼育の連中はね。誰も面

白くない、ウミガメ一つ使うんだったらどうしよ

うかといって、僕は文学少年ですからね、浦島太

郎だぁ～？ と思ったわけです。浦島太郎から何

を学べるか、あ、いい事思いついた、と。浦島太

郎がのってきたカメは、オスでしょうか、メスで

しょうか？ 「メス by 先生」さすが生物の先生

ですね。分かりました？ 皆さん。理由は？ 「産

卵にきていたんではないですか？ by 先生」。そ

うです。産卵にあがってくるのはメスのカメだけ

なんです。種も特定できるんですよ。あれは本州

の話ですから、本州に産卵にあがってくるのはア

カウミガメだけなんです。浦島太郎が乗ってきた

カメはアカウミガメのメスなんです。そこまで分

かるんですよね。こっちの話の方が面白いし、し

かも産卵にあがってくるんだということまで分

かっちゃうじゃないですか。カメの卵は平均 100

個ずつ生まれるんです。あれは平均なんですね。

そんなことを一個ずつ覚えていってもしょうが

ない。それよりも、そのうちの何匹が親になるん

だろう？ とかって思った方が面白いです。その

時に、統計学の人たちはですね、おまえ調べろ、

といって調べた人がいるんです。でも僕はバカだ

な～と思いました。100 個あったら、一匹も帰っ

てこないに決まってるだろうと思いました。なぜ

なら、一匹の母ウミガメが一生のうちに残しても

いい子供の数は 2 匹なんですよ。でしょ？ 母ウ

ミガメと父ウミガメが一生のうちに残してもい

い子供は 2 匹ですよ。それ以上多かったら、いつ

のまにか海じゅうウミガメだらけです。というこ

とは、何回も海にきますからね。そのうちの一生

のうち 2個しか残らないというのは、計算しなく

ても分かるじゃないですか。 

 

※カメの話～浦島太郎ののっていたカメと生き

残る卵の数 

 

でもこれを証明する人も必要なわけですよ。そ

れに数学が出てくるんですね。いろんなこう、カ

メ一つとってもいろいろなフィールドがありま

す。それぞれの楽しい自分達の得意技とか興味に

もっていきます。まず先生の興味を持っていって

下さい。そして次に子供たちの多様な興味とか、

多
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プログラムの検討（文科系班） 
様な得意技にそれぞれをつなげてあげること

できるような事を考えて下さい。というのが今

の私のお話です。 

 

一方で学問の重要性。その多様性。多様な興味、

多様な得意技。広角な視座に立つことの重要性。 

 

ワークショップ 

グループごとにプログラムの検討～ 

文科系／生物系／マリンスポーツ系 に分け

実施。90 分。 

 

プログラム発表 

）文科系班 プログラム名：「私にとっての命」 

目的・テーマ・狙い」 

環境を東京湾を切り口に考える。そして、生命

大切さを知り、海を好きになる。 

 

対象」 

小学校の高学年です。 

 

内容」 

先ほど、中村さんの話の中にありましたが、浦

太郎伝説というところから入りたいと思いま

。浦島太郎の話をしている中で、ウミガメはオ

かメスかという切り口から少し興味を持たせ

じゃあ、いってみようということで、その中で

境についての話と、もう少し話しをし、クイズ

かを入れておいてその中で、水族館にじゃあ行

てみようということで水族館にいきます。 

 

水族館につきました。まず、最初に子供がやり

いな、というのは魚と遊んだり、砂浜で、とい

のがあると思うので、砂浜にいって動物とり競

とか、そういうことで砂浜ととか魚と出会う機

を作ります。それで、ちょっと好きになったか

ぁ？ というところで、じゃあ中に入ってみよ

ということで水族館にいきます。自分がとって

た魚とか動物が、東京湾にはこんな魚がいるん



だよ、ということで、東京湾の魚、水槽をまずち

ょっと見たりします。次は環境等ですので、オー

プンラボを使って、川や海がよごれている様子が

見られるものがないか。東京湾の水がよごれてい

るのかな？ きれいなのかな？ そのへんがよ

くわかりませんので、オープンラボという実験室

にいって、調べます。その中で、調べるにはいく

つかあります。自分達の住んでいるところから水

をもってきて、パックテスト等をやって、水のき

れいさがわかりますから、水族館の中の水とか、

いろんな水とかでパックテストをしてきれいさ

を見たり、海の底の土砂をとってきて、ヘドロを

見せたりして、そこでその水ってすごいんじゃな

いかというのを見たりします。 

 

また、とってきた動物に餌をあげるというとこ

ろ、オープンラボで餌をあげる。実際にあげたり

させて、実験をさせる。そしたら、そういう実験

等が好きな子については実験をさせる。それから

いろいろな展示物等がありますから、最後には見

て、自由時間をあげます。だいたい時間を過ごし

て、全館を見学して、その中でさっきの浦島太郎

の話じゃないですけど、東京湾の海のお話づくり

というのを頭にいれて、文科系で好きな子がいる

と思いますので、そういうお話もいろいろな動物

とか生き物を見た中で、そういうところも考えて

いき、学校に帰ってからそういうお話づくりをし

てもらう。 

 

最後に、珊瑚の誕生。東京湾の館山の方で珊瑚

の誕生の瞬間の映像等も話していたんですけど、

東京湾にもそんな素敵な生き物もいるんだね、っ

ていうところでまとめていきたいと思います。 

 

「事前のスケジュール」 

磯遊びの準備や、話題の動機付けについては二

つあります。浦島太郎の前に生活の中からの話題

ということで、自分の家で洗濯とかしていますよ

ね、それが東京湾とかの水を汚しているのかな？ 

といったちょっとしたことで、生活の中の話題か

ら東京湾に目をむけていけたらいいのかなと思

います。 

実験の仕方はパックテスト、とか、顕微鏡のし

かたとか、事前の中で指導していきたいと思いま

す。帰ってきてからは、珊瑚の誕生のビデオを見

たり、東京湾のお話づくりをしたりして、また水

族館にもっていっておいてもらったりする、また

最初のクイズの種明かし等をしたいと思います。

また、準備ですが、準備物はヘドロとか地域の水

とか、パックテストのところについては持ってい

きたいと思います。遊びというところがあります

ので、水遊びセットとか、潮干狩りセットとか、

そういうものも持っていって遊びたいと思いま

す
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水族館への要望」 

オープンラボとか実験室を自由に使用できる

いうことと、水遊びをするので、洗ったりする

ころがあればいいなと思います。 

 

他の教科への関連」 

国語として作文、6 年生の中に海の命というタ

マツケイさんの書いた教材があるそうですの

、それも一緒にできるのではないかなと思いま

。理科は実験の仕方、社会は生活の変化という

とでいきたいと思います。 

 

課題」 

一番最初のどうしてこの水族館に連れていか

くてはいけないのだろう？ どうやって子供

課題を与えるか？ 東京湾の環境と命につい

という私たちが目的としていることをどうや

て子供たちに与えるかというところが、解決策

しては先ほど話してしまいましたが、生活の中

ら話題の導入、江戸時代までさかのぼって今と

う江戸時代で生活になかったものは？ とい

ところから入ったり、洗濯物の 1枚を洗うのに

のくらいの水を使ったり汚しているのだろう

、というところから入ったりということから東

湾へつなげていくことと、国語の教科書の海の

というところからつなげていけるんではない

なと思います。 

二つ目の課題としては、実験を沢山したんです

ど、魚を殺すのはどうか？ よごれた水の中で

がせて死んでしまうということを見せたらい

のか？ それともいけないのか？ というと

ろがちょっと課題です。解決策としては、命と

うことをポイントして考えたので、説得してそ

いうところも見せた方がいいんじゃないだろ

か、というのがあります。その後、○○とか、

きるだけ小さいものを使うとか、ということで

決できるかなと思います。 

 

）生物系班の発表 

目的・テーマ・狙い」 



子供に何を伝えたいかということで話しはじ

めました。やはり生きていくための「環境」だろ

うと。そこから考えることにしました。まずはじ

めに、やはり興味関心を持たなくては学習は進ま

ないということで、興味関心を持つこと、それか

らはじめていこうということになりました。 

プログラム発表（マリンスポーツ系班） 

水族館はどこで使うかというと、子供に興味関

心を持たせる、ここで使うということになりまし

た。全体としてここだけで終わるのではなくて、

使うとしたら 20 時間くらいのプログラムになる

のではないかなというふうな話で進めました。 

 

「事前学習のスケジュール」 

水族館になぜいくかというのがあるのですが、

水族館で何を探してくるかということをまずこ

ちらの方で考えて、それを子供たちに決めさせて

水族館にいくということで進めました。子供たち

がいくつか決めるというのが、まず水族館の中で

いろいろな色の魚を探そうと、これはいくつかの

プログラムがあって、子供たちに自由に選択させ

るのですけれども、例えばいろいろな色の魚がい

ますので、自分の色鉛筆のセットの色をそろえて

みようといって魚を見つけるとか、すごい仕組み

を持っている生き物、変身が上手な生き物を探し

てみようとか、まず行く前に自分の考えている水

族館かな、生き物がどんなのがいるのかなという

ことを考えて、実際にいってそれ以外のものを探

してみるとか、これはよくある自分の好きな魚を

探してみる、自分はこれが一番いいんだよという

ものを見つけてみる、とか、友達とか自分と似て

いる魚を探してみようとか、あとは寿司ネタを探

そうとか、こんなプログラムを用意して子供たち

に実際に水族館にいって調べさせます。 

 

水族館でいろいろな生き物を見て、触れあった

中で、今度は事後学習として帰ってきた時に、自

分が調べたものを発表しあって、一つは「種の多

様性」、どんな生き物がいたのかな？ というこ

とを一つ確認すること、それから、いろいろな変

身とかする理由はなんでだろう？ なぜそれが

必要なんだろう？ なぜそういう色がついてい

ることが必要なんだろう？ ということを考え

させる。 

できれば専門的な人にきてもらって話をして

もらうというのも一つの手だなと思います。 

 

最終的にはその生き物が住んでいる、どういう

ところに住んでいるのか？ 変身するとか、そう

いうことも周りの環境とかも関係があるのでは

ないか、ということで環境を調べていくというこ

とで最終的に環境につなげていく。その環境には

○○の特徴とかもあるだろうし、餌になっている

食べ物もあるだろうしと、あと先ほどのカメじゃ

ないですけど、産卵する場所なども関係してくる

んじゃないかなということで考えてみました。 

 

一応、私たちのグループではこのような流れで

考えました。 

 

3）マリンスポーツ系班の発表 

最初にテーマがあるのではなく、日常の帰りの

会とか、日常のクラスをイメージして下さい。帰

りの会を設定してみました。もうすぐプール開き、

みんなが楽しみにしているプール開き、もうすぐ

だよ～。明日プールがあるから水泳カードハンコ

忘れるんじゃないぞ～。わ～、やった～！ 絶対

忘れるもんか～！ でも一部の子が、あ～、やだ

な～、だって水苦手なんだし、泳ぐの嫌いなんだ

よ、と悩みを打ち明ける場面がありました。そこ

に、じゃ、誰かに泳ぎを教わればいいじゃない

か？ とスイミングに行っている A君が、俺、バ

タフライ泳げるから教えてやるぞ、え～、あんた

なんかヤダ～、と。じゃあ泳ぎの専門家に教わっ

た方がいいんじゃないの？ ということになっ

て、じゃあオリンピック選手なんかに聞いてみよ

う！ だけどそんな知り合いなんかどこにもい

ない。じゃあ、泳ぎがうまいのは他にどんな人が

いるかな？ 泳ぎがうまいといったら「魚」でし

ょう～（笑）。では泳ぎは魚に学べ、ということ

で近くの水族館に行ってみよう！ ということ

になりました。 

 

水族館に行く子供たちの必要感です。この必要

感が後々響いてくるというお話をします。 

 

「プログラム名」 

本物に学べ～僕の私の自由形～ 

自分達なりのフリースタイルの泳ぎを、魚たち

から学ぼうじゃないかという提案です。 

 

「対象」 

一応、小学校高学年。4 種目泳げる子も 5 種目



め、6 種目めを自分で考えていくというのが考え

られる形です。 

 

「テーマ」 

水とともに生きる、生き延びるというか、泳ぐ

事を目的としています。泳ぎというのは、よく言

われる 4種目にこだわっているのではなくて、自

分なりの泳ぎを確立させる、そういったために水

族館のお魚たちを参考にして自分の泳ぎを見つ

けてくる、そういうのはどうかな？ と思ってい

ます。そのため、水が嫌だな～と思っている子は

楽しくなり、いろいろな体験を経て、魚を見て新

しい泳ぎ方をあみ出すというのが今回の落とし

どころとしています。 

 

「当日のスケジュール」 

子供たちはいろいろな魚、動物達がどう泳いで

いるかを観察します。どうやって泳いでいるかと

いう視点で僕も水族館にいったことはないので、

これはすごく刺激的だと思っています。その中で

気にいったもの、どの動物の泳ぎ方がきにったか

な？ という問いかけをしたいと思います。自分

のあこがれの泳ぎ方が見つかる子もいるだろう

し、その中にはスピードに目を向ける子、変わっ

た泳ぎに目を向ける子、浮いているだけの動物に

目を向ける子、もしくは全然泳ぎをしていない、

水の上にいる、泳ぎは本当に駄目なんだというも

のに目を向ける子など、どうしてそれが気にいっ

たのか分けを考えます。 

 

そういった思考を経て、私も魚のようになって

みたい。水槽に入って一緒に泳いでみたい！ そ

んな願いが子供たちの中に芽生えるのではない

かなと考えました。水槽というのは、一応こうい

うものではなくて、こういうものをイメージして

います。僕はこの、ジンベイザメがとても気にい

って、この泳ぎを研究したい、そのためには一緒

に泳いで間近で一緒に泳ぐ体験をさせるという

ことです。 

 

これはその経験を 1 時間ほどした後、学校へ戻

ってのプール学習がスタートします。普段だった

ら、先生が体操をさせて、クロール 20 本とか、

そんな風に終わっている時間が、フリースタイル

タイムとかって、クラゲーとか、サメ～、とか自

分達なりの泳ぎを追求していくと。新しい泳ぎの、

僕の私のフリースタイルの発表会をすると。新し

い泳ぎの名前なんかをつけてもらった後、本当に

僕のフリースタイルはその動物に似たかどうか

をもう一度水族館の水槽にいって、確かめてみる。

しかも、水槽の中に入ってやってみる（笑）。是

非やらせて下さいと、江ノ島水族館にお願いしま

す。 

 

ポイントとしては、泳げない子、水の苦手な子

をどう楽しませるか？ という投げかけが必要

だと思います。更に、水に入ると体温が低下する

こと、脂肪とライフジャケットのこととかいろん

なことの追求の触手が広がると思います。また、

カメとかペンギンとかイルカとか、魚としないで、

いろいろな動物を対象にするので、例えば寝ると

きはイルカはどう寝ているのか？ とか、どのく

らい息を止めていられるのか？ という視野の

広がりも考えられます。 

 

「事後学習」 

肺呼吸だとか、着衣泳だとか、いろいろな方向

に水と親しむ活動を通してできるのではないか

と考えています。 

 

「水族館への要求」 

水槽の中に入って泳がせてほしい。そのような

ことを通じて、水族館との交流が活発化して、水

族館は新たな顧客を生み出すと、そういう風に考

えています。 

 

以上です。 

 

□中村さん講評 

いや～、判で押したようなベタな・・・楽しか

ったですね！ 面白い。今、すごく短い時間でや

っていただいた。しかも架空の水族館でやっても

らいました。僕ね、全部いけるな～と思ったんで

す。そのままじゃないですよ（笑）。いけるな～

と思ったのは、その先にちゃんと時間があって、

水族館にいってどういう風な使い方ができるか

というのを見た後だったら、それはもっと具体的

なものになっていくだろうと思うんですね。 

 

こちら（生物系班）、あまりにも知識が多かっ

たので、まとまりにくかっただけの話だと思うん

ですね。これもあれも、これもあれも、というふ

うになっていって、また具体的な水族館というの

が無いですから、だからそれが難しい。けれども

時間的なことを考えたりとか、自分達の知識の一

番大事な部分はどれかということを考えていっ

たら、それは方向性がはっきりしているのでやり

やすいだろうと思います。 

 

※自分達の知識の一番大事な部分はどれか？ 

その方向性の明確化。 

 

とにかく今日の一日間で何を言いたかったか

というと、このようにして、自分達の得意なとこ

ろを使って、水族館という限られたところが非常

に世界が広がるということなんです。先生達が世



界を広がらせるということは、子供たちの世界も

確実に広がっていくということなんですね。です

から、それがやっぱり今まで水族館は水族館とい

う飼育係という人達の世界だというふうに考え

ていたら、そこから先はないと思っています。一

番最初に言ったように、水族館はあてになりませ

ん．何もできませんから。でもそこも自由にメデ

ィアだと考えて、フィールドだとして考えていた

だいたら、いろんなものが集積、情報がある方向

性を持って集積されているところですから、非常

に使いやすくなっています。 

 

※得意技からの展開で、限定された世界も広がり

を見せること。 

※先生達の世界が広がる=子供たちの世界が広が

る。少しの工夫。 

※再度、水族館=フィールドであること。 

 

同じように海岸をどう使おうかというときも

そうなんです。海岸はあれはどう考えたって、理

科の先生のフィールドだと考えてしまったらお

しまいです。また、マリンスポーツのフィールド

だと考えてしまったらおしまいです。そうじゃな

くて、私たちのフィールド、全て私たちのフィー

ルドですと考えていただくと、そうするとなんで

もできるというふうに思うんです。 

 

是非、自分達にあった、「フリースタイル」の

水族館の使い方、フリースタイルの海の使い方を

恐れずにやっていただきたいと思います。それを

考えているだけで皆さん方の中にある新しい得

意なものが出てくるだろうし、更にいえば自分は

不得意だと思っていたものがこっちの切り口か

らいったら結構楽しいじゃん、というものがある

と思うんですね。 

 

※自分達にあった「フリースタイル」は何か？ 

 

先ほど僕は歴史は絶対捨てたといっていたの

に、それなのにギルガメッシュ大王とフンババの

話は、歴史が好きな歴史の先生より知っていたわ

けです。というのは、僕はその何故ヨーロッパで

森がなくなっていったのだろう？ ということ

をすごく執着的に調べたくてしょうがなかった

わけです。あるとき、ポッとこいつが悪かったん

だと思ってみたら、そいつだったんですね。これ

で僕は歴史が好きになりました。 

 

※不得意だと思っていたことが楽しくなる切り

口の発見（例：中村さんにとってのギルガメッ

シュ大王とフンババ）。 

 

そういうアニミズムのこと、環境のことを考え

ていったきっかけになったのはですね、子供でも

分かる古事記・日本書紀というのを読んだんです

よ。その時に日本人ってすごいな、神様が出てく

る、すごい早い神様の中に砂利の神様とかおしっ

この神様がいる、これはすごい話だなと思ったん

ですよ。そこからですね、○○○系少年がですね、

全然そんなの平気やと、神の時代の話もちょっと

学んだ方がいいんじゃないかということになっ

た。 

 

そんな具合で、何かをやろう、何かを伝えよう

としたときには、必ず今まで不得意なものも得意

なものになる。それは先生方が○○が出ても絶対

変わることだと思いますので、是非取り組んでい

ただければなと思います。 

 

ちょっと終わりの時間が 15 分ばかり余分にな

ってしまいましたけど、これを持ちまして私の講

義とさせて頂きます。どうもおつかれさまでした。

 



■第 3 回 「ワークショップ 

  ：身近な視点から始める東京湾学習プログラムを考えてみる」 
 

□配布資料 
 

 
福島さんレジュメ 

 

 
下水道関連記事 

 
村上さん記事 

 
清水さんレジュメ 

 
微生物一覧 

 

 



□ワークショップの記録 
 

□挨拶 

1時になりましたのでそろそろはじめたいと思

います。どうも今日もお集り頂きましてありがと

うございます。もう終業式も終わられた先生も、

まだ、新潟の先生の方は、、、（笑）。 

今日は夏休みに入られたということですが、学

期中にできないような活動、その他諸々等で、大

田区の矢口小学校の中村先生、木更津の金田小学

校の磯貝先生、トキワ松学園の右田先生、それか

ら新潟県の教育、、、の 4 名が今日はご欠席です。

それから、江戸川区立第七葛西小学校の田中先生、

目黒星美学園の武澤先生は遅れてきます。 

今回でワークショップ 3 回目ということにな

りましたけれども、今回からより具体的にテーマ

をしぼって進めていきたいと思います。ファック

スでお送りさせて頂いたかとは思いますけれど

も、もうちょっとテーマを身近にうつりまして、

東京湾をテーマに進めていきたいと思います。具

体的には残り 4 回、今日をいれてありますけれど

も、その中で一つ東京湾に組した環境学習のプロ

グラムをお集り頂いている先生方に考えて頂け

ればなと、こんな風に思っております。 

新しくプログラムを作るというのは仰々しい

気もしますけれども、あまりかたく考えていただ

かなくても結構です。我々の方で投げかけた東京

湾のいろいろな情報を、トピック、東京湾の環境

に関するトピックを投げかけていきたいな、情報

提供していきたいなと。それを小学校の先生が料

理するとこんなプログラムになるよというもの

を一つカタチとして作っていけたらなと、そうい

う風に考えております。それを学習プログラムと

いうカタチで作ったものを学校でやって下さい

とか、そういう強制するものではないですけれど

も、せっかくその、うちとしても、普段の授業で

もかいつまんで使えるような、参考になるような

ネタとかがあれば非常に嬉しいなと思いますの

で、そのために必要な情報とか資料とかいろいろ

な専門の人を招いたりして、海の研究所として提

供できるものはどんどん提供していきたいな、と

そんな風に思っております。 

で、そういった話を聞きつつ、トピックを入れ

つつ、プログラムの方を作っていく方向で考えて

いきたいんですけれども、その中で学校の先生か

らこういう情報がもっとあった方がいいんだよ

なとか、こういう資料があった方がいいとか、そ

ういう部分が見えてくれば我々としても非常に

参考となりますし、今後こういう研究所なりに、

学校の先生にどう支援したらいいか、どうお手伝

いしたらいいのかが徐々に見えてくるのではな

いかなと、そういうのを考える上での視点となる

のかなと。例えばそういう風に考えております。 

で、今日はこの後、こちらの方に座ってらっし

ゃいます 3 人の専門家の人をお招きしています。

東京湾をとりまく現状、主に環境をとりまく現状、

どんなことが起こっているのか、歴史的変遷とか、

それが自分達とどうつながっていて今それをど

う乗り越えようとしているのか、そういった部分

をあまり普段表に出てこないようなトピック、ネ

タというわけでもありませんが、織りまぜながら

お話していただこうと思っています。 

で、そういう話、話題提供の後でグループに分

かれて頂きまして、残り 4回でプログラムをある

程度カタチにしていくなかで、まず東京湾の環境

に関するトピックがいろいろと出てきますけれ

ども、その関連性みたいなものをどんどんここで、

せっかく専門家の人をおよびしていますので、広

げていく場にしていきたいなと思います。今日は

特に手を動かすという○○○けれども、とにかく

関連性をどんどん専門家の先生いらっしゃいま

すんで引き出していただくような場にしてみた

いなと。 

で、ざっくばらんにフリートークの場をもうけ

ますので、そこでどんどんお話をしていただいて、

アイディアを膨らまして頂ければなと、そんな風

に考えております。 

グループ分けはまた後ほどいたしますけれど

も、今日はまず当研究所、海洋政策研究所の研究

員、福島が東京湾に関するちょっとした話題提供

をした後にですね、アクトウェア研究所代表、う

んちの専門というわけではないんですけれども、

トイレの専門家、トイレの専門家で排せつ教育に

非常に熱心に取り組まれております村上八千代

さん、それから休憩をはさんで産業廃棄物処理の

専門家で非常に下水とかそういった部分に詳し

い、ミスター下水道とでもいいましょうか、清水

透さん、名前は非常に清い水が透き通るというこ

とで、下水の話題にはもってこいで、お話頂こう

と思います。その後にフリートークの場をある程

度もうけまして、関連性をどんどん広げる場を持

ってみたいなと思っております。どんどん今日は

専門家の人とお話をして頂ければなと思ってお

ります。 

ご質問等はよろしいでしょうか。それでは早速

はじめたいと思います。まず当研究所の福島の方

から話をさせて頂きたいと思います。 

 

□福島さんの講義 

こんにちは。海洋政策研究所の福島ともうしま

す。今日はですね、お二人の、村上さんと清水さ

んという専門家の○○○のお二人をお招きして

いろいろとディスカッションを行うわけですが、

その前に導入部分として私の方から説明させて



頂きますので、よろしくお願いいたします。 

それでは私の説明としましては、タイトルとし

ましては「環境問題とは記述式の応用問題」と、

ちょっと変な名前なんですが、これは私がこれま

で環境問題を勉強してきた結果の考え方、そうい

うことでございます。これの理由については後ほ

ど説明しますが、どういうことかというとですね。 

今日お話させて頂くのは、公害の問題ですね、

私より若い先生はもしかしたらあまりご存じな

いかもしれませんが、日本の高度成長期に公害の

ことと最近の環境問題についてまずお話させて

頂きまして、続いてオイルボール、これも後ほど

ご説明させて頂きますが、うちのスタッフがわざ

わざ持ってきた、オイルボールと下水道と。それ

と村上さんの方から細かい話はでますが、私たち

のうんちというようなことでご説明させて頂き

ます。 

 

※タイトル：「環境問題とは記述式の応用問題」 

 

まず最初に公害と環境問題という導入の話で、

どこの教科書にも書いてあるような話なんです

が、私どもの環境問題の原点といわれるものが、

以前、足尾鉱毒事件ということで、これは明治時

代の話なんですが、はじまったのが、そういうこ

とがございました。それは栃木県の渡良瀬川流域

で起こったわけなんですが、それのときの汚染源

というところがですね、足尾銅山、銅山から重金

属が流出したと、こういうようなことがあって、

これを公害の原点と私たちは呼んでいるんです

が、それから以降、これが資料なんですが、これ

が足尾銅山の採掘場の跡なんですが、こういうよ

うな、あと煙害という、これが現在の渡良瀬川な

んですが、以前はここから鉱毒事件が起きた、そ

ういうことでございます。 

 

※足尾鉱毒事件が日本の公害問題の原点 

 

明治時代の話はおいといてですね、それ以降私

どもの中に公害というものがクローズアップさ

れたのはやはり高度成長期なんですね。戦後の話

なんですね。誰でも聞いた事があるかと思います

が、水俣病ということで、僕は公害の象徴的な問

題であったと思います。この場合もですね、水俣

病というのは名前の通り水俣市で起きた、で、汚

染源というのはチッソ株式会社。どういうものが

できたという○○（水銀）が問題であったと。こ

ういうことが全て分かった。これが水俣病です。 

ちなみに写真を○○しますと、こういう排水溝

から水銀が流れて最後こういう、いろいろ苦労さ

れた方、被害者が出た。そいうことです。 

 

※水俣病：高度成長期／チッソ株式会社が汚染源 
 

同じようにして田子の浦のヘドロ事件という

ものがありまして、それに関しましても場所が分

かっているわけですね。田子の浦、静岡県富士市

にあるのですが、大昭和製紙が紙を作るときの排

水を流して、それで過剰にヘドロがたまってしま

って、これが今の田子の浦なんですが、こういう

ような、この下にヘドロがあるんですが、このよ

うに汚染してしまって、こういう事件がありまし

た。 

 

※田子の浦ヘドロ事件：高度成長期／大昭和製紙

の排水による過剰なヘドロ 

 

同じようにイタイイタイ病というのも聞いた

事があると思いますが、富山県の神通川流域で、

これも神岡鉱山、カドミウムが原因です。これも

全部特定されているわけです。ちなみにこれが神

岡鉱山なんですが、こういうような鉱山で、亜鉛

を掘っていった時にそういうものが出てしまっ

たと。これはイタイイタイといいながら苦しむ人

が沢山でたということですね。 

 

※イタイイタイ病：神通川流域～神岡鉱山／カド

ミウムによる汚染 

 

同じように第二水俣病といいまして、新潟県の

阿賀野川の昭和電工が汚染源であって、同じく水

銀です。今、いろんな内容を説明させて頂いたの

ですが、このような公害というのは世界でも類を

みないほど悲惨な公害だったんですが、それを行

政として手をこまねいていたわけではなくて、こ

こに主な対策ですが、公害対策基本法ができて、

それを更に強化するような公害国会がおきて、そ

の後環境庁ができて、このような取り組みがある

し、また一方で技術革新があって、どのような水

をいかにキレイにするかというサイエンスの力

を借りて、それでどうにか克服したと、そういっ

ていいと思いますね。 

 

※第二水俣病：新潟県阿賀野川／昭和電工による

水銀汚染 



※公害対策基本法～公害国会～環境庁の設立 

※技術革新～いかに水をキレイにするか？ 

 

これは一つの事例なんですが、田子の浦の浚渫

ということで、技術革新の一つの例なんですが、

田子の浦のヘドロの上に泥をかぶせてしまうと

いうそういうような技術です。 

 

今までお話させて頂いたことをまとめますと、

過去の高度成長期における環境問題、公害問題と

いうのは、まずは誰が犯人だということを特定で

きるわけです。どこでおきているかというのも限

定的なんですね、場所が決まっているんですね。

こういうような問題に対しては、行政としても対

応しやすいんですね。犯人をやめさせればいいわ

けですから、その場所をキレイにすればいいわけ

ですから。ですから行政的なことと技術革新で対

処可能だった。とにかくクリアしたわけです。 

 

※高度成長期の公害：汚染源を特定可能～行政面

と技術面で対策可能だった 

 

しかしクリアできない問題もいくつかありま

して、それが沿岸域の水質改善で、例えば赤潮・

青潮と書きましたが、こういう問題は依然として

今日にいたるまでむしろ増えている、そういう状

態です。では何故、水俣病を克服できたのに、赤

潮を克服できなかったか、そういう話があってこ

れからしたいと思います。赤潮は確かに、先ほど

いいましたように今増えています。赤潮というの

は、これは東京湾にとても多い種類で、スケプト

ネラ（●福島さん確認～資料見えず）という植物

プランクトンなんですが、これが異常に増殖する

ことによって水が茶色く見えて、それを赤潮と呼

んでいるわけです。まあこんなような、これはス

ケプトネラ●ではなくて夜光虫が増えるとこん

な色になってしまう。これも全体、八代湾ですが、

赤潮です。 

 

※赤潮・青潮：対策・対応が難しい沿岸域の問題 

 

一方、青潮というのはどいうものかといいます

と、逆に生物が全然増えなくなってしまう、酸素

がなくて生物が何も増えないような、そういうよ

うな、これも東京湾でよくある、最近どんどん増

えています。ちょっと色が違って見えますね、こ

れが青潮です。青潮があれば、生物は死んでしま

う。シバエビだとかメゴチだとか、これはエイで

すね。 

今のような青潮や赤潮という問題が依然とし

て残っているわけですね。残っている問題、ある

いは新しい問題が出てきてしまったというのが

また最近のことです。これもあえて説明するまで

もないですが、ご存じの通り地球温暖化という問

題が一つあります。地球温暖化の場合は全地球規

模で起きている、しかも犯人が不特定多数で、私

たち自らが被害者でもあって犯人でもある。まあ、

ここでお話したような影響をつくる範囲が地球

全体、原因をつくるのは人類全体、そういうよう

な問題になってしまう。昔とはタイプが違う公害

である。これが地球温暖化の説明ですが、、、 

 

※昔と違うタイプの公害：広域的・横断的な、全

地球規模の問題～地球温暖化の例 

 

同じような酸性雨という問題があります。これ

の場合は日本では比較的少ないのですが、ヨーロ

ッパでは特に多いです。ヨーロッパの国境を介し

ていろいろな国があるところで特に多いです。こ

の問題は国家横断的な範囲で起きるもので、この

結果化石燃料を使い過ぎたり、窒素酸化物が雨に、

雨が酸性化してしまって森林が枯れてしまう、そ

ういうような問題なんですが、これはどういう問

題があるかというと、一つの国の制度とか技術だ

けでは対応しようがない、これも昔とは違いまし

て、複雑なそういうものです。これは日本でも酸

性雨があるということを示したもので、これは酸

性雨によって木が枯れてしまっている絵です。 

 

※広域的・横断的な例～酸性雨 

 

もう一つ砂漠化という問題があります。これは

日本とは関係ないんですが、これもアフリカをは

じめとする特定の地域において、焼き畑農業とか

薪材をとることによって生じてしまう、こういう

問題なんですが、これはどうかというと、根本に

貧困問題がありまして、環境問題だけ片付ければ

すむという問題ではないんですね。貧困を片付け

ない限りはこれはどうにもならないという、そう

いう問題があります。これが焼き畑農業ですね、

このようにして、全部燃やしてしまいます。また

は過放牧をしてしまう、こうやって薪を集めてし

まう、その結果が砂漠になってしまって、その結

果として子供が水がめをもって何キロもの道の

りを水をとりにいかなければいけない、こうやっ

て負担を強いられるのは子供達である、こういう

問題があります。 

 

※社会的問題を伴った環境問題：焼畑農業や薪材

伐採による砂漠化の問題 

※結果的に負担を強いられるのは誰か？ とい

う根本的な問題 

 

今の話なんですが、先ほどいいましたように、

もともとの公害とずいぶん違いまして特定の原

因だとか、特定の場所だとかそういうことではな



福島研究員の講話 

くて、誰もがやってしまっているようなことが、

結局多くの人を公害に巻き込んでしまっている、

それが最近の問題でして、それをどうしたら良い

のかが技術開発ですとか、国際強調とか、総合的

な対処とか、非常に漠然としたもののいい方にな

ってしまうのですが、簡単ではないということで

すね、以前とくらべて非常に対策が難しいという

のが今日の環境問題です。 

今いったことですが、発生源が特定できない、

または複雑である、発生場所が広域であるとか、

そういうことだと行政と技術革新だけでは対応

できないと、そういことでございます。 

 

※複雑かつ多岐にわたる問題の根源：国際協調、

総合的な対処～漠然としたイメージ 

 

続いてですね、ちょっと話を変えまして、オイ

ルボールと下水道についてご説明いたします。最

近海洋問題や新たな問題といいますか。オイルボ

ールというのは後ほど清水さんの方から詳しく

ご説明があるかと思いますが、大雨が降った後に

下水管に付着している油が、油といっても元は人

から出たものも多いのですが、油が洗い流されて

沿岸域に漂着したと、今まわしてもらっています

が（※資料）、ああいうものがお台場付近にです

ね非常に沢山漂着しています。これはどうしてい

くかといいますと、先ほどいいましたように下水

道っていうのがあって、この合流管という大きな

管があるわけなんですが、この管、普段はですね、

この程度しか水が流れていない、水が流れていな

いんですけれどもここには油がこびり付いてい

るわけですね。大雨が降ったりするとですね、水

がぐっと増えましてここについた油が全部一緒

に流れて出てしまう、そういうことによってお台

場とかそういうところにオイルボールという形

で漂着してしまう、これがオイルボールなんです

が、これはなかなか対策が非常にたてづらいです

ね。合流管というのも非常に大きな管なんですが、

合流管はやめちゃえばいいじゃないかというよ

うな話があるんですが、東京都の地下にはり巡ら

されている合流管をある日突然オイルボールが

でるから変えようといっても、なかなか予算的に

もつかなくて、これは現実的には非常に困難なも

のです。こういう問題が今起こって、身近なとこ

ろにあるということです。 

 

※オイルボール：合流管システムによる問題 

※実は身近なところにある問題 

 

それを放っといているわけではないのですが、

下水道局としてはどうにかしたいと思っている

のですが、なかなかいいアイディアが見つからな

いという現状です。オイルボールの問題をどう対

策するか、考えるかといいますと、いかにして下

水処理場の負担を軽減させるか、じゃあそのため

にはどうするかといいますと、下水処理場に水を

流さなければいい、いや、流さないようにすれば

いい、それはどういうことかというと昔みたいな

肥だめみたいなものを復活させればいい、そうい

う考え方も一つあるわけです。 

 

※対策方法：過去への回帰は可能か？ 

 

またちょっと話を変えまして、じゃあ私たちの

うんちはどんな○○○をちょっとご説明させて

頂きますと、これも後ほど村上さんの方から詳し

いご説明があるかと思いますが、ちょっとさわり

ということで。私たちのうんちというものは、昔

の人達のうんちとはちょっと種類が違います。低

カロリー飲料がもたらす難分解性うんちという、

低カロリー飲料、今あのカロリーゼロのスポーツ

ドリンクとかありますよね？ あれは何故カロ

リーゼロかといいますと、それを分解しないから

なんですね。カロリーというのは何かを分解する

ことによってエネルギーになるのですが分解し

ないわけです。分解しないものです。飲めばその

まま出てくる。出てくるだけならいいのですが、

それが下水処理場にいくわけなんです。下水処理

場ではどういうような処理をするかといいます

と、微生物に有機物を分解させているわけですね。

ただ、微生物もそれを分解できなくなってしまう、

こういううんちを出してしまうと微生物も困っ

てしまって、下水処理場もお手上げになってしま

う。こういうものを出しているわけですね。昔の

人はこういうものは出さなかった。 

もっと身近な例で、私たちたぶんそうじゃない

かと思うんですけれども、風邪をひいてお医者さ

んにって、抗生物質を打たれて、もしくはカプセ

ルで抗生物質を飲んで、すべてが代謝されればい

いんですが、一部はやはり出てきてしまう。抗生

物質入りのうんちとはどういうことかといいま

すと、これも抗生物質というのは変なばい菌を殺



すための性質を持っていますから、先ほどいいま

したように下水処理というのは微生物が有機物

を分解するというようなシステムなんですが、そ

こに抗生物質が入ってしまうと微生物が殺され

てしまうわけですね。そうするとなかなか下水処

理場の本来の主役である微生物が死んでしまう

と処理がうまくできない、こういう困ったうんち

をしてしまう。これも昔はこんなことはなかった、

江戸時代の人はこんなうんちをしなかったはず

です。 

 

※現代人のうんち 2：抗生物質入りのうんち～処

理場の微生物を殺してしまう！ 

 

あとはこれもそうなんですけど、油まみれ、油

分が多いと思うんですね。油分が多いために先ほ

どみたいなオイルボールという新しい環境問題

を引き起こしてしまう、これが最近はやりのうん

ちです。 

最近はやりのうんちがああであるから、じゃあ

どうすればいいのかということですけれども、過

去と現在と未来ということなんですが、昔のこと

ですが、温故知新はできても時計の逆戻りは困難、

これはどういうことかといいますと、私たちが環

境問題のことを考える時に、必ず話しがあるのは、

昔のようにすればいいと。昔は水洗なんか使わな

いでちゃんと肥だめにうんちをためて、それを畑

に撒いてうまく循環システムが成立してたじゃ

ないか、なんで今の人たちは贅沢になってそんな

ことができないんだ、必ずそういう話が出てきま

す。それは一理はありますが、では先ほどいった

放射能が入ってるうんちを畑に撒くことができ

ますか、そういうような問題が非常にありまして、

今のうんちというのは畑に撒くことはできない

わけです。ですから、肥だめシステムに戻るとい

うのはなかなか不可能だと。昔のことを参考にす

ることは大切ですが、昔をそのまんま再現するこ

とは現実的ではないわけで、そこをなんか考えて

いかなくてはいけないのではと思います。 

 

※ライフスタイルの変化：油分を多く利用、摂取

～オイルボールの問題 

※温故知新はできても時計の逆戻りは困難：そこ

を熟慮する必要性 

 

その次に下水処理の限界を知る。先ほどいった

ように微生物処理を妨げるようなうんちがでて

いるので非常に困る。しかもこれからの将来の見

通しを考えると事態は悪化すると、オイルボール

はますます増えていくだろうと、そういうような

未来が危惧されるわけです。 

いろいろと未来は危惧されるといいながらも

ですね、私たちは私たちの環境であるわけですか

ら、この現状から逃げるわけにはいかない。確か

に解決は容易ではありませんが、だけどもあきら

めてはいけない、そういう課題があると。それが

私たちの○○ということです。 

 

※現在の対策の限界：将来的な見通しは明るくな

い～危惧される未来 

 

最後のまとめなんですが、先ほどあたり一番最

初に言いました、「環境問題は記述式の応用問題」

といったのは、やはり今みたいな複雑な環境問題、

先ほど地球環境問題でいろいろな問題が複雑に

絡み合っているという話も申し上げましたし、う

んちも今では昔とは違ううんちになってしまっ

て、なかなか循環システムに組み入れることは難

しいと申し上げました。ですからこういう問題を

解決するのは、例えば○×式の考え方とか、三者

択一、五者択一の考え方ではやはり限界があると、

それはもう、だからこそ記述式の応用問題という

か、考えて考えて考え抜いて、それでなんか一つ

の方向を見いださなければならない、そういうも

のが今の環境問題ではないか、そういう風に私は

思うわけです。 

環境問題はそうであって、じゃあ環境教育はと、

そうするとやはりこの努力するということです

ね、答えを探すために努力する、それを教えるの

が環境教育かなと私は思うわけです。 

子供達は柔軟な発想を持っているし、感性が豊

かである、○○であるかもしれない。で、子供の

うちから環境保全に関する記述式を刻み付けて

おけば、きっと何かいいアイディアが出てくるの

ではないか、その為に私たちはお膳立てをするた

めに、環境教育および海洋教育を支援していきた

い、そういう風に考えております。 

 

※三者択一、五者択一の考えには限界：環境問題

は記述式の応用問題 

※考え抜く力、考え抜く努力：答えを探すために

努力することを教えるのが「環境教育」である 

※記述式を刻み付ける教育：子供の柔軟な発想、

豊かな感性による良きアイディアを導く、その

お膳立てのための「環境教育」「海洋教育」 

 

ちょっとまとまりの無い話ではございました

けれども、これで私の説明とさせて頂きます。 

あとは細かいお話ですね、二人の実践的な活動

をされている先生からお聞き頂きたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

 

酒井：福島さんは今日こういうお話をされました

けれども、もともとの専門は海洋生物、深海生

物、海の生き物の系統です。もし、先ほどお話

をお話を伺うなんていうことがあったら、別に



こういう話でなくても、干潟の生き物でもいい

ですし、○○の面白さ、ということです。次は

村上さんにお話を頂きたいと思います。 

 

 

□村上さんのお話 

みなさんこんにちは。村上ともうします。私は

ですね、ちょっと自己紹介からしたいと思います

けれども、私は専門はトイレのコンサルで、珍し

い職業なんですけれども、トイレを作るときに、

学校に作るんだったら、トイレにはこういう機能

があって、○○わたった後どういう風に管理して

いけばいいのかというようなことを指導したり、

提案したりというようなことをやっていくのが

本来の仕事なんですけれども、トイレはどこにで

もありまして、公共トイレもあればオフィスのト

イレもあれば、病院、学校いろいろあるのですけ

れども、学校のトイレで関わった時に学校のトイ

レが問題になっていまして、老朽化が進んでおり

まして、築 20 年、30 年たっている学校が非常に

多いんですね。そんななかで子供が学校でトイレ

に行けないという問題が出てきまして、当然クサ

イとかキタナイとかというのが、子供達のいい分

ではあるんですけれども、かといって改善したら

子供達が行くかといったら、必ずしもそうではな

くて、○○してもやっぱり嫌だと。その恥ずかし

いとか、冷やかされるからっていうようなことが、

原因でありまして、その場合モノでは対処できな

いということになってくるんです。そうすると、

モノじゃない部分、子供の心理面だとかに、○○

○をすることも必要なんじゃないかということ

で、トイレのコンサルをするのにハード面とメン

テナンス面と心理面ということで、子供達に恥ず

かしいことじゃないんだよと教えるために、いろ

いろと子供達向けに話をするっていうのが今日

ここに立っているようなきっかけになっている

んですけれども。 

私は環境の専門家でもなんでもないんですけ

れども、トイレとかうんちという視点で環境を考

えてもいいのではないかということで、今日はお

話をさせて頂くことになりました。 

 

※村上さんはトイレのコンサルタント：トイレ、

うんちという視点から環境を考える 

 

今お話ししたようなことですが、学校で大便が

できない子供達がいると。大便をすることはイコ

ール恥ずかしい行為だというのが子供達の中に

あるのですけれども、それはなんでそういう風な

恥ずかしいことだっていう風になっちゃったん

だろうと、今に始まった事ではないんですけれど

も、それはもしかしたら、今、下水道とか水洗ト

イレとかいうことが普及してしまったがために、

う
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んちとかおしっこというのが本当は生態系の

の一部を担っているものなんだけれども、そう

ったところから切り離されてしまったんじゃ

いか、ということを一つ思い当たったんですけ

ども、それが直接的な原因かどうかわかりませ

し、無意識に現れていることになるかもしれま

ん。皆さんはどうかわかりませんけれども、私

小学校のときに田舎の方で育ったものですか

、やっぱり汲み取りだったんですね。汲み取り

畑に肥だめというのがあって、そこでまあ、シ

ズンになると撒くものですから結構ニオイと

がきたりだとか、そういうことがありまして、

んかこうそれを教えられるわけではなかった

ですけれども、あれを畑に撒いて、畑で○○育

てそれを食べるんだなと、なんとなく知り得て

ると。ただ今の子供達というのは自分のうんち

いうのがどこへいってしまうのか、トイレ、便

から流れてどこへいってしまうのというのが

く分からない。人ごとというような。子供によ

ては全然みない、できればそういう汚いことを

なくて済むのであればしないほうがいいと思

、というようなことを言う子供もいるくらいな

ですね。そういうなんか、大便することイコー

恥ずかしい行為、単に汚いこと、汚いモノって

うようなそういった偏見をもともとのきかっ

、偏見をなくすために子供達に語りかけようと

うのを書いてたんですね。ですが、排せつの大

さとか意味みたいなことを子供達に伝えてい

と、意外と環境にも興味が広がるようで、これ

もしかしたら総合学習にもなんか使えるんで

ないかなということで、もうちょっとだんだん

動がそういったことで広がっています。 

 

大便=恥ずかしいこと～偏見～肥だめなど原体

験の無い子供達 

うんちの行き場を知らない子供達～屎尿が生

態系の一部を担っていることを知らない子供

達 

偏見をなくすための活動が総合学習（環境学

習）へと発展している 

 

ちなみにこれは学校でトイレに行くのは恥ず



かしいと思いますかというアンケートの結果な

んですけれど、900 人くらいとったアンケートな

んですが、オレンジのところなんですけれども、

オレンジ色がまあ、123456 と学年なんですけれ

ども、学年が上がるとどんどん上がってきます。

やっぱり 6 年生では 5割以上、男子もだんだんあ

がっていって、やっぱり（6 年では）5 割以上と

いうことで、学校でトイレに行くのは恥ずかしい

というのは、汚い事をしにいくとか、そういう偏

見を持っている。その偏見を取り除こうというの

で、実は私は学校のトイレで○○で説明をやって

いるんですけれども、これは偏見を取り除いても

らうための授業なんですけれども、最近では環境

面とか枠を広げて授業するようになってきまし

た。 

 

※高学年になるほどトイレにいくのは恥ずかし

い～偏見を除去するための出前授業 

 

その出前授業では、さっきのこれはうんちの種

類を、みんなでどんなのが出ましたか、よく見て

みようというのをやっているとこなんですね。こ

れはまあ、先ほど、和式トイレを知らない子がい

たりするので、マナーとか、1 年生とか、○○○、

ちょっと余談ですけど、最近は知らないというこ

とで、和式便所に逆さまに座ったりとかですね、

小便器に腰掛けてうんちするとか、そういうう子

もいるようなんですね。昔は洋式トイレに洋式ト

イレの使い方なんていうシールがありましたけ

れど、今は和式トイレの使い方みたいなものが必

要なのかなっていうので笑い話ではなくなって

きたなという感じです。 

 

※和式トイレを知らない子供 

 

このうんちの種類を説明するときにこういっ

たイラストを使うんですけれども、ちょっと出前

の雰囲気でやってみましょうか。皆さん生徒にな

ったつもりで。みんなは毎日うんちが出ますか？ 

出る人は手を挙げて下さい。優秀ですね～（笑）。

みんなは出たら毎日うんちを見ますか？ 見る

人は手を挙げて下さい。子供の場合見ないという

理由はやっぱり汚い、見るものじゃないと思うか

らとか、そんななんかできれば見たくないという

意見が結構多いんですけれども、この、うんぴ、

うんち、うんにょ、うんごというのはまあ、御覧

頂いた通り、色とカタチとニオイが違うわけ、こ

れではちょっとわかりませんが、ニオイが当然違

うわけですね。それでは皆さん子供になった気分

で恥ずかしさを忘れて下さい。あの、うんぴが出

た人？ じゃあ、うんちが出た人？ 俗にバナナ

うんちとかマキマキうんちとかいうんですけれ

ども、は、すばらしいですね。ではうんにょ、ち

ょっと下痢ほどではないけど軟らかいなってい

うのが出た人。じゃあうんごが出た人。ちょっと

かたそうですよね、カチカチの。これはちょっと

意外かもしれません。だいたい多いのはうんちと

うんごも多いんですけど、少ないのはうんぴ・う

んにょなんですが、今日はうんにょが多かったよ

うな（笑）。これは何が違うかといいますと、う

んぴは下痢のときの便ですよね。うんにょってい

うのは下痢ほどではないけれども説明すると消

化不良のときの便と説明しています。あの、うん

ちは健康なとき、うんごっていうのは便秘型の便、

うんちは健康なときの便なんですけど、健康なと

きっていうのはどんなときかといいますと、野菜

をいっぱい食べている、それから早寝早起きがで

きている、運動がよくできている、それと朝ご飯

を食べているとか、というようなことが総体的に

行われているとうんちが出るわけです。うんごな

んですが、健康、私たちくらいの年になると、ど

っちかというとうんにょよりうんごが多くなる

傾向にあると思うんですが、うんごというのは便

秘型なんですが、野菜不足のときの便なんですね。

肉とか肉食とかタンパク質ばっかりとっている

とこういった便がでます。堅いですよね、出にく

いというのもありますし、最近夏とか暑くなって

くると汗をいっぱいかきますので、水分が吸収さ

れてしまうとやっぱり堅くなってしまったりと

か、運動不足だったり（すると）こういう便がで

たりというような。そういう排せつをします。 

ニオイもですね、うんごのときは非常に臭いで

す。なので、お子さんのいらっしゃる方とかは、

お父さんの後は臭いと言われたり、○○○けど、

飲み過ぎた後とか、焼き肉を食べまくった後とか、

特に言われやすいと思います。これは別にお父さ

んだけが臭いというわけではなくて、お母さんも

臭いはずなんですが、なぜかお父さんばかり攻撃

されちゃうんですよね。 

 

※うんちの種類と健康状態～うんぴ、うんにょ、

うんこ、うんご 

 



村上講師の講話 

年をとるとだんだんおなかの中のビフィズス

菌が少なくなってきまして、これはだんだん少な

くなって、赤ちゃんのときはすごくいっぱいいる

んですけれども、大人になるとだんだん少なくな

ってきまして、ビフィズス菌、俗にいう善玉菌と

いうやつですね。肉食が多くなると悪玉菌という

ウィルス菌が増えるんですけれど、そうなってく

るとだんだん臭くなります。だから臭い臭いと言

われる人は、ヨーグルトとかビフィズス菌が入っ

ているような、乳酸菌とかが入っているようなも

のを沢山とるように食べると少しはニオイが落

ち着くのかな、ということがあるかもしれないで

す。こういった、要は健康状態がわかるというこ

とですよね。こういったことを子供向けに説明す

るわけなんですけれども、これで子供達の感想は、

うんちに種類が、4 種類だけってわけではないん

ですけれども、うんちに種類があるということを

知らない、うんちを見ることによって健康状態が

分かるということを知らなかったというような

感想がすごく多いですね。よく見てみようと問い

かけるんですけれど、その時に汚いからヤダって

やっぱりみんな言うんですね。みたことあります

か～？ って聞くときも、すごくいやそうな顔を

しますね、そんなの見るわけもないとか。と言わ

れるんですけれども、ちゃんと説明をしてあげる

となんか家に帰ってみるみたいな、感想文で書い

てくるんですけど、本当にそんなにうまくいくん

だろうかと、私もなんか驚いてしまうんですが、

よくみるように言われたので家に帰ってうんち

をするときに、出たときによく見てみた。そした

らうんごだったと。その夜野菜をいっぱい食べて

みたら、次の日うんちに変わっていたっていうよ

うなことを感想文で書いてくるんですね。そうい

う、なんでそういう感想文が出てきたかと言うと、

それは自分が食べるものとか、生活習慣か、その

うんちに反映されるということを身をもって目

の当たりにするわけですよね。それがすごく分か

りやすいようで、今回野菜をいっぱい食べるよう

にしようと思ったとか、毎日○○○というような

意見が出てくるんですけれど、大便というのはそ

ういった風に考えてみると生活のアウトプット

と言えるのかなという風に思っていまして、その

子の生活とか、大きく言えば人生までも反映され

ているようなものではないかな～、と思ってたり

もします。 

 

※うんち=生活のアウトプット～ライフスタイル

／ライフを反映 

※体系だてて説明すれば理解できる子供達 

 

出前教室はですね、そういった本当にうんちに

焦点を絞っていると言うか、本当に忌み嫌われて

いたものにフォーカスして、子供達に見直しても

らう。実際子供達から意見としてうんちってそん

なに偉いの、健康状態が分かるなんて知らなかっ

た、汚いだけだと思っていたけど結構偉いんだな

って思ったっていう感想が実際出てきます。これ

は、出前教室自体がもともと恥ずかしいという偏

見を取り除こうということでやっているので、恥

ずかしくないよというのをわかってもらうため

にこういったデモンストレーションをやるわけ

ですね。これはしゃがんで頂いているのは学校の

先生なんですが、だいたい即席でお願いしちゃう

んですけれども、これは子供がやっているときな

んですけれど、だいたい偉い先生がやればやるほ

ど子供達がうけるんですけれども、教頭先生とか

校長先生とかにもやっていただくときがあるん

ですが、やっていただけない校長先生も中にはい

らっしゃるんですけれども、私はなんか校風が出

ているなと思うんですけど、やっていただける校

長先生のいるところの子供の方が結構朗らかだ

ったりするな～なんて思ったりするんですけど、

これは普通、子供達は立ち上がって見ているんで

すが、ちゃんと整列して座っていたんですが、こ

ういうこのデモの時だけはどの学校もみんな立

ち上がって見るためによってくるんですけれど

も、これはあの本当に出前授業の内容をおさらい

をして、こういう風に先生みたいにみんなもトイ

レに行けるようになってねっていうのをこうい

う大笑いの中でやるんですけれど、これはすごく

感想で出てきますけれどもすごく面白かった、先

生みたいに何何先生の演技はすごく良かったの

で僕もあんな風にうまくいきたいと思いますと

かっていうようなことを書いてくれたりもしま

すし、なんかこう、先生が熱演してくれればして

くれるほど、じゃあ次誰かやってくれるといった

ときに、なんかこうやりたがりの子が思いきり手

をあげてくると。先生が恥ずかしがってると、結

構子供も恥ずかしがって手をあげなかったりす

るんですけど、これでなんかオープンにしてしま

うことによって、トイレ、別に大便したりするこ



とが恥ずかしい事じゃなくて、先生もやるし、偉

い人もやるし、有名人もみんなやるんだよという

のを分かってもらえたらいいかなっていうので

やっているわけなんですけど。 

 

※率先して大人がデモをすることで子供達の偏

見を取り除く～みんながするうんち 

※子供社会は大人社会の映し鏡 

 

出前教室の目的というのは排せつは恥ずかし

くないということ、それから生きるために大切な

ことなんだと、それと生きているものは誰でもう

んこをするっていうのを教えることなんですが、

高学年向けになってきますと、国際比較をしたり

とか、環境問題を入れたりということで、排せつ

ということが本当に生きるために大切なことっ

ていうのはまさに生態系の一部であるっていう

ことを教えていく、別に不要な事でもなんでもな

いんだというのを教えるということで総合学習

のテーマということでプログラムを組んで、総合

学習用に（今、教室がやるようなことも出てきま

した）。 

トイレを切り口に考えると、先ほどいっていた

ような健康、排便から健康を見るとかそういうこ

とはもちろんあるんですが、環境ですとか歴史と

か国際理解、文化比較、それから今日はあまり触

れませんけれども福祉とかバリアフリーのこと、

いくらでも広げていくことができるというよう

なことで、切り口としては非常に面白いのではな

いかなという風に思います。 

 

※より発展的な出前教室～国際比較や環境問題

の導入～総合学習のテーマとしてプログラム

化～切り口は多用で面白い 

 

健康の中で、どういったことが話題になるかと

いいますと、さっきのような排便で健康が分かる

と言う事もあると思うんですけれども、今その清

潔感とか不潔感とか、過剰に清潔にしているとこ

ろがあるんですけれども、だいたいうんちってな

んで出ると思いますかっていうことを問うと、だ

いたいみんな食べ物のカスとかそういう答えが

返ってくるわけですね。でも実際うんちを乾かし

てみるとですね、水分が殆どなんですけれども、

1/3は体内の細胞の老化したものですとか含まれ

ているんですけれども、細菌の死骸なんだそうで

す。ちょっと驚きですよね、1/3 も出るというの

は。腸の中にいる細菌っていうのは 100 兆個いる

らしいですね。これも子供達にだいたい聞いてみ

ると、1000 個とか 100 個とかっていうようなす

ごく低い数値が出てくるんですけれども、実際黒

板にですね、こうやってゼロを並べて書いてみる

と、なんとゼロが 14 個も並ぶんですけれども、1

から始まってゼロをどんどん書いていくとまだ

まだ続くというので驚かれたりするんですけれ

ど、こうやって 100 兆個の菌が住んでいると。 

さっきうんごの話をしましたけれども、おなか

の中には良い菌と悪い菌がバランス良く共生し

ているわけすね。悪い菌というのは大腸菌だった

りするわけですけれども、良い菌はビフィズス菌

とか乳酸菌とか、両方住んでいて、これのバラン

スが崩れると軽いときはうんごくらいで済むん

ですけれど、これがだんだんバランスが崩れてく

ると、悪いものを食べたときですね、○○○とか、

そういうときには大きくバランスが崩れて病気

になったりとか、そういう食中毒を起こしたりと

かっていうような、ときには悪い菌が繁殖してし

まうというようなことが起こります。○○にも体

の中に住んでいるっていう、菌とそもそも人間は

共生しているんだということを子供達は思いも

よらないわけですよね。おなかの中にこれだけば

い菌というか、すぐ悪い菌だと思われてしまうん

ですけれども、ばい菌が体の中にいると。もちろ

んこの机の上とか、手のひらとか口の中にも菌は

いっぱい住んでいるんですけれども、そういった

菌が悪さをしているわけではなくて、菌がなけれ

ば食べたものがこなれないというようなことも

あるわけですよね、菌があるから消化を助けて良

いうんちなって出てくるっていうようなことが

あるので、菌の腸内バランスって言われたりしま

すけれども、それをよくしていくことによって○

○○になっているわけであります。そう考えてい

ると、我々の体も環境の一部であるということを

少しはわかって頂ける一つのきかっけにならな

いかなという風に思っています。しかも体という

のは 2/3 は水から作られているわけですよね、赤

ん坊なんかは88%が水でできていると言われたり

もしますし、子供でも 65%で、だんだんとひから

びてくるというような感じになるんですけれど、

赤ん坊なんて88%なんていうとほぼ9割ですよね、

水がよごれているということはどれだけ赤ん坊

にとって影響が大きいかということも言えるの

ではないかなと思います。 

 

※バランスを保つ腸内菌（善玉菌と悪玉菌）～～

水の汚染が人体に与える影響の大きさ～環境

と人体の関係 

 

歴史の話は先ほどもでていましたように、江戸

時代のリサイクルの話は子供達は大好きですよ

ね。よくでてくるのは、これはちょっと下水の話

という絵本からとっているんですけれども、長屋

があって、長屋の真ん中にこういった共同便所が

あって、共同便所にたまったうんちをみんなどう

すると思う？ というと、どんどんたまっていく

のをどうするんだろうと、だいたい頭をかかえち



ゃうんですけれど、中には知っている子もいて、

畑に撒くとかっていうんですが、畑に撒くときに

ですね、それがお金で売買されるというのが思い

もよらないようですね。昔はその便っていうのは

貨幣価値があったわけですよね。お金で、しかも

お金を払って持っていってもらうのではなくて、

お金をもらって持っていってもらうわけですか

ら、それはだからうんちが売れたんだよというこ

とに関してはすごく興味を示します。それは畑に

撒いて大根、大根をまた食べるんだよというリサ

イクルの話にまた持っていくわけなんですけれ

ども、これと対照的に出されるものにヨーロッパ

の話があります。ヨーロッパでは牧畜をやってい

ましたので、ある畑で牛を飼って、牛が糞をする

とその畑の肥料になりますよね。次は牧畜をして

いた畑を次の畑に移動させて、この糞で肥えたと

ころで農耕するというような、そういうやり方を

していたので、人間の便は出番がなかったわけで

す。そうすると都市部なんかでは便の行き場に困

ってしまっていたという事で、これもあまりにも

有名な絵なんですけれど、向こうは日本が江戸時

代のときに建物がこんなに進んでいたんですが、

石畳も道も石畳の道路で非常に進んでいたんで

すが、やっぱりトイレがなくって、窓から捨てて

いる人がいるわけですけれども、これはオマルで

すね、オマルを夜部屋の中においておいて、用を

足したものを朝たぶんどこかに捨てにいく場所

があったはずなんですが、こういった横着者がい

て、窓、しかも 2 階の窓から捨てている。道行く

人は上から降ってくるのを避けながら通行しな

くてはいけないという、これがあまりにも有名な

話なんですけれども。エピソードでこの時に出て

くるのが女性のハイヒールが、爪先で歩くのが便

利なように女性のハイヒールができたというよ

うなエピソードがありますね。男性のシルクハッ

トですとか、マントとかもその汚いものを避ける

ために開発されたとかというようなお話もあり

ます。それでちょっと文化に触れるのも面白いか

なと思ったりもしますけど。 

 

※江戸時代には貨幣価値のあった人糞 

※ヨーロッパの輪作：対照的な文化の違い～ハイ

ヒール、シルクハット、マントの起原 

 

昔は言うまでもないことですけれども、うんち

を出した後、肥だめに溜めて畑に撒いて、食べて

リサイクルされていたんですが、今は要は、化学

肥料というものができてしまったので、化学肥料

を、そうすると化学肥料ができて畑に撒いて食べ

ているけれども、うんちの行き場がなくなってし

まったので、もともとそうですね、化学肥料がで

きてしまってうんちの行き場がなくなってしま

って、下水処理とか屎尿処理施設とか浄化槽とか

っていうものに面倒を見てもらわなければいけ

ないと。だいたいの子供は下水を習っている子供

とかでも、だいたい下水処理場にいったら水がと

ってもキレイになるんではないかなという風に

思っている子供もいるみたいですね。その前に自

分の家のトイレとですね、授業で習っている下水

道がつながっているというのが実感として無い

みたいで、5 年生、6 年生に授業でいってもです

ね、家のトイレから便器を出た後にうんちはどこ

に行くのという質問は、結構高学年からも出てく

るですね。なので、実生活と、習っていることと

いうのが、ちゃんと繋がってないところがあるの

かなという気がします。下水処理場から出てきた

水、だいたい 50ppm（BOD）とかいう感じなんで

しょうか、それよりキレイになっているところも

もちろんあると思うんですけれども、そのままだ

と魚は住めない。だけどそれは川の流れとか自然

の力を借りてキレイになっているということを

話するんですが、だいたの子供は下水処理場から

出てきた水はすごくキレイになっているんじゃ

ないかというような考えを持っている人が多い

です。 

 

※実生活と学習とのリンク：トイレから出たうん

ちはどこへいくのか？ 

※現実とのギャップ：下水処理場から出た水のキ

レイさ（BOD は 50ppm） 

 

ここで土の浄化と川の浄化というようなこと

が出てくるんですけれども、さっきの江戸時代の

リサイクルも土の浄化ということになってくる

と思うんですけれども、人間が死んだり動物が死

んだり、それぞれ繁殖したものが、ずっと土の上

においておくとあるときなくなっていく、それは

消えてなくなってしまうんではなくて、微生物が

分解して土を豊にしてくれて、それが栄養になっ

て、草になって、草が育ってそれを虫が食べて蛙

が食べてヘビが食べて鷲が食べて鷲はまた死ん

でしまってそれがまた土になるというような食

物連鎖とつながってくるんですけれど、そういっ

たことを説明して、川の浄化も同じことですよね、

流れていく間に微生物が汚れを食べてくれたり、

魚が食べてくれたりとか、空気が混ざってきれい

にして、、、 

生物が住みやすい、住みにくい川というと、自

然のままの川の方が住みやすいので、水もきれい

になるわけなんですけれど。自然だけどなんで川

とか海がよごれるのかというと、自然の力だけで

はもうまかないきれないほどの汚れが混入して

くるために、こういった赤潮とかアオコとかそう

いった問題になっていくということになります。 

 

※循環と浄化：土壌と河川による自然浄化作用／



生態系～食物連鎖による資源循環、とそれらの

限界 

 

土の浄化とか川の浄化ということがありまし

たけれども、昔は江戸時代は屎尿をリサイクルし

ていたわけなんですけれども、最近もそのまま使

えないという問題もありますけれども、中には実

際にそれをリサイクルしようと取り組んでいる

ところもあるんですね。屎尿というのはおしっこ

とうんちですよね、下水というのはおしっことう

んちを混ぜてしまって、それに洗浄水を混ぜて、

すごいこう処理方法としてはすごく無駄なこと

をやっていると思うのですが、そもそもおしっこ

っていうのはすごく栄養価が高いらしいです、肥

料にするためには。リンとか窒素とかすごく豊富

に含まれているのはおしっこなんです。要はおし

っこというのはそのままではなく、肥料にするに

はすごく価値が高いと、それをうんちとおしっこ

を混ぜてしまって、それをしかも洗浄水と混ぜて

しまって、要は処理量をただ増やしてしまってい

る。それは何故洗浄水がいるかというと、下水の

中を運んでいかなければいけない、運搬のためっ

ていう目的もあると思うんですけれども、日本の

場合はそれを飲み水でやっているわけですから、

運ぶためだけに飲める水をこんなにふんだんに

使ってしまうというのが下水道っていうのを、こ

れから水不足になるという点でも子供達には考

えていってもらいたいなと思います。ちょっと細

かい話になりますけど、専門家がいらっしゃるの

でおまかせしたらいいかもしれませんけど、下水

道処理とか浄化槽で処理をするときにですね、今、

浄化するのに大変なのはリンとか窒素を浄化す

るのが大変なわけで、それをちゃんととろうと思

うと高度処理というのが必要になってくるんで

すけど、おしっこをそのままうんちとまぜないで

肥料として使うようによけておけば、うんちだけ

の処理というのはそんなに大変じゃないらしい

んですね。しかも窒素やリンというのは公害の元

になるわけですよ、川とかでちゃんと浄化されな

いで、川に流れていって赤潮とかアオコの問題に

なっちゃうんですが、逆に考えてみると窒素やリ

ンというのは肥料としてすごく価値が高いわけ

ですよね。利用すれば価値がすごく高いものを垂

れ流ししてしまっているばかりに、公害の元にし

てしまっているっていうような、すごく矛盾して

いることをやっているなというのが一つありま

す。それからもう一つ、今は化学肥料に頼ってい

るんですけれども、化学肥料のもとになるリンコ

ウセキっていうのは鳥の糞の化石と言われてい

まして、石油と同じで有限なんですね。日本では

とれないので、100%輸入に頼っているわけなんで

すけれども、昔はアメリカあたりからたしか輸入

していたんだと思うんですけれども、アメリカも

それを輸出してしまうと自分のところの分がな

くなってしまうので、今は輸出していないらしい

ですね。今は中国とか東南アジアからだと思うん

ですけど輸入しているんですけど、なんか日本が

やっていることは食べ物の食べ残しも多いと言

われていますけれども、すごく有限なものをどん

どんお金を払って輸入しているんだけれども、あ

とは公害として垂れ流している、そういった悪循

環というようなこともありまして、こういった屎

尿の分解とかは、食物がこれからどんどん足りな

くなって、水不足とか、食物不足とかという問題

と関わっていると思います。 

 

※リンや窒素が多く含まれるのはおしっこ～混

ぜて処理してしまっている実態～高度処理の

必要性 

※一方で肥料として有用なリン・窒素～矛盾のあ

る現代の処理系 

※有限資源の無限的消費～化学肥料原料の輸入

と食物残さ～日本で行われていること 

※これからの環境問題に関わるテーマとしての

「うんち（屎尿）」 

 

このトイレを切り口に授業をする時に使うテ

ーマが、もしもトイレがなかったらということで

入ったりするんですが、日本は私たちはトイレは

あって当たり前だと思って暮らしているんです

けれども、もしトイレがなかったらどういう風に、

どんなことが起こるんだろうということで、トイ

レがないとあちこちで排せつをしてしまったり

とか、土の上に捨てたりというようなことも言え

るし、水の中に捨てちゃうっていうようなことも

出てきます。これがまあ少ない、人数が少ないう

ちはいいんですけれども、人口が集中していると

ころでは伝染病が起こったりですね、飲み水が汚

染されたりとか、漁業や農業に悪影響が起こった

りっていうようなことがあります。 

そもそも、私たちは当たり前に使っているけれ

ども、世界の人に今同じようかというとそうでは

なくてですね、世界の半分の人はトイレを持って

いないという現状があるんです。ちょっとこれは

驚きだなと思いませんか？ 私たちはあまりに

も当たり前だと思ってしまっているんですが、ち

ょっと半分というのはちょっと極端ないい方な

んですが、厳密にいうとない人は 40%ぐらいで、

その 40%ぐらい、水洗トイレを使える人は 18%く

らいで、水洗トイレにもピンからキリまでありま

して、単に水で流してそのまま放流っていうとこ

ろもありますし、日本のようにちゃんと処理して

排水処理施設をもっていて水洗トイレを使って

いるというところはわずか 4.8%しかないんです

ね。すごく贅沢ですよね、水洗トイレで排水処理

施設を持っているところは世界の中で 4.8%で、



日本人はその 1/4 を占めるわけです。どれだけ日

本人はトイレ先進国であるかということが言え

るかと思いますが、同時にどれだけ水を無駄づか

いしているかということも言えると思いますし、

一番筆頭で考え直さなければいけない国なんじ

ゃないかなということが言えると思います。 

 

※もしもトイレが無かったら？～人口集中と伝

染病、飲料水の確保、漁業農業への影響 

※世界の半分の人はトイレが無い！ 水洗トイ

レが使える人は 18%、廃水処理施設をもってい

るのは 4.8%～壮大な無駄遣いをしているトイ

レ先進国日本 

 

 

ちなみにこの写真はですね、ネパールのカトマ

ンズというところなんですけれども、立っている

女性は学者の方なんですけれど、これはまっすぐ

いくと集落に入る入口のところなんですが、この

集落は家の中にトイレがないんですね、トイレが

要は家の中にあるとくみ出す工法も持っていな

いし、くみ出したものをどこかに利用するという

方法もないわけですからトイレを持っていない。

どうやって用を足すかというと、道ばたでするよ

うにしています。道ばた、写真で、これちょっと

白っぽくなってみにくいんですが、要はこの両側

ですね、道ばたのはしにおびただしい糞便が散乱

しているんですが、犬の糞ではなくて人間のうん

ちなんですね。女性はどうするのかというと、女

性はやっぱり昼間はできないので、夜こっそりき

てという国もあるんですね。 

 

※ネパールの例：道ばたに散乱するおびただしい

糞便 

 

これもやはりバングラデッシュなんですけれ

ど、これがトイレです。どうやってやるんだろう

と思いますけれども、ここからあがっていってこ

こに多分またがるんだと思うんですけれども、雨

期になるとこういったところがバーっと増水し

てきて、下にたまったうんちを流すということで

すね。それでめでたいことになるかというとそう

ではなくて、向こうの方に掘建て小屋みたいなも

のが見えてるんですが、これは人が住んでいると

ころなんですね。増水するとこういったところに

流れていってしまうわけなんですね。彼等はここ

の水を選択なんかにも使いますし、井戸は持って

いるんですが、雨期で増水すると広く浸水してし

まいますので、やっぱり伝染病が流行って子供な

んかのすごく死亡率が高いと。これはすごく田舎

のトイレかというとそうではなくて、写真にはち

ょっと入っていないんですが、すぐ脇に高層ビル

が建っているんですね。高層ビルは当然水洗トイ

レなんですけれども、水洗トイレは処理なしに 

 

※バングラデッシュの例：高層ビルのすぐわきの

集落のトイレ～伝染病と幼児死亡率 

 

こういったところに流れ込んでいるというよ

うな状態のところがあります。 

これも中国ですが、小学校のトイレですね。小

学校のトイレ、みんなこんなところでできる？ 

ってきくと飛び上がって嫌だとかっていうよう

な答えが返ってきますけれども、これも断面がイ

ラストみたいになってまして、要はニワトリとか

犬がつつきにくるわけですね、人間のうんちを。

それでまあ、ニワトリとかがうろうろしますから、

それで伝染病が流行ってしまったりっていうよ

うなことがありまして、まあ、使い道によっては

有益にもなるし、知らないでこういった使い方を

してしまうと病気の元にもなるよというような、

まあ指導というか教えています。 

 

※中国の例：屎尿から動物が媒介して広がる伝染

病 

※うんちの「使い方」 

 

日本では完璧なのかというと必ずしもそうで

はなくて、日本でもやっぱりこういう富士山でも

当然トイレはあるわけですが、処理施設を持って

いないわけですね。今、新聞とかでも結構報じら

れていて問題になっているんですが、一説による

と富士山が世界遺産になれないのはこういった

糞便を垂れ流ししてるからではないかというよ

うな話もあるくらいなんですけれども、富士山の

山頂というのは見た通り土がないんですね。がれ

きみたいなところはあるんですけれども、こうい

う微生物が住んでいるような、全くいないという

わけではもちろんないんでしょうけど、ちゃんと

土壌とか（分解）してくれるような豊富な土が無

いというのと、もちろん水も無いですし、電気も

なければ○○○で、7月 8月が登山シーズンです

けども、30 万人ぐらいが登るんですよね、全部

放流ですよね、山頂には。五合目にはこうしてト

イレができてるんですけれども、垂れ流しになっ

てまして、白い川というのが問題になっているん

ですけれど、ちょっとこれも横道にそれますけれ

ども、なんで白い川っていうと、ポケットティッ

シュが水に溶けないでポケットティッシュだけ

最終的に残ってしまうんで白い川といわれてい

ると、7月開山したときに登っていって、風で白

いものがとんできたらちょっと要注意。放流して

も自然の力ってすごいなと思ったりもするんで

すけれども、放流してもおしっことかうんちとい

うのはなんとか雪とまざったり、風でとんでいっ

たりとかして無くなってしまうと思うんですが、



こうやってティッシュだけ残ってしまうってい

うのがあります。 

日本トイレ協会というところがありまして、こ

ういった問題を扱っている団体があるんですけ

れど、そこで持ち帰り運動というのをやりまして、

要は上に山頂にあがっていくと、どこにいっても

トイレがありますから、出したらもう出したまま

というのが常識になっていますけど、こういった

処理できないところで自分が出したものを自分

で責任を持とうということで、持ち帰ろうという

ようなキャンペーンをやりまして、今日ちょっと

スライドは持ってこなかったんですが、こういっ

たゴミ袋の中に紙おむつみたいなものが装着さ

れているものがあるんですね、それにテントの中

で用を足して、リュックに下げて帰ってくるとい

うキャンペーンをやりまして、結構な人数の人が

賛同してくれたりとかですね、富士山から発信さ

れて、いろんな山でそういった活動が広がってき

まして、志の高い方はそういったものを携帯され

て持ってかえってくるというようなことをやっ

ています。 

 

※世界遺産になれない富士山～垂れ流しされる

糞尿～白い川 

※自分の尻は自分でふく取り組み：うんち持ち帰

りキャンペーン 

 

やはり地震の時、阪神大震災のときも水洗トイ

レというのはやっぱり使えなくなったわけです。

これは非常に困りました。神戸市は 100%水洗化

されたところだったので、バキュームカーももち

ろんないですし、これはすごく汚い写真で恐縮な

のですが、学校で、小学校とか中学校が避難所に

なるので、避難所のトイレが被災後 2 時間くらい

でこういうような状態になってしまったという

ことで、水洗トイレをこういったときには無力と

いうか。そうですね、仮設トイレとかそういうの

で対応しなくてはいけないんですけれども、神戸

市は、神戸市だけではないんですけれども、関西

人は、私は関西人なんですが、関西人の人という

のは地震なんかこないという風にみんな思って

ましたので、こういった非常用トイレの備蓄なん

ていうものをいっさいしていなかったんですね。

だいたい無駄なものにお金をかけたくないとい

う人間性なんで。神戸市も最終的には仮設トイレ

を全国からかき集めて 3000 機設置したんですけ

ど、最初に神戸市が持っていたのはわずか 3 機で

した。3000 機が日本各地から押し寄せてきたん

ですが、交通渋滞とかありますからいきわたるま

で（130 時間）くらいかかっていると、その間ど

うしたかというと、穴を掘ったりとかですね、サ

ッカーゴールにシートをかけてトイレにしたり

とか、結構グランドって固いのでほれなかったり

するので、掘ってもすぐ埋まってしまっていろい

ろ皆さん苦労があったようです。一番多く使われ

ていたのは、だいたいこういう時にがんばって下

さるのは教頭先生なんですけど、教頭先生がこう

いった山盛りになってしまった便器をきれいに

片付けて下さって、プールから運んできた汲み水

で用を足すっていうようなことをやりまして、飲

み水には困らなかったけれどもトイレの水には

すごく困ったっていう意見はすごく頂きました。 

 

結構トイレってタブーなところがあるので情

報にのりにくいんですが、やっぱりトイレの水は

みなさん水洗トイレですからとにかく流さなき

ゃいけないわけです。マンションの 8 階でエレベ

ーターもとまってという人は下から運んでこな

ければいけないんですけど、だから非常にトイレ

の水ではみなさん心身ともに疲労困ぱい状態と

いうことでした。 

 

※災害とトイレ：災害時にまず困るトイレ～飲み

水より困るトイレの水 

 

水洗以外のトイレもあります。屎尿をリサイク

ルしようということで、これはスウェーデンです

けれども、スウェーデンのイエテボリに近いとこ

ろですが、これはサービスエリアのトイレなんで

すが、ここのトイレはコンポストトイレといって

ですね、要は堆肥化するっていうトイレの方式を

使っているんですね。でも非常にキレイです。ス

ウェーデンですので、こう建物があったら、犬の

ようにトイレという空間の中に入っていってブ

ースが並んでいるという、（タイトな）ドアもも

ちろんあるんでしょうが、ここはいきなりとびら

が、ブースのトイレが外側に向いてついていまし

て、さすがにスウェーデンなのかなんなのかわか

りませんが男女共用ですね。男女差ないというト

イレが非常に多いです、向こうは。オフィスのト

イレでも男女共用です。分かれているところもあ

るんですけれども、男女共用で入って、中がこう

いう風になっていまして、水洗トイレじゃないん

ですが非常にこぎれいですよね、ニオイが全くな

いです。やりおわった後に水を流さなくていいっ

ていうだけ水洗トイレより便利かなっていう使

用感がありました。下はどういう風になっている

のかっていうと、地下室がありましてコンポスト

タンクが並んでいるんですね。この上に便器が一

個、要するに便器一個に対してタンクが一個とい

うようなものなんで、この中にはこういう風にお

がくずがいっぱい詰め込まれていまして、おがく

ずによって要は微生物、おがくずについている微

生物がうんちを処理するわけですけれども、この

処理、だいたいこの白っぽいおがくずがだんだん

使っている間に黒っぽくなっていって、コンポス



トっていうのは要は堆肥化するので、堆肥化する

過程で 70 度くらいの熱が出るので滅菌されるん

ですけれど、これをさっきこう周囲がとても、こ

こはサービスエリアの庭になっているんですが、

周りは農業地なんですね。そういったところと提

携してこれは一つのケーススタディーをやって

る地域なんですけど、こういったできたおがくず

が肥料として使えるので、周辺の農地で使うとか、

ここはおしっこが浸透、濾過されて下に落ちるよ

うになっているんですが、おしっこもそのままポ

ンプアップしてどこかのタンクにためて、それを

農地に還元するというようなやり方をとってい

るところがあるんですね。こういったやり方も、

やり出しているところはやり出しているという

現状です。 

 

※スウェーデンの例：コンポストトイレ～水を使

わないトイレ～これからの、新たな取り組み例 

 

日本人もつい最近まではもちろんやってたわ

けですが、これはやはりスウェーデンで、スウェ

ーデンていうのはあっちの人は二人に一人はサ

マーハウスを持っているというようなとても生

活水準がうらやましいような生活水準なんです

が、すごいいっぱい島がありますから、週末一時

間くらいでその島にいって、島のセカンドハウス

で休日を過ごしたりされるんですけれども、島で

すから、処理施設がないわけですよね、処理施設

がないところでそこでどういう風に処理するか

というと、やはりコンポストなんですが、ここ、

普通のトイレに見えますけれども、こうやって上

から見てみると、こう穴が、小さい穴と大きな穴

が二つあるんですね。それはおしっことうんちを

わけて処理しようと。おしっこは菜園なんかっで

使えますんで菜園で使って、うんちはこういった

床下のバケツにたまるんですが、これがいっぱい

になると落ち葉の塊をあわせるコンポスターと

いうのが、要はなんていうんでしょう、落ち葉お

きばみたいなところが箱○○○って、その中で堆

肥化するというようなことをやっているんです

けれども、そういうような使い方をして暮らして

います。建物とかも全然普通の家なんですけど、

こういった、向こうの人は私たちが便器をあける

と二つ穴があるとぎょっとしちゃうんですが、結

構使い慣れているので、浸透した方式なんだなと

いう印象がありました。 

 

※分別：おしっことうんちの分別処理 

 

最後になるんですけれども、なんで海の学習に

トイレ・うんこなのかというようなことをちょっ

とおさらいしてみたいと思うんですけども、やっ

ぱりその土の浄化とか川の浄化とかそういった

ものっていうのは微生物の働きが欠かせないと

思うんですね。最初の健康のところで話をしたよ

うに私たちの体の中にも微生物が住んでいて、な

んか小さな地球が体の中に一つあるんだよと、し

かも私たちの体は食べたり出したりすることに

よって環境とつながっているんだよというよう

なことを実感してもらえばいいかなという風に

思ってます。極端ないい方をすると、真ん中の方

に書いてありますが、私たちはうんこを食べて生

きていると言ってしまってもいいんじゃないか

と。生きているものはみんな排せつをするんだけ

れども、例えば動物だけではなくて、植物のうん

ちは何だっていうと酸素を出していますよね、私

たちが出した二酸化炭素、二酸化炭素はうんちじ

ゃないですけれども私たちが出した排泄物を植

物は食べて植物の排泄物を私たちが食べて、お互

い共生している、そういうことを身近に考える題

材としてトイレとかうんこというのは入りやす

いのではないかなと思ってまして、海の学習に何

でっていう風に思われた方もいらっしるかと思

うんですけれども、自分の体とか自分の排泄物と

いうことから環境を考える時にいいテーマじゃ

ないかなということでお話をさせて頂きました。

ということで終わります。 

 

※トイレ・うんち～微生物～体の中の地球～排せ

つによる環境とのつながり～環境学習・海洋学

習 

 

酒井：ありがとうございました。この後ちょっと

10 分ほど休憩をとりますけれども、これは、

村上さんが今お話頂いたようなこと、村上さん

も執筆に加われまして出されているものです。

こちらにおいておきますので、よろしければ御

覧下さい。10 分ばかり休憩をとりまして、ま

たはじめたいと思います。 

 

酒井：時間になりました。次のテーマということ

で、うんこからもうちょと下流によった下水に

ついて清水さんの方からお話頂きたいと思い

ます。また、清水さんのお話が終わった後で、

時間をとってありますので、いろいろと質問を

またお願いします。 

 

□清水さんのお話 

どうも、はじめまして。名前が清水透と申しま

して、水に、たまたま姓が清水で、父親が透と言

う名前をつけまして、仕事と名前が一致している

数少ない例です。私自身水処理、キレイな水をつ

くるのも一つ、よごれた水からキレイな水を作る

のも一つ、あともう一つ、廃棄物処理、ゴミ処理

等の方もやっておりまして、実は最終的に汚水処

理をしますと、結局廃棄物処理、ゴミ処理もする



清水講師 

んですね、まあその辺をざっくばらんにお話した

いと思います。 

まず最初の福島さん、そして村上さんが大変う

んちくに富んだ話を・・・（笑）、私はこれだけし

か用意していないので、果たしてつなげられるか

どうか急に自信が無くなりました。 

ええ、では簡単にじゃあ話をします。まず個人

的なことを、いきなり話題に入る前に、実は私の

息子、小学校 2 年生なんですがね、食物アレルギ

ー性のアトピー質なんです。今現在、学校給食を

免除してもらっています。代わりに妻が毎日給食

の献立に似せた弁当を届けています。皆さん方で

もし担任もって例えば、給食をそうやってうちの

息子のように食べられない児童って人クラスに

何人くらいおられますか？ そういう児童は幸

いいませんか？ 結構、私、千葉なんですが、最

近人クラスに1人か2人は普遍的にいるようなん

ですね。その辺どうやって対応しているか。実は

あの、そうやって長男がそういうことなんで、小

さい頃からオマルで長男がうんちをした後、うん

ち観察が大変我々夫婦の大切な材料なんです。結

局したうんちで、にんじんが消化されていない、

これはにんじん、食べられないからダメだなと、

そういう風にしてうんちというのは、先ほど村上

さんの話であったように大変なアトピー、食物ア

レルギー治療の材料です。知らないうちに、まあ、

村上さんは今日はじめて会ったんですけど、不思

議とそう実践していたんですね。ちょっとイント

ロダクションです。 

 

※食物アレルギー：うんちの観察 

 

で、下水道小史として下水道あれこれって書き

ましたけれども、下水道小史として、古くは下水

道はみなさん歴史でちょっと知ってる通り、モヘ

ンジョダロの遺跡、ハラッパ、インダス文明です

ね、ちゃんと下水道が作られている。ということ

は、古代バビロニアのメソポタミア文明でも古代

ローマ帝国に下水道ってあるんですよ。というこ

とは結局、人間が住んで、散在していたときは、

いわゆるトイレの問題、あるいは廃棄物問題は生

じなかった。結局都市を作ると、こういった問題

が生じてきたと言う、これは歴史が教える事実な

んですね。 

まあ、そういったわけで、この当時の下水道は

さっきいったように、終末処理場なんてものはあ

りませんので、陸まで自分の住んでいるところの

うんち、あるいは汚水を排除すれば良しとする、

そういうシステムだったんです。で、日本の事情

っていいますけれども、日本の事情といっても、

急に紀元前の話にぐっと下がりますけれども、ど

うも日本の場合ですね、さっきいった肥だめシス

テムが完結したのは鎌倉時代のようです。それ以

前から農民は経験的に自分らの排泄物、屎尿が肥

料として有効であることは経験的に知っていた

んですけれども、ちゃんときちんとためて、リサ

イクルするようになったのは鎌倉時代あたりか

らだそうです。この屎尿リサイクルによって安定

した食料生産ですね、安定した食料生産が可能に

なってきたということなんですね。あと屎尿じゃ

なくて、例えば顔洗ったり炊事した、米といだ水

等は、いったん排水をちょっと溜を作って自然土

壌浸透、いわゆる土壌純化をちゃんと我々の祖先

はやってたんですね。こういうことを言って、日

本もつい最近になるまで大変キレイな環境を保

っていた、これは素晴らしいことです。 

 

※廃棄物問題：都市が形成（人口集中）されるこ

とで生じる問題 

※日本の肥だめシステム：自然土壌浸透、土壌純

化～キレイな環境を保っていた 

 

実はですね、先ほど村上さんの話にもありまし

たけれども、ヨーロッパには三歩式農業ですね、

いわゆる家畜の糞尿を使って、肥やして次に畑に

して、休ませる。そのサイクルをくり返していた

んですけれども、何故か人糞尿が、古代のヨーロ

ッパでは人糞尿が忌み嫌われて使われなかった

んですね。さっき言ったように、日本でいえば江

戸時代のあの次に書いてありますけれども、同時

代のロンドンとかパリっていうのは大都市で人

口が 50 万とか 60 万ぐらいいたんですけれども、

結局大変不潔な都市でもあったわけですよね。そ

れが結局ハイヒールとか香水の普及、香水の発明

というのはそこに起原があると言われて、だいた

いその通りなんです。その当時、江戸では 100 万

以上の人間を養っていたんですね。世界でも大都

市で、しかも清潔さを保っていた、というのは結

局ですね、ちゃんと屎尿リサイクルシステムが完

結していた。さっき村上さんが出した絵にあった

ように、当時の長屋の住民が出す屎尿は農家が買

いにきたんですね。大家の副収入だった。大家が



ちゃっかりポケットに入れてた。だから時々落語

のクマサン、ハッツァンのところで出てますね、

「大家の、ったくバカヤロ～、てめんとこでもう

糞してやんねーぞ！」と、そういうような場面も

落語であるんですね。本当にその当時貴重品だっ

た、お金になるものだったんですね。これが今、

結局臭い、汚いということで忌み嫌われ、そして

現在出したものは自然に下水道で流されて、さっ

き言ったような、壮大な水の無駄をやっているん

ではないかとか、資源の無駄をやっているんじゃ

ないかと、というようなシステム、絵図になっち

ゃうんですね。 

その頃結局言ったようにロンドンとかパリで

はもう、屎尿は結局窓からぶん投げるというシス

テムだったんですね、オマルに受けるけど、出す

のは、それがハイヒールだ、香水だ、帽子だ、マ

ントだと、起原なんですね。それではいかんとい

うことで、やっぱり下水道を作り出したんですね。

伝染病蔓延で都市が成り立たなくなっていると

いうことで作ったんですね。作ったのはいいけど、

終末処理場は作るという発想はなかったんです

ね。この辺はだから古代文明とおんなじで、当時

のロンドンのテムズ川、パリのセーヌ川ってのは

死の川になってしまった。いわゆる消化器系です

よね、赤痢とかコレラがしょっちゅう発生するよ

うになって、そのつど人口の増減というのが起こ

るようになりました。それでとにかく下水道で流

さないと都市が成り立たないということで、ヨー

ロッパの大都市は下水道を一生懸命作ったんで

す。 

 

※江戸は 100 万人の大都市～それを支える屎尿

リサイクルシステム 

※長屋の住民が出す糞尿は大家の副収入だった 

※死の川：テムズ川・セーヌ川～消化器系の病気

（赤痢・コレラ）～下水道を作る 

 

それにはんして、日本も江戸時代から明治にな

りまして、文明開化ですけれども、1873 年に東

京銀座で初めて下水管施設、といっても、その当

時の話、詳しく言いますと、今の側溝ありますね、

ドブ、ドブにフタをしただけの下水管だったそう

です。まあ、最初はそういうもんで。やはり江戸

時代にはしょっちゅうやっぱりコレラとかなん

かの発生が○○なってましたけど、明治になって

からしょちゅうコレラが大流行するようになっ

たと、で、当時の政府はやはりそれを憂慮して、

やっぱり大都市には下水道を作らなくてはいけ

ないと。ただ、下水道を作ろうとしたのはいいん

だけども、今までですね、屎尿ってのはお金を生

む、屎尿を出したらお金をくれるというのが当た

り前だったんですね。だけどいきなり流したら逆

に金をとられる、なんだこれはと、いうことでか

えって普及が進まなかったという面がある。 

 

※文明開化と下水道～明治以降にコレラが大流

行 

 

あともう一つ、日本の場合水事情が良かったも

んで、水道なり、そっちは比較的早く普及したん

ですね。都市にも必要だということで。ところが

あともう一つ、富国強兵政策がありますね、結局

そこで明治政府がとったのは早く追い付け追い

越せ、ということで結局見てくれのいい都市、ま

あ、ビルだ、建築物ですね、それと軍備ですね、

そっちの方にお金を投じた。結局下水とかゴミと

いうのは後回し、下水、ゴミ、住宅は後回しにさ

れてるわけですね。これが今日の日本の都市問題

に今だに尾を引いてるわけなんです。 

非常に荒い歴史ですけれども、1900 年に下水

道法が交付されて、法律上はいろいろと格好がつ

いてきた。現在、今の時点での日本で、下水道普

及率が 62%です。かなり普及してます。 

 

※62%：日本の下水道普及率 

 

ちょっと 2 番目になりますけれども、順序が本

当は水道の方が先なんですけれども、これ下水あ

りきで。ついでに下水道に触れますから、水道に

も触れなきゃいけないですね。やはりあの、古代

のギリシャでもローマ帝国というのは立派な水

道、これも遺跡になって残っていますけれども、

水道設備がありました。ところが日本の場合です

ね、日本というのは、みなさんあの外国行った時、

生水飲むなって言われますよね？ 世界でも水

道水がそのまま飲める国というのは圧倒的に少

ないです。日本はその数少ない国の一つです。水

道水がそのまま飲めるという国はね、世界を見回

してもそんなにないんです。ヨーロッパに行った

ら、ヨーロッパの水道水を日本人が飲んだら下痢

しちゃいます。向こうはハードウォーター、いわ

ゆる硬水なんですね。日本の場合は軟水で、程よ

い水で、そのまま飲めると、だいたいどこの井戸

を掘っても飲める、わき水も飲めると、大変水に

は恵まれた国なんです。例えばですね、ドイツあ

たりでは、日本ではじゃがいもを水に入れて茹で

ますね？ これ当たり前です。ドイツではどうし

ているかというと、じゃがいもを茹でたらごわご

わになって食べられません。向こうは蒸すんです。

硬水だから、結局じゃがいもを茹でちゃうと、硬

水の硬度分が入って食べられなくなっちゃう。向

こうは蒸すんです。だから、ちょっとうんちから

離れますけれども、日本料理というのは日本の水

があってはじめて成立する体系なんですね。だか

ら中華料理でも西洋料理でもおふくろの味、煮物

ってありますね、ダシをとってそれからコトコト



煮て作る、そういった料理はないです。向こうは

常にスープソークと言って、グツグツ骨とか中に

いれて灰汁とりをしながらスープを作る、中華料

理もそうです。硬水ですから。そうやって料理え

る水を作るんですね。日本のように最初から水を

そのまま昆布とかカツオでダシをとって、それで

すっと使えるとかないんです。それだけ日本とい

うのは水に恵まれた、大変、水に関してはすばら

しいところなんですね。 

 

※水に恵まれた国日本：料理にそのまま使える軟

水、使えない硬水 

 

ちょっと横っちょにそれましたけれども、○○

○、これは医学の公衆衛生学の教科書でミルスレ

インケ現象というのがありまして、腸チフスの死

亡率が下がれば一般の死亡率も低下する、いわゆ

る消化器系伝染病というのがいかにその当時猛

威をふるっていたかというのが分かるんですけ

れども、結局この当時のロンドンとかパリという

のは、排水も飲み水も同じテムズ川やセーヌ川か

らとっていたんですね。だから当然、病気が起こ

るのは当たり前で、1855 年、ロンドンの水道で

は濾過を義務づける、初めて水道水を作るときに

はちゃんと濾過してからやれと。緩速濾過法とい

うのは後でちょっと説明しますけれども、水道水

を作るのに、早い話二つ方法がありまして、急速

濾過法と緩速濾過法で、二つあります。 

 

※急速濾過法と緩速濾過法 

 

ちょっと日米公衆衛生戦争、クエスチョンとあ

りますけれども、これはちょっと今○○したんで

すけれども、1941 年～1945 年、いわゆる昭和 16

年～昭和 20 年、いわゆる太平洋戦争、新しい歴

史教科書で言えば大東亜戦争ですか、この当時は

実は日本軍と米軍の衛生思想の違い、結局、例え

ばですね、消毒薬・加熱・蚊帳、これが日本です。

その反対に、塩素剤・簡易ろ過器・DDT・自家発

電装置、これ米軍ですね。結局ですね、太平洋戦

争ってのは南方に日本軍が進発してそこで米軍

と戦い、やがて押しまくられて終わったわけなん

ですけれども、結局南方というのは風土病が非常

に多い、マラリアとかコレラ、天狗熱、赤痢アメ

ーバのある地域ですね。結局日本軍は兵器なり、

情報、それからあと○○の面でも負けてたんです

けれども、やはりこういった兵士の周辺環境整備

の面でも負けてたんです。結局ですね、消毒薬と

かといって小さな塩素の粒は持たせたんですけ

れども、結局補給がこなければ無くなる、マッチ

も無ければ、結局その辺で汲んできた水も加熱し

て殺菌できない、マラリア対策といえば結局兵舎

があって蚊帳をつるすという、そういった対策だ

ったんですね。それに対して米軍は、今、環境ホ

ルモンで問題になっている DDT をその当時から

散々ばらまいて、蚊を根絶して、それから水に関

しては塩素滅菌装置を持ち込み、自家発電装置を

持ち込んでそこで水道水を作ってやってたんで

す。だからこういった周辺環境の面でも、日本軍

は負けてたわけなんです。 

 

※日米公衆衛生戦争：消毒・加熱・蚊帳  vs. 塩

素剤・簡易濾過器・DDT・自家発電機 

 

3 番目、閑話休題。下水道と映画って一見なん

も関係ないあれですが、実は二つ有名な映画があ

って、ビクトリー号のレ・ミゼラブルで、これは

舞台がパリの大環状下水道なんですね。そこをよ

うするに逃げ回ったり、それから反撃したりとい

うことだったんですね。これはちょうどヨーロッ

パ戦線、第二次大戦中はドイツ軍がパリに進駐し

てたら、結局レジスタンスがこの下水道を利用し

て、レジスタンス活動をやってた舞台にもなって

います。あともう一つ、ポーランドで作られた映

画ですけれども、地下水道、私ちょっと最後のシ

ーンしか見ていないんですけれども、要するに兵

士と恋人が下水道の中を逃げ回って、真っ暗やみ

っでようやく明るいところが見えてきて、一生懸

命そこに向かって逃げていったけど、さあ助けら

れるかと思ったら、下水道と川の間に鉄格子があ

って、そこでシーンが途切れるんですね。その後

どうなったか、まあ、何も書いてないんですけど、

いかにもなんか希望と絶望を見事にあわせた映

画なんですね。この辺が多分下水道を題材に扱っ

た映画って多分このくらいじゃないでしょうか

ね。皆さんもし知っていたら後で教えて下さい。 

ついでにちょっと余計な話をしますとね、私自

身、年齢はちょうど 50 です。だから高校生時代、

ちょうどですね、ベトナム戦争の一番激しい時期

ですね。ホクバクといってもすぐわからないと思

うんですが、ようするにホクバクというのはこれ

ですね、○○当時の北ベトナムはベトナムがいっ

しょになりましたけれども、北ベトナムの爆撃で

す。これをちょっとあの、あほな高校生徒でした

から、どう皮肉ったかといいますとですね、授業

中、朝、変なものをくって腹具合いがおかしい、

そういうとき、先生と手をあげます、先生、ちょ

っと北爆行ってきてよろしいでしょうか？ と、

すぐ意味がわからない、でもその当時、先生は意

味が分かって、うん、行ってきていいけど機種は

なんだ？ と、機種というのは飛行機の種類です

ね。それで、この当時は、要はこれは出す種類で

すね、F4 ファントムというのは当時の戦闘機で

す。これは小です。B52、爆撃ですから大（笑）。

SR71、これはロッキードの超音速偵察機、これは

さっきのうんぴ、です。さすがに現在にすると、



清水講師の講話 

これだと F15 イーグルかな、あとステルス戦闘機

ですね、これが B1 で、これステルス、あ、ちょ

っと変な軍事用語になりましたけれども（笑）、

そういうようなことで、楽しんだといったら爆撃

される人には申し訳ないんだけど、そういうよう

なこれ、先生、B52 出撃してきます、という風に

して、あの、トイレに行ったりしてます。 

 

だいたいあの、あとそうですね、ちょっと降雨

量の多さって説明しわすれたんですが、日本で、

日本で中国、韓国の方で、人糞、いわゆる人の糞

尿の屎尿リサイクルシステムが、普及したといっ

たらなぜかといいますとね、実は人の屎尿には塩

分が 1%くらい入っています。海水がだいたい 3%

ですね、ということはですね、乾燥地帯で、人の

屎尿をリサイクルして肥料で撒くと結局塩害を

起こしてしまう。塩害を起こす、いわゆる砂漠化

になっちゃうんですね。だから乾燥地帯では残念

ながら、そのままのいわゆる日本の肥だめリサイ

クルシステムはそのままでは使えなかった。日本

なり東南アジアのモンスーン地帯で、降雨量が豊

富で塩分が洗い流されているという前提が必要

だったんですね。逆にヨーロッパなんかでは降水

量が 1000mm もありませんから、やはり家畜の糞

尿が大量にあればわざわざ人糞尿を使う必要も

ないというような理由も当然うなずけるんです

ね。乾燥地帯で人の糞尿を活用するシステムが備

わらなかったのは塩害のためだと判断していい

ですね。世界に誇る日本の肥だめシステムですけ

れども、これをいきなりアフリカの乾燥地帯でや

れといっても、これは無理ですね。これは塩分を

除去する工夫をしなきゃ成立しない。 

そういったことで、たまたま日本の場合、気候

条件なり、いろんな環境条件に恵まれて、結局世

界に冠たる屎尿リサイクルシステムができてい

たんです。 

 

※降雨量と屎尿リサイクルシステム：塩分を除去

していた降雨～自然環境が可能にしていた世

界に冠たる屎尿リサイクルシステム 

 

次のページ、処理方法の変遷です。先ほども言

いましたように、古代の下水道というのは要する

に汚いもの、あるいは雨で水浸しになるのを防ぐ

ということで、早く自分のところから出してしま

えというシステムだったんですね。それから、そ

れじゃいけないというので、だんだんきちんと処

理するようになったんですけれども、実はそれは

ロンドン、年数で記述してくるのを忘れたんです

けれども、実は何故下水道を処理する必要になっ

たかといいますと、実はテムズ川河口でね、お客

を満載した船が沈没したことがあるんですね。乗

客全員が死亡した、死亡したと。中には水泳で有

名な選手もいたんです。ということはね、その当

時はあまりにも湾が人の糞尿、排泄物でよごれて

いて、たぶん毒ガスですね、硫化水素とかいろん

な有毒ガスがあって、それで瞬時にして人が亡く

なったと。そういうことがありまして、処理する

ようになった。最初はまあ、専門的になって、解

説すると大変なんですが、汚水を、一つ容器に石

をいっぱい並べておきます。要はシャワー状に汚

水を流します。そうすると汚水が礫と礫の間を通

って浄化されて、出てきます。それが散水ろ床法

というシステムですね。で、これはですね、実は

あの戦後、日米戦争で日本が負けて、米軍が進駐

してきました。米軍は最初、日本の汲み取りシス

テムを大変忌み嫌ったわけですね。彼等が例えば

基地を作ったり、自分らの兵士を収容したりする

ときに、下水処理施設として最初に作ったのが散

水ろ床法だったんです。その当時から発足した今

の住宅都市整備公団、また来年名前が変わるよう

ですけれども、昔の住宅公団です。住宅公団が大

規模団地を作る時に、最初に使った下水処理シス

テムが散水ろ床法というやつです。これ、オープ

ンなんですね。だから結局、臭気の問題、それと

あとですね、これ、どっかにあるんですけれども

ね、ろ床バエってね、いわゆるあの正確にはチョ

ウバエという種類が大発生するんですね、これが

周辺にいって、要するに不快だと、このハエ自身

はあまり悪さをしないハエなんですけども、そう

いった問題でこれは廃れてきます。 

 

※散水ろ床法：シャワー状に汚水を流し、礫と礫

との間を通過させる方法～臭気の問題、ハエの

問題 

 

それでどこの下水処理場もですね、活性汚泥法

といわれまして、要するに反応をタンクに、下か

ら空気を吹き込みます。ブクブクブクブクと、あ

の金魚のブクブクと同じです、基本原理は。その

中にちょうどこれに出ている微生物を投入しま

す。投入して、汚水と混ぜて微生物が有機物です



ね、さっきいったように水質でいうと BOD とか

COD というやつを食べて、浄化するのが活性汚泥

法です。この活性汚泥法は非常にキレイな良好な

水が得られます。ところがさっき村上さんの話に

あったように、窒素・リンはとれないですね、窒

素・リンは。かつての下水道は、その活性汚泥法

の処理水をそのまま流していたんですけれども、

結局それがまわりまわって例えば千葉県の手賀

沼、あるいは霞ヶ浦、諏訪湖、琵琶湖に流入しま

すと結局アオコの問題、更に東京湾にいきますと

赤潮、もっと汚れると青潮の問題を引き起こしま

す。現在、今、高度処理といいますけれども、窒

素・リンを除去して、更にキレイにして処理をし

ようというシステムになっています。更にそれに

オゾンを入れてもっとキレイにして、例えば千葉

県の幕張メッセですと、幕張メッセの例えば施設

のトイレ用水とか、公園の環境用水ですね、それ

は全部千葉県の花見川終末処理場の処理水を更

に活性炭とオゾンで高度処理した水をそういう

風にして使ってます。当然お金がかかります。 

 

※活性汚泥法：微生物による汚水処理～BOD・COD

～窒素とリンは除去できない～コストのかか

るオゾン処理 

 

そういうのってありますね、いろいろと地域に

よっては例えば大きいことはいいことだけじゃ

なくて、地域にあったシステムがあるんですね。

人口が小さいところですと、何も巨大な活性汚泥

装置をもうけなくてもやれるシステムっていう

のがあるんです。ま、すいませんね、これはちょ

っと時間がないんで、やっているときりがありま

せんので、ちょっと先にいきます。 

 

5 番目、現在の下水処理場システムで、皆さん

見学に行かれたことがあるかと思いますけれど

も、処理水って、ああキレイだ、素晴らしいと思

いますね？ それはそれでいいんですけれども、

実はですね、水処理というのは早い話、模式化し

ますと、こういう汚水がありますね、実はですね、

いわゆる水やうんちおしっこその他生活の雑排

水を、汚水ですね、結局、こうするだけなんです。

みなさん確かに水はキレイだと、じゃあ汚れはど

こにいったのか？ といいますと汚れは全部こ

ちらの汚泥スラッジという方に移行しているだ

けなんです。だから本当の大事なことなんです。

水処理というのは実は汚泥が再利用なり無害化

されて初めて水処理ができたと、いうことなんで

すね。ただこれではキレイになった、ただ、分離

下だけなんです。要は今の水処理技術というのは

処理じゃないんです。分離なんです。英語で言え

ば separate、treatment じゃないんですね。だか

らのこの結局、汚泥がきちんと処理されなければ

意味がない。かつての日本の場合は、肥だめシス

テムは屎尿が肥えた後、（とれたんです）。結論同

じ、ただこれがそのまま肥料になる、これはこれ

で堆肥、（イガワラ）とかなんかと混ぜて畑に撒

くと立派な有機質肥料ということになっていた

んです。いわゆる捨てるところがない。ところが

現在の下水同処理システムですと、これが下水道

が普及すればするほどこれ（※汚泥スラッジ）が

増えるんですね。これも一番、自治体は困ってい

るわけなんです。それは何故かといいますとね、

今の下水道は家庭だけの排水を入れてるわけじ

ゃないんです。工場排水も入ってます。いろんな

事業所の排水も入ってます。だから極端なことを

言えば、メッキ工場、いわゆる有害物質がいっぱ

い見つかりますね、あと病院、最近は病院も電子

体温計になりましたけれども、かつては水銀体温

計だったんですね。水銀体温計、よく看護婦さん

なんかが、ああ、また患者さんが割っちゃったな

んていって、流しにビビっとやって、投げてたん

ですね。だから病院の排水検査に行くと水銀がで

るのは当たり前だったんですね。だからそういう

形で下水道にいろんな重金属が入ってくるんで

すね。ところがこうやって処理する水はキレイで

すが、そういった有害物質や重金属は全部ここに

濃縮された形ではいっちゃうんですね。というこ

とは、これを例えば、昔風にちゃんと堆肥化して、

畑にばら撒けばいいじゃないかと、まあできない

ですね。（※テープ END。必要があれば CD-ROM か

ら補完）。 

 

※汚泥スラッジの問題：今の水処理技術は処理で

はなくて「分離」である 

※様々な排水が混ざることによる問題点：有害物

質／水銀などの重金属～畑に撒けない汚泥 

 

結局ですね、再利用が非常にできにくい状態に

なっています。で、結局今やられている処理方法

はなぜかといいますと、この汚泥はちょうど下痢

便状、うんぴ状なんですね。これじゃあ処理でき

ないので、何らかの形でしぼります。水分をしぼ

ります。水分をある程度除去した後、石油エネル

ギーを使って消却しているんです。壮大な無駄を

やっているんですね。焼却します、で最終的に残

った灰は埋め立て処分場へ持っていく。これもそ

の辺にばら撒けません。重金属や有害物質が灰に

まだ残ってますんで、灰なんて、昔はすぐ薪を燃

やした灰は肥料にできたんですね。それもできな

い。そういった状態なんです。だから、かつての

素晴らしい、日本の 3K という欠点がありますね。

3K と良く言われた、仕事で「キツイ」「キタナイ」

「クライ？」、下水の方が「キタナイ」「クサイ」

「寄生虫」。昔のシステムは欠点はある、3K、「キ

タナイ」「クサイ」「寄生虫」なんですね。 



こういう、だから日本の昔の肥だめシステムは、

3K という欠点があったんですね。過去は日本人

の多くが回虫をはじめいろんな寄生虫をおなか

に抱えていたのは事実なんです。それは今、下水

道の普及なりいろんな周辺環境が清潔になった

のでなくなりました。それはそれで素晴らしいこ

となんですね。ただ、大きい目で見れば、大変う

まく資源循環がうまくいっていたシステムを、今

の下水道処理システムは、我々が便利いな生活を

している現状は、立派な資源循環システムを破壊

して成り立っているんですね。僕は多分、福島さ

んがいろんな形で最後説明したことなんです。汚

泥処理がきちんとできて、下水処理は完結すると。

そこで星マークじゃないけれども、六角マークで

余計なことがあって、なんでここに長野県の田中

知事がでてくるんだと、なんで脱ダム宣言なんだ

と、これは日本の場合、高度成長時代、水の確保

ということでダムを多数つくりました。ダムを多

数作って水資源を確保してきた。ところがダムを

作って、電力ができます、いろんな工業用水、農

業用水、都市の、日本の人間の水道水ができます、

いいことづくめでしたけど、実は目に見えない、

直接目に見えない堆砂問題ね、いわゆるダムのこ

れですね、たまってきて、今、日本の殆どのダム

が表面だけでたまっちゃってる。あともう一つの

問題は、川というのはですね、山で、こちらが海

ですね、雨が降って流れますね、で、山の豊かな

土壌が川によって平地にいって、それで我々の農

業生産が確保されているんですけれども、じゃあ

ずっとやっていたら山がやせ細っちゃうんじゃ

ないか、山の土壌がやせるばっかしじゃないか、

その通りなんですね。ところがちゃんと自然界で

は、ちゃんと海から戻すシステムがあるわけです。

それは一つは鳥ですね。鳥が魚を食って山で糞を

するシステム。それともう一つ回遊魚、サケ、ア

ユ、結局海で栄養を食って、川に戻ってくる、そ

れを熊が食べて、熊が山で糞をする、そういった

ことでこの山海で資源循環が成り立っている。と

ころがダムというのはそれを全部断ち切っちゃ

う。こういう、いろいろな、こういうモデルがい

ろんな、証明するものは簡単に表現できる。図に

使えます。 

 

※石油資源を使って焼却される汚泥スラッジ～

灰も肥料にできない壮大に無駄なシステムと

資源循環の実態 

 

6 番目、急激な都市化と下水道。さっきの、一

番最初、海の問題でオイルボールということに繋

がっていくんですけど、なんで、実はオイルボー

ルの原因は先ほど福島さんが解説したように下

水道なんです。下水道ね。なんでそういうことに

なるかといいますと、合流式って解説しましたけ

れども、東京、例えば大阪名古屋のように早くか

ら人口が密集した地帯の下水道というのは当時

の下水道というのは汚水を処理しきれない水を

出すのではなくて、雨水対策の手段だったんです

ね。いわゆる地域が水浸しに成らないように早く

排除するというのが主目的だったんです。そのた

めに、雨水もいれる、汚水もいれますよというこ

とで、作られてきたのが東京なり中心部にある古

い下水道はこの方式だったんですね。これが今、

その当時はよかったけど、すっかり周辺の環境条

件は変わっちゃって、むしろマイナスになってき

ちゃったんですね。結局だから先ほどの図にあっ

たように、普段は巨大な下水管も、普段こんなと

ころしか流れていないんですよ。ところが台風な

り、集中豪雨等がありますと、一気に流れちゃう。

いっぱいになっちゃう。下手すると低地帯だと、

東京の大田区とか品川区、江東区であるんですけ

ど、マンホールがあがって、そこからびっしょり

こう、下水が溢れるということが良くあります。

今でもあります。下水処理場というのは決められ

た能力しかありません。だいたい設計能力が決ま

っていて、だいたい一日何万トンしか処理できな

い。結局こういう状態になりますと、処理場は処

理しきれないので、結局バイパスという名の未処

理、放流しちゃうわけです。そうしますとここら

についていた、コレステロールのようについてい

た油の塊が一気に押し流されちゃうわけですね。

処理されずに。未処理水が隅田川なりにいって、

それがいろんなサイドで集まって丁度、地形とい

い、水の流れといい、ちょうどこのお台場あたり

でこれ（※オイルボール）になって浮いてくるの

がメカニズムなんです。 

もちろんあの、下水道関係者もこのままじゃい

けないというので、新しい下水道では分流式とい

って雨水は雨水、ちゃんと下水は下水でやると、

処理場もちゃんとそれに見合ったように改造は

しています。ただ、いったい下水管というのは地

下に、地下に掘削してうめたりするんで、今日こ

ういっていたからといって明日できる代物じゃ

ないんですね。大変経費もかかります。あと、雨

水に関しては地下に巨大な貯水池を作っている

んですね。それでどっときた雨は溜めて、少しず

つ処理して流そうということをやっています。こ

れもすぐ全部完備しません。だから一つの区が例

えば、相撲を今、大相撲をやっていますけれども、

両国の国技館では屋根の雨水を全部ためて、簡単

な濾過処理をしてトイレ用水とかに使っていま

す。今、雨水を注入して。そういったことがやっ

ぱり都市には必要だし、あまりにもコンクリート

やアスファルトで地面をあれしちゃったってい

う今の都市構造が問題なんですね。 

 

※雨水も汚水もいれる下水道～処理量の限界 



ディスカッション 

※オイルボール発生のメカニズムと出現場所の

必然性～現代の都市構造の問題 

 

あと下水道が無い地域では、いわゆるあの合併

浄化槽と単独浄化槽とありますけれども、問題は

単独浄化槽というのはトイレの下水道がこなく

ても、少しでも水洗化を普及したいということで、

大変性能の悪い浄化槽です。先ほど村上さんが下

水道の処理水、浄化槽の、BOD というちょっと専

門用語、BOD でこれが放流○○（水質基準？）な

んですね（※20ppm）。これでもかなり汚いです。

だから例えばイワナが住めるとかヤマメがいる

というのは BOD 1ppm のところなんですね。それ

でもかなり期待ないんですけれども。この単独浄

化槽の（※BOD は）90ppm とですね大変甘い基準

になっています。別名、専門家の中で別名、糞粉

砕器と呼ばれています。当然、2 年前に単独浄化

槽はもう作っちゃいけない、設置しちゃいけない

と、ようやく決まりました。建築基準法の中に。

基本は合併浄化槽にしなさいということに。 

 

※合併浄化槽と単独浄化槽：単独浄化槽の使用禁

止 

 

あと、生活レベル向上による下水配管の腐食問

題。実はあの、日本人の食生活って実はね、あの、

油をとるようになったのは戦後からなんですね。

それまで殆ど油を使わない食生活だった。今、学

校給食の献立見ても、我々の食事を見てもかなり

油を使いますよね。食生活の変化が油の使用量を

増やしているわけなんですね。もう一つ、非常に

肉を食べるようになった。魚ばっかしじゃなくて

肉を食べるようになった。ということでタンパク

質というのは硫黄を含んでいます、S ですね。こ

の下水管の中に、どうしてもあまりいい環境じゃ

ありません。よくこの中で作業員が入ってよく酸

欠で死んだりするところなんですね。嫌気的な環

境ですから、S が反応して硫化水素を、猛毒ガス

ですね、硫化水素。これをあちこちで発生させま

す。これがですね、またちょっと酸素の多いとこ

ろにいきますと、バクテリアの作用で、これが

H2SO4、硫酸になります。下水だったら大抵コン

クリート製です。硫酸はコンクリートを溶かしま

すので、これによってあちこちに下水管に穴があ

いてもれたりするようなトラブルがあちこちで

あります。先ほど酸性雨の話が福島さんの方から

ありましたけれども、酸性雨は H2S で、これはあ

の亜硫酸ガス（SO2）。酸性はこれが結局硫酸だっ

たり、あと硝酸ですね、なるわけなんですけれど

も、下水管という通常無酸素が多いところで、

時々酸素があるようなところでは、硫化水素がこ

れ（※H2SO4）になるんですね。ちなみに先ほど

あの、福島さんの言われた青潮というのは無酸素

水塊なんですね。無酸素で、ときどきやっぱりこ

れを含んでいる事があります（※H2S）。だから当

然、魚とか貝とかみんな死んじゃうわけなんです

ね。酸素が無くても大変なのに、更に強烈な毒ガ

スが入ってますんで死んじゃうわけです。だから、

不思議な事に下水道関係者に聞きますと、昔は下

水道はレンガで作っていました。横浜市の初期の

下水道は、こういう円形じゃなくて、だからこれ

だとなんというかこうじゃなくて常に初期の下

水道というのはこういう風な工夫をやっていた、

すごい知恵なんですけれども、常に水位が一定に

保たれて、なんか流れがいいから、ここが酸欠状

態にならない。レンガで作っている、何故かコン

クリートだと硫化水素を発生するんだけど、レン

ガの触媒作用は私もちょっと説明できませんけ

れども、これだと硫化水素が発生しないんだそう

です。ただ、じゃあ今の下水管を全部レンガにし

ろといったら、レンガ作るにはエライコストがか

かります。結局石油エネルギーを使って焼き上げ

なければ作れませんから、大量のレンガをまた。

レンガをいちいち職人がモルタルでくっつけな

くてはいけませんね。多分、施工費、工賃はこれ

の 10 倍くらいになっちゃうと思います。今だっ

たらこれはコンクリートの規格品がありますか

ら、穴を掘って、これをポンポンやってつなげる

だけで済みますけれども、こちらはそういうわけ

にはいかないですね。 

 

※タンパク質に含まれる硫黄分～硫化水素→硫

酸になってコンクリート（下水道）を腐食 

※青潮：硫化水素を含む無酸素水塊～酸欠と毒ガ

スの二重ダメージ 

※コストをかけた初期のレンガ作りの下水道～

ライフサイクルとコストの関係 

 

最後、塩素消毒とトリハロメタン生成です。結

局下水処理水は、BOD レベルでいえば 20ppm とい

う数値になって外見もキレイになって、いいんで

すけど、やっぱりまだまだいろんな物質を含んで



います。当然そのまま飲めるモノではないです。

そこに最後、滅菌処理をしなさいということで、

塩素消毒をしますと、今、水道水でも問題になっ

ていますが、トリハロメタンという発がん物質を

生成してしまうんですね。一番いいのは私自身の

経験でいえば、塩素消毒をやめてオゾン殺菌すれ

ばいいんじゃないかと思うんですけれども、オゾ

ンは金がかかるとか、そういうことでなされてな

いんですね。水道水の場合、何故塩素消毒かとい

いますと、オゾンというのは素晴らしいんですけ

れども、持続性がないんですね。塩素の場合、ち

ゃんと浄水場で殺菌しますと、末端の給水口まで

塩素があれば殺菌効果が持続すると、これが大き

いですね。オゾンというのはその場ではすごいん

だけど、すぐ分解してい無くなっちゃいます。末

端で何かの汚染源があった場合、安全性が確保で

きませんけれども、塩素の場合ずっと塩素濃度が

検知されれば効果は持続します。ただし、塩素消

毒も万能ではないんです。ちょっと下水の方に戻

りますけれども、実は牛を飼ってます、牛もちゃ

んと餌を食べて肉なり牛乳を作って排泄物、糞尿

なりを出すわけなんですけれども、実は牛の腸内

に、ちょっと聞き慣れないんですけれどもクリプ

トスポリジウムという原生動物がいますが、こう

いったものの仲間なんですけれどもね。これが日

本全国いろいろな牛を調べますと普遍的にいる

のが分かっています。実はこれがですね、家畜糞

尿が水源地に入っていきますとですね、このクリ

プトスポリジウムがある状態ですね、塩素で死な

ないんです。塩素というのはだいたいどんな細菌

でも殺せるというのは常識ですけれども、これは

殺せないんですね。現在、これで例えば埼玉県の

越生市、あと神奈川県の平塚市でこれでいう集団

感染事件が起こっています。あとアメリカの水道

水でもこれが問題になっていまして、何故問題に

なるかというと下痢を起こすんですね。通常の人

でしたら、健康状態の人でしたらしばらくの下痢

で済むんですけれども、たとえば免疫疾患、エイ

ズ患者等で、免疫力が低下している人ですと、こ

れに感染しますと治りません。下痢がひどくなっ

て死亡率が相当高いです。SARS ウィルスみたい

な高い死亡率と思って下さい。今、これはオゾン

なり加熱処理じゃないと死なないんですね。今ま

で日本の水道水は安全だと見られていたんです

けれども、結局いろいろと調べてみると、家畜糞

尿が流れ込んでいるケースが結構あるんですね。

水源地で。家畜糞尿のことをついでに申しますと、

今あの日本人の食料というのは輸入品ですね。米

と一部の野菜をのぞけばほとんど海外から持っ

てきています。実は国産牛といったって、国産牛

の餌は輸入穀物です。それで牛を育てて、国産牛

で、これが松坂牛だ、前沢牛だ、神戸牛だといっ

ているわけなんですけれども、そういう構造にな

っています。それでさらに早くひ肉させるさせる

ために、本来の牧草じゃなくて、トウモロコシと

かダイズとか穀物を食わせています。穀物を。結

局、そういう餌の変化がこれを増長しているよう

なことがいわれています。本来ですと、今の日本

の、我々の食料の半分以上の約 6 割が輸入品です

かね。だから本来、日本で牛肉食ってたりしてい

る場合、牛乳飲んでると。結局、それは何故かと

いうと、外国の作物、外国の土壌、資源を我々が

食べて出している、そして家畜が出している、だ

から外国の土壌をやせさせて、日本が糞尿にまみ

れている、更にかつてのリサイクルシステム、肥

だめシステムを壊しているから、今世の中が汚れ

るのはある意味当たり前なんですね。本来の筋か

らいえば、家畜糞尿は船、タンカーかなんかで輸

入した国に返す、のが本来の筋なんですね。資源

循環で言えば。金銭とか経済とか政治の問題は抜

きにして、資源循環的立場から言えば家畜糞尿は

輸入穀物の国に返さなくてはいけない。これが本

当は筋なんですね。そんなのは現実的にとてもで

きることじゃないし、政治レベルでこんなことい

ったら、それこそ肥だめに・・・（笑）。 

本来、いびつな構造になっているんですね。今

のうんちの話や下水道の話に顕著に現れていま

す。だからオイルボールも結局、回り回ってそう

いうことなんです。 

 

※塩素消毒によるトリハロメタン生成と塩素殺

菌できないクリプトソポリジウム 

※輸入穀物で育てる家畜～資源循環的立場から

は家畜糞尿は穀物輸出国へ返還すべき？ 

※いびつな構造（バランスの崩れた構造）の資源

循環構造 

 

福島：一番清水さんがお話のメインは 10 番が一

番大切なんで、他のところは皆さんとのディス

カッションのときで 10 番を紹介してもらえま

すか。 

 

えっとですね、結局、言いましたように、今の

下水道はですね、いわゆるよく水質分析で BOD、

結局、微生物が食べられるのはこれだけなんです

ね（※BOD、COD）。当然、重金属やカドミ（※カ

ドミウム）とか鉛、水銀なり、そんなものを食べ

て処理してくれる微生物なんておりませんので、

そんなものは処理できないでここへたまっちゃ

うわけなんですね。要はだから下水処理はあくま

で有機物しか処理できない。その有機物もさっき

福島さんの話で出ましたけど、今、ダイエット飲

料ですね、結局人間の腸で消化できない、だから

ダイエットなんですね。結局、微生物が分解でき

ないものがどんどんどんどん今、我々の生活に増

えています。それはなぜかというと、我々が個人



の健康を、ダイエットで、健康を追求することを

やると、環境をおかしくする、そういった変な構

図になっているんですね。これを両立させるには

何が必要かという事を真剣に考えていかなくて

はいけない。我々がいい生活、いい暮らし、健康

を追求すればするほど環境が破壊されるという

のが今の現状なんですね。これを改めるにはどう

すればいいか、例えばいったように昔の肥だめシ

ステムにはちょっと帰れない、ということはもう

一回真剣に考えて、新たなライフスタイルですね、

それを作っていかなくてはいけない、そういった

ことで結局、給食やっても子供達がよう残すし、

生ゴミだすときかなりの、食堂とかなんだとね、

ゴミがいっぱいでますけれども、結局、末端の下

水道はいくらがんばってもしょうがない、家のと

ころで工夫しないとどうにもならない。処理技術

で確かにできるけれども、魔法じゃないし、でき

ないものはどうあがいてもできない。ということ

はやっぱり頭で、工夫し、そして、処理できない

ものは使わない、食べない、使用しないという事

が一番大事なんですね。これをぜひとも、生徒た

ちを通じていろんな発想を入れて頂ければいい

んじゃないかと、そういったところですいません、

時間をオーバーしちゃって、大事なディスカッシ

ョンの時間になっちゃって。とにかくこれで私の

話を終わらせて頂きます。すいませんでした。 

 

※微生物が分解できないものが増加している現

実～個人の健康を追求することで環境が壊れ

る現状～新たなライフスタイルを考える～下

流ではなく上流での根本的な対策～生徒たち

を通じたいろんな発想を展開すればいいので

はないか？～環境教育・海洋教育 
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□フィールド巡検の記録 
 

※冒頭挨拶（移動中） 

酒井：ながらくお待たせ致しました。ちょっと今

日参加予定の杉本先生と連絡がとれませんも

ので、お時間がかかってしまいまして、申し訳

ございません。今日で第４回目ということにな

りまして、今日は先日お送りした、御案内状で

は＜人工護岸から見た東京湾の環境＞という

ような案内でいってるかと思いますけども、今

日また一日暑い中ですけど、よろしくお願いい

たします。 

とりあえず、今日のだいたいの中身とその点の、

先日皆様方に御送付させていただいた、今後の

レポート等の話についてちょっと講師の紹介

の前に触れさせていただければと思います。 

まず今日の企画なんですけれども、そもそも前

回身近なネタということで、ウンチということ

を取り上げましたけれども、今回もできるだけ

身近な水辺という視点で海の学習のネタがど

ういうものがあるだろうか、というものを探し

てみたいというのが、そもそものスタートでし

た。しかしながら、この都会で生活する私達に

とって身近な水辺というのは、コンクリートで

固められているのは事実ですし、水と接する空

間がないという現実があります。で、そこには

環境の匂いとかも、あまり感じられない場所で

はあります。今回はそれを逆手にとりまして、

あえて都会の象徴である人工護岸、こういった

ものから海に広がる様々なネタというものが、

どのように展開できるのか。今日は、その専門

家を招いて話題をいろいろと提供してみたい、

という風に考えています。 

人工護岸には、そういうふうになるべくしてな

った、その歴史とか社会背景、もしくは、その

海岸線の変遷、こういったものから見る地域の

生活の変化とか、もしくは、そのコンクリート

でも生きている自然の逞しい営みとか、環境学

習のネタはたくさん眠っているんじゃないか

なぁと考えています。 

で、最近になりまして、いわいる水辺…渚の空

間ですけども、こういうのもを取り戻す動きが

徐々に活発になってきたのは事実です。しかし

ながら、そこでは、防災と環境それから、それ

に親水性という相反する要素を両立させなけ

ればいけないということもありまして、国とか

自治体、団体、NPO、研究者、それから地元の

住民、あらゆるセクターを巻き込んで議論を続

けているわけですけれども、なかなか、“これ”

という答えを見出せないでいる状態かと思い

ます。これが都市の防災という大前提の上での

環境復元にむけた試行錯誤の現状じゃないか

というふうに考えています。 

しかしながら、こういうふうに一生懸命に考え

ているのに、議論しているのに、なかなか答え

が出ない、という試行錯誤、ということ自体、

これが今直面している沿岸の環境問題の現実

かなぁと思います。で、我々側としては、でき

れば環境学習を通じて伝えたいなぁという思

いがあります。で、今回、御紹介するテーマは

環境学習のテーマとしては、ひょっとしたら、

ちょっとディープな内容になるところもある

かとは思います。しかしながら、大都市の護岸

には人々の生活と海というものが繋がる都市

部ならではの環境学習の題材が多く眠ってい

るはずだというふうに考えまして今回の企画

をたてております。 

で、今日はこれから東京湾で、どこでも見られ

るような護岸に覆われた海岸線を見ていきま

すけども、そこからいろんな視点に繋がるトピ

ックを紹介していければなぁとおもいます。で、

そういう講師の先生方のお話を逆に子供達に

教えるプロでいらっしゃいます皆様方に、こう

いった題材を学校の学習で扱うにはどういっ

たやり方が考えられるかなぁとか、どういった

情報なら活用できるか、これは、先日、皆様方

に御送付させて頂いたレポートテーマの部分

に合致するところではあるんですけれども、そ

ういう視点でできれば今日のフィールドワー

クというものに御参加頂きまして、先生として

の視点を、いずれ形にして頂ければなぁと考え

ております。 

先日、御送付させていてだいたレポートの件な

んですけれども、今のような視点で第１回から

今回、次回までの５回のワークショップでこち

ら側から提示させていただいたようなテーマ

をまとめて頂ければありがたいなぁと思いま

す。で、テーマについては通知では、７つばか

り列記いたしましたけれども、先生方からちょ

っとディープすぎるかなという御指摘があっ

たのも事実でございます。我々としても確かに

ちょっとボリュームがあるかなと考えており

ましたもので、そういう意味では、全部という

よりは、むしろ選択して頂いてもかまわないな、

と、こういうふうに考えました。で、７つのレ

ポートテーマというのは、おおまかに分けます

と、１回毎、各回のワークショップの感想的な

部分、それから、ワークショップで取り上げた

学習題材というものの実践の可能性とか、手法

の分析といった視点。それからあとは、うちの

ようなところ、とか団体、研究機関に対する協

力体制として、こういうようなものがあったら

望ましいなというアドバイスとか、お願い的な

視点というようなものがあるかと思います。あ



とは、海をテーマとして取り上げる意義的なも

のがあれば当方としては、ありがたいんですけ

れども、ここは、先生方の興味、感心、それか

ら得意分野もありますし、学校としての体制も

ありますので、それぞれの先生の所属されてい

る学校に応じた形のものを取りまとめて頂け

ればありがたいと考えております。 

第６回、最終回が、１／１７にあるんですけど

も、その最終回の場でまとめた形のものを記録

を発表いただいて、我々としては、海の学習と

いうものが学校でどのように展開できるのか

な、というものの課題とか、可能性、こういっ

たものを議論してみたい、で、それを取りまと

めまして、今までの海洋教育といったものの、

教育支援事業には、まだ、ちょっとないかと思

いますけども、先生方からのそういった貴重な

意見というものを知見としてとりまとめて、こ

の会の成果としたい、というふうに位置づけま

した。 

で、先生方には、非常に多忙な中、いろいろと

お手間をおかけしてしまうことになるかと思

いますけれども、できれば、そういう協力を頂

ければというのが、こちらからのお願いでござ

います。で、何かこれにつきまして、お気付き

の点、御指摘等ございますでしょうか。で、も

しあれば、この場でなくてもかまいません、あ

とで私に直接でもかまいませんし、直接、質問

して頂いて結構ございますんで、よろしく御願

いいたします。 

それでは、時間もだいぶおしてしまいましたけ

ども、今日の行程の方を簡単に説明したいと思

います。この後、江東区にあります、旧有明貯

木場というのがあったわけですけども、今ここ

が、埋め立てされてる真っ最中でございます。

で、まず、ここにいきまして、ここは見学施設

とかそういうものではなくて、埋め立てのまさ

に現場ではあるんですけども、ここにむかいま

す。で、こちらを見学した後に、次に辰巳にあ

ります、これも江東区ですけれども、水門がご

ざいます。で、この水門をぐるっと見学して、

そこでもちょっといろんな話に触れたいと思

います。で、最後に葛西臨海公園、ここはもう

行った方も多いかと思いますけども、人工の渚

があったり広い公園があるとこですが、ここに

最後寄りまして一応フィールドワークとして

は終了としたいというふうに思います。で、一

応葛西臨海公園、終了が１５時の予定となって

おります。もしお急ぎの用事があるという方ご

ざいましたら、現地での、駅がすぐ近くですん

で、現地での解散も OK ということにしたいと

思います。で、バスはそのまま同じ道を新橋ま

で戻りますので、新橋での解散という事でも結

構でございます。で、今日ちょっと終わった後

にですね、この会とは正式なかたちではないん

ですけども、OFF 会的なものでですね、もし、

お時間があれば OFF 会的にコミニュケーショ

ンの場をもうけてみたいなぁと思います。まぁ、

OFF 会ということで、簡単に１時間２時間ぐら

いのものでございますけども、そこら辺のお店

で軽くコミニュケーションという感じの場が

設けられればいいなと、できれば、うちも予算

がないもんで、自腹で御参加いただければあり

がたいということで、御理解の方おねがいした

いと、強制ではございませんので参加は自由で

ございます、奮って御参加いただければと思い

ます。ちなみに今日は第一回目、講師の紹介を

させて頂く前に、第一回眼のワークショップ、

フィールドワークでお世話になりました、濱田

先生と、あと第３回のワークショップでお世話

になりました、村上先生にも御参加いただいて

おりますので、当日聞き漏らしたとか、こうい

うことをもう１回聞いてみたいという方いら

っしゃいましたら、この機会にいろいろ話を聞

かせていただければと思います。 

あと、実は今日この会に初めて参加いただく事

となりました、クボタ先生を御紹介したいと思

います、新潟の上越の方からはるばる御参加い

ただきましてですね、今回、ずっと多忙なもん

で、御出席いただけなかったんですけども、今

回から御出席いただけるということで、久保田

先生を御紹介したいと思います。 

 

久保田先生：久保田智恵美と申します。今日初め

てですが、また今日から最後１月までというこ

とで参加させて頂きます。よろしくお願い致し

ます。 

 

酒井：はい、ありがとうございます。それでは、

今日の講師の方々をちょっと御紹介したいと

思います。今日は、清野東京大学大学院総合文

科研究科の清野聡子先生、それから、あと財団

法人土木研究センターの審議役、今、なぎさ総

合研究室長という肩書きを持っておられます

けども、宇多高明先生のお二人でございます。

日本の海岸で何か問題が起きているところ、必

ずや、だいたいこのお二人の名前がどこかに見

られるというくらいに海岸の問題に深く携わ

っておられるお二人でございます。で、日々見

えない答えに向かってエネルギーを注いでお

られる現場の方でございます。で、私からの紹

介はともかくとしまして、まずは、先生からの

プロフィールじゃないですけども、自己紹介、

それから今まで、こんなことをやってきました、

というような視点と、今日先生方にお伝えした

いような視点といったものを、簡単にまず、自

己紹介の中でお話頂いた後、実際の巡検の方に



入っていきたいと思いますんで、よろしくお願

い致します。 

 

清野：おはようございます。清野と申します、え

ーっとですね、皆さん東京近辺っていうのは海

を勉強するには、あまりおもしろくないんじゃ

ないかっていうふうに思うかと思います、私も

ですね、大学の学生実習で海を見せたいという

ことだとですね、どうしても、もっと自然度の

高いところに行こうということがありまして、

その影響っていうのは今日も来て頂いてる濱

田隆士先生に随分ダイナミックな海に全国連

れて行って頂いたので、そういう印象がありま

した。ちなみに私ですね、本当は大学を出てふ

つうの勤めをしようかと思っていたんですが、

濱田先生のゼミがあまりに面白くてですね、一

生こういう生活がしたいなぁとか、一生海とか

山とか仕事で行けるなんていいなぁとか、思っ

てですね、それで研究稼業をやってるようなも

んです。その中でですね、東京の海っていうの

は実はもの凄く環境学習だとか、海と人間って

いうものを考える中でこんなにおもしろかっ

たのかっていうのがわかってきたのは自分で

もごく最近の事です。それもですね、今日行く

ような葛西の臨海公園だとか、それから有名な

スポットのお台場だとか、それから、子供達が、

すぐ行きたがるディズニーランドもですね。実

は埋め立てだとか、それから、海と人とを考え

る時に物凄く大事なところなんですね、今日の

資料の中にもありますけれども、ディズニーラ

ンドというとですね、子供達、すぐ行ったこと

があるとか、修学旅行に連れてけだとか、遠足

に行きたいとか言ってるんですけども、その時

にですね、私の知り合いの先生方には、じゃ、

ディズニーランドって昔どういう所だったと

思う？ っていうのを子供達に行った前でも

後でも、考えてもらったらどうかなっていう話

をしています。 

 

それで、あのディズニーランドはですね、御存

じのように河口を埋め立てて造ったところな

んですね、で、今日行く葛西臨海公園っていう

ところは、全部埋め立てちゃったら大変だから

ここだけは守ろうということで、東京側で守っ

てきた所です。で、一方ディズニーランドは、

干潟とか河口とかあってもしょうがないから

埋めちゃえってことでですね、開発しちゃった

とこなんです。で、そこはですね、ものすごー

くその生態的には重要なとこだったんですけ

ども、埋め立てる事によって確かに、その地域

も豊かになったし、多くの人たちが来るように

なったっていう光と陰と両方あるんですね、で、

今日の資料の中でですね、ディズニーランドっ

てわざわざ書いてないんですけれども、こっそ

りうまっています、それから、お台場海浜公園

も地図の中ではわかります、昔どこにあったか

っていうのは、写真の中でなかなかわからない

ようになってます。だから、謎解きみたいなも

んですけども是非それを発見してみて下さい。 

 

で、今日行くスポットとしてはですね、東京っ

てみんな安全な街だっていう事で暮している

んですけど、もし海の海面がいきなり高くなっ

たりとか、今日行く水門が壊れちゃったら、あ

っという間に水浸しになっちゃうんですよね。

今日手伝ってくれてる堀口君や、企画をしてく

れてるサカイさんと話た時に、なんか洪水の話

ってよく教科書なんかに出てきて昔の話のよ

うに思うんだけども、東京だって、じゃ、水門

一個壊れたら水浸しになっちゃうんだから、じ

ゃ、東京ってメガ輪中ですねって言ってたんで

す。けど、みんな輪中に住んでると思ってない

と思うんです。わたしも海岸の研究するまでそ

ういうことわかってなかったし、水門を見ても、

水を入らないようにしているのかなと漠然と

した思いでした、ただ今日○○○の資料を見て

頂くとそういった非常に海と陸との危ういと

ころに人間が住んできていて、日本人がなぜ、

そういうところを好き好んで住んできたのか

っていうことも東京の都市形成をみるとわか

るようになってます。 

 

で、葛西の臨海公園はですね、東京湾の埋め立

てがずっと進む中で、ホントに死守したいって

思いの方が多くって、その中で、埋めないでも、

それでもなお使うには、どうしたらいいかって

いうことをいろいろ当時議論されたようです。

で、あの資料の中にもありますように、ただ埋

めないでっていうことだけじゃなくて、多くの

人が親しめるようにしようということで、水族

館ができたということで、東京の元々の海って

いうのを残すような形でいろいろと工夫され

ています。それから、辰巳の水門ていうのもで

すね、さっき言ったような河口に人が住むって

いうのはどんなことかっていうのを知るため

にも凄くいい場所です。それから、有明の貯木

場はですね、まだ東京湾の埋め立てをしてるっ

てとこで、非常に解り易いとこです。これも、

一昨年くらいまでいろんな反対運動があった

んですけども、やっぱり埋めるということで現

在見る事ができます。そして、今日は陸からな

ので、なかなかチャンスがないですけども、是

非ですね、いつか子どもさん達も含めて見て頂

きたいのは、私達の捨ててるゴミが、まだ東京

湾を埋め立てるってことで、ものすごく大きい

ゴミの山がですね、今も出来ていて、それが、



どんどん海に張り出す予定になっているとい

うことです。だから、干潟を守るとかいろんな

話が出てるんですが、東京は、まだ干潟を守る

ためにゴミを削減しようとかいうことは、まだ

全然考えてません。一方で、名古屋の藤前干潟

ってとこは御存じですか？あそこはですねゴ

ミで埋め立てる予定だったんですけども、埋め

立てない事に決めたら、今度はですね、名古屋

市民がゴミの超分別をするようになりまして、

堀口君の故郷の名古屋ですと、たぶん１０種類

ぐらいに分けてですね、ゴミを捨てて、リサイ

クルを進めてってことになるわけです。で、じ

ゃ、東京は今までゴミをどうしてたのかってい

うことになると、今では野放置に捨ててますけ

ども、江戸のいろんなゴミだとか、おわいって

いうのはですね、今日行く葛西だとか有明のエ

リアっていうのが主に引き受けてきました。だ

から、もしですね有明の貯木場のところを縦に

掘ったらですね、濱田先生の大好きな堆積学の

世界で、いろんな物が年代順に埋まってて考古

学的には、面白い研究ができる場所じゃないか

なぁと思うわけです。 

 

で、今日のポイントは、見なれた景色なんだけ

れども、過去の地図だとか、行政資料だとか、

あるいは専門家が持ってる資料から、目から鱗

っていうところがですね、いくつかでもあれば

いいなと思っています。是非ですね、短い時間

ですが授業の中に役立っていただけるような

ヒントがあればと思っています。じゃ、今日ど

うぞよろしくお願いします。 

 

TOPIC：開発前と開発後。防災。 

 

酒井：はい、ありがとうございました。次、宇多

先生でございます。 

 

宇多：はい、宇多です。私、先生じゃないんだけ

ども、えーっと、今はなき建設省、今は、国土

交通省になりましたけども、そこを中心に３０

年間、日本だけじゃなく、世界中の海を見てき

たっていうか、そういう経験があります。それ

で、だいたい日本の、皆さんの出身がどこかは

知らないけど、御当地のどこどこがどうなって

るって話をしてもらえば、ただちに即答できる

ぐらい飛び回ってます。新潟なんつうのはひど

いもんでね、最早どうしようもない状態。そい

で、今日は私の得意な話をするんで、それは先

生方から見るとなんだくだらないって話があ

ると思います。それは忘れちゃってもらって、

ただ私も見る景色、頭ン中にあるものはみえな

いですよね。で、何を私が見てるかってのを、

ちょっと一旦を見てもらえばいいかな、で、こ

れから行くとこ、バカにすると、とんでもない

世界にたぶんなるはずなんです。もっと凄い大

平洋のイメージとかね、そういうものが、ここ

の小さい世界の中に埋め込まれてるので、そこ

から想像力をパッと巡らしてもらう。そういう

訓練にたぶん良いはずなんで、あのここで喋っ

てもしょうがないんで現地に行ったら声を張

り上げます。宇多です、よろしく。 

 

酒井：気持ち悪くなりそうだなぁという懸念があ

りましたんで、もうちょっと車の方が橋の方○

○と思います。じゃ、先に話の方からスタート

したいと思いますんで。 

 

清野：あの、皆さん新橋はですね、汐留めでなん

か物凄く新しいビルが建っちゃってニュータ

ウンになりましたけれども、ここ、２年くらい

前までは発掘作業をやってたんですが、来られ

たことありますか？あります？ここはですね、

江戸時代に海岸辺里に住んでいたいろんな藩

のですね、出張所みたいなものがありまして、

そこの人の達の住宅だとか出張所の跡が残っ

ていた所です。それで、汐留の操車場ってとこ

ろで東京駅に近いということもありまして、列

車を置いとく場所だったんですけども、そこを

再開発するという事で掘り返してみたら本当

にいろんなものが出たんですね、で、くわしい

資料は江戸東京博物館なんかにもあるんです

けども、ここの下にはですね、江戸時代の人々

が暮らしていた家の形だとかが、遺構として残

っているだけじゃなくて、最近科学が進んでお

りまして、何を食べてたとかですね、そういう

のも化石化したトイレの堆積物がありました

ので、それからずいぶんくわしく調べられてい

ます。確か前の講座の中で、人間を含めた物の

循環ていう話があったと思いますけれども、江

戸時代の人々の食性というのはですね、この汐

留からずいぶんわかってきました。 

で、今ここは、臨海部に入ってきまして、ウォ

ーターフロントとして開発しなおされた所で

す。で、日出埠頭とか、竹芝埠頭ていうのは、

元々はですね、いろんな離島だとか、それから

他の地域に行く船の発着場として、昔からの、

江戸時代からの港町をどんどん拡幅したんで

すけども、船に乗る関係の人だけじゃなくてで

すね、一般の人も海を見られるようにしようと

して開発したのが、このエリアです。で、一方

で倉庫街っていうのも見て頂くようにたくさ

ん残ってまして、港というのがですね、ベイエ

リアとか、ウォーターフロントっていうので、

人が行き易くしている部分と物流っていう事

と、両方の機能を持ってるということです。で、

東京の港っていうのは神戸、横浜に並ぶ、もの



すごく大きい物流の基地になってまして、物流

優先なんで、自然を傷めてるってそういう側面

もあるんですけども、かなりですね、港として

の投資が進みました。ですから、東京って海の

方に来るといろんな表情があって、世界の物資

がどんどんここに運び込まれてるってのがわ

かると思います。で、物資のコンテナにですね、

台湾だとか、北欧だとか、それから北米だとか、

いろんな外国の船がやり取りしてる積み荷だ

ってのがわかるような表示が書いてあって、こ

の大都市の東京っていうのが、物がいろいろ持

ち込まれてるってのが実感できる場所です。で、

さっきのトイレの話じゃないですけど、日本人

がそれだけ外国からいろんな物を食べ物を含

めてですね、それをずっと消費してくわけです

けど、そういう点でも、こんなに物を持って来

ちゃって良いのかな感じもするかと思います。 

 

TOPIC：東京湾奥エリアの位置付け。 

 

清野：それから今見えるこの辺は、Ship and Ocean

の方のほうがくわしいと思いますけど、タグボ

ートってことで船をですね、全速で走らせるん

じゃなくて、港に着ける時に船のおでこでグゥ

～っと押してあげるようなボートです。 

湾岸開発っていうのはですね、どうしても、今

私達が通っているような道路と、道路の開発と

港湾の開発が一緒になるのは、物を運ぶってい

うので機能特化してるていうのがあるからな

んですね。それだけに、機能的な港を造るには

ですね、干潟とか、そういうものがあると、物

を運ぶ人はやっかいなので、できるだけ航路は

深く掘りたいし、干潟がない方がいいというよ

うな考え方で、このあたりは徹底的に自然がな

くなちゃったっていうことになります。 

 

で、実は羽田空港の拡張の話っていうのがある

んですけども、実は、空港を造る側からすると

空港の周りには、鳥がいられるようなとこは一

切無い方がいいということで、バードストライ

クって鳥がぶつかっちゃう事があるんで、東京

湾に鳥が来ない方がいんですけどねとか言わ

れたりします。 

あ、ずっと海が見えて来ましたね、対岸がお台

場の海浜公園のエリアです。今から登るのがレ

インボーブリッジですね。で、この橋だとか公

園がないころの写真っていうのは今日の資料

の中におつけしてあります。で、元々は、お台

場近辺は、木場でした。今日の有明もそうです

けど、木をですね海面に浮かべておいてストッ

クしておくっていう場所だったんです。 

 

あとですね、こういう港湾区域って入りくんで、

どこが何かわかりにくいかと思うんですけど

も、左てに見える鉛筆型のちょっと洒落た建物

があるんですけども、あれが、晴海埠頭です。

で、晴海埠頭の横のところに豊海埠頭といいま

して、実はここに築地が面しています。だから、

晴海埠頭はですね、晴海の見本市とかやってた

ようなイベント会場として広いエリアをとっ

ていましたけども、その隣っていうのはまさに

築地市場で、晴海に客船だとかが、入るだけじ

ゃなくって、豊海埠頭にも、マグロだとかいろ

んな水産物を積んだ船が、そのまま横付けでき

るようになってます。で、このレインボーブリ

ッジ大きいような気がするんですけども、たし

か一番大きな帆船は通れなくってマストがつ

っかえちゃううんですよね、この橋の高さを決

める時に東京港の奥まで大きい船が入れるよ

うにしたんですけど、まぁ、これが限界だった

のかなというところです。 

 

で、左手が晴海埠頭で、右側がお台場海浜公園

です。お台場海浜公園はですね、海浜公園で、

要するに人工的にビーチを造った所としては

歴史の古い所です。木更津の砂を持って来て、

撒いてですね、ビーチにしていて、その砂が黒

すぎるということで中国の砂と称する白い砂

を持って来たという、なかなかの身勝手な海浜

公園ですね。 

あと、左てに見えるのが、これが海上保安庁の

船です。で、不審船問題でですね海上保安庁、

脚光を浴びて、大変な目にあってますけども、

で、ここが海上保安庁の船で東京港を警備する

ような船が留まっています。 

さっきの晴海っていうのはですね、水産庁と文

部省の船が留まってまして、ここのお台場のイ

ンター降りたとこっていうのが、海上保安庁と

気象庁の船が留まっています。気象庁の船もで

すね、わざわざ海の遠くまで出かけて行って水

温とか気象の観測をしてきたんですけど、最近

は御存じのように人工衛星だとか、いろんな観

測計みたいなのが出来てきたんで、わざわざ船

が出かけて行って計るというようなことも減

ってきています。 

 

で、右手に見えるのが、有明処理場ということ

で、下水道の処理場になるんですけど、でも、

そういう雰囲気にしないような建物のデザイ

ンにしてまして、実際どんな機能を果たしてい

るのかっているのは、なかなか昔の下水処理場

とは違う感じです。 

あの、たぶん他の先生からもお話があるかと思

いますけど、下水道っていうのが、今いろんな

点で見直されて、例えば、浄化槽とかですね、

おわい止めってことで溜めてた小さいユニッ



トのものが、下水道が普及するようになってか

ら水を流してそれで、まとめて処理場があるっ

ていうのも、河口だからっていうのもあるんで

すが、今後の下水道の計画ではですね、わざわ

ざ河口にまとめて持って行って処理しないで、

もっとそれぞれの地域でこまめに処理して川

に戻してやろうというような、そういう計画が

あるところもあるわけです。 

 

※有明（埋め立て現場前） 

 

宇多：あまり向こうへ行かない。で、この目の前

は深いので、気をつけて下さいっていうのは、

さっきサカイさんの話。 

それでね、今、ずっと遥か彼方に新橋、我々が

出たとこ、あのビルかな、正面の３本の高いや

つ、それで、あそこはもう本当に開発がうんと

進んじゃったところで、そいで、人間は、広い

マンションや広いスペースが欲しいというん

で、あの線も昔、海岸線だったんだけれども、

どんどんこっちに出てきてると、それは、もう

善悪とかいう問題ではなくて、豊かな生活をし

たいってことで、こっちへ、こっちへと来てて

今我々が立っているところも、ホントは海の底

っだた場所であるわけです。それで、ここの前

は、元々運河の貯木場か、いうような場所で、

今現在いろんな機械が動いているのは、ここを

埋め立てようとまさにやってる最中なんです。

で、ここ、ちょっと古い歴史のことを言うと、

ここの今我々が立っている下のところの地層

は、だいたい４０メートルぐらい有楽町層って

いうすごく柔らかい泥が固まったような場所

がずっと下まであるんですよ。で、そこより下、

もっと深い所に行くと数十万年前にできた凄

く硬い層があって、こっちに行けば行く程ふに

ゃふにゃなとこに立ってると。だけども、人間

の方はどうしてもスペースがほしいし、で、あ

れば埋めちゃえば良いよねってことで、どんど

んプレッシャーがかかってきます、そうやって

どんどん出てきた。 

 

今は、もうフロントは、もう向こうの方へ行っ

ちゃってるんだけども、ここに残された水路と

か貯木場が、また埋め立てられつつある。それ

で、これの前にちょっと調べてみなきゃならな

いんだけども、森があるじゃないですか。あれ

はどうも、これやる前に埋め立ててるとこなん

で、中掘ると、ゴミが出てくるかもしれません

ね。要するに、そうやって都市の発展っていう

のは、利便性を考慮すると広い土地が欲しいよ

っていうんで、こっちへこっちへと動いてきて

る。それで、こんなとこだから、鉄とコンクリ

ートの塊でユリカモメがこっちへ延びようと
有明にて 
してますが、なんにも生物とか、自然がないか

っていうと、そうでもなくてね、あの角にシラ

サギが１匹いる、なんか魚を食べてる。それか

ら、見えないかなぁ、落っこちそうで見えない

かなぁ、あそこに鵜が。あ、上から見てもらっ

た方がいい、川鵜が１匹とまってるのがわかり

ます？ 矢板の上に。で、実はこれ水路の水を

かき出しちゃってて、ここの水面低くなってま

すけども、ぎりぎりの環境でも生物はいるわけ

です。人間がすべて完全にコントロールして、

生物は住んじゃだめよ、というふうにしたとし

ても、いろんなとこに生態が、こんな酷いとこ

にでもあると。で、今日は話として最初、一番

ひどいとこ見してます。最後にこれ見せると今

日ヤになっちゃったって話になるから、最初は

わりとひど目に、この話をしてます。で、そい

で正面、見てもらうと、鉄とコンクリートって

いいましたけども、鉄の鉄板が、ずぅっと、ず

ぅっと続いてますよね、で、これはだいたい１

５ミリかな、１３ミリかな、要するに、こんな

せいぜい厚くて２０ミリくらいの鉄板が、柔ら

かい地層にストンと打ち込んであるわけです。

で、これは、こんなの土木工事で良く見るわけ

ですけども、海辺にこうやってさらしとくと、

ちょっと手前の方来ていただけるかな、下のと

こ白っぽくなってて、上の茶色のとこと間のと

こちょっと錆びてる感じがありますね、で、実

は海辺にこういう物を造るとだいたい年 0.5

ミリの割合で錆びちゃう、溶けちゃう。だから

これは、１３ミリだから１３割る 0.5 は、２６

だから、２６年経つと何もなくなるというくら

いのものなんです、だから鉄というのは力強く

ていい構造物なんだけど、いったん海水がはい

ると、作用を受けると溶けていってしまう。だ

からこういうふうにして、いろんなとこを囲っ

て施設を造ってますけど、後々のいろんなとこ

で、補修なんかが必要になっちゃう。 

 

そいから矢板の下の方見ると、フジツボがひっ

ついてるでしょ、彼等もまた生物の典型例で、



海面が上下する所の飛沫帯のところにちょう

ど棲んでいますが、これで見るとここの手前側

の水路は水を換えだしてからずいぶん時間が

経ったなというのがわかると思います。裏側よ

りこっちの方が水位が低いんで、それで、こう

いうゴンゴン、ゴンゴン工事をやっちゃってる

姿っていうのは、普通、環境の話からすると、

あんま見たくないっていうかね、ホントの水辺

がいいよっていう、あっちの葦が生えてるあっ

ちの風景だと、都市と自然のバランスがとれて

良いなぁッて感じで写真映りはいいですけど、

けど現実はどうかっていうとこういうのが、ド

コドコドコっていろんな行われてるので、まず

は、キシっと現実を直視しようというんで、こ

こに御連れしたということなんです。だから、

人間の住むためのいろんなことが、都市ってい

うのはマグマの塊みたいなもんで、アメーバと

いうかどんどん増殖してくると。で、それもま

た我々の生活と密接に関係してるんで、あなが

ち、開発は全ておかしいとかね、そう言えるも

のではないというか、我々もまたその（理念？）

を被ってるわけです。で、最近は、あそこらに

あるマンションが、今日は、そばにダイワ建設

って会社、あの、３社選ばれた会社、今、マン

ションいっぱい造ってますけど、ウォーターフ

ロントの方へずいぶんと進出してるのね。で、

この前日本財団と一緒に現地見に行ったんだ

けど、このあたりというのは、さっきも言った

蒟蒻みたいな水の入った豆腐の上に立ってる

ようなもので、我々、地面は絶対硬いと思って

るけれども、いったん地震が来た時には液状化

つって支持力なくなって、新潟地震の時にビル

がひっくり返りましたけども、あいう事が起こ

らないとは限らない。だから、そういうリスク

を持ちながらマンション買うなら堀口君、一件

買って下さい、そういうふうな所だってことを

ここで、理解してもらえばいいかなっと、僕の

話は以上です、ここでは。 

 

TOPIC：埋め立ての現場とその工法～シンボリッ

クな「矢板」。 

 

堀口：清野さんお願いします。 

 

清野：ここの景色の中でですね、東京湾に棲んで

る生き物がどのくらいいるのかってことが問

題になるかと思うんですね、まず水の中の生き

物以前に私達の目の前にあるような、こういっ

た植物とかですね。湿地に生えるというよりも、

こういった造成地に生えるような種類のもの

がいまして、元々、この東京っていうのが、ど

ういう植生をもってたかっていうような研究

も充分されないまま外来種だとか、こういった

造成地に特有のものが生えるこれはですね、な

かなか教科書的な遷移ていうような、最初例え

ばコケが生えてきてとか、だんだん草から木に

なってとか、ああいった教科書的なものとは、

全然違って、ゼロから造った土地に入ってきて

わぁっと広がるような物がでてくるっていう

ようなことで、都市ではですね、植物観察、生

態系の移り変わりはというと、こういったいわ

いる造成地に特有なものとか、あとは、植栽を

するようなもので、緑化ってことで、あの辺に

生えてるような木になります。 

 

で、港湾を造る場合はですね、どうしても緑化

ってことで、早く根づいてほしいとか、いっき

に種類をたくさん植えるとかじゃなくて、とに

かく緑にするということで、緑の率を稼ぐため

に同じのをばぁっと植えちゃうんですね。だか

ら臨海部っていうのは、例えばユーカリばっか

りだとかですね。ユーカリってコアラが好きな

ユーカリで、あっという間に伸びたりとかする

んで、それをばぁっと植えてたりだとか、ある

所は、○○○・・・・、都市の自然の中でどう

しても○○○・・・・・、元々、東京に生えて

たらしい木を種から育てて植えなおすとか、少

しは、直すような努力も行われています。それ

から、ユーカリはですね、あまりにたくさん生

えすぎて、本当にコアラの餌にしてる多摩動物

園とか、もうけたりしているんですけど、やっ

ぱりですね、○○○ってなんのために造られた

かていうと、関東大震災だとか、戦争のときに

ですね、下町に水害ってたくさんあったんです

ね。その時に○○つくるところがあったんです

けど、なぜか植える木にですね、えらく燃えや

すい木を選んじゃったんですね。ユーカリって、

メンソレータムの匂いがするまさにあれは揮

発性の油なんですけども、そんなものを植えて

どうしてくれるんだって話で、たぶんそのうち

ユーカリは、消えてなくなるだろうと思います。 

 

TOPIC：緑化とユーカリ。 

 

清野：水の中の生物ってですね、さっき宇多さん

が言ったみたいにですね、○○てて、そっちの

水面と矢板の内側ってのは、まさにですね、き

れいに○○してあって、水面の高さが違います、

ただ、この矢板のところは内側が水路になって

て、干満差ってのが若干あるみたいで、フジツ

ボが付いてたりだとか、落ちないように覗いて

いただければと思うんですけど、泥のところに

ちっちゃい穴がたくさんあいてます。それが、

ゴカイの仲間とか、あとカニが棲んでいる穴で

す。で、この生物の穴が少しでもあいていれば、

泥をですね、まぜっ返してくれて、畑のミミズ



有明にて 

のようにしてくれるんですけども、まったくこ

れがいないとですね、表面しか空気に触れない

ので、あっという間に泥が腐ってしまいます。

で、この生物のおかげで泥が腐らないんだよっ

ていう話しは、畑のミミズのことで教科書に載

ってるかと思いますけども、干潟の来て掘り返

してみると、スコップ持ってくとホント生物が

掘り返せない下の方は泥が黒くなってるんで

生き物のおかげだなっていうことになるんで

すね。で、最近でこそ東京港の港の中にもゴカ

イが増えてきましたけども、一番酷かった昭和

３０年代から４０年代の公害の時代は、もう生

き物も棲めないってことで、この辺はドブみた

いになっちゃって、海外から船が入るとですね、

なんて、東京は臭い港なんだって外国の人が驚

いてたくらいです。それがですね、埋め立てて

きたと同時に廃水をどんどん出してきて生き

物が死んじゃったんですね。ところが、その後、

水質の規制をしまして、生き物が棲めるように

なってきたんで、自然としては最低レベルから

少しは上がってきたっていうことになります。 

 

TOPIC：矢板につくフジツボ、ゴカイの掘る穴～

生物の活動状況の変化。 

 

清野：海岸の観察とかいうことで、例えば学校で

こういうのを観察する場合も潮の満ち干きに

よって、どこまで潮がきて、どこにフジツボが

付いているかなていうのと、日によって大潮と

小潮があるからっていうのを言うと、こういう

垂直の矢板っていうのが、わかりやすいんで、

見る事が出来ますからこういった人工の護岸

でも、いくつか観察するポイントはあるし、か

えって長靴で入ってみるとですね、いろいろお

もしろい部分があるかなぁと、ただ、子どもさ

ん達入った時にですね、けっこうズブズブっと

いっちゃうこともあるので、けっこう干潟の観

察って、木更津の方で実際やられてる先生方お

られますけれども、事前によく見てってことに

なると思いますけど、なんにもいないってわけ

じゃないんで。 

 

宇多：さっき言い忘れちゃったけどさ、大事なこ

というの忘れちゃった、これ目の前にあんのは

鉛直の壁でしょ、これは経済合理性からすると、

最大限土地を有効利用するためには、最も良い

方法なわけ、オーバーハングするバカはない、

今我々が突っ立ってるとこも鉛直の壁。今日は

だんだん勾配が緩やかになるそれにあわせて、

生物の住処が増えるというのが見えますんで、

ここは副都心から目の前のとこだから、１セン

チでも土地を無駄にしたくないそれが表れて

るわけです。そいで、その結果として矢板に生

物とか、フジツボがくっ付いてますけど、あの

バンド帯しか棲めない。それから、非常に大事

なとこなんだけど、日本全国これやっちゃった

ンだと思うんだけど、こういう衝立てをつくる

ってことは、向こう側とこっち側の水を遮断し

てるでしょ、陸に、今、我々が立ってるとこも

雨が降れば地下に水が入っていくんですが、そ

れが、ゆっくりと海に戻る場所があったはずな

んです。それが生き物にとって非常に決定的に

重要だったんだと思うんだけど、これ、経済合

理性からすると、ズドンっと万里の長城みたい

なの造っちゃうと、これは、たぶん死命を制す

るくらい大事な問題で、日本の海岸線は多くの

場所が、コンクリートの壁帯と、この手のもの

で、目には見えませんが土ん中に埋めてるやつ

が、たくさんあんので、そうやって環境がかな

り変わってきちゃってる。だから、出発点とし

ては、これが経済合理性の特化したやつの象徴

であると見てもらうといいんじゃないでしょ

うか。これ言い忘れちゃった。 

 

TOPIC：埋め立てのやりかたから経済合理性と土

地利用の効率化、開発について考える。 

 

清野：そうですね、今の地下水の問題っていうの

は、例えば今私がお手伝いしてる千葉県三番瀬

の埋め立てをどうしようかっていう中で、地元

のおじいさん、おばあさんの話を聞いてたら、

やっぱり地下水がずいぶん湧いてたって話が

出てきたんですね。それはですね、そういった

視点で研究が始まってからは、千葉は埋め立て

られっぱなしだったんで、あまり良く分かって

いなかったんですが、地元の子供達が、水筒も

ってかなくても浜にコンコンとお水が湧いて

るとこがあって、そこでお水を飲んだり、身体

を洗ったんだっていうことです。だからそいう

いった海のようでも、実は川だけじゃなく、下

を通って水が湧いてたりだとかそういうこと

がたくさんあります。 



子ども達がですね、古老の話を聞きに行くって

のが大事なのは、普通の科学研究だと忘れてた

ようなこととか、具体的に調査しきれなかった

ことが次々と出てくるっていうことで、総合学

習ってのはそういう可能性もあるってことな

んですね。 

で、あと今日ここ埋め立ててる場所はですね、

数年前にハゼ釣りの人達がここ埋め立てない

でってことで、ずいぶんと反対運動をしてまし

た。で、実は、ここは、ダイビングしてくると

ハゼの子とか、いろんな底生生物がいまして、

こんなとこで釣りするんだったら、房総の外側

にいったり湘南に行ったらとか言われるんだ

けど、ここの下町のおじさん達は、ちょっと会

社の帰りにここで、釣り糸を垂れたりだとかで

すね、お台場とか行くとですね、中年以上は居

場所がないので、こういうところで、こっそり

ですね、釣り糸を垂れててそういう憩いの場だ

ったそうです。で、東京都のパンフレットとか

で、きれいな釣り公園をしてもらうと、おじさ

ん達は追い立てられて、また憩いの水辺がなく

なってしまうと言ってました。だから、東京湾

のこういう水が濁ってるとこでも、稚魚が育つ

場所だったりとか、生態的には意味がある場所

なんですね。 

なかなか、利用とのせめぎ合いで、土地の確保

ってことで、ここも埋め立てちゃうんですけど

も、ここにもいろんなドラマがあります。そろ

そろ時間が、はい、はい。 

 

TOPIC：眼に見えない部分での水循環。生き物の

居場所、人の居場所。 

 

清野：ここはですね、たまたまツユクサがありま

したけども、最近私の行ってた先生は小学校の

時、ツユクサの葉っぱで細胞の観察とか言って

たんだけれども、なんか最近の先生は、ツユク

サってどこに行ったらあるの？とかですね、メ

ダカってどんなもの？とか、教材を探すのが大

変とかいうことで、身近にあった物が、どんど

ん…。 

 

※移動中（有明→辰巳水門の途中） 

清野：それでは皆さん資料の中にですね、カニ護

岸、ちょっとページ数がふってないんでわかり

にくいかもしれませんが、こんな感じでカニ護

岸、写真が載ってて、カニ護岸と干潟機能を持

った緩傾斜護岸というのがあります。で、まぁ

今見て頂いたようにですね、全然生物がいない

わけじゃないんだけども、もうちょっと生物が

いるようにしたらいいんじゃないかってこと

でカニ護岸というのがつくられています。わか

りやすい例としましては、学校ビオト−プって

先生方やってらっしゃるかと思うんですけど

も、あれもですね、都市の自然がなくなる中で、

少しでも校庭とかにトンボとかカエルが棲む

場所を造ってあげようということで、こんなち

っぽけな自然とか言われながらもですね、エコ

アップとかビオト−プとか造られてるかと思い

ます。で、海岸に関しても同じでですね。この

カニ護岸もこんなもんとか言われながらも東

京都の方でやっておりまして、さっきのですね。

矢板のままだとですね、フジツボはくっつくン

ですけど、くっつき難いということ、それとカ

ニもですね干潟の表面には付けるんですけど、

なかなかそういった立体的にカニが棲める空

間がなくなってるということで、図面にありま

すようにカニが棲む隙間を造ってあげようと

いうことなんです。ただ矢板をとっちゃうと、

さっき宇多さんの説明にもあったように、土地

を守るって点からすると矢板ってのは、わざわ

ざサシの構造になってるわけですから、矢板は、

矢板でそのままにしといて、エコアップもした

いということでですね、付属品ということで、

矢板の表面に石ころをつめて、その前に凸凹を

つけた物をパネルとして貼っています。これが

ですね、けっこうお高くつきまして、まぁなん

にもないよりいいんだけれども、はたしてこう

いうエコアップというものが、どのくらい意味

のあるものなのかっていうのは、なかなか厳し

いところではあります。で、こういうものが、

少しはカニが増えるんだけれどもってことで

やるなかで、改めてですね、昔の江戸だとか、

今でも農村部とか漁村に残ってるような自然

の石積みだとか、木でつくったような護岸って

いうのが、実はすごかったよねってのが、わか

ってきたんです。で、神奈川とか、東京とか、

房総なんかはですね、里山がありましたので、

里山から竹だとか木とかを切ってきて、そいで、

木を杭にしてその間に竹をわたして竹籠みた

いなのを編んだりして、土地が崩れないように

ってしてきたんですね。 

 

TOPIC：カニ護岸。干潟機能を持った緩傾斜護岸。 

 

清野：それから、この近辺は沖積平野でですね、

大きい石とかがゴロゴロ落ちてないんですけ

ども、しゅぅっと船で行き来してたころに関東

山地の上の方とか多摩川の石河原から漬け物

石みたいなのをたくさんもってきて、それで護

岸を積んだりとかしてました。あとは江戸城み

たいに石材でしっかり積んだものもあります

けど、実はですね、自然の素材を使ってですね、

人が手造りでやってたものっていうのは実は

画期的なビオト−プというか、台風で壊れたり

はするんだけれども、自然の機能という点は素
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晴らしいものだったっていうのがわかってい

ます。で、今ですね、例えば神奈川県なんかで

は、子ども達が、総合学習を始めるようになっ

てから、里山で炭を焼いたりだとか、いろんな

森林の管理ってことで、お手伝いしながら始め

たりだとか、あと、千葉県でも、もちろんやっ

てらっしゃいますし、そういう子ども達が、伝

統的な昔の技を学ぶことによって、ずいぶんと

技術がですね、改めて認知されるようになりま

した。今までは、一部の研究する人たちが意味

がある意味があるといってたんだけど、子ども

達が一つのメディアになって、おもしろかった

っていうこととか、さっきのわき水みたいに、

おじいさん、おばあさんの時はこんなことやっ

てたんだってっていうと、じゃあ、それを学校

ビオト−プで造ったらどうなるかなとかですね、

そんなことをやってるんですね、で、最近わた

しがお手伝いしてる、九州とか四国の方では、

シルバー人材センターでですね、みんな将棋を

やったりとかゲートボールをやったりしてた

んですけど、もうそれどころじゃなくてですね、

学校ビオト−プで、おじいさんたちとかが、昔

やってたような石積みをやってほしいという

ことで、伝統技術を間の世代をとばして、子ど

も達と一緒に石積みをしたりして、そこに生き

物が棲み着くのを観察したりしてます。今日パ

ンフレットでお配りしてるカニ護岸もですね、

これは技術者と行政の方で造ってこっそりエ

コアップしてるんですけども、もっと地域にそ

ういったおじいさんやおばあさんがいるとこ

ろだと昔の技術で川とか山とかどうしてたの

っていうので、じゃ、それを学校ビオト−プで

やってみてそこにどんな生き物が棲みつくか

なとか、そういった世代間交流だとか伝統技術

っていうのも、ものすごく最近の技術の近いと

ころとひゅっとくっつくのでおもしろいかな

と思います。じゃ、以上です。 

 

TOPIC：昔の人の手による構造物の隠れた工夫、

自然への配慮。 

 

※移動中（有明→辰巳水門） 

清野：・・・三河の方に帰っちゃうと、きっと追

手がくるから逆の方向で大阪から神戸に逃げ

たんだそうです。そしたら神戸の方の漁村の佃

っていうところの人が匿ってくれて、家康が偉

くなった時に佃の漁村の人達を連れて江戸に

一緒に来たということです。で、瀬戸内海もも

のすごく豊かなところで、あと、食い道楽とい

うか、おいしいもの色々開発してるとこですよ

ね。 

それで、江戸時代の最初はですね、塩で煮てい

て塩蔵品だったんですが、その後、醤油っての

が開発されて、それで、醤油で煮るようになっ

たということです。だからですね、佃煮ってい

うのは、歴史と河口の豊かな生態系ともつなが

るということですね。じゃ、ここで降ります。 

 

※辰巳水門堤防上での解説 

宇多：ここで一応お話を始めます。いいかなそろ

そろ。 

えーっとね、この堤防はってのは、コンクリー

トの衝立てはってことで、台風の時や、地震の

時の津波から皆さんの町を守るために造られ

た物です。一体、海はどっちでしょう？ こっ

ちでしょうか？ こっちでしょうか？ よく

わかんない、こうやって見たって。で、ここの

ところににょこにょこ出てるのは、消波ブロッ

クつって、波消しブロックなもんですから、海

はこっちなわけです。 

で、もうちょっと皆さんこっちに来て頂いて、

この位置に立って頂いて、こっちを眺めるか、

こっちを眺めるか、ちょともっとそばに来て。

触ってもらう、これが、衝立て堤防。カミソリ

堤防という特徴があって、ここで、皆さん海見

えます？ 全然みえないでしょ。そいで、この

高さどうやって決めてるかですよ。台風が来る

前にですよ、今日は、引き潮で、潮が引いてま

すが、だいたい１メーター２、３０くらい海面

てのは動いている。当たり前かな？ お月さん

と太陽の関係で、それに加えて台風が来ると、

低気圧が来ると、気象庁の、ヘクトパスカル、

あれ１hPa で、これだけ水面が上がっちゃうと

１センチだから、台風のちょっとスケールので

かいのがくると、１メートル。身の丈まではな

いけど、これくらいは上がっちゃうと。水がヒ

タヒタヒタと上がって来るんならば、堀口君貸

して、水面がこういうふうにゆっくりとスライ

ドしてくるだけならば別に、水面が一番高いと

こまで、こういう塀を造っときゃいいでしょ。

ところが、ここで書いてあるのは、そういうこ

とをいってんじゃなくて、台風の時やっていう



のは、水面が上がったうえに波がのっかってる

んですよ。ジャバジャバと。そいから津波もそ

うだよ。ただこうゆっくり上がって来るならそ

れより１センチ高いもの造っときゃ何も問題

ない。ところが、岸、近くに来ると波は反射し

たりして変な波になる。すると、バシャバシャ

バシャっと。で、そういうものを潰さなきゃな

らない。 

ということで、この高さは東京湾中のいろんな

とこのいろんな設計を勘定してた人がいてて、

かなり前にね。そいで、この高さに決まった。

だからこの高さっていうのは、このくらいの精

度でピシっと造られてる。ここの特殊性じゃな

くて東京湾中のね、だけども、ちょっと覗いて

下さいよ、えらい景色が見えるから。これは中

空三角っていってコンクリートのブロックを

このコンクリートの斜面に膨大な量並べてあ

るわけですよ。で、向こう見るとそんなに波が

来そうでもないんですよ。で、今にして思うと

これは過剰に置かれてるわけですよ。なぜここ

にそんな古めかしいものがあるかっていうと、

たぶん埋め立て地とか道路とか、何もない時代

にこれ置いた。これは歴史を遡ってみればわか

るわけですよ。で、歴史を遡るのは江東区のな

んとかかんとかの歴史的変遷とか、空中写真の

変遷とかを調べれば、この辺りの土地っていう

のは、さっき言った理由でにどんどこどんどこ

前に行ってるためにかわってきてる。で、変わ

る前にこれ造ったから、こういうものになって

いると思います。そいで、このまま置いとくっ

ていうのは行政の怠慢だと思うね。だってさ、

これだけ自然を大事にしようって時になにこ

れって感じでしょ。だいたいこれ重量が２トン

くらいありますから、ちょっと運びましょうっ

てわけにわいきません。しかも、これは、どう

します？ これ？ 産業廃棄物に匹敵するん

で、捨てるっても、庭石に１つっていう、それ

ほど広い庭に住んでおられる方は、たぶん先生

じゃ無理だ。私らも無理。そうすると、ここん

とこは、もうちょっと工夫の余地があるかなぁ

っというふうに思います。で、ここんとこは、

コンクリートの斜面がずーっと続いてて、今、

おばあちゃん歩いてるけど、あそこまでコンク

リートの凄い斜面でしょ。で、向こうの方に行

くと上半身裸のおじさんのとこにあるのは、コ

ンクリートが白っぽいのは、あれは最近造った

もんなんです。だから、だんだんこういうもの

じゃなく、ああいうものにしようねっていうの

が、動きがある。まぁ、そいで、今日お終い、

で、向こう側に水門があるから、水位が高くな

った時に裏側に水を流すために水門があるよ

ね。ってことでお終いとなると今日来た意味が

ない。どうしてかっていうと、これ、あとで非

常によく説明しますけど、このちっぽけなだ海

がね、嘗めてもらえば海水ですよ、間違いなく。

実にうまく微妙なバランスを保ってて、こん中

に無数の生物が棲んでて、大平洋とか熱帯の方

で見れる珊瑚礁の形成だとか、いろんなものが

この中に含まれてる。で、それを見るには、こ

こから眺めて、今日は潮が引いてるなって帰っ

ちゃったらだめなんで、こうやって目で見てち

ょっとおかしなものがあったら、まず行ってみ

なきゃなんないと。それは、今コンクリートの

前のとこに行くとなんだか汚らしい岩がごつ

ごつした面があるなって見えるでしょ。そいか

ら、あのコンクリートのところにまた、テトラ

ポットが埋めてある。あれは、誰かがわざとや

たんで、忘れちゃえばいいね。 

 

TOPIC：堤防の高さの設計原則。巨大なコンクリ

ート～消波ブロック。 

 

宇多：で、対岸なんでしょう？角っこのところに

凄い貝殻の塊みたいなものが見えますよね。あ

れは実に上手いことしてああいうふうに出来

た、なぜ出来たかってのは後でお話しますけど、

さっき船通って行ったの知ってる？ 今ずぅ

っと橋の下にいってますが、水門っていうのは、

船が出入りするためのもので、だから向こうか

ら波がくるっちゅうのもあるんだけど、水門を

出入りしてるっちゅのは、船が通る度に波が立

つ、すると波に合わせてこの中の水が少し動く

んですよ。その結果、実に上手いバランスがこ

の中にあるってことがっわかったんですよ。こ

の前ちょっと下見に来て、だから、ここで、さ

よならって弁当食いに行くと大事なものを見

ないわけで汚らしいものを見た、なんだ今日の

あれはってことになるんだけども、ちょっと行

ったら、おもしろい。 

 

堀口：ちなみにお配りした資料の中に… 

 

清野：後で、説明する時間がないとわかんない… 

 

下に降りて… 

 

宇多：こっからちょっとわりぃけど、清野さん、

ちょっとわかんないんで、貝類、凄いあれがあ

るんだよね、今潮が引いてるけども。 

 

清野：これはですね、ホトトギスガイっていうん

ですけども、これが生えるとですね、本当に文

字どうりマット状っていうんですけども、覆っ

ちゃうんですよね。だから、これマットになっ

ちゃてるんです。だから、これ生き物の量が多

ければ良いかっていうと、これがまぁ、いわい
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る大発生をしちゃうので、自分達は増えてんだ

けども、あとのは入っちゃダメよってことにな

るんですね。この中に一緒に生えられるような

ものもあるんで、同居できるものはいいけど、

そうじゃなくて、もっとこの下に棲みたいよぅ

ってものにとっては、排他的になってしまうん

ですよ。あとムラサキイガイだとか、ムラサキ

イガイってのは、ムールガイって皆さん御存じ

ですよね。あれもそうですけども、これもです

ね、棘糸って貝から糸が出てて、これ糸でお互

い絡まりあって海底にひっつくんでマット状

になっちゃうんですよね。インコガイの他にも

タマキビだとかですね、他の物もこれと同居し

てることがあるので、濱田先生は、こういう群

集については本当にプロなので。 

 

TOPIC：生物量と生物分布、その条件。 

 

宇多：それから、今、皆さん何気なくコンクリー

ト面に立ってますが、ふんずけてんですよ、フ

ジツボを。で、フジツボ、この斜面にいっぱい

くっついてるでしょ。で、よく見ると我々のお

尻側の垂直斜面にもいっぱいくっついてるん

ですよ。この平辺ったい面には付いていなくて、

その後ろ側には付いている、なぜでしょう？で、

ここは、今、水がちょこっと溜まってるとこ。 

今、引き潮で、潮が引いてますけど潮が高くな

ると、ここは、波がちょうど来る、だから潮間

帯の生物が今、お話のようにいろんなものが棲

んでいると。そいでね、右の先の方へちょっと

だけ１０メートル行ってもらえる。なんか気が

つきませんか？ ここの今我々が立っている

面と濱田先生が立っている面、あるいはその下、

そうするとこの前下見にいった時は見えたん

だけど、あそこに水門があって、あそこに、ず

っとでかい船が通るわけ。そうすると波が斜に

護岸上にのっかって、しかも、ここ莫大な数の

貝がすんでるでしょ、かけらが出るわけですよ。

それは、ちょうど、湾曲部に向かって絶えずプ

ッシュしてるわけですよ。そいで、運ばれてき

て貝殻というのは、比重の関係と重さの関係、

形の関係から沖合いの方に行くことができな

くて打ち上げられる。だから、こうやって、本

当の砂浜ができてる。これは人間の力ではなく

て自然的な理由でここにできてる。 

 

TOPIC：シェルビーチの形成メカニズムの考察。 

 

宇多：で、一昨日下見に来た時には酒井さんが質

問したんだけれども、ここで魚釣りをしてる。

その人達に言わせるとこの正面が一番つれる

んだって。それは、いろんな生物の死骸やなん

かが、僕の想像だけど、ゆっくりとした水の流

れが、ちょうどここの位置に対応してて、向こ

う側も同様にこっちに集まるんだよ。そうやっ

てこの砂浜が安定的に存在してる。だから、こ

んな人工化された、あんなでっかいマンション

が建つこんなとこにですよ、ミニチュア版の砂

浜があるってどなたも考えない、しかも、周り

にある。 

この景色ってのは熱帯にあるコーラル、珊瑚礁

と、物質は違うコーラルじゃないですけど、同

じようなことでここに集まって、コーラルが島

をつくるのと同じことがおこってるわけです

よ。こんな汚いところで、辰巳の地下鉄に駅が

森の向こうにありますけど、そんなとこに行っ

て何があるのって思うんだけど、実は、僕の目

で見てみると、モルジブの海とかね。あんな高

速道路とかあるけど、頭の中に宇宙観を持てば、

これは何も違いはない。そのように見事にバラ

ンスがとれていると思えるわけ。海岸よく見て

もらうと黒っぽい泥っぽいところと、白っぽい

ところってのは割ときれいに別れていて、その

線より向こうには貝殻は、まずおらないと。そ

うするとあっちはむしろ付着生物の方がたく

さんいるってことは、やっぱり左の方から運ば

れてきた貝殻の欠片が本当にここに集束しや

すいなっていうこととかね。 

 

TOPIC：スケールに依存しない宇宙感を持って自

然現象を捉え、考える。 

 

宇多：今、一番向こうの方が立ってる足下見ても

らうと、手前側はこんなに貝殻がくっついてる

のに彼がたってるとこは何もないでしょ。だか

ら、貝殻が、てか、砂が絶えず擦ってると生物

は付着できない。別にここでやめたってわけじ

ゃないけども、いま、貴方が立ってる辺りも付

きたいやつがおったかもしれないけど、絶えず

波で撹拌されてるもんで、それもできなかった

と思うわけ、ただし、この鉛直の壁面にはフジ

ツボがべったりくっついてるでしょ。だから、



そういうふにして、なんていうのかなぁ、彼等

にしてみれば、もうちょっとこっちに領土広げ

たいと思うんだけど、波の力があってそれが許

されていないそういうふなことが起こってん

だろうとそういうふうに思います。ここんとこ

の生物の豊かさってのは、さっきお話したよう

に鉛直の壁帯では中々だめなんだけれども、左

の方見てもらうと、ゆるやかな斜面にこれだけ

の広いバンド状に膨大な数の貝がくっついて

るでしょ。それに対して、向こう側のやつは鉛

直の壁にくっついてるけど、その総量が全然違

うってのは、見てもらうと良くわかるわけ。 

で、ここに、生物が引っ付いたからいいっつう

もんでもないんだけど、環境、環境っていって

さ、きれいなものをつくるってのが、必ずしも

良いものでなくて、どういう理由でそうなって

るのかってことをよく考えないと、まずいわけ。

このコンクリート面に鯨の絵を描いて環境に

優しいとかね、よくあるわけ、下郎下がっとれ

っていうね。そういう説明が。あの水門にさカ

ニの絵を描くと物凄く良い環境に配慮したカ

ニ水門とか言うわけよ。でもさ、そういうのは

本質的な見方からすると、とんでもなくおかし

いと僕は思う。この上から二段目のフジツボが

べったりついてるとこがあるでしょ、で、なん

で上１０センチはつかないのかなとかね、もっ

とついたっっていいじゃないですか、ね。その

なんでってことが、こんなとこでも、ちっこい

小宇宙だけど、わからないことがたくさんあっ

て、そういうのをちょっと考えたら面白いと思

う。 

もう１個だけ、本当に波が来る時には、三角の

やつの手前側にゴミが溜まってますけど、あれ

は、浮遊したものが、全部打ち上げられるので

確実にあそこまで波が来てるってことですよ

ね。だから、そういう帯状の空間にいろんな物

が満たされていろんなことが起こってると残

念ながら、船が通らないんで面白くないんだけ

れども、そういうことで一旦切ります。 

 

TOPIC：観察と解釈。環境配慮の本質。 

 

清野：皆さん青のりが、今日は生えてます。ここ

の石にですね、石とかこの辺に緑色になってる

のは、青のりです。こうやって毛みたいに毟れ

るんで、これがですね元祖、てか、一番等級の

いい青のりでありまして、ですから捨てたもの

じゃないんですよ。で、青のりって言って今、

アオサをチップにしたものがあるんですが、こ

ういう筋状のものが一番香ばしいんですね。だ

から、四万十川とかでブランドにしてるのと同

じようなやつがここにも生えてるんで。 

実はですね、今の東京でさえ、そこそこの水質

になれば人間が住んでる割と、環境負荷ってい

うか、ある意味では非常に有機物の多い海と川

の境にはこういう青のりが生えるんですけど

も、それこそ江戸の庶民がですね住んでいたと

こっていうのは、自分達の廃水が垂れ流しだっ

たわけで、それが江戸前の海に流れ出て非常に

まぁ肥沃な海ということになってたわけです。

だから、大阪のお好み焼きの青のりも淀川の河

口に本当にたくさん生えてて、それが香ばしい

からってかけてたわけですから、東京でも美味

しいものっていうのは、基本的にかなり人間の

近いとこで、肥沃な海でですね出来てたってこ

とがあります。 

で、この青のりもそうですけども、ムラサキイ

ガイとか、インコガイはちょっとあれですけど、

ムラサキイガイの大きいやつ、これも食べられ

ないわけじゃなく、あと足下にあるカキもそう

ですよね。だから昔は、東京であっても昭和 3

０年代くらいまでは、浜辺とか川辺の人達はで

すね、子どもとか、お母さんたちが、夕方にち

ょっと来てちょっと採ってその日のおかずく

らいはなんとか採れたってのがあるんです。で、

今まで日本の経済の中で、GNP とか、GDP、経

済成長ってのは、お父さんがお給料としてもら

ってくるような数字になりやすいものの成長

率だったんですが、実はですね身近に自然があ

って青のりが採れるとか、カキが採れるとか、

たぶんアサリなんかはいるんですけど。 

で、家庭の中の一日数百円くらいのものは換算

されてなかったんです。で、最近の環境経済学

って分野で自然が残ることで少しでも家で食

べられるものが身近にあるとか、今後何かあっ

た時に食料防災って意味で、全然食料が来なく

なった時に、自然が残っていれば生きていける

ぞってというのもあるんだと思うんですよね。

ここも汚いのりって思っちゃうと、あれなんで

すけど、実はここにあるものは、ほとんど食べ

ようと思えば食べれるんです。それから、フジ

ツボも富士山型の殻の中にですね、カニの手み

たいのが入ってまして蔓脚類って蔓の脚の類

っていううんですけど、これも食べれないこと

はないんです。で、ちょうど学生実習で、濱田

先生の調査で三宅島に行った時にですね、三宅

島の民宿でフジツボが出まして、で、私はフジ

ツボって、なんか図鑑で見て海岸生物なのに、

お椀の中に入ってて、なんだこれは、と思った

らたいていの物は食べられるんですよってこ

となんですね。海岸の民宿とか、居酒屋のおも

しろいのは、図鑑に載ってて食べられるとは、

書いてないけど、おいしいものはたくさんある

ということなんですね。 

 

TOPIC：意外と身近にある食べられるもの。重要



な河口。 

 

清野：せっかくなんで資料を見てください。今辰

巳ってどこなんでしょうってことなんですね。

この大きめの地図、東京都防災計画図ってカラ

ーコピーの A３の、これがですね、辰巳の水門

っていうのが、ちょうどこの真ん中辺です。さ

っき海と川とどっちでしょうって話があった

んですけど、今あの辰巳の水門っていうのが、

今、川の上の方を見てまして、で、この角っこ

のとこに私達は立っってます。そいでですね、

この後、水門の方に歩いて行こうと思いますけ

ども、この水門によって内側が水位が低くなっ

てますけども、水門壊れちゃうと水が入ってき

て、この辺は、ばぁっと水位が上がって水浸し

になっちゃいます。これは、それこそ、東京湾

と都市の中とを隔てるものとなっているわけ

ですね、あとですね、地盤の平面図って、これ

もカラーの図面があるかと思います。地盤沈下

の話って先生方の世代によって違うと思いま

す。２０代の人はあまり知らなくて３０代はぎ

りぎりだと子どものときに聞いたことあるか

と思います。いわいる、地盤沈下と公害、防災

ってのは、知らない先生だとかそういう世界な

んですけども。この地盤平面図、今、私達がい

るところは江東区って書いてあるとこなんで

すけども、このエリアでありまして、すごく低

いとこなんですね。元々ただでさえ低いところ

を、高度成長の時ににですね、地下水をグング

ン抜いちゃったんで、ちょうどお豆腐を鍋蓋で

圧すと水が出ちゃうみたいに、ひゅううってこ

うぶよぶよのとこが、水を吸っちゃったんです

ね。たぶんこの辺はですね、もう全体的に沈ん

でて水門がないとどうなっちゃうかってのは、

こうやって平面的に見てるとわかんないんで

すけども、こういう図面をみるとけっこう凄い

なと思うんです。で、この図面の下の方に断面

図があって、一番下に概念図ってのがあります。

よくですね、社会科の授業の時で、天井川って

川が出てきて、こんな川があるんだぁって思っ

てた子いたと思うんですが、実は天井川ってい

くらでも東京にも他の平野にもありまして、今

私達のいる地面って川の水位より低かったり

することも往々にしてあるんですね。 

で、後程この図面見て頂くと、実は天井川って

いうと、私達に身近にいくらでもあって堤防を

どんどん、どんどん高くしてってるうちに普段

は気づかないんだけど、水面よりかなり低い位

置に人が住むことになったってのがわかると

思います。で、今後ですね、防災っていうよう

な時に防災訓練みたいなことの話もあるかも

しれないんですけども、自分達の住んでる場所

がどういう場所か、とか、こういった役場にあ

るあるような資料ってのは意外に参考になっ

て、こういったことだと教科書に載ってること

で実は地元のこともそうなんだよねってこと

もわかるかと思います。そしたら、じゃあ水門

の方へ行ってみましょう。 

 

TOPIC：東京湾奥の地形と都市機能・防災上の脆

弱性。地盤沈下。天井川の存在。 

 

宇多：そしたら私の方に来てくれる？ほら、タイ

ドプールを見るためには房総の先っちょに行

かなきゃいけないと思うわけですよ。ところが

地下鉄で来れば良かった。東京駅から１５分。

ここよく見てもらうと小さな、なんだろう、こ

れ、僕は老眼鏡かけないと良く見えないけど、

膨大な量のあれが生きてるわね。 

 

清野：アミっていうカニの子どもみたいなやつと

かですね、あと本当に小さな虫みたいな、いろ

んな、まぁ、ここも青のりが生えてて、そうい

う青のりのとこから泡がでてるんですよ、あぶ

くがね。金魚の水槽のとこに藻を入れとくとあ

ぶくが出てくるのと同じで、水のとこに小さい

泡が出てるのと同じで、この青のりから出てる

泡だと思います。あ、すごいですね、貝殻の中

に稚魚が。ハゼとかは、こういう空き缶だとか

貝殻の裏なんかに卵を産むことがありまして。

フジツボが小さいフジツボが、これで水位が上

がって来たらフジツボの富士山の中から手が

出て周りをかきとってることになりますよね。

はいじゃいきましょうか。 

 

宇多：さっき向こうに砂浜があったんだけど、あ

れと同じことがここで起こってて、全員忘れな

いように、この平坦なコンクリートの上に集ま

った貝殻やなんかが、全部ここに集まってまた

小さな物を造っている。ここにクラゲが、あ、

ここにもいる。だから、この平坦面が物凄く生

物が豊かなのが良くわかるでしょ、鉛直の壁と

全然違うと。 

 

TOPIC：護岸傾斜と構造の違いによる生物活動度

の違い。 

 

清野：こういった海岸辺りに生き物が打ち寄せら

れたりだとかすると、今はゴミだとかいってと

っていちゃうんですけども、貝殻だとか、そう

いう生物ってのはお百姓さんが取に来て肥料

にしてました。だから日本の漁村ってほとんど、

元々半農半漁なんですけど、今だと大発生だと

かゴミになっちゃうものは、何かがわいたって

いうと農家の人が駆け付けてああいう貝とか

ヒトデとか採って持って行って畑に撒いちゃ



ったってのがあるんですね。だから、循環型社

会ってのは、とにかく人工物がある自然の中で

いろんなものを有効活用とか、あるわけです。 

 

宇多：あの海岸の橋のたもとに貝殻がしゅん積し

てるでしょ。あれも船が行ったり来たりするも

んで、貝殻がさっきと同じような原理で溜まっ

てんです。そいから、ずうっと向こう見てもら

うと最初に見た、うんと土地利用をやるには、

矢板でばちっと切ればいいというのがあれで

すよ。あれがだけど１００年はもつかっていう

と全然もたない。どんなに厚くても２０ミリだ

とすると、年に１ミリづつ薄くなってくるわけ

ね。 

だから、そうするとメンテナンスってかまたま

たお金をかけなきゃいけないっていうスタイ

ルが起こるわけ。で、ここのところは、最近い

じくったから、こう、もうちょっとゴツゴツし

てるね。矢板に比べたら、もうちょっとましか

なぁって感じね。これカニ護岸かな、わかんな

い。ような感じもする。それで、今は、後ろの

衝立て、水面から７メーターくらいあるのかな、

あれでやろうという考えは減ってきてる。なる

たけ、こういうふうにしようと。だけども、難

しいのはスペースの問題なんですよ、スペース。

ここは、広場がこれだけあるから、まだなんと

かなるけど、あっちのようにぎりぎりまで埋め

立てちゃって、さぁ、その後に干潟を造ってみ

ろといったって、できなくはないんだけども、

あそこから１／１００や１／２００の斜面を

つくりますと、この辺まで来ちゃうわけね。そ

うすると船通れなくなるでしょ。だから人様の

都合でうんっと土地を確保しようとすると、そ

の後の環境の利用というのが難しくなるとい

うことです。ちょっと向こう側へ降りてみて、

これによって守られている側へ。 

 

TOPIC：理想と現実。スペースとランニング・メ

ンテナンスのためのコスト。 

 

清野：ちょっとその前にこれだけ見たいんですけ

ど、さっきカニ護岸の話をしましたけれども、

日本の構造物の中でこういうコンクリートっ

てのがよくないんじゃないかって話が出てき

た時に、徐々にこういう自然の材料を使うおう

という話になりました。それでですね、自然の

材料は使い易いけど、強さとか硬さが不足して

るってことで、それの折衷案の作品ってのがこ

れなんですよ。で、こういうのはですね、凄く

技術思想的にというか、歴史的な作品になりま

して、なんで石が埋め込んであるかっていうと、

コンクリートだけでもダメって言われて、かと

いって石を使えって言っても昔の石組みのま

まじゃだめよってことで、規則正しく埋め込ん

であるってことで、この構造物の心はっていう

のは、そういう過渡期の作品ってこと。で、こ

ういうのは結局、生き物が棲むためにはもうち

ょっと乱積みにすればいいのにと思うんです

が、なぜか、こうきっちりいれてしまうという、

これはですね、土木作業員として日本人のあら

ゆる労働者が優秀すぎるというとこなんです。

なんでもきっちり仕事をしすぎちゃうんです

よ。そこもそうだし、私達がバスから来たとこ

ろも帰り見ると、きれいに勾配をつけてあるん

ですよ。ぺたぺたぺたって固めてて。で、そん

なことするとかえって種がつき難くなるんで

すけど、なぜか固めてしまうっていうくらい、

これもなぜか、きちんと並べてしまうってこと

なんですよね。 

 

TOPIC：コンクリートの中に埋め込まれた、形が

揃い整然と並べられている石。 

 

宇多：それもうちょっと深層心理を分析しますと、

これ公的資金で造ってるわけですよ。要するに

税金ね、その場合造る方に対しては、公務員の

方は、基本的に悪人と考えていい、ちょっとで

もやれば、ルースにずるしてここに１００個石

を使えつったのを６６個しかないとか、そうい

うのをやるやつが山ほどいるわけ。そいで、あ

る一定間隔で、ぴちっとやった方がいいってい

う、そいで清野さんの話のように、どぉおもな

ってちゃうのね。 

 

清野：で、たぶん学校でも会計検査とか、鉛筆２

００本買いましたか？とか、なんなんだってい

うことがあると思うんですけど、そういう日本

って、徹底管理するっていうか製品管理する事

象っていろんなとこにあると思うんですよ。で、

たぶんこれ受け持った人は、適当に入れちゃう

と検査する人に怒られちゃうから、もう一定間

隔に入れて勘定しやすいように、一区画当たり

の石の数とかホント決めてて、できるだけね、

不定形の物だから同じ規格に近い石をですね、

一生懸命選んで、これなら検査のとき怒られな

いかなぁっていうのでやってるってことなん

ですよね。 

 

宇多：だからね精神を学ばないでね、例えば学校

にパソコンが何台っていうと、ぶっ壊れてるや

つでも、１０年前のやつでも、１台は１台。そ

ういうふうにカウントするでしょ。あれは中身

が問題なんであって、ここでも同じような思想

がはびこってるわけです。それの典型例かな。 

 

TOPIC：公共工事と施設管理、本質論。 



 

堀口：ちなみにあの三角のやつ、１個いくらぐら

いするんですか。 

 

宇多：えぇっと、１個、トン当たり２万円だから、

新品で造ったら１個４万円、３万円から４万円。 

 

清野：コンクリートって今私達がいるとこ、いく

らでもあるんですけども、海岸辺りの学校って

昔ね、運動場とかあんまりなかった時、海岸で、

遠足とか運動会やった話ありますよね。で、小

学校○○史とかつくると、海岸で運動会やって

て、これどこの海岸ですかって、今なくなっち

ゃったんですよって、じゃあ、海岸どこ行った

んですかって聞いたら、あのブロックになっち

ゃいましたとかで、手近なとこで工事用の砂を

採って、運動会用の砂はなくなりましたと、そ

ういうことですね。 

 

宇多：もし私らが何かやってみるとしたら、ここ

に土を入れちゃううんだよね。全部、埋めちゃ

う。だってここ木生えてるのね。がんばって生

えてんですよ。良く見ると隙間で。これ登って

きてもらえる、こっちへ。 

 

宇多：堤防で守られてるやつの裏側へきたわけで

す。このさっきの堤防がいかに凄いかって言う

と、あれ、（バットルスタイル？）と言ってる

んですが、５０センチのコンクリートの壁体で、

ズドンっとつったってるわけです。向こう側は

水門だけどね。そうやって守られているのがこ

っち側で、で、この水路はこっち側で、どっか

他とくっついてるんだろうと思うんだけど、ち

ょっとこっち側見てもらいたい。 

 

清野：これは、そこそこの磯です。 

 

宇多：これ、ちょっと乗ってもらうといんだけど

ね、これは、割と最近造ったんだと思うんだけ

ども、鉛直の壁帯だけだと、いかにも、左側奥

見て頂く。あるいは正面でも良いんだけど、い

かんせん直の壁だとうまく行かないわけです

よ。それだもんで、ここは、天然の岩を持って

きて、緩い斜面を造ってるこれが成功であった

かどうかっていうのにはいろいろと議論があ

るけども、これが今、いろんなとこでやろうと

している、なるべく勾配を緩やかにしようとす

るやつの例だと思うんだけども、で、もうちょ

っと左の方へ足を進めてもらって、今日は、潮

が引いてるね。 

 

宇多：で、これ塀の上にのっかってもらいたいん

だけども。 

なんか違うと思いませんか。いや、実はね、こ

れ、上に橋が架かってるでしょ。この橋の下っ

てのは絶対太陽光が来ないとこなんで、なんて

いうかな、生物の、葉緑素でやるような生物は

ここは棲めないわけね、日陰者と言うか。だか

ら、ちょっと、向こう側とここの真下では、ち

ょっと違うでしょ。だから、そういうふうにし

て太陽と、まぁ水面の上下もあるけれども、太

陽との関係も非常に大事でそれらをちょっと

こう連想して頂くといろんなものが見られる

というとこだと思うんですよ。そいで、さっき

あった水門のおかげでこちら側の奥の方は、何

もないでしょ堤防が。 

正面の緑のところ人が歩いてんの見えますが、

たいした高さじゃないですよね、だから、そう

いう意味で、あの水門で水をシャットダウンす

る。シャットアウトするっていうか、そのかわ

り、逆に言うとあれ管理が凄く大変で、だって

閉め忘れたら裁判で負けますから、膨大な量の

影響が出ちゃうでしょ。だから、あれは日夜問

わず非常に神経使って管理しとる。だから、小

学生さんを連れて来て、例えばああいうとこ、

港湾局、東京都の港の事務所なんだけども、そ

ういうとこで、どうやってやってるんですか？

すいいません話を聞かせて下さいってやると、

たぶん喜んで教えてくれんじゃないかと思う

んだよ。そういう全然目に見えないとこで、ち

ゃんと管理している。で、酷いものになると、

いざ台風が来ようと思って降ろそうと思って

も、錆びてて動かないってこともおおいにあり

得るわけだから、電源が切れててモーターが動

かないってパターンもあると思う、で、これは

自然に落ちるタイプを使ってると思うんです

が、ポンプやなんかは、この前ニューヨークの

発電所の問題があったでしょ。ああいうことが

起こってもいいように、ちゃんと発電機を自分

で構えてるって例が非常に多いです。特に水周

りのとこはね。そんなことで、何も気が付かな

いけれども、よくよく見てみるといろんな仕組

みが入ってるということだと思います。そいじ

ゃ、ゆるやかに斜面を登ってバスの方に戻りま

す。 

 

TOPIC：日なたと日陰での生物分布の違い。防災

上重要施設の管理について。 

 

村上さん：・・・・・・ 

 

宇多：あけっぴろげ、あれは、あけっっぴろげ、

船が通ってる。んで、台風１０号が関東へ来ま

す、それと、満潮時とかなんかに見てて、どん

っ。 

じゃあ、この橋の真下に植物が生えてねぇのと



同じように、この真下の海ん中もまたちょっと

違う。 

 

清野：・・・・・スエズ運河の話しとか歩きなが

らで、されると思うんですけども、日本のです

ね、技術者がですね、○○つくってる現場に見

に行って、それで東京ってのをもうちょっと水

門管理をしたらいい、東京だけじゃなく大阪、

名古屋もそうですけれども、だからですね、基

本的に世界史でですね、大きなイベントがある

と、なんか日本の中にもそれに対応したのがあ

って、特に明治時代に造られた水門っていうは、

建造物としてもお洒落なんですよね。あと、カ

ラーとしても、いろんなカラーとか装飾が付い

ていたりだとかいうことで、だから、パナマ運

河の開削とか、そういう運河を造るっていうう

ことで、東京もずいぶん掘り割りを整備したり

だとか、そういうことがあったんです。だから、

運河っていうのは、大きい船を通すというより

も日本の場合には水門っていう技術で、江戸と

か、大阪みたいに掘りわりが元々あるところを

もうちょっと防災度を高めるっていうような

そういうことがなされました。あとさっき橋の

下って話しがあったんですけど、大江戸日本橋

もそうだし、横浜の元町とかもそうなんですが、

なんで日本の川ってこんなに橋だらけで、道路

だらけなんだろうと思うと思うんですが、結局、

橋や道路を通す時に人が住んでるとこを通す

んじゃなくて、川や海を通しちゃえば安いとい

うことがあって、それで横浜なんかも結構寂し

い感じになっちゃいました。 

 

宇多：あれは内情を言えばですよ、建設省の道路

局と河川局がうんっと喧嘩したわけ。そいでこ

の札束の見えねぇかっていうのが道路だから。

そいで、今になってみると、日本橋の上に橋が

あるのは、やっぱりまずかったなぁっていうふ

うに河川局の人は思ってんだけど、当時は、昭

和３９年のオリンピックの頃にとにかく急い

でつくれっていうんで、やっちゃったぁ。残念

でした。 

 

清野：ここなんかも、もう本当にたくさん橋が架

かってて、それが水面からの高さがそんなあり

ませんよね。だから、あの舟運っていうのが帆

掛け舟ってのがなくなっていったりだとか、関

東地方の例えば栃木、群馬のあっちの方まで船

が行ってたのがなくなったのは、橋の発達と関

係あるんです。だから地域に残ってる写真とか

をいろんな人から集めてみると、橋が架かって

どんどん自動車が入って、なんか木炭バスがい

っぱいになって、ていうと、それと相対的に、

もう船がなくなっていくってことなんです。だ

から、船が衰退したことと橋、道路っていうの

は反比例してるってのがあるんですね。で、さ

っき貯木場、有明の貯木場の話がありましたけ

ど、なんで河口域に木が来たかっていうと、ま

さに、船とか筏で降ろして来たんですよ。だか

ら、トラックだとか道路が出来てからは木をわ

ざわざ海辺に集める意味ってなくなちゃった

んですけど、昔は川とか海を使って木を動かし

てたんで、それで有明とか木場にですね、関東

の本当に奥から流してたんですね。だから関東

山地の上の方で切った木を１本づつながした

り、途中で筏にしたりってことで、どんどんそ

れで途中の川岸の都市も発達していったんで

す。それで私、一昨日宇都宮に行ったんですけ

ど、私も改めて知ったのは、宇都宮っていうの

はですね、関東山地の奥の方から切って来た木

をですね、ずっと降ろして来てそれを筏に組み

込むような町が３つも宇都宮市内にあったん

ですね。 

で、なんで宇都宮ってあんな中途半端なとこが

中心なんだろうって、今は鉄道網だと思うんで

すけど、川から見てみると、関東から木を降ろ

して、木を降ろして組み換えるっていうことと、

あの辺の平野のお米とかをですね、積んで降り

るってことだったんですね。 

 

だから、江戸時代っていうのを見てみると、あ

の今の都市がどういうふうに発達してきてか

ってのがわかります。それは、海と川の関係で

非常に重要だっていうことがわかります。さっ

き佃煮の話で、途中からお醤油になったってい

う話をしました。お醤油になったのは、川の開

発がどんどん進んでですね、それで、水が引け

るようになって、大豆を作るってことが、かな

り豊富に出来るようになったのと、それから、

野田のお醤油とか、銚子ってのは、湧水があっ

たりとか、良い水が確保できるようになったん

で、お醤油の産業が発展したんですね。だから、

その醤油を樽に詰めて海運とか舟運とかでや

るってことで。だから、江戸時代ってのはなか

なか画期的だったわけです。で、かなり派手に

ですね。当時も自然を壊してるんですけども、

なぜ今ほど酷くなかったかっていうと、化学物

質がそんなに出なかったということと、あと、

大きく変えても周りの自然が残ってたので、生

物が移動してきたってことがあるんですね。 

 

だからですね、私みたいに生物を研究してると、

いやぁ江戸時代だってガンガンやってたんで

すから、なんて言われるんですけども、それこ

そ利根川つけかえたり、凄いことやってるんで

すけども、今とは規模が違って徐々にやってた

ってことがあったんですよね。 



で、宇都宮の方が言ってたのは宇都宮の子ども

がね、やっぱり昔の、おじいさんのおじいさん

ぐらいの人が筏で宇都宮から木場まで行って

たとかですね。あとは水海道って茨城の人達が、

正月前になると松をね、船にのっけて浅草にも

ってったってことで、親戚付き合いがあるから、

なんかそういう水の道ってことで関東の学校

が交流したいねっていうことを言ってます。じ

ゃあ。 

 

TOPIC：河川、舟運と橋の建設～時代推移、物流

形態の変遷が与えてきた自然環境へのインパ

クト。 

 

宇多：ちょっと待って。スイッチ入ってる？もう

帰るんだけど、ここ典型的な風景なんで念を押

しときたい。これはね、この先にあるグリーン

の斜面は本当はなかったの、あの橋のたもとか

ら、真直ぐな線がみえるでしょ。あれがここま

でズドンっとたぶんここまで伸びてたはずな

のってことは、どういうことかっていうと、人

間にとって環境が良いなとか、水辺に近付ける

なっていうふうにこれ見えるでしょ。だけど、

この下に棲んでたやつにとってみれば、生き埋

めだね、これ。だから、物には常に両面あって

っていうことを良く良く考えてもらいたい、特

に砂浜なんかでこういうのをやってるのがも

のすごくあって、あれはおかしいっていうふう

に言ってるんだけども、それは埋め殺しでしょ

うよ。だから、それは物の両面を見てほしいっ

てことの典型例だと思うんで、最後の風景とし

て目におさめて下さいよ。 

 

TOPIC：人間にとって良好な環境とその陰に隠れ

た生態系・環境の破壊～モノの両面を見る。 

 

清野：最近はちょっと変わったんですけど、しば

らくですね、堤に木を植えちゃいけないってい

うのを、建設省の方で決めてて、理由はないわ

けじゃなくて、木の根がはると堤が崩れ易くな

るとかっていうので、サクラ堤っていう、昔つ

くったサクラ堤は、堤防の上にサクラが植わっ

てて、水面にしなだれかかってるんですけども、

最近、サクラ堤を植えたいっていうと、この内

側に植えて下さいってなんか全然つまんなく

なっちゃうんですよね、で、日本の川だとか海

っていうのはですね、例えば、ここの斜面もそ

うですけど、なんか規格化されてきちんと、な

んかいろんな細かい決め事があってですね、そ

れを全部守ると、不自然てかつまんない景色に

なっちゃった、てのがあります。こういうとに

ある土もてんこもりにしてあるんじゃなくて、

きちっと、ぴしっと積んであるっていうのは、

こういうふうにしとけば量れるからからです

よね、だから学校で・・・・・・ 

 

清野：○○からですね、砂を吹き上げるって方式

をとったりだとか、あるいは元々ここの地盤の

下の方に貝殻の溜った層があってそれを掘っ

ては上にあげてるってことがあるんで、元々海

に溜った地層の材料だってことがわかるとお

もいます。 

堀口君、堀口君、どっかでまた、堆積層の説明

をするとかいってなかったっけ。じゃあ、その

時はまた。 

 

清野：・・・親しむとかいうことでですね、川の

堤防の上に今私達が歩いた、ふかふかのクッシ

ョンっていうか、散歩する人とか、ジョギング

する人が膝を痛めないようなクッション材を

轢くことがありまして、なかなかこの辺の景色

ってわかってくると、いろんな工夫とか、いろ

んな欲望を叶えてるようなことで不思議に思

うってことがあるわけですね。 

 

宇多：こっち近道があると思う、あそこ。 

これほら、歩道の角が落ちてるでしょ。今こん

な説明しちゃいけないんだろうけど、これは物

凄い杭を打ってるから周りのところが、ふにゃ

ふにゃして、あの、こういうふうには作りませ

んのでね。そうそうそう・・・・・ 

 

※バス移動中 

清野：外に出たらヨットが帰れないとか、そのく

らいで済んだんですけれども、水門護ってる人

はもうダメかと思ったくらい潮位が上がって

います。それで、実はですね、今年は気象庁が

観測をはじめて以来、一番潮位が高いです。地

球温暖化なのかどうかというのは、濱田先生が

詳しいと思いますけれども、とにかく海面があ

がっているというのは確かで、そうなると堤防

の設計だとかいうのは見なおしというか、見な

おしても限界があるので、低いところに住んで

いる人はごめんなさいという時代がそのうち

くるんじゃないかということです。 

東京都というのは、今みたいな形でものすごく

がっちりした堤防を作っていて、行政的にもき

ちんと海岸保全区域というのをかけているの

ですが、横浜はですね、そういう風にするとな

んかがちがちになっちゃうからということで、

みなとみらい地区だとかにはあまりごつごつ

したものを作りたくないということで、防災上

のランクを下げています。だから海辺に近くて

確かにいい都市なんですけれども、なんかあっ

たらごめんなさいの対象になっていまして、す

ごくおしゃれなところとお金の無いところと



いうのが今後厳しいのかなということです。 

東京を護るというか、災害から護るということ

で、徳川家康の時代からの集中投資というのが

すごくてですね、それにも関わらず災害には脆

弱な都市になっているのですけれども、元々は

ここまで住んじゃいけないんじゃないかとい

うくらい、無理やり防災の安全度を高めようと

努力しているので、ちょっと今は有る意味では

ピークなのかなという気がします。今後、地震

がきたり海面の上昇があったりすると、どこま

でこの都市が維持できるのかというと、かなり

厳しいんじゃないかと思います。 

 

TOPIC：都市形成と災害対策 

 

※河川上通過中（荒川） 

清野：それから浚渫をしていますね、川の中にグ

ラブ船が入っていて砂をとっています。ここで

ですね、河口のところに砂がたまるので、それ

を掘るんですけれども、掘った砂はどこへいっ

ちゃうんだろうというと、さっきみたいな埋立

地に使う場合もありますし、それから東京湾岸

とか国内で埋める材料として東京湾の外へ出

て行くとかもたくさんあります。多摩川の河口

だとか荒川の河口で掘っている土砂というの

は、今あの第二関空といって第二関西空港をま

た、もういらないんじゃないかと思うんですけ

れども、まだ作ってまして、そこに持っていっ

てるみたいです。 

これからいく葛西の臨海公園はですね、ああい

った浚渫土砂を使って人口干潟を作るという、

大実験が行われた場所でもあります。もともと

ですね、川が運んできて自然に溜まったところ

に干潟というのができるわけですけれども、そ

れを人間がゼロから作ったときにどんな風に

生物ができるかとか、そういったことを試しや

ったという場所になります。 

 

TOPIC：浚渫土砂、人口干潟 

 

※葛西臨海公園入る手前 

清野：あまり意識しないと思うのですけれども、

今から葛西臨海公園に入っていくときに、築山

みたいなものを通ります。周りに木が生えてい

て、これがまさか堤防だと気がつかないように

なっているんですけれども、実はさっき宇多さ

んが僕だったらここに土を盛って云々といっ

ていたんですけれども、本当にこれは、ここで

はやっています。つまり、さっきの辰巳水門み

たいな状態になると、景色としてあまりにも

物々しくて、公園としては台無しというか、舞

台裏がそのまま見えているような感じになり

ますよね。葛西臨海公園を作るときには、今私

達がいるところまでは陸として護るんだけれ

ども、今、道路をわたった築山から向こうの土

地、水族園のある土地は高潮がきたとき護らな

いという決断をしてですね、それで海辺に近い

ところに高いものを作らないようにしました。

それで、徐々に坂道を登っていっているんです

けれども、もともと埋立地だから平らなところ

のはずなんですけれども、ここにものすごい幅

広のですね、堤防を作っています。それで右手

には公園があって、その下にいろんな硬いもの

が埋め込んであって、万が一ですね、津波級の

ものがきたときには、ここの公園のところはご

っそりやられちゃうんですけれども、その裏ま

では水がいかないようにという工夫をしてい

るわけです。 

 

TOPIC：災害に対する考え方 

 

※葛西臨海公園駐車場 

清野：道路の舗装の間のすきまの生物をですね、

税金でお願いして剥ぎ取っているという光景

があります（笑）。 

 

宇多：だんだんいいところへ動いてきましたので、

気分はだんだん今日の青空みたいになるはず

なんです。基本的には、そういうコースで作っ

てますから。 

 

※葛西臨海公園マップ前 

清野：ここはですね、葛西の臨海公園ということ

で、さっきお話ししたように、東京湾がずっと

埋め立てていくなかで、まず最初に横浜がいっ

ちゃって、川崎とか千葉と言った中で、ここが

ですね、どんどん死守するべきみたいな話しに

なって、それでですね、公園として整備するこ

とでなんとか海として残そうと、開発と保護の

妥協線みたいになったんですね。ここで渚を作

って二つあります。二つある心はですね、一つ

は人のための渚ということで、今日いきますが、

橋をかけて人が入れるようにしています。ここ

は（※二つ目）わざと橋をかけないで、鳥と貝、

生物のための渚ということで、人がいけなくし

てあります。だから、二つつくって一つは人間

のために、一つは生物のためにというコンセプ

トで、それで二つのものが並んでいるわけです。 

それから河口の保全、干潟とか葦原みたいなも

のをここに再現するということで、蓮池とか、

淡水の池、汽水池ということで、これはあの公

園的に設計して、潮が入るものと入らないもの

というのをやりました。鳥類園もですね、干潟

を埋めたことによって、とにかく失われた自然

を、ここの空間、この看板一枚のエリアの中に

凝縮するという箱庭的な発想というのがこれ



でありまして、東京湾の少しでも環境をスポッ

ト的に残そうというようなコンセプトでいろ

いろ工夫して設計されています。好きか嫌いか

というのはいろいろとあるんですけれども、工

夫はしてあるというので、かなり頑張ったなと

いう感じがしますね。 

 

TOPIC：開発と保護の妥協線。箱庭のような実験

地～葛西臨海公園。 

 

宇多：昔の海岸線がここだよね。ここが全部埋め

たわけだ。今、われわれはここをこういって、

こんな風にいって、さっきの話しでいうと、橋

を渡ってこの島へ入りまして、多分こっちの端

までいって、こんなこと戻って、こっちいって、

こんなことやって、帰ってくると、他寄っても

いいけど。そんな部分で動きます。今、真正面

から陽がさしているというのは要するに背中

が、こっち側が北なんで、東京湾の形を思い出

してもらうといいんだけれども、この位置でみ

ると西、南にうんと開いている、だから水平線

が見えるような感じで、行ってみると海だなと

いう感じがします。 

 

堀口：これ、なんで臨海公園と海浜公園と二つあ

るんですか？ 

 

杉本先生：臨海公園というのは葛西特有なの。港

湾局では臨海公園という名前はないの。海浜公

園と埠頭公園しか。葛西だけが葛西臨海という。

臨海公園というと違う、港湾局に怒られちゃう。

正式名称ではありませんと。葛西だけなの。葛

西臨海公園という固有名詞です。 

 

TOPIC：名称設定に見る行政システム。 

 

宇多：臨海なんていうと、臨海学校みたい。 

 

清野：海上公園とか、海浜公園というのは、港湾

ってさっきおっしゃっていて、東京港の中なん

ですけれども、ここは河川といって、海岸の中

でも管理している人が違って、そういうちょっ

とした差をいろいろこだわることになって、ア

イデンティティーを。。。下水処理場ってさっき

の有明もありましたよね。だからあの河口域の

公園に行くと、下水処理場というのがいろいろ

とあって、いろいろというか必ずっていうほど

あってですね、今度千葉の方でこういう施設を

作るときに、野鳥の人達との合意の中でですね、

下水処理場つくったときの水を海に出さない

で、こういうところにひいて、葦原だとか、淡

水池みたいなところを通らせてですね、それで、

汽水域の水源として下水処理水を使おうとい
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うような、そういう考え方も出てきています。 

多：今のところ処理すいは濃度 20ppm とか言っ

ているけれども、実際は手をつっこんだらやば

いね。病原性大腸菌、大腸菌じゃないや、クリ

プトなんとかかんとかさ、いろいろ、忘れちゃ

ったけど、ああいう奴がものすごく濃縮した形

で、なぜかというと、昔はのっぱらに撒いて紫

外線で殺菌したんだけど、これ、暗いところで

処理するでしょ？ 薬をぼんぼこぼんぼこ入

れるだけだから、はびこっちゃうんですよ。だ

から下水処理場の人は、あの水で金魚なんか飼

っているけれども、あれは見世物であって、自

分で手をつっこんだりはしない。 

野：なんかあの、東京ディズニーランドの経営

者のところに釣り人が押しかけて、この水飲ん

でみろっていったら、青い目の管理者の人が、

ゴクリと飲んでみましたが大丈夫でしょう

か？ とかいって、、、（笑）とにかく、そうい

う意味で都市と自然という意味では代表的な

ところです。 

OPIC：下水処理水とその利用。 

浜に向かっていく途中（臨海学校の建て看板あ

り） 

野：学校でですね、臨海小学校でコスモス畑を

作っているんですけれども、学校ビオトープと

かで先生の意識が変わってくると、同じ種類を

ブワーっとこう撒いちゃうというのがなんと

なく違うんじゃないかという、例のケナフの話

しと同じでですね、それで元々学校の周りに生

えていたお花の種をとって育てて、ばっとここ

までは広くなんないんだけれども、一つその生

態系を復元するというようなプロセスに少し

ずつ変わってきてます。こういう園芸植物も楽

しいし綺麗なんで、これはこれでっていう感じ

ですね。 

OPIC：多様性の実践。 



※橋を渡る手前 

宇多：海に向かっておりてきたでしょ？ かなり

風が強いのは、陸地の方が急速に暖まっている

もんで、こっち上昇気流でどんどんあがってい

っちゃうの。それに対してこっちから、吹きこ

んでいるわけです。この風が、あとで説明しま

すけどいろんな作用をもたらしている。それか

ら、正面に見えてきた三角の屋根の辺が、いわ

ゆる西渚というやつですよね。もうちょいの距

離に来ています。 

 

宇多：荒川といったら隅田川と分かれている川だ

と思うかもしれないけれども、今から 300 年ほ

どまえに利根川東遷事業といって、利根川を太

平洋に直接流すようにもっていったと。それ以

前は、今の利根川の本流の流れはこっちに入っ

ていたので、このあたりはいろんな川がじゃか

じゃかじゃかじゃか流れ込んでいて、川の土砂

をどんどんここに流し込んでいたわけですよ。

そうやって、かなり長い間この辺にはさっきい

った柔らかい土がたまっていたわけです。それ

で、今、この塔のところにあるのが橋で、ここ

はさっきの話しのように埋め立てた。もともと

海の土地なんで埋め立てていると。従って、ど

ういうことが起こっているかというと、まず入

門編でね、橋を渡るときにね、変なことに気が

つくはずなんだな。えっと、橋というのは、非

常に縦に長い杭を打って固定しているんです。

だから、沈まない。ところがこの土地はゆっく

りと沈んでいるので、接点が妙な具合になって

いるでしょ？ これ。なんだかわざとこういう

風に作ったように見えるかもしれませんが、こ

の 30cm くらいの段差というのが、我々が立っ

ているところが沈んでいます。 

左側奥に見えるのがディズニーランドで、今日

終わってから行きたい人は、あれが、なんかホ

テルとかあるんですよね？ 

それで、ちょっとここに右側にこういう看板が

あって、何か書いてある。ちょっと見たらいい

かもしれない。ここにいる生物やなんか、説明

かなんか。 

 

TOPIC：地盤沈下の痕跡。 

 

清野：アカクラゲですね。アカクラゲというのは

本当にパラシュートみたいに赤いきれいな放

射状の模様が入っていてですね、きれいだきれ

いだといってすくうと大変な目にあう。だから

危険な生物って書いてあるんですけれども、こ

れはですね，昔、粉末にしまして忍者が逃げる

ときにぱっと投げてくしゃみが止まらなくて、

目がチカチカするという本当にですね、九州の

人達は忍者のためにこれをとって粉にしてい

ました。 

アカエイはですね、河口域に住んでいて本当に

座布団大のすごい大きい、マンタみたいなのが

いまして、別に沖縄にいかなくても東京湾でも

こういうものはいるわけです。干潟に寝ていた

りするんで、そのしっぽに刺が生えていたりす

るので危ないです。 

イシガニはただハサミが強いということで毒

じゃないんですけれども、子供の人だとざっく

りやられちゃうということですね。 

葛西はですね、アカテガニといってですね、陸

から海に降りてきて産卵するカニが一匹見つ

かったというのでですね、去年ニュースになっ

ていました。木更津にはたくさんいるんですけ

れども、ここにも一匹見つかったというので、

本当に良かった良かったと。サルカニ合戦のカ

ニです。カニらしい赤くて、負けん気の強いカ

ニです。ここはそういう意味で東京湾の残され

た自然です。 

それでこれはですね、この木っていうのは良く

見ると何かに似ていると思いませんか？ こ

のお花。このお花はですね、ハマボウという名

前なんですが、学名がハイビスカスハマボウと

いいます。ハイビスカスの野生種みたいなもの

で、日本の汽水域で大体東京とか千葉あたりが

北限です。これはですね、本当にハイビスカス

の仲間でありまして、シーボルトさんがですね、

日本にきたときにスケッチをしてですね、命名

者はシーボルトさんです。だからシーボルトさ

んはオランダの人でしたっけ？ あの人が持

っていた図面の中にこの花のスケッチがある

んですね。海岸の子供達がこれを植林したりと

か、そういうことでコスモスではなくてこうい

うものを植えたりしています。元々日本の河口

の生物です。海辺の、他の植物が好きじゃない

ところに生えています。 

 

TOPIC：葛西臨海公園の動植物～アカクラゲ、ア

カエイ、イシガニ、アカテガニ、ハマボウ。 

 

※橋の上（下の護岸を見下ろして） 

宇多：さっきと同じような作りをしているのだけ

れども（護岸）、生物活動は非常に悪いです、

ここは。何故だろう？ 下の捨石の大きな岩の

周りはあるんですけれども、この平坦面がまず

い、非常にまずい。これは何故かというと、ち

ょっと高さが高い。それからここのところは非

常に、水路状のところは、船が通るわけでもな

いし、波が立つにはこの前の島が邪魔している

んで、ここを波が洗わない。だから、耐えず新

しい水の循環が起こらなくて、生物活動が非常

に悪くて、さっきのところの方が藤壺やなんか

がすごかったでしょ？ これは覗いてもらう



と全然ダメなんです。だからなんていうかな、

水辺の近くにあるからいいだろいうという設

計をしちゃうと、非常にマズくて、実は微妙な

高さをどうセッティングしたかというのが、死

命を制しているわけです。上の方の石を貼った、

花崗岩を貼ったやつは、ただ、あれだな、歩道

と同じで意味が無い施設で、だから外海に面し

ていて波があるだろうと短絡的に考えるのが

間違っている。だから、人間がいかれない干潟、

向こう側の島、東渚に渚が今、露出しているの

がわかります。残念ながら今日は行かれないけ

れども。で、もうちょっとまっすぐいってみま

しょう。 

 

TOPIC：護岸の設置条件による生物活動の差。 

 

※橋を渡るところ（東渚の方を見て） 

清野：野鳥など保護区域って書いてあります。野

鳥だけ保護するのかという話しがあって、「な

ど」と入れておくと他のあらゆる生物、カニや

ら何やら、、、非常に行政的なんですが、「生物」

というといまいちシンボルとかじゃなくなっ

ちゃって、野鳥などです。あそこに、砂を入れ

て風で飛んでミニ砂丘みたいになっています。

また近くに行くと分かると思いますけれども。

そういう意味で人工環境も見方によっては面

白いです。 

 

※橋を渡るところ 

清野：そしたらですね、当時作ったときにそのま

まもう入れればいいじゃないかという話しも

あったんですけれども、なんかやっぱり囲わな

いと不安というか、どこに流れていっちゃうか

分からないというのとですね、さっきブロック

のところで説明がありましたけれども、一応公

的資金で作ると管理上の問題があって、放って

おいてどこかに流れましたというと、皆さんも

教育者で、あのこれも備品の一種です。備品と

か施設ですね。だから石がどこかいっちゃった

とかですね。 

こういった浜辺○○もですね、それからレスト

ランなんかも管理者の方に許可をとって置か

せてもらっているんですけれども、この渚はで

すね、東京都の建設局の下線部が港湾局に置か

せてあげてて、申請書を出して渚を置かせてく

ださい、置かせてあげますといって、置いてあ

るところです。 

 

※浜辺に下りてきて（概況説明、水循環、粒度） 

宇多：ちょっとここで説明するかな。えっと、今

は潮が一番引いている頃で、実は一昨日来たと

きはそのカップルの後ろの岩がありますけれ

ども、あの辺りまでぬれているところがあって、

あそこが汀線だったんです。それで、全体状況

をお話ししなきゃならない。これは人間が作っ

た砂州なんだけれども、人間が出入りしている

ところは観察するのはあまり面白くない。人が

いたとかいないとか、ハトがいたとかそういう

話しはマンガっぽいから、そんなもんで、人が

集まるところは清掃しちゃうから面白くない。

だからちょっとご足労だけれども、向こうの方

へ歩きながらいって、端っこの突堤までいって、

植生帯のところを眺めながらこっちへ戻って

きて、それからこっちへいって、ぐにゃぐにゃ

ぐにゃっと曲がって帰るというそういうコー

スでいきたいと思います。それで、まず最初に

それじゃあせっかくだから、浜辺へおりましょ

うか。 

 

宇多：まず、砂浜っていうけど、ご覧の通り砂浜

といったって、そう簡単じゃないわけよ。何故、

ここからここの辺までは貝殻片があって、そこ

から上はもっと細かい砂になっちゃうんだろ

うとか、また向こう側には貝殻片が集中してい

るでしょ？ それから、そういう風にここのと

ころの材料は砂浜と一口に言うけれども、粒の

大きさがいろいろでありまして、そこの中に莫

大な数のバクテリアが住んでいて浄化をした

り、あるいは動物が住んだりしているわけです。

それでちょっと見てみると、ここのところを境

に、なんとなく、ここの線を境に左側がじゅく

じゅくしていて、右側が乾いているでしょう？ 

これは何かというと、右側は斜面になっていて、

この中に潮が高いとき大量の海水が入ってい

るわけです。それがゆっくりと潮が引くたんび

に、ここのところから出ていっているわけ。だ

からこれは目には今見えないんだけれども、こ

ういうでかい循環というのかな、そういうもの

が起こっている証拠なんですよ。だから左側が

じゅくじゅくしているのは、絶えず少し、良く

見るとなんとなくにじみ出ているというのが

見えるわけです。これが、さっきいったコンク

リートの、今朝の最初見たでしょ？ バチって

切っちゃったあの水を遮断したやつのあべこ

べの姿を今、我々は見ているわけです。で、ち

ょっと向こうへ歩きながら、貝殻が非常に綺麗

なやつがおっこっていますので、向こう側へ歩

きながら説明します。 

 

TOPIC：陸と海のインターフェース、インタラク

ションの存在。有明との対比。 

 

※浜辺を歩きながら（リップルの前） 

宇多：ちょっとタンマ！ これを映してくれる？ 

あのね、海の底って真平らと思うかもしれない

けれど、波のさ、波が沖の方にたっているでし



ょ？ あれのモーション、運動があると、それ

によって下の海底面が動くわけです。これは、

リップルといって、小さい波打っているのがあ

るでしょう？ これは波の力がこういうもの

を作っているんだけれども、実はもっとでかい

スケールでこれの何十倍もでかいやつが沖に

あるじゃないですか。なんで、そこに大きな島

があって、隙間があって、また向こう側にある

でしょう。隙間があって、またあって、隙間が

あって、というのはこれは飛行機かなんかで昇

って見てもらうと非常に綺麗に見えまして、こ

れが何故あそこになきゃいけないのか？ と

いうのがちゃんと説明できないです。何故あそ

こに開口部があるのか？ 開口部があると水

が沖に流れ出ていくんだけれども、そういう状

態についてはわかるんだけれども、なかなかそ

の何故というのか、分からないことがたくさん

ある。これは自然の造詣の一つで、水でできた

やつ、これを良くみておいてください。あとで

風でできたやつがまた浜辺の奥にあるので、ま

あ、こんなものがあるということを見ていただ

ければと。 

 

TOPIC：リップルとその形成要因。 

 

※浜辺を歩きながら（満潮時の汀線付近、木杭周

辺にて） 

宇多：ちょっとこっちへすいません。ちょっと高

いところから見てみる。今は、干潮時なんで海

は向こうにいっちゃってますけど、ここに今貝

殻がたくさんたまっているところは、満潮時に

はここがちょうどちゃぷちゃぷやっていると

ころで、横を見てもらうと、ず～っとこういう

線がついているでしょう？ 左右。それで、こ

このところまで波が打ちあがってきていると。

だから、かなり広い範囲が空気中にさらされた

り、水に潜ったりする。これも非常にいいわけ

ですな。酸素の供給がなされているから、それ

でここの線を持って海岸はおしまいというの

は、ちょっとウソっぽくて、実はここのところ

からちょっと右の方でもおかしなことが起こ

っているわけ。おかしいというのは面白いこと

が。それは、この中にたまっているたくさんの

砂のうちの細かい粒のもの、だいたい 0.1mm と

か 0.2mm とか。本当に小さなものはこの風が吹

くと陸の方へ飛んでいくわけですよ。これはも

っと台風が強いときには激しく飛ぶので、それ

は飛砂といって、飛ぶ砂と書くんだけれども、

それはここにある砂、だから、ちょっと行って

触ってもらうと分かるんだけれども、この砂は

足の裏で触ったときに感触が全然違う。本当に

さらさらの、ね？ だからこの砂はここへ今飛

んできている。不思議なのはその後ろ側、先生
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の裏側、足いったところ、妙ですよね？ この

太い丸太の周りにはどうして大きな粒の石こ

ろがあるんだろうか？ これは絶えずこの木

と木の間を風が吹きぬけているんで、細かい砂

が、ここにいつくことができない。後ろへ飛び

ぬけていっている。だから飛びぬけた跡が黒っ

ぽく残っていて、ずっと内陸にいっているわけ。

それで後で説明しますけれども、このオヤ？側

の植生帯のところのお山は、この風が絶えず、

これは人間がせっかくつくったんだけれども、

絶えず陸の方へ、陸の方へと吹き上げられてい

るという証拠なんです。今現在、この風が吹い

ているでしょ？ これが多分夏の非常にしゅ

っしゅと吹いている風の方向で（※浜から陸）、

それによって、こんな風にこう、風が吹きぬけ

ていますというのが見えるわけです。それから

今朝の話しは後回しにして、これから貝殻拾い

をやるんだったら、満潮時のこの線に沿って歩

くと、きれいな貝が拾えるかもしれないので、

下を向いて歩きましょう。やっぱり楽しみとい

うか、これが何か？ というのは、皆さん濱田

先生と清野さんがいるから、聞いて見ましょう。 

OPIC：潮汐と漂砂、飛砂、その仕組み。 

浜辺を歩きながら（濱田先生貝の説明） 

田：えっと、貝はたくさんあるんだけれども、

結果としてここは人工的に貝を撒いているん

ですね。撒いているというか、実はこれ、韓国

が多いんだと思うんだけれども、中国あたりか

らもきます。で、ここで実際に発生してってい

うサイクルはほとんどないですね。だから、潮

干狩りをやっても大きいものは 2cm くらいで、

2、3 年でおしまい。だから大きいものがない、

ほとんど。九州なんか行くと、5cm から 10cm

の大きな貝がいる。 

これはアサリという貝ですね。その他にもこれ

はシジミの仲間、○○○ですね。あの、アカガ

イの仲間。食べられます。これは非常に身が多

いんですけれども。それからこれはマテガイ、

これはアサリの 1 年たった、これはシジミ。シ

ジミは海と真水と両方あります。というので、

非常にここは貝が貧相なんですね。非常に種類



が少ない。かけらがたくさんあってすごいなと

思うけれども、実はそうではないということが

わかります。その他に何分の一かの確率で凄く

少ない種類もありますけれども、それは滅多に、

二枚貝とかマテガイの仲間ですけれどもね、そ

ういうものです。というので、これはかなり単

純群集であって、湾の一番奥にある特殊な生活

形態を表しています。 

これはちょっと別で、これは鳥の羽なんですけ

れども、みなさん鳥の羽はご覧になったことが

あるかと思いますけれども、これはオリバネと

いって風切り羽の一部分です。どうしてこれが

風切り羽かというと、これは非対称。軸があっ

て、両側が対称になっている。これはしっかり

結びついているから、これは顕微鏡で見るとお

互いかみ合っている。で、隙間がない。これが

空気をこうやって出すという仕組みであって、

鳥はこれを含めて五段階、一本の毛からはじま

ってこれまで個体発生を繰り返します。系統発

生も繰り返します。というのが今、中国の 2000

体以上の化石からわかってきたということが、

今研究が進んでいる最中です。これは化石の話

しです。 

 

TOPIC：貧相な貝の種類。鳥の羽。 

 

※再び浜辺を歩きながら（汀線の形態の説明） 

宇多：じゃあ、ノロノロと貧相な貝殻を見て歩き

ましょう（笑）。 

ここは、いじくっちゃってるからね～。あの、

ごみの先だったけな？ 良かったところは。も

うちょっと歩きましょう。凄い浚渫しているね、

あれね。 

タンマ！ ここ、誰か歩いた跡があるでしょう。

あのバックの前ね、良く見てもらうとね、こう

いう風に満潮時の渚線が前にでていると思い

ません？ ゴミの後ろ、ゴミの前っかわ。こう

でて、またへっこんでいるでしょう？ それは、

あの島の後ろで膨らんでいるように見えませ

んか？ 島の真後ろで、大きく膨らんで、ああ

いう島と島の間がへこんでいる。これは何かと

いうと、浜辺に見えているものが渚線、汀線と

いうのですけれども、これの形というのは、水

の中の海底地形をちゃんと感じているという

のが良く分かるわけです。これね。 

あそこのところでゴミ片付けているね。あれの

向こうにいきゃ、ある。 

 

TOPIC：ビジブルな地形、渚線・汀線とインビジ

ブルな海底地形との関係。 

 

※汀線際の小さな水の流れの跡 

宇多：これ、綺麗だね～。また、いや、綺麗な模

様があるからと思って。いや、これほらあの、

なんていうかな、ゴビ砂漠、中国のあっちの山

の中、ヒマラヤ、チベットの方の山脈から水が

沸いている風景に近いよね。衛星からとった写

真。これ、ようするに地下水が本当にちょっと

づつだけど、ここのところから涌き出て綺麗な

川になっていくという、だんだん小さな川がで

かくなっているという様が良く出ているよね。

今、戻っている最中。潮がきたらまた消えちゃ

うんだけれども、非常にきれいな。。。 

 

TOPIC：地下水のしみ出しが小さな流路を編み目

状に作る様子。 

 

清野：さっき貧相な貝、貧相だといっても、小さ

な生まれたばかりの貝というのは、ちょうどこ

ういった砂浜の波打ち際といいますか、境界の

ところでたくさん発見されています。それで、

日本の海岸はこれだけ埋めちゃってから、こう

いうところは大事だと 

いうのがやっと研究されてっていう順番なの

で、矢板だらけでいまさら遅いところが多いん

ですけれども、こういう風に水のしみだしがあ

るところだとか、あと波で吹き寄せられるとこ

ろに貝の子供が集まってきて、そこが非常に他

の○○生物だとか物質も集まってくるんで、い

い環境だというのがわかってきています。 

ちょっとですね、こっちで分かりにくいかな？ 

干潟表面にですね、うっすらと緑色になってい

るところが見えたりするんですが、ちょうどで

すね、この辺のあぶくも緑色ですよね。これが

ですね、珪藻です。だから、内湾の奥というの

は、珪藻という植物プランクトンがもの凄い量

がわいてですね，青汁みたいな状態になってい

まして、それを貝とか藤壺とかが吸収したりと

いうことで、どんどんとこう、植物プランクト

ンがわいて、それを動物プランクトンが食べて、

というようなサイクルになっています。だから

こういうあぶくみたいなものも、汚いとか言う

ものだけではなくて、有機物が固まったものと

か、その中に珪藻が広がっていたりとかします。

今日こうやって、お天気のいい日は干潟の上の

珪藻というのがワーっと増えています。だから

植物の細胞分裂の状態が、ワーっと干潟の表面

で起こっていて、海藻として生えているものだ

けじゃなくて、単細胞のものもワーっと増えて

いくんで、やっぱり陽の光を浴びて干潟もどん

どんこう、植物が育っているというのが、顕微

鏡なんかを持ってくると○○○（※良くわかり

ます？）。 

 

TOPIC：干潟表面の珪藻。植物プランクトンと動

物プランクトン。 



 

※浜辺を歩きながら（波の伝わり方） 

宇多：ちょっとだけ。そこは非常に綺麗に波が入

ってくるのが見られるので、沖合いの波は一つ

の方向から来ているんですけれど、水深が小さ

くなるとスピードがゆるくなってみんな手を

つないで、運動会で外側の輪のやつはうんと速

く走って、手前側はゆっくり歩くというその論

理でこういうように動いているわけです。ちな

みにこれは海の凪の進行速度というのは津波

が一番速くて、だいたいジャンボジェットとお

んなじです。海外旅行にいくときに、チリとか

いくのは 24 時間飛行機にのっているでしょ

う？ 秒速すると200mなんです。ルートghで、

g が重力加速度で、水深 4000m だから、計算す

ると毎秒 200m。それがちょうどジャンボジェ

ットと同じで、ああいうスピードでドゥワーっ

と太平洋を越えて、ここにもきてもいいんだけ

どね、津波というのは伝わるわけです。それじ

ゃ、向こうへぼちぼちいって、あのゴミのあた

り、ここのあたりまでしか清掃してないでし

ょ？ それから先が多分いいと思うんだよね。

多分、我々にとっちゃ。 

 

TOPIC：津波の進むスピード（200m/s）。 

 

清野：濱田先生はだいたい打ち上げ帯のところに

良くおられてですね、濱田先生はああいうゴミ

の中からだいたい標本を拾われて、たくさんの

研究論文を書かれておりまして、ああやって、

濱田先生という人もああいう人で、その一群が

あるいていると帰りの電車が臭かったという

（笑）。底引き網のゴミとかが、漁村の片隅に

積んであると、そこはもう貝類学者の宝の島で

ですね、ゴミムシみたいに寄って貝を拾ってい

るという。。。博物学者の人って、いろんなもの

を拾って集めるという習性があって、私もあの

ゼミの時に濱田先生がいろいろとあの拾って

自分が持ちきれなくなると、こういうリュック

を勝手にあけて入れてねとか言って、あの、動

物の死骸とかですね、なんかイタチの死んじゃ

ったやつとか、ネズミの骨とかいろいろと入れ

られて、断りきれなくて、いや～、なんか恐ろ

しいなと思っていました（笑）。退官されると

きに荷物の整理をみんなでしていたら、骨とか

なんか、いろいろとごろごろでてきて、更に泥

棒が入ったんですけれども、何も盗まれずに出

ていったというので、大事なものがたくさんあ

るのにね～、と先生はなんだかんだと笑ってい

て、普通の泥棒は全然、、、入った先が悪かった

という。元祖博物学者というか、元祖というか

最後の博物学者というか。 

 

宇多：これ、これ。マテガイですね。 

 

清野：博物学者がいるあたりをこう、標本的にお

いしいものがあるんじゃないでしょうか。 

 

※浜辺を歩きながら 

宇多：こっち、こっちこっち。こちらへどうぞ～。

これ、ここのゴミの話しと、これは清野さんや

ってくれるといいと思うね。ゴミの話しはね、

今見てもらうと分かるけれども、純粋に有機物

だけ、つまり木の根っこやなんかだけだったら、

ここへ置いておけば腐っちゃって、またそれを

食うやつがおるんでいいんですが、このプラス

チックが入っているわけですよね。これが最大

の問題で、焼こうと思うとダイオキシンが出て

しまう。それで海外へ行ってみると、こういう

風にゴミがものすごくあるのは、東南アジア、

日本も含めてここの特有で、特にこのプラスチ

ックとか缶があるというのは、イギリスとかア

メリカとかいったらほとんどない。それくらい

だけれども綺麗なんです。それは綺麗にクリー

ニングしているのもあるんだけれども、どうも

日本は大量の人間が平野に住んで、川に投げ捨

てる、投げ捨てるというか、川から入ってきち

ゃうんですね。そこのところが他の国と違うと

ころなんだけれども、これは今、韓国も中国も

日本も同じような思考回路を持っているもん

で、日本海の向こう側、韓国の方でばばーんと

海になげると、全部日本海側の海に打ち寄せる。

そういうので国際問題になっている最中で、本

当にこれは厄介な問題です。ここのところに藤

壺のついた木があるので、ここでちょっと説明

を。 

 

TOPIC：漂着ゴミからイギリスやアメリカとの人

口密集の違いを考える～狭い平野に大勢が住

む日本。 

 

清野：日本のゴミもですね、ミッドウェー島とか

ハワイに流れ着いた○○、東京のジュースとか

書いてあるので、所在が明らかなんで、迷惑で

す。これは流木で、さっき護岸でいろいろと見

ていただいたと思いますけれども、そういった

藤壺だとか、ムラサキイガイとかがくっついて

います。これがですね、流木でちょっと埋まっ

ちゃっているから分からないんですけれども、

そうするとですね、ここはですね、折れたとい

うのでフナクイムシと同じで、ここのところで

も折れちゃっていると思うのですけれども。ご

めんなさい、そうですね。ここが大きいものが

ついて、だんだんこう小さいもので、ここにカ

キだとか大きい藤壺だとかがついて、それで上

の方に小さい種類が増えます。 



 

濱田：専門的に言うと飛沫帯。ここから○○○・・・。 

 

清野：この辺はですね、木の船なんかもフナクイ

ムシというのでやられていたんですけれども、

穴をあけちゃう種類のものなんっです。それで

ここから折れちゃったんだと思うんですよね。 

これ、これの大きいのをウミホウズキといって

昔あの、ご存知かと思うんですけれども、ウミ

ニクといって巻貝の卵ですね。お盆のあとに良

く落ちているので、みんなお盆の花だと思って

いるのだけれども、そうじゃなくて貝の卵だっ

たりします。貝の卵ですね。 

ここもそうですね、ここに貝の卵が。これ、ど

うしちゃったんですかね？ 生まれる前の卵

の殻ですね。貝の殻ですね。カルシウムの殻じ

ゃなくて、キチン質の殻になっています。 

だから干潟とか砂浜に住んでいる貝で、一個一

個お腹の中からニョロニョロって出てきて、カ

タツムリみたいに這いながら生んでいくので、

そうやって列になっているんですね。最近、ウ

ミホウズキは見なくなった気がするのですが、

あれは、貝の卵も手に入らなくなった。 

他の流れものが、これはなんでしょう？ これ

もご存知の方が、イカの甲羅です。モンゴイカ

といってコウイカの種類でですね、背中にビー

ト板みたいのが入っていまして、カルシウムの

軽い素材、カルシウムなんですけれども縞縞に

なってですね、軽い素材でできています。これ

をですね、割ってみるとちょうど縞縞になって

いるのですけれども、多孔質になっていて、そ

の間に空気が入っています。 

 

菅原：6 月に盤洲に行ったときにたくさん死んで

ましたよね。打ち上げられて。 

 

清野：ありましたね。東京湾はですね、今でもス

ミイカといっていますけれども、そういったコ

ウイカの仲間が何種類もいるんですね。昔ので

すね、昭和 40 年代くらいまでの人は、ソラっ

ていう雑木の木を海の中に入れると、今おみせ

した種類のイカが寄ってきてというので、そう

いったイカを寄せるような。 

 

TOPIC：フナクイムシ、ウミホウズキ、モンゴイ

カ。 

 

宇多：今度はちょっと変わった話し。これはワジ。

砂漠のワジ。今、あそこに兄ちゃんが立ってい

るでしょ？ 彼がいるところは植生が生えて

いる。ここ手前に大きく伸びているのは、（波

の起源で砂州が伸びちゃって）雨が降ると、兄

ちゃんのところから戻れないんです。そうする
葛西臨海公園にて 
とゆったりと水がたまって、そこに白っぽくな

っているのが川の跡です。ずっと。今ここがぬ

れているのは、満潮時にこっち側から海水が○

○○。だから、なんのことはない、こんなとこ

ろなんだけれども、実に微妙な河川水、今は空

っぽなんだけれども、河川水と海水とのやりと

りをしている空間であって、もしここに水があ

ればこれを汽水域というわけですね。でもぬれ

ているというのは、昨日の夜の真夜中にはここ

に水が来ていたということですよ。だから、こ

う、そういう風にして微妙な関係にあるという

のがここで分かるわけです。 

 

清野：ここに小さな貝がたくさん打ち上げられて、

それが集積していますよね。 

 

※浜辺を歩きながら（ビーチカスプ） 

宇多：これね、これはどなたかがここへ持ってき

て綺麗に並べたわけじゃない。今日は 14 人い

るから 14 個の山があるというわけじゃなくて、

実にいい関係でしょ？ これ。2m ばかし。こ

このところは、粗い砂、細かい砂、粗い砂、細

かい砂、これカスプといいまして、その前面が

少し小高くなっているの分かる？ こっちの、

この辺。これはカニのところはカニの○○

○・・・、だから○○部分がうねっているわけ。

これはどうしてかというと、この勾配がだいた

い、勾配、つまりこの斜面の勾配、スロープが

1/7 くらいかな、これで。それで勾配が急なも

んで、波がきたときにここ、基本的に波は沖か

らじゃぶじゃぶ来て、沖から手前に来て消えち

ゃうんだけれども、実は沿岸方向にゆったりと

こう動く運動も起こるんです。それで、あると

ころにはこの貝殻を集め、あるところには両脇

にはねのける、そういうモーションが満潮時に

非常におこるので、こうなって記録をとどめて

います。今みたいに勾配が緩やかなところで波

がきてもこういうことは絶対に起こらない、だ

から微妙なこの勾配、急な勾配とそこにきた波



の大きさでこういうことが起こる。 

 

濱田：ちょっと補足。小さい小石見ると丸いでし

ょ？ 完全に砂で往復しているうちに丸くな

る。貝殻は全然違って。それは後からできてい

る。その後ろにある海岸のものも同じですね。

粒がそろっているのが、大体敷石にするには細

かいけれども、コンクリートに入れるにはちょ

っと量が足りないという、そういう条件ですね。 

 

TOPIC：ビーチカスプとその形成要因、条件。 

 

宇多：今の濱田先生のお話しは、人間の寿命くら

いとか、時間スケールをどうとるかが大事なん

で、この石は無限時間この石のままではおれな

いわけです。互いにグラインダーを競っている

わけですよね。そうすると、ここに今見ている

ものは、これはある時間を見るとこういう風な

ものになっちゃう。だけど我々が生きている時

間スケールで起こるのか、明日明後日にこうな

っているのか、それが学問の体系によって違う

んですよ。僕のやってきた土木の人達はこれは

丸いと、丸い石はこのままだと、それはせっか

ちに考えるから。だけど、ちょっと地質学的に

いくと、何年単位、な～にそんなの若造だって

いう、ほら、濱田先生の会に入ると何億年とか

さ、だからそういう風にものは見ようというか、

時空間スケールで、なんていうかな、なんとも

いかようにでもなっちゃう、そういう頭をちょ

っとね、自分はどっちの方で見ているかという

のをちょっと見ていただくと、ものがいろいろ

と多様に見えるんじゃないかな？ 

 

濱田：海岸は今できているんじゃない。○○・・・ 

 

TOPIC：学問体系と扱う時間スケールの違い。ど

ういった時間軸で事象を捉えるか？ 

 

※浜辺を歩きながら 

清野：海岸侵食とかって、土木の人とか、そうい

う当事者の家を持っている人は騒ぐんですけ

れども、地質学者的には、いや～海岸は削れる

ものですからね～、とかいって、それから山崩

れとか、山は崩れるものですからね、とか、火

山は噴くもんですからとか、いろいろと言われ

て、いやもう、全然分野ごとに見ているスケー

ルが違うので、、、、○○○・・・。 

みなさん、○○しているところにアサリの小さ

な赤ちゃんが落ちている、貝殻で小さなアサリ

があります。これはですね、外から入れてるも

のもあるかもしれないんですけれども、東京湾

の中でアサリの子供が育てるのは葛西と千葉

の三番瀬とその近辺とそれから木更津です。東

京に一番近いところでアサリの赤ちゃんがな

んとかぎりぎり育てる環境があるのはここな

んですね。ただ、波で巻き上げられて打ちあが

ったら、こうやって死んじゃうので、食べられ

るサイズになるまではまだまだ先があるんで

すね。 

これもマテガイというので、中に棒状の、こう

いう四角い、この中に身が入っていて、干潟な

んかの遊びではですね、このマテガイの穴のと

ころに塩を撒くと、浸透圧が変わってびっくり

して、これがニョロニョロニョロニョロっと出

てきて、それでつまんでとるというのがありま

す。これはジェット水深するので、驚くとピュ

ーっと飛んでいくので、子供達が海で潮干狩り

したときに喜んでいます。 

あの、今は潮干狩りというと東京湾で、海水浴

は湘南とか外房とかいう話しがあって、なんか

別のレジャーみたいに思うんですけれども、実

は湘南の海だとか、それから外房の九十九里浜

でも昔はもっと潮干狩りができました。だから

海岸が侵食されて遠浅じゃなくなっちゃった

ので、泳ぐことはできても貝がいる平らなとこ

ろは無くなっちゃったので、そういう遊びがで

きなくなったんですね。 

今井先生と磯貝先生の盤洲干潟という木更津

というのは、東京湾に残された最後の、形とし

て丸々残っているところですね。 

この辺は勾配が急になっていますよね。これも。 

 

TOPIC：アサリの稚貝が育つ場所（東京湾）、以前

に潮干狩りができて今はできない場所。マテガ

イ。 

 

宇多：おお～、でかいカキがいるね。これ、すご

いね、このカキ。食えそうなカキだ。 

 

※葛西臨海公園西浜端 

宇多：波があがるところ、その裏側は、通常の波

は・・・。その後ろに植生帯が青々と広がって

いるでしょ？ で、その植生帯のところのちょ

っと前をちょっと見てもらうと、大量のゴミが

打ちあがっているじゃないですか。これは、こ

の前の台風かなんかで多分打ちあがった。そん

なの当たり前じゃんという話しなんだけれど

も、ここで、非常に大変な辛い闘いが起こって

いるんですよ。何かというと，後ろの植物は、

機会があれば前のほうに出てきて子孫を増や

したいと。だから地下茎を持ってどんどん前進

してきている。ところが、そこのところに枯れ

てるやつがあるでしょう？ これこれ。ここの

あの、ここらのやつ。これは元々塩性のところ

の砂地に、少しくらい塩っけがあっても頑張る

ような植物なんだけれども、まともに波をかぶ



っちゃうと枯れちゃう。それから砂で埋まっち

ゃうと枯れちゃう。だからここがフロントにな

っていて、そして、ここにパイオニアがいるわ

け。つまり、こっちの東京みたく密集したとこ

ろに住みたいやつは安全な、しかしウエストを

見てみたいという植物はこういう風にして、こ

っちへ前進してくるわけ。リスクをしょってる

わけよ。時々波を食らっちゃう。しかしそれで

も頑張ってみようと思っているのかもしれな

い、聞いてみても分からないけど、少なくとも

この植物は、ここにビンを立てておいて来年ど

うなったかというと、もっと広がっているか、

あの世へいっちゃっているか、だからそういう

風にして、人間の目には気づかないかもしれな

いけれど、この植生帯のところというのは地下

茎を中心として目には見えない闘いをやって

いるわけ。ちょっとうるさいから待って。 

そういうわけで、この海辺というと砂浜だけあ

るように思われるかもしれないけれども、実は

この砂浜とその裏側の植生帯とがセットであ

って、それで本当のこういう自然環境を作って

いるわけです。それにはスペースが必要。ここ

にもし今朝みたような、コンクリートとか鉄の

鉄板の矢板を立てちゃったら彼らが住むべき

ところが何もないです。また、こういうところ

に住むべき卵を生むやつ、コアジサシとかアカ

ウミガメとかいう連中もいるわけだけど、ここ

にもし壁があったらどうしようもないと、そう

いうわけで、一見なんともないような風景のと

ころに、実は隠されたものがあるはずなんです、

あるはずというか、あるんです。そういういう

ものをやっぱりこう、見てもらう目をちょっと

は持ってもらったらなと、そういうわけです。

これが一番西端での観察。 

それからここにある岩は、これは濱田先生に聞

いていただければ、あるいは清野さんに聞いて

もらえばわかると思うんだけれども、コンクリ

ートじゃないよね、これね。 

 

TOPIC：植生と集団。集団とフロンティア～その

分布のメカニズムの考察。 

 

清野：この岩を使っているというのは凄いなと思

って私も感動したんですけれども、今だったら

多分つかえないんですよ。何故かというと、こ

れはですね、葛西臨海公園で過渡期の作品とい

うか、初期の作品なので、とにかくいろいろな、

本来どうあるべきかというのを徹底的に追求

できた世界なんですね。だからあのここの岩も

ですね、堆積岩で、房総だとかもともと関東の

もともとの岩に近い、岩というかこの近辺にあ

ってもおかしくないものを使っています。ただ、

その結果、これは堆積岩なのでこうやってボロ

ボロに崩れていっています。そうするとですね、

さっきの検査の世界があって、税金を使ってや

ったこれは施設なので、施設が壊れるとまあ、

学校の世界も同じですがいろいろとあるわけ

ですよ。それで、その後もう堆積岩を使うこと

はしなくなっちゃったんですね。それで結局で

すね、花崗岩というのが非常に崩れにくいから

ということで、今あの人口ビーチを作るとき、

突堤を作るときはピカピカの花崗岩で笠間の

方からとってきたりということで、もうこうい

った石材を使うということはほとんどなくな

っちゃいました。今ですね、千葉なんかだと富

山海岸というですね、臨海学校でも有名なとこ

ろがあるんですけれども、あそこでこういう石

を使いたいといってももう、業者の方で使わせ

ない、何故ならこうやって割れちゃうからって

いってるんですね。ただまあ、やっぱりそうい

うなじんだ石の方がいいなというのがありま

すよね。 

あとここは砂丘の形成が良く分かるところで

ですね、さっきからの説明のようにあの、砂が

とんで、てんこもりになって、ジワジワジワっ

と陸の方までいってますね。だから砂丘のフロ

ントというのが、大体貝殻が落ちているあたり

までなんですけれども、それから飛砂で飛んだ

りということで、植物と海岸のせめぎあいのと

ころもこういう風になっています。小学校で鳥

取砂丘って、私も○○○にのっていたんですけ

れども、鳥取にだけあるのかなと思っていたら

別にそういうわけじゃなくて、ミニ砂丘なんか

はどこにでもあってですね、関東地方にもたく

さんあるわけですね。だから砂丘といっても風

と海からの砂でできるような感じですね。 

 

TOPIC：理想的な材質と施設管理の問題。砂丘の

形成。 

 

宇多：ここにもあるんで後でご覧にいれよう。そ

れから、この、あそこのところさ、貝殻、白い

ものがおっこっているんだけれど、ああいう厚

い砂地にああいう白っぽいものがあるという

のがコアジサシが飛んでくる最高に敵地にな

るわけだな。卵はあいつらほったらかしだし、

あれ、どれが卵でどれが貝殻かわからないでし

ょ？ そういうような○○をちゃんと残して

おいてやらないとだめ。 

それからあの外海にいけばアカウミガメが上

がってくる場所もたくさんあるけど、彼らはこ

の線上くらいを中心に卵を生むわけ。だからこ

こに護岸を作っちゃうというのは全然話しに

ならんですよ～という。物事にはスペースが必

要、時間かスペースが必要だという例だと思い

ます。それで、ちょっと暑いので一応ずっと戻



らなきゃならないんだけれども、ちょっと戻っ

てもらって、それからここの○○の先を見せて

あげよう。あ、その前にこっち。 

 

濱田：これはね、昔の海底をあらわしています。

これは昔の海底が作ったときの、え～、まあ変

な話しだけどウジ虫に近いカンチュウ類とか。

それは今ね、体が無いんですけれども、掘った

跡をね、埋めてそういうものができちゃってい

る。これは火山灰性ですから、すぐに埋まっち

ゃって、そういう化石というのではなくて、生

痕、生きていたのが今、痕になっているという

スピットですね、それができたという、これは

今から 1000 万年前くらい。 

 

TOPIC：堆積岩表面に見られる生痕化石。 

 

清野：さっきの有明の埋めたては化石になるんで

しょうか？ 

 

濱田：なることも多いけれども、ならないことの

方が多いです。 

 

清野：さっきですね、有明のところであの、水路

にですね、ゴカイの穴がありますよね。ああい

うものも堆積環境で残ることもあって、それが

まあ、長い間石になってまた陸に上がってくる

と、そういことですね。 

 

～会話～1000 万年かよ～。ちょっと前。僕のち

ょっと前は 100 年前、、、など。 

 

宇多：じゃあぼちぼち戻りまっせ。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（草の周りの細

砂） 

宇多：これはですよ、あの、草が生えているだけ

じゃんと言うかもしれませんが、この周りに細

かい砂がいっぱいたまっていますよね。これの

一番伸びている方向と、センターを結ぶと、風

の吹いてくる方向になっていると。同じような

ものがどこにもみんなある。○○のまわりにも、

この植物のまわりにもみんなある。これはこの

植物があることによって、ここのところで一様

に吹いていた風がすっとスピードが落ちるん

です。そのために砂がつく、当たり前じゃない

か～と言うでしょう。ところが良く考えてくだ

さいよ。これ、これがもし逆のことが起こった

らどういうことが起こる？ 根がどんどんど

んどん露出しちゃうでしょ？ 植物はこれを

勉強したわけじゃなくて、自分の周りに流速を

落とすことによって、自分が住むいい土壌を溜

め込んでいるんですよ。これは、かなり目の細

かい篩で通るようなものがちゃんと溜まって

ますよね。だから、何の気無しにここを歩いて

きても実は非常にこれっぽっちの高さなんだ

けれども、風をさえぎるということが、実にう

まくいっているかという、この典型例です。た

だ浜辺にいって、ただ向こうにいって帰るだけ

だと面白くないというのはそういう意味で、今

度は帰り道は○○を内陸側に通ると非常に面

白いじゃないかと、で、この足跡が化石になる

かどうかは濱田先生にお聞きしてください

（笑）。非常に面白い。 

だから内陸側をちょっと歩いてもらうと、そこ

にもあるでしょう？ これはさっきのオマケ

だ。これ、さっきほら、水の中に砂漣というか

模様があるといったでしょう？ この空気で

も同じような、空気というか風だけど、同じよ

うにこうできるんです。で、これの、こっち側

からとると、ちょこちょこ動いているでしょ

う？ これが大事なんです。ちょこちょこ動く

というのが。ぐんてやると周りが掘れちゃう。

自在に動くという。これとこれが同じだからた

いしたことないかもしれませんが、ここのとこ

ろで風の強さがこうはいっていって、こうとっ

てここへいくと風はとまっとると。で、ここの

ところに砂を溜め込んじゃうんです。だからど

こも同じように、同じ向きにいたるところにあ

るなというのが気づくはずなんで、こういうと

ころに出てきた連中（※前浜の方に前進してき

た植物は）は、そういう苦労をなめているわけ

です。 

ね～、あっちに住んでいるやつは楽なんです。

都会生活のやつは楽なんですよ。ウェストにい

ると危ない。自らの能力でもって頑張るしかな

いわけですよ。だけども良くバランスしている

でしょ。人間だけじゃなくて、植物もまたそう

いうものを自己内在的に持っているわけです。

ここもみんなそう。ちゃんとこう理屈に合って

いる。 

 

TOPIC：草の周囲の砂。自分にとって良い環境を

形成していく過程とその理屈。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（シェルビーチ） 

宇多：オーストラリアにいくとシェルビーチとい

うのがあって、これ、砂、石ころのかけらだけ

ど、全部貝殻でできたやつがあって、そしてそ

れが雨水が降ると酸性の雨、酸性雨は二酸化炭

素を含んでいるもんで、ゆっくりと溶け出すわ

けね。貝が、炭酸カルシウムが。地下にものす

ごく綺麗な塊をなしているようなところがあ

あいう大陸にあるといっぱいありますよ。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（再び草の集団） 



清野：・・・・盛りあがって、ここは多分このま

まいくと一年後に、、、 

 

宇多：やっぱり集団の方がいいんだ。一人でやる

より、これ、100 株くらい、もっとか、ね、明

らかにこの周りと違いがありますもんね、これ。 

 

宇多：この面はね、ざらざらの小砂利があったで

しょう？ これはもともとこうじゃなくて、

元々ここにのっかっていた細かい砂が全部向

こうに飛んじゃったの。タコをやっているとこ

ろは非常に細かい砂がたまっていますので、あ

っちへ全部いっちゃったあとですね。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら 

濱田：昔ですね、オウムガイの仲間がここのゾー

ンまであがりました。オウムガイというのは中

空のもので。貝はね、水の中ではなくて、木に

よって求めるということわざが地元であるく

らいです。木の藪の中を捜すとオウムガイの仲

間がでてくる。本当に不思議な話しだけど。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（植生の違い） 

宇多：あ、草が生えているな。良くみてみてくだ

さい。ほんのちょっとの高さの違いによって生

えている植物の種類が違う。今、我々が立って

いるのは砂丘のピークで、ここに降った雨はこ

っち、私の背中の方には流れずに、こっちに流

れて、そこのところに、割と長い時間帯水する

ような池ができる。そのために向こう側の植生

と、そのくぼ地のやつがちょっと違うでしょ。

だから彼らは水分はほしいんだけれども、あん

まりありすぎると困るやつと、ほんのちょっと

の違いが高さの違いによって出てくるわけで

す。そういうのをただ、草が生えているな～と

見ないで、ちょっと見てみるといろんなことが

わかるわけです。 

あと、我々目的地まで 40m ですから。これが砂丘

なんです。天然砂丘。 

 

TOPIC：地形と植生の違い。形耐に加えてその他

の要因との関係性。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（運ばれてきた

砂） 

宇多：これ、貝殻があるでしょう。これ、貝殻が

あるというのは僕らは何を見ているかという

と、貝殻は飛んでこないから、風で。ここに貝

殻があるというのは、山から直接持ってきたと

いうことではないんです。必ず一旦海の中にお

かれてて、その後ここに置かれたということな

ので、人間の手でここに持ってこられたという

ことを証明するすごくいい資料なんです。だか

ら、そこを埋めたてしたとか、いろんなことっ

ていうのは、ただ歩いているだけでかなりいろ

んなこと、判断ができるわけですね。 

さてさて、我々は目的地に近づいてきたな。 

 

TOPIC：海に一旦置かれる埋立用の土砂、その証

拠（貝殻片）。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（ブローアウト） 

宇多：我々は目的地に到達した。これはなんでし

ょう、いったい、これは？ どなたかが穴を掘

ったと思う人、ハーイ。これはね、砂丘、カリ

フォルニアとかゴビ砂漠でもいいんですが、あ

そこにいくとたくさんある風景で、風がこっち

から吹いてくるでしょう、それでこの砂丘地の

ところにちょっと隙間ができると、非常に風が

集中する。ますます集中して、そこにあった砂

をこっちに全部ぶっとばす。人呼んでブローア

ウト。吹いて飛ばすから。ブローアウトってい

って、これは本当に天然の風、自然に吹いてい

る風でできた地形で、今現在この私がたってい

るところは風で飛ばない貝殻がいっぱいおっ

こっているでしょ、粗い砂と。で、向こう側に

いって触ってくださいませ。登ってもらって。

非常にさらさらの砂だけがそこに落っこちて

いるんです。いかに風の作用というのが凄いか

というのが、綺麗でしょう？ さらさらの、乾

いたいい砂が溜まっているんです。そうやって

これは植生が埋めこんでいる最中。同じ場所が

我々が歩いてきた後ろ側にも、その後ろにもあ

るわけ。ということは何かというと、さっき浜

辺を歩いたら、割と粒の大きい石がたくさんあ

りましたけれども、あれは実は細かい砂が吹き

去られて、残った結果なんです。ここの我々が

立っているところに非常に集中して飛んでき

ている。で、この我々の右側にあるこれを見て

ください。これがまた木の作用を典型的に表し

ていて、これが防風林というやつのまさに典型

ですね。立って右の方から、風が吹いてくるで

しょ？ ビューンと風がぬけて、木の目の前で

ピタッととまっちゃっている。木の根っこの方

には砂が入れてないです。全部手前でとまっち

ゃってる。ということはこの植物というのは、

スカスカじゃないすか。コンクリートの壁だと

まずいんだけど、スカスカだといくぶん風がぬ

けるもんで、程よく流速がおっこって、そこに

砂を置いていくと。だからこの木はわざと植え

たのかなんかわからないけど、木そのものも風

に向かって反転して向こう側に伸びているで

しょう。そうやってここの環境というのは適当

にやったのかも知れないんだけれども、面白い

具合にできている。それからもう一個、だめな

例。濱田先生のところのブローアウトは裏側ま



でつきぬけちゃった。つきぬけてそこに砂浜が

あるでしょう。あれはさっき最初に 2 番目に見

た両側から集められた、貝が集まって白いシェ

ルビーチができるよという話しとちょっと違

うんだけれども、この砂浜はいれたわけじゃご

ざいません。ここから貫いて、両側から、いわ

ば背中側からおっこってきたやつが、逃げ場が

無くなって○○○ビーチができている。ビーチ

ができるのは前であれ横であれなんでもいい

んですよ。天から降ってきたら火山灰でビーチ

もできるけど、これは背中からきた世にもまれ

なビーチですね。ここでしか多分見られない。 

ああ、こっち、こっち、ここへ来て見ていただ

くと、三日月状に両端が岩じゃないすか。真中

で非常に厚くて、ここへくると無くなる。ちょ

うどおばちゃんの立っている辺りで一番広い、

その後ろのブローアウトのある看板の前は、向

こう側から砂が吹きこんできた跡がある。ここ

にもある。ということは、せっかくつくったん

だけど、ここのところは良く考えてないんだよ

ね。結果論的には、ここにビーチができていい

じゃないという話しはあるけれども。子供が遊

んでいるから悪いというのではなくて、天然の

営みというかな、自然のことは波だけが問題じ

ゃなくて、風と植物と雨水とすべてがリンクし

ながらここにそういう風景を浮かべている。こ

こにくる人は、あ～海辺に行ってみようという

ことで、あそこの三角屋根の下でシャワー浴び

て帰っちゃうけど、実はこのビーチは世にもま

れなビーチだって説明文つけて、実は我々の管

理が下手でここにビーチができちゃったって

いう（笑）。そこまで書かなくてもね、自然の

奥深さというかさ、人間がかなりいじくったと

しても、本当の海で、オーシャンで起こってい

るようなことはちゃんと起こっている。それが

今日の三箇所順番にみてきたけど、ここは一番

オーシャンに近いんだけれどもいたるところ

にそういうタネが、無機物の砂浜の変形だけじ

ゃなくて、清野さんが一生懸命いっている動物、

植物、その辺にも同じようなものがあるという

のが、僕は驚きと思うだけれども、皆さんは？ 

わからない。ちょっと写真とらさせて、これは

見事だから。 

 

TOPIC：ブローアウト。人口海岸の中での自然地

形形成、その観察・観察眼。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（シャリンバイ

の周り） 

清野：あとですね植物の関係で、もう一度こっち

に戻って頂きたいんですけれども、この木がで

すね、風にむかって一生懸命たっていて、だけ

ども横倒しになっちゃてるというのが非常に

分かりやすいかと思います。この木もですね、

たぶんシャリンバイ（車輪梅）という木ですけ

れども、最初に植栽されたんだけれども、風で

ずっと向こうにいっちゃってということなん

です。一本だけじゃなくて、ずっと見ていただ

くと、今日風が強いからというわけではなくて、

全部こっちの方に倒れちゃってるんですね。こ

れ一本一本が倒れているというような状態で

見えるかと思いますけれども、海岸林というの

は、一本一本がこうなった結果、ちょうどバリ

カンで上を刈ったように、いろんなものがたっ

てたものが総じて上がそろっちゃてるんです。

だから神奈川県の湘南の近くだとか、それから

房総とかでも風が強いところはみんな横倒し

になって、その頭を刈られたみたいになってい

ます。それが海岸林の特徴でということですね。

まああの、これが草がはやすだとか、木が一本

生えているだけで全然砂の飛び方が違ったり

とか、木や草があればそこに動物達がついてと

いうことで植物があるということで場自体が

変わっていくということになります。 

防風林ということで海岸林ということでもそ

うですし、関東のからっ風のための防風林も風

向きの一番強い方に木を植えているんですよ

ね。それでまああの、ここのビーチはですね、

実はウミガメが去年きました。じゃあなんでウ

ミガメなんか東京湾の奥にと思うかもしれま

せんが、さっき宇多さんからも説明があったよ

うに、湾の奥で実は外洋的な環境が残っている

ところです。東京湾で内湾、内湾とか今日も河

口ってことを言いましたけれども、ウミガメが

やっぱり外洋と同じようにきていました。だか

ら瀬戸内海のちっちゃなビーチにも、江戸の近

くにもウミガメってあがっていたんですね。そ

れがもうだんだんウミガメが奥まで到達でき

なくなるような状況になって、こなくなっちゃ

いましたが、迷い込んだものがまだきていると

いうことです。タマちゃんならずとも、元々ウ

ミガメだとか、大型哺乳類だとかが東京湾はた

くさんいたんです・・・・（※ノイズ）。 

 

TOPIC：上部がそろう海岸林。ウミガメもいたも

ともとの東京湾の環境。 

 

※戻り途中、内陸側を歩きながら（フィールド総

括） 

清野：これはハマボウという海に特有な低木です。

きれいな紫色の花が咲いています。これちょっ

とですね、ハーブのにおいがすると思うんです

よ。ハマボウって浜のお香の香です。だからこ

の葉っぱを乾かして燃やすと結構良い匂いが

するんですね。だから除虫菊の代わりにですね、

虫除けにしたりとかそういうのに使っていま



す。これもこうやって、・・・・・・・・（※ヘ

リコプター）、海岸の草ってね、本当に小さく

て目立たないんですけれども、できたらまあ、

私としてはコスモスを学校で植えるのもいい

んですけれども、こういうものもですね植えて

やったら少しは海岸についても理解が深まる

かなとか、小さな草も大事にしてあげられるか

なという気がしています。ちょうどここからで

すね、向こうの野鳥など保護区域立ち入り禁止

の看板も見えますので、今日の総括的なお話し

をしたいと思います。向こうに見えるのはディ

ズニーランドとですね、人工の火山というか、

ホテル群です。この葛西までが東京で、その向

こうが千葉ですね。その東京と千葉の海の境と

いうのも実はまだ確定していません。それは今

日お配りした東京港の地図を見ていただくと、

予定区域って東京に地図が書いてあって、千葉

の同じ地図には別のラインが引いてあって予

定区域ってなってて、お互いに千葉と東京の境

は海の上だとまだ確定していないんですよ。そ

れはまだ埋めるぞ、というのがお互いあきらめ

きれないので、埋めたらうちのものというので、

行政間でもとても触れないなんか国境線みた

いなものがここの間に通っています。今日防災

でですね、東京ってすごくがっちり護っていて、

それも徳川家康以来の防災ということで城郭

都市みたいなものを築いている話しをしまし

た。一方でですね、荒川のこっちででも葛西も

含めて千葉側というのは非常に防災というの

も遅れたし、その分自然も残っているんです。

で、どうしても東京に資産とか人口が集中する

中で、千葉がそれに追いつこうということで、

埋めたてをしたりとかそれが余っちゃって、余

ったところを海に戻すの野鳥園にするのとい

うことで、ちょうど千葉というのはですね、開

発と保護の狭間でタイミング的に難しいとこ

ろにあった場所です。東京はそれはそれで一人

勝ちみたいな都市になっていて、ここの葛西が

あるからあとは港湾機能でいいんだというこ

とでバリバリに都市的な整備をしつづけるま

まです。ちょっとしたカニ護岸がお金があるか

らはってみたりとかしてですね、あとは神奈川

県も実は広大な干潟があって、ついこの間まで

本牧だとか杉田の方も埋めていました。だから

東京湾全体で時期時期によって江戸時代以降

埋めてきた歴史がいろいろありまして、その中

で湾に面した自治体としてとか、住民としてど

うするかというのがいろんな議論があるんで

すね。それであの東京湾の再生計画とかが作ら

れている中でですね、神奈川と東京はほとんど

もう千葉にお願いしますって言ってて、なんか

千葉ってなんかこんな風に開発も遅れたし環

境もお願いしますとか言われて、じゃあ川崎や

横浜や東京も自分のところを削って環境のた

めにあきらめますっていうのをやってくれて

もいいんじゃないのということで、自治体の間

でもいろんな議論があるんですね。だからそう

いう中で自然が残ってた方がいいか、都市化さ

れて、だけど危険なところに住むのがいいのか

というのは、どこに住みたいかにも寄るんだと

思います。ちょうどこのエリアの浦安のマンシ

ョンとかいうのがリゾートとかいうことで、海

も好きで都会も好きという人が住んでいると

ころで、自然保護みたいな意識はその人達が結

構強いのかなという状況です。東京湾ってです

ね、海にも学べないとかつまんないと言われる

こともあるんですけれども、以外と面白いとこ

ろもありますので、是非みなさん学校の中でも

身近な話題として発見していって頂ければと

思っています。じゃあ、フィールドでのお話し

はこれくらいで、まだバスまで時間があります

から、道々また質問してください。 

 

TOPIC：開発と管理・保護、社会システム。 

 

※戻り途中（橋に戻ってきて） 

宇多：大潮で昼間に一番潮が引くわけですよね。

ご覧の通り12時間50分でこう満潮干潮やって

るわけですけれども、さっききたときは島が沖

合いに見えたのが、今は全部（沈んでいます）。 

ここね、ちょっとグロテスクなことが起こって

いる。何故かというとね、橋のてっぺんからこ

のコンクリートの斜面がまっすぐはしってい

るでしょ？ 向こうの斜面がまっすぐと。そう

すると、ここにふった雨がどこに戻るでしょう。

ここをローラースケートですべるようにここ

にシューっとくるわけです。向こうの斜面。あ

そこに、岩の後ろにグランドキャニオンみたい

な谷が見えるでしょう。あの辺みんな削られて

いるけれども・・・。水の力を考えてない、考

えているのかもしれないけれども、水の力が集

中すると、・・・・・・・・・。 

こんなに石畳みたいになってなかったんじゃ

ないかと・・・・・・そんなところで最後は閉

めが悪いんだけれども、なんかなってるからそ

ろそろ我々も帰りましょう。 

 

※戻り途中（橋のたもと） 

宇多：この位置でこの風の強さをもう一回味わっ

てみてください。駐車場にいってこの風は吹い

ていませんので。さっきあそこに・・・・・・。 

 

※戻り途中（橋の上） 

ちょっとストップストップ。あそこフロントが出

ているな。あれ、今潮が上がってきて、外の水

が入ってきているように見えるな。あの楔状の



やつが伸びているんじゃないかな。はかったわ

けじゃないけど・・・・・・・・。 

こっち側は淡水系が・・・・・。 

・・・・・・・・最大限の利用をするというの

があったでしょ。あれは高度成長真っ只中の時

代は、あれがもう最先端だなということで全国

やり遂げたわけ。そうこうするうちになんか変

だなと、環境が悪くなっちゃったじゃないとい

うことで、ついたてのような垂直を斜めにした

らどうかと、その左に一時ちょっとはびこった

のが、コンクリートにさっきも言ったようにカ

ニの絵をかけば環境に優しいんじゃないかと

いう風なことをしていた時代も、右往左往した

んだけれども、結局のところもうちょっと勾配

をゆるくしなくちゃだめだなという風になっ

ていって、それがまだその辺の景色かな。最近

ではこっちのさっき見てきた海辺の、砂浜のあ

れを、やっぱり大事じゃないのと、時の流れと

ともに人間の思考回路が変わってきた。それで、

それをやるにはなかなか大変なんです。スペー

スも必要だしお金も必要。だけど、人間は結局

環境のたまものというか、俺らは環境とは関係

なく飯を食っているんだと思っても、実は飲み

水から空気から環境の中への利用している物

体にすぎないんで、それをちゃんと良くしよう

という風にモノの考え方が少しづつ変わって

きたという、そういう時の流れを見たんだろう

と思います。 

ちょっとちなみに、さっきのあれはどうなっ

た？ 潮ね。こっちにきている。だから海水が、

向こうは淡水でどんと押し寄せているように

見えるね。 

 

TOPIC：今日見てきた事象にある背景の流れ。人

間の思考、ライフスタイルの変化。 

 

清野：荒川ではこちらは本流ですよね。ずっと川

の方と海の方と・・・・・。あとですね、今浦

安のホテルがたっているところでヤシの木が

ありますけれども、あそこがですね、昔の江戸

川の一番先端の部分です。あそこまでですね、

ずっと利根川が銚子に行く前はですね、えっと

利根川がこっちの東京湾に入っていて、こっち

のほうが先端だったんです。だからあそこまで

が河口でした。だから河口ぎりぎりまで埋めち

ゃってというのがあの光景ですよね。あの舞浜

っていう名前の語源はですね、マイアミってい

う、なんか濱田先生のダジャレみたいなものだ

ろうと思ったら本当だったという、なんかあの

ヤシが植わっているのは河口の湿地帯でヨシ

とかが生えていたり、ワタリとかが来るよりも

マイアミっていうのを選択したということで、

分かりやすいといえば分かりやすい。 

あとは葛西の臨海公園というのはですね、今度

行って見られることがありましたら、ずっと公

園の入り口を入っていくと、そのまま入り口に

なってずっと海面が見えるようになっていま

す。そういう建物の設計をするときにですね、

当然十分堤防とかを作りませんので、なんかあ

ったら浸水しますよ、ということで、いいです

ということで作って、本当に浸水しています。

だから海を見るためのいろんな施設とかを作

る場合には、やっぱりそれなりの覚悟がいるし、

ということになると思います。 

だからあの学校で見学に水族館とかですね、ダ

ムとか下水処理場とか見に行くと思うんです

よ。一回一回地図に落としていって、川の流れ

とか都市形成みたいなものとつなげてみると、

1 年生から 6年生、中 3 まで含めると社会見学

でだいたい今日お話しした内容って入ってい

るんですよね。だから地域見学、地域学習の中

でそういった有機的な繋がりができると面白

いかなという風に思います。 

 

TOPIC：行くこと、見ることができる様々な場所

や施設、その有機的な繋がりによる学習展開の

提案。 

 

菅原：砂の無いところに砂だまりができている。

風がこれだけ運んでくる。 

 

清野：そうですね、これ本当は砂がないところで

端ずたいにがっといざとなると走ってくると

思います。だから今日、私達当たり前のように

歩いていますけれど、台風なんかがくるとざら

ざらですよね。 

湘南海岸とかも国道とかに砂が飛んで、それを

掃き清めていたりしますけど、そうやって砂が

どんどん減っちゃう。 

 

※葛西臨海公園終了 

 

※バス乗車前感想 

堀口：カメラに向かって一言づつ今日の感想を。

暑かったでもなんでもいいです。 

 

田村先生：ものの見方が大変かわりました。あり

がとうございました。 

 

武澤先生：今日はどうもありがとうございました。

暑かったけど楽しかったです。 

 

斎藤先生：どうもありがとうございました。これ

からどうやって活かせるか考えてみたいと思

います。どうもありがとうございました。 

 



清野先生：東京の海も捨てたもんではありません。 

 

濱田先生：いや～、凄く面白かったですね。暑か

ったけれども。のどカラカラ。でもね、大変よ

かったね。都会型の生活について恐らく理解し

ようと思ったら、なんとその裏に田舎型が見え

たと。まあ、都会と田舎というのは対照的に・・・。

それを車内でもう少しつっこんで表と裏があ

るという話し、どっちが表か裏かはみなさんに

判断してもらうと、そう思っています。ありが

とうございました。 

 

磯貝先生：今日はありがとうございました。あの、

同じ海でもちょっとした見方で何気ない花を

みただけで、そこからいろんな風景が生まれる

んだな、まだまだ子供に教えていくときにいろ

んな見方があるんだな、と思いました。金田の

干潟でも、今ちょっと悩んで、しているところ

なんですけれども、また新しいことができるん

じゃないかなって思いました。ありがとうござ

いました。 

 

今井先生：はい、ご苦労様でした。えっと今日は

人工の海というものを見てきたんですけれど

も、その中に自然の元に戻っていこうという姿

が見られてやっぱり人工、人間が作ったものは

自然には勝てないんだなということを感じま

した。ご苦労様でした。 

 

杉本：集合時間に遅れてごめんなさい。今日は東

京のまた別の面を見られてとても有意義な一

日でした。ありがとうございました。 

 

村上さん：今日はどうもありがとうございました。

東京湾でこんなに楽しめるとは思っていませ

んでした。とてもいい一日でした。 

 

宇多先生：ん～、暑い中で、まあまあだったかな。

うーん、やっぱり何遍きても面白いと思うよ。

それじゃ！ 

 

川原先生：今日はいろいろと知らないことも知れ

て面白かったです。一番心配した天気が良かっ

たので良かったです。 

 

田中先生：すぐそこが職場なんですけれども知ら

ないことばっかりでした。勉強になりました。 

 

久保田先生：ありがとうございました。一つだけ

のものの考え方じゃなくて、ものの見方にはい

ろいろあるなということを学びました。ありが

とうございました。 

 

五島先生：どうもお疲れ様でした。日本海とは違

う太平洋を楽しませてもらいました。お土産も

拾いました。ありがとうございました。 

 

堀口：ツースリーから逆転？ 

 

酒井：満足頂けましたでしょうか？ 

 

TOPIC：「ものの見方」。科学的なものの見方と観

察眼。身近なところに多く存在する環境学習・

海洋教育のシーズ。 

 

※帰りバス中 

堀口：宇多先生が残念ながら帰られてしまいます。

もし、バスの中でどうしても聞いておきたいで

すとか、ちょっとこんなことを聞こうという質

問等ございましたら、是非、どんなことでも答

えていただけますので、ご質問を頂けたらと思

います。もしくは、どうしてもこれだけは忘れ

ないうちに言っておきたいというご感想等、今

ありましたら発言していただければと思いま

す。もしありましたら教えてください。マイク

の方をまわします。 

 

濱田：暑い中ご苦労様でした。あの、最初のこう

いう巡検のときに雨男をならしました濱田で

す。今日は対照的に晴れまして、もうのどもカ

ラカラなんですが、さっき水をもらってちょっ

と一息つきました。ところでですね、宇多先生

がなんかご用がおありということなので、早め

にというかあの、よっぱらないうちにしゃべっ

ておきたいと思うのですけれども、実はですね

今日僕はとくにテーマを持っていなかったん

ですけれども、実際にこの有明とか葛西のこの

海岸を歩きまして非常に強く感じたことは、こ

れまでもそう思ってたんですけれども、尚更そ

れが際立って思えたのはですね、大都会、特に

東京都の場合をイメージしたほうがいいんだ

ろうと思うのですが、非常に過密の人口をかか

えてですね、空間を立体的に利用しているとい

う感じを持ちました。これは今日生物のお話し

をそうでした。潮の満ち引きによって深さがず

いぶん違うというか、生息域が違うということ

が非常にはっきりしているわけですね。それと

同じことがですね、高さによって住みわけが違

うかというと、まあ多少値段のことを言うと恐

縮なんですけれども、環境がいいか悪いかとい

うことで、となりの公団住宅は高いほうもあま

り差がないようですが、○○の場合はですね、

やっぱり 60 階、80 階というところはそれなり

の値段もかかります。それから地価も高いわけ

です。そういうところ、住みわけているという

言い方は難しいんですが、実は住みわけている



というよりは集合住宅というものが典型的な

んですけれども、生き物、生物というのは集ま

ってすむという習癖があります。これはもとも

との○○に関わらずですね、集団がより好まし

いと思っている人が多いわけですね。個人的に

ひきこもりなんていう人もいるわけですけれ

ども、それはある部分をとりあげた極端な言い

方です。しかし人間は全般とすると、集合的、

社会的生物だということが大変良く景色から

わかりました。同じことが海の中にもある。海

の中を我々見ることはできませんけれども、海

岸に打ちあがってくる貝殻をみますと、ここは

大変豊かな海であるとか、貧相な海であるとか、

まだ若い間に死んでしまっているとかですね、

大きくなった貝はいろんな形をしていて、結構

環境ホルモンの影響が強いなと感じたり、イカ

の甲がですね、スプラッシュゾーンの一番上ま

で達していたり、それぞれの環境に応じた特性

を、分布という、貝殻の分布とか貝の分布とと

いうのが示してくれるというのが良く物語っ

ていました。これはいまさら言うことでもない

んですが、空間を利用するというのは我々が人

の社会で利用すると言っていますが、自然界は

言わずとそうしているわけです。それは言われ

てそうなんだ、空間を使っているんだと、僕の

時代は 2 階立てが限度で江戸時代に至るもの

はですね、非常にその面積だけは広がったんで

すけれども、人口はそれほど多くはなかったと。

それが突然ですね、立体的に利用されるように

なってきて、定住民族は○○と、定住人口はで

すね中央の方で少なくなってきたと。生活人口

は多いという、これはドーナツ化現象といいま

す。ていうのがあって、ドーナツ化というのは

○○○の方が環境がいいからそっちへ住もう

ということが考えられるわけですね。これは誰

が言い出したわけでもなくそういうことなん

でしょう。これは最近では二住生活といってい

ます。二住というのはダブルという意味ではな

くて、二つの住まいということです。つまり都

会型と田舎の住み方とわけて使うという、つま

り週末は田舎型、日中は都会型と、こういう機

能文化というのでしょうか、現代機能を最大限

に利用するという利用の仕方も出てきたわけ

ですね。これはあの生物社会でいうと今日は水

のことを主に言いましたけれども、やはり環境

に応じてですね、それぞれの特性があると、今

日は東京湾の一番奥でですね、普通ならドロド

ロで汚くてヘドロがいっぱいたまってという

ところだったんですが、ヘドロ自体が一幕が終

えたというと極端ですが、まあ、大きな変革が

あって大分改善されてきました。まだ説明書に

も書いてありますけれども、あちこちにですね、

見えないところ、つまり水の中というのは潜ら

ないと見えないんですけれども、30m から 40m

の深さまで溝状に、あるいはなんていうのでし

ょうか、お風呂のタブ状に砂をとる、砂利をと

いうことをやって、浚渫と同時にですね、接岸

する船の便利を考えてそういう工事が進みま

した。ウォーターフロントというのはこれはま

あ、いろんな読み方があると思いますけれども

便利であります。水がすぐ使える。ところが水

がすぐ使えるというのは，水そのものを扱うの

は上水道を我々は利用しているわけで、下水道

というのは最後の処理場で海岸でというのが

先ほどから言われているまあ、今までも主流だ

ったわけです。それが主な流れがですね、枝の、

主流じゃなくて支流の方でそれを少しづつ処

理するという分散型の発想が生まれてきまし

た。これは今その改革が進行中です。同じこと

がエネルギーのものについてもそう言われる

わけで、ハイブリッド型というエンジンでもで

すね、様々な排気ガスのデメリットを防ぐため

に、少しでも排気ガスを止めよう、減らそうと

いう動きが盛んになってきました。同じような

ことが海岸に流れ着いてくるゴミについても

現象が見えてきます。東京湾の場合では比較的

上流で家庭用のゴミを捨てるということがな

くなりました。この頃はそれぞれの市町村、ま

たは区でですね、独特の集め方をしています。

さっきありましたように、ある区ではですね、

10 種類のゴミにわけてということがあります

が、それを無関心な人はエイヤとばかりにやっ

ています。ちなみに福井県、僕は福井県に毎週

末いってるんですが、そこではですね非常に厳

密にガラス器具、それからプラスチックもボト

ル用のプラスチックとそれからそれ以外のプ

ラスチック製品にわけてということをやって

います。まあ、そういう分別ということもです

ね、新しい社会の中で重要になってくると思わ

れます。 

ところで生き物の方ですけれども、生き物はそ

ういう中で生活していきますと、当然ある限ら

れた環境の中で生きていくというものが定着

します。定着というにはある期間存続します。

例えばある期間というは干潟ができる、干潟と

いうのは地質学的にいうとあっという間に消

えて無くなるはずなんですけれども、以外に長

く続いていたりしますけれども、干潟の寿命が

切れるのは陸上の植物が進入してきて、だんだ

んその土地がせまくなってくるということで

すね、そうすると例えば海の状況でいうとある

地域のですね産物が突然姿を消すと、これは環

境が悪いというよりとりすぎという、あの沿岸

漁業のなんというのでしょうかね、悲劇がある

わけですけれども、人口が多くなるにつれてそ

ういうとりすぎが増えてきて、国内での需要が



追いつかなくなる。そうすると、例えば清野さ

んのジャンルなんですけれども、イカ・タコ、

つまり頭足類のですね、輸入が圧倒的にアフリ

カ・欧米で主体になります。その次にエビが多

くて、その次にウナギとかそういう順序になる

のですけれども、その他にですね、遠洋のマグ

ロなんかが入ります。マグロは高級魚ですから

あまり表に出ませんけれども、普通新幹線で売

られている駅売りに近いイカ・タコの仲間はほ

とんどアフリカ沖です。アフリカ沖から持って

こられるのかと思われるでしょうが、そういう

ことがあるんですね。ということで、僕の感想

としては都会型の裏にですね、田舎型もあるし、

田舎型は少ないように見えて基盤を支えてい

るということもあると思われるわけですね。 

もう一つ最後に極めつけのような言葉になり

ますけれども、環境問題を考える時に、災害と

いうことが重要です。江戸の場合は災害が起こ

らないようにということで防災の意識が高ま

っています。ところが今は都会型になってきま

すと、災害を起こさない。 

 

TOPIC：都会型と田舎型。基盤を支える田舎型。

環境保全に対するスタンスと災害などの事象

に対する意識の持ち方。 

 



□TEPCO 自然観察作品コンテスト 
 

 

 

 
 
※東京電力のサイトより 
 http://www.tepco.co.jp/environment/pw/contest/sakuhin-j.html 



■第 5 回 「ワークショップ：GEMS を考える」 
 

□配布資料 
 

 
レジュメ 

 
GEMS プログラム一覧 

 
プログラム詳細 

 



□GEMS 解説と討論の記録 
  

■経緯 

1950 年初頭 

 アメリカは原爆・水爆の開発で世界のトップを

走っていた。 

1957 年 

 スプートニクショック。 

 遅れていると思っていたソ連が先に人工衛星

を飛ばした。 

 単に国としての技術力・教育が遅れているだけ

ではなくて、ミサイルギャップという恐怖に陥

る。 

 人工衛星を飛ばせるだけのロケットがあるな

ら、核兵器を乗せた大陸間弾道ミサイルも可能

だろうという憶測。 

 アメリカにはモスクワを狙えるロケットを持

っていなかったが、ソ連はワシントンを狙える

のではないか、、、。 

 実際にはないことはアイゼンハワーは知って

いたが、国民はやはり科学教育を改めなければ

いけないと思い始めた。 

 →科学教育の面で遅れているのではないか？ 

1960 年代 

 ケネディはいくつかの政策を取る。 

 アポロ計画 

 科学研究に対する補助金制度 

1962 年 

 カリフォルニア州立大学バークレー校にロー

レンツホール（科学研究所）を設立し、科学教

育の考え方を開発し始めた。 

1984 年 

 GEMS ワークショップが始まった。 

 

■ローレンスホール 

200 人くらいのスタッフ（公立大学の教職員）

がいる。その中で GEMS の開発に関わっているの

は 12,3 名。1 つのプログラムを 3 年ほどかけて

開発していく体制になっている。 

 

■考え方 

最初は難しいことをやらせた。が、1970 年代

になって、親もわからないものを教えることが果

たして正しいのかという疑問から見直すことと

なった。 

そのハンドブックさえあれば誰でもおしえる

ようなことができるものを目指して開発が始ま

った。 

 

■資金 

全国科学教育協会の補助金が基本。他にも様々

な基金や団体からの補助や寄付。 

 AW メロン基金 
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田中講師による解説

ニューヨークカーネーギーコーポレーション 

アップルコンピュータ 

マクドネルダグラスの企業や労働組合の基金 

ボーイングの企業や労働組合 

ジョンソン協会 

パッカードカンパニー 

教育庁 

 など 

ワークショップの参加費（3 日間で 325$） 

対象 

GEMS の対象はあくまでも現場の教員。日本の

合、教員はまだ終身雇用。しかし、アメリカの

合は 1年契約が多く、実績や資格などで翌年の

俸が決まる。したがってワークショップにお金

かけて参加しても、翌年の年俸が多くなるため

イできる。日本の場合でワークショップをやる

、教員が半分、残りは体験学習や野外活動をや

ている人たち。 

参加人数 

アメリカでこれまでにリーダー研修を受けた

員が 1万 5千人。生徒では 1 千万を超える。 

普及 

1990 年にアソシエイト（リーダーを養成でき

）の資格が設置された。その資格を持つ人が集

った場所をサイトと呼ぶ。今度はそのサイトを

心に広がっていく。現在メキシコ、南アメリカ、

ィリピン、韓国、日本などに海外のサイトがあ

。日本では 10 年前に古川さんがアメリカから

ーディネイターとして持ち帰り、毎年アソシエ

トの研修を受けながら広めている。 

プログラム 

アメリカでは 70 強のプログラムがある。日本

は昨年教員用のハンドブックを 4 冊翻訳した。

在さらに 4冊の翻訳を進めている。その中に今

の海のプログラム「海流」も入っている。 



■日本では 

日本でも教育現場でこの手法を使ってもらう

ことを目標としている。長いものでは 2週間かか

るものもあるが、つまみ食いもできる。日本での

実績は、 

 成城学園の初等学校（アソシエイトの教員もい

る） 

 玉川学園の新しい理科教育 

 神奈川県立座間高校 

 新潟南高校サイエンススクール 

 調布学園の中学生で土曜プログラム 

 

■討論 

□GENS プログラムの感想 

堀口：非常に楽しんでいただけたかと思っており

ます。まず後半戦ディスカッションを 30 分か

ら 35 分くらいでお話をお聞かせていただけれ

ばと思います。率直な感想、学校での活用につ

いて、こういうものを開発しようとした時に気

をつけなければいけない点、こういう点が良い

よね悪いよね、どうやったら広めていけるのか。

先ほど田中さんの方から、、、82年からですか？

84 年からですか 

田中：84 年。 

堀口：今、1万何千人。この数字を多いととるの

か、意外と見ないんだねととるのか、いろんな

考え方があると思うのですが、こういうものを

どうやって広げていくと、先生方としては広が

りやすいんじゃないかなと思われるのかとい

うことをお聞かせいただければと思います。率

直な感想をざっくばらんに教えていただきた

いのですが、まず楽しかったか楽しくなかった

かというのが一番重要だと思うのですが、お受

けになって、遊ばれてみていかがでしたか？楽

しかったですか？楽しくなかったという方？ 

全員：（笑） 

堀口：別にもう隠していただく必要はありません。

逆にこれも非常に重要な点だと思いますので、

○○○。楽しかったということでよろしいでし

ょうか？ありがとうございます。一安心です。

もう一点がですね、子どもでも例えば今日やっ

たものであれば楽しいんじゃないかなと、ただ、

何年生くらいの子どもさんを想定して楽しい

のかな？楽しくないのかな？と。2 年生は無理

だよねとか、4 年生以上だよねとか、逆に上限

は、中学生はこの辺気をつけないと「先生なめ

てもらっちゃ困るよ」と言われてしまうとか、

何かご意見があればおっしゃっていただきた

いのですが、高橋先生、いかがですか？いまち

なみに、、、？ 

高橋：今は 3年生。 

堀口：3年生ですか。ご自分のクラスのお子さん

の顔を想像されると、、、 

高

堀

高

堀

田

堀

右

堀

右

アイスブレイク
橋：う～ん、、、どうしてこのことをやらせたい

のかを自分の中ではっきり持たないと。トピッ

ク的にやるのではもったいないので、やっぱり

何かこう、、、今日もまぁ、トピック的に教わっ

たような感じがしたんですけど、だけどすごく

まなびに連続性があったじゃないですか？多

分子どもたちもその中におれると思うので、、、

どういう風に最初が、、、最初がよく、、、 

口：なるほど、なるほど。 

橋：それがうまく、そういう風な雰囲気にね、、、

今日僕たちは、なんとなくこういうなことが学

べそうだという雰囲気で来てるから入れたけ

れど、子どもたちにはどういう風に投げかけれ

ばいいのかなということがわからない。そこを

うまく提供する側で準備しておけば、子どもで

も集中して楽しめるという感じです。だからそ

ういった意味では学年とか関係ない気がしま

した。 

口：なるほど。今日のはちなみにその 70 いく

つ、、、約 80 あるプログラムの一つの一部分な

んですよね？ 

中：そうです。 

口：資料の方に、たとえば校庭てできる、、、ス

クールエコロジーでしたっけ？ほんとに学校

内の設備だとか施設内でできるようなのがほ

とんどだと僕はお見受けしてるんですけど、基

本的には今日の海のプログラムに関してのま

ずご意見をいただければなぁと思います。右田

先生いかがでしょうか？右田先生の場合は高

校生まで、、、 

田：ごめんなさい。発問のポイントが今、、、 

口：今は本当に楽しめそうか楽しめそうじゃな

いかで構いません。 

田：そうですか。楽しめると思います。基本的

にはこういった実験等に関しては、私の考えで

は、それこそ変な言い方、幼稚園から、それか

ら高校生でも OK だと思うんです。特にこうい

ったこと最近やってませんので。ようするに上

の学年でも、、、ただ、こういったことはアプロ

ーチ一つとってみても、そのアプローチによっ



て全然変わってきますでしょ？内容的に。だか

らそれは何回やってもいいと思ってるんです

よ。自分の中では。それが学年を追うに従って

知識として得るものが違うので、それはそれで

何回見ても人間はいいのかなという気がいた

しますけどね。 

堀口：率直な感想としてはご自身で体験されても

みなさん楽しかったと。子どもが実際に体験し

ても楽しめるだろうなと。ただ、その活用の方

法だとか、位置づけだとかで随分変わってくる

という、、、 

右田：それはやっぱり、高学年になればなるほど

もっと細かい。初等課程で言えば、密度計算で

すとかいろんなことに使える。要するに、私た

ち大人でさえも面白いものは子どもも面白い

という基本的な概念に従ってますけど。 

 

□授業での活用方法 

堀口：なるほど。わかりました。まず具体的な活

用の話についてだと思うのですが、1点目がで

すね、授業で活用できそうかというで非常に漠

然とした質問で申し訳ないのですが、、、これ今、

約 1 時間半から 2 時間あったのですが、、、例え

ばりんごの部分だけだとか、水が回る部分だけ

だとかっていうのを、細切れにしていくという

ことがもちろんありだということなので、その

部分部分だけでも十分こういうものというの

は授業でも活用できるものなのですかね？ 

田村：反応できると思います。それで一つ一つの

作業というか、活動自体は面白かったので問題

は無いと思うのですが、それを目の前の子ども

とか集団に対して、教師が働きかけをするとき

には、一つは集団の性質したいなものを配慮し

ないといけないのかなと。もう一つは、その集

団の性質と違って、さっき言ったように発達段

階みたいのを配慮しないといけないかと思っ

たのです。つまり、我々大人で神話的な雰囲気

があるので、すぐカードを 5 つ選びましょうと

言ったら話し合いが成立するけれども、学級に

よってはそれがすぐできないような状況があ

るかもしれないし、じゃあそうなればまずは一

人一人が考えてからそれを持ち出して 5 つを

作り出すという、ワンステップ別の活動が入っ

て選び出すというようなことは、学級の風土と

か発達によって考えなければいけないのかな

と思いました。でもそれは我々がアレンジして、

こうちょっとづつ工夫するところだと思うん

ですけど、子どもの動かし方みたいなところは、

集団をどう動かすかというのは。もう一つは、

作業自体の難易度が小学校 1 年生のすること

と、6 年生のすることはずいぶん違うと思うの

で。例えば、さっき氷を端のところへ固めて置

くというのは、我々なら端に固められたけど、

1 年生の子どもだと、全部わーっとなっちゃう

かもしれないから。 

堀口：ぼくらも、、、 

全員：（笑） 

田村：そうすると端に固まるような網みたいのが

ちょっとあるとか、という風な、それはまぁ私

たちが目の前の子どもに応じて対応するとこ

ろなんだと思うんですけど、という部分がある

だろうなと思いましたけどね、、、 

堀口：僕も 80 だとか全部のプログラムを見たこ

とが無いので、すごく少ないプログラムしか見

たこと無いんで、○○○きたんですけど、むし

ろ、できないかという質問が愚問なんですね、、、 

杉本：今日のことでいいですか？ 

堀口：はい。 

杉本：活用はできそうだけれども、活用してもら

えないと思いますよ。 

堀口：というのは？ 

杉本：例えば、温度差による水との、、というの

が、昔、理科の教科書にありましたよね。なく

なってるんですよ。なんでなくなったのまたや

んなきゃいけないのかとか。海流にしても魚○

○○、それをそんな実験までなんで魚でやらな

きゃいけないの？というのが現場の声だと思

います。だからその教科でやろうと思うと無理

なんで、そうすると総合の学習の時間でどれく

らいやってくれるかと言うと、かなりやってく

れないんじゃないのかなと。と思うんですよ俺

なんかは。私たちは今日こうやって来てるから、

どっかで活用したいなと思ってるから活用で

きると言うんだけれども、意識がまず無い。 

 

□利用されない？ 

堀口：今のご意見についていかがですかね？そり

ゃそうだなぁとか。 

杉本：それこそ○○○君がやってらっしゃるとい

うから、どういう風にやったのかなと逆に聞き

たいですね。 

堀口：玉川さんの場合はあれですよね。もう段階

的にこういうものを入れていくんだという学

校方針があってですよね？ 

田中：あそこは教育研究所を持ってますからね。

教育研究所の先生が興味を持って。それであそ

こはまた、総長が、、、 

杉本：玉川学園は全然こういう人たちじゃないか

ら、比べれないから。 

堀口：例えば、公立の小学校の先生が、こういう

形でかなり使われているというような事例と

いうのは？ 

田中：どこでしたっけね、、、小学校の先生で、や

っぱりこれを入れて、仲間も増やしているとい

う人はいます。ちょっと名前、今あれですけど

も。 



田村：今みたいな問題ありますよね。カリキュラ

ムがあって、学習内容が決まっていて、時数が

減っちゃったという内実はあるので、そこにつ

っこんでいくとなると確かに厳しいかもしれ

ないですね。総合が完全にこういったものを取

り込む内容の総合として、その学校がプランが

立ててあれば、まぁいけるかもしれないけれど

も、理科とか社会とかだと確かにおっしゃるよ

うな障害があって、もうそんな隙間でやってら

れないわ、はっきり行かなきゃ○○○とかって

思ってらっしゃる方は現実いるでしょうね。教

科書にこういう実験が出てたりするとやるか

もしれないけど、、、 

杉本：うん、そうするともう飛びつきますよね。

でもなくなっちゃったから。 

堀口：ということは、後の話の地球の話ともから

んでくるんですけど、時間がなんとかほんのち

ょっとだけでも確保でるとした時に、こういう

選択肢だとか手法があるんだよということが

認知されているかされてないかということは

すごい重要だということですか？ 

杉本：○○○ですよね。 

堀口：そもそも知らなかったら取り入れようがな

いですもんね。 

杉本：あと、今日の実験で言うと、例えばインク

4 種類とか買うでしょ。とか、結構ね、みんな

○○○嫌がるの。そうすると例えば理科主任と

か行くわけ、ないとか、、、 

数人：（笑） 

堀口：○○○ 

○○○：なるほど、、、 

 

□知名度 

堀口：ちなみに、この GEMS さんの存在自体をご

存知だった、もしくは、何か聞いたことあるな

ぁという方いらっしゃいますか？通常こうい

うものっていうのは知りえる機会ってあるん

ですか？例えば研究会とか。、、、 

杉本：だって、そんな一般的じゃないですもん。

例えばネイチャーゲームってすごく今はやっ

ているけど、10 何年か前には知っている人誰

もいなかったでしょ。それと○○○。それ本体

だけってどこに売ってるの？一般書店に本売

ってる？ 

田中：小学館がとり継ぎ手になってましたけどね。

実際並んでないですよ。 

堀口：○○○で 5,000 とか 8,000 いくらで翻訳本

が売ってますね。 

田中：○○○ 

杉本：小学館って○○○ 

 

□費用 

堀口：むしろ、このプログラムの問題以前の問題
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連想するトピ クスを書き出す
が非常に多いのかも。何か先ほど私がお聞きし

たこと以外で、学校での活用についてこんなの

があるんじゃないかというアイデアでも何で

も構わないんで、何かありましたら教えていた

だけますか？ 

本：あとは、さっきの海流とかは、セットにす

る。セット販売。○○○ 

口：道具とかもですか？ 

村：海流キット？ 

員：（笑） 

澤：確かにそれにみあった、、、さっき食紅だっ

たらどうだろうかというのが出ましたけど、普

通そういうのをいろいろ試して買い揃えると

いうか、どこに何が売っているのかというそこ

から始まる。 

中：アメリカでは全部キットで売っている。本

と一緒にキットで売ってる。今、うちでは中村

理科から 1 つだけ出している。今その第 2 弾を

考えている。中村理科のカタログには載ってい

ます。 

口：ちなみにおいくらで、どれくらいの、何が

入っているんですか？ 

中：運河です。ご存知でしょ？やったでしょ？ 

口：やってないです。ちなみに 1セットおいく

らくらいですか？ 

中：中村理科の価格は 1万 7 千円です。 

口：うわ、、、 

員：（笑） 

口：何人前で？ 

中：24 人です。 

本：24 人で 1 万 7千円安いです。 

口：そうですか、、、 

中：8 掛けですからね。学校におろす場合。そ

の分かぶってます。言ってくださればもっと安

くお分けできます。 

口：それは現場市場では高いんですか？ 

員：、、、 

中：スクールヤードエコロジーなんていうのは

蜜まで入って。アリを寄せるための蜜まで入っ

てセットになってる。アメリカでは。 



堀口：アリは入ってないんですか？ 

全員：（笑） 

田村：アリの卵とか、、、 

杉本：それはあるかもしれない。 

 

□ストーリー性があることの問題と解決法 

堀口：今井先生、例えば、○○○フィールドで○

○○、そういうものを教室内で、合わせてやる

だとか、、、その必要性が、、、 

今井：これって、一つの、、、ここにもストーリー

性と書いてあるけど、何時間かの中でこういう

ものを学ばせますよというような、セット販売

じゃないけど、カリキュラムを作ってあるわけ

ですよね。その中でどれかをつまみ食いしよう

としてもなかなかこう、、、じゃあどれをという

選択肢が、、、我々に選べる力が無いというか、

知らないからわからない。その辺のところをや

っぱり一番、、、いっぱいあるよと言われても、

じゃあどれをやればいいのか、どこにどれを入

れていけばというのはちょっとわかりにくい

ですよね。それからさっき言われたように、教

科の中には、、このプログラム以外に学校教育

では達成しなくてはいけない目標なんていう

のがあって、そっちが主になっちゃうわけど、

それをうまくリンクできるようなものってい

うのが欲しいかななんて、、、だから単元の例え

ば導入で、理科の実験の導入で、こんなのが子

どもの興味関心が惹けるものがあるとかって

いうふうにプレゼンがあればやってみたいな

ぁと思うけど、、、小学校で言えば、例えば流れ

る水の働きだとかいろいろな科学的ものもあ

るけど、中学校のこういう実験は使えますよと

かね。この学習するときに使えますよとかね。

そんなのがあると、いいかななんて思ったんで

すけど。 

堀口：つまみ食いできるよと、○○○があったと

しても、その構造全体が示されていたり、例え

ばその例みたいなものが、あるいは教科書とだ

とかと連動してますという具体的なものがあ

れば、つまみ食いしようかなぁくらい思うけど、

なかなかパッとしすぎていたり、、、わかりまし

た。ありがとうございます。 

田村：そういう意味では今みたいな活用法という

点では、教科だと内容が決まっているので、も

し総合の方に行くとすれば、さっきの海流のと

ころも、海のいろんな海流がこうなっていると

わかるというのもあるし、捉えようによっては、

ゴミ置きするとこうなって世界中を環境破壊

していくんだということもあるから、同じもの

だけど、やりようによって得るものは違うとい

うか、子どもたちの学習の広がりの可能性はあ

りますよね。そういうことがバリエーションと

していっぱい見えてくると、いろんな学校の総

合が、同じものでも、あ、これも使えるかなっ

ている風に、1 つのアクティビティが 1つの内

容ではなくて、多様な可能性があることが見え

てくると、それぞれの学校がやっている総合に

入り込める可能性はあるのかもしれないなと

思いました。 

堀口：大本の GEMS さんは、こういうような構造

図というのかなんていうのかわからいですが、

そういうものを用意される予定はあるんです

か？ 

田中：本来は学校現場でもってやっていただくと

いうのが原点としてあるんですけどね、実際に

はさっきお話したように、先生方よりも自然体

験、そういった風の方のほうが興味を持ってい

ただいている。で、例えば夏やなんかのキャン

プで、これを取り入れてもらっている。という

形になってますから、、、逆かもしれませんね。

子どもたちからだんだん広まっていくのかも

しれません。学校を通さないで。 

全員：うん、、、 

 

□マーケティング 

堀口：では、そのマーケティングと言うのかわか

らないですけど、、、 

田中：いいですか、もう一つ。 

堀口：はいどうぞ。 

田中：それで、ちょっとこれはいろいろ困ったこ

となのかもしれないし、、、我々にしてみると、、、

あの、あそこが、日能研が興味を示して。今、

日能研でもやってるんですよ。ようするに土曜

日の子どもたちを。何が困るかと言うと、商売

ですからね、向こう。あ、違うわ、、、資金もあ

るし。そういうところでもって広がってくると、

本来の趣旨がずれちゃうなぁと。でも、結局は

そういう学校外のところでも、子どもたちの学

習活動の中で少しづつ取り入れてもらってい

るというのが現状ですね。 

 

□受益者負担 

堀口：ごめんなさい、すごく愚問かもしれないん

ですけど、お母さん方って塾を通しては払うわ

けじゃないですか、学校さんの方で受益者負担

として、お子さん方から 300 円づつとかってそ

んなに難しいもんなんですか？ 

五島：そうですね、義務教育ですので。よほど安

価なものであれば良いですけど、ある程度 1 人

300 円で、1 つの実験をするためにというのは

難しいかもしれませんし、、、新潟県では 1 万円

以上のものは備品扱いなので、必ず備品台帳に

つけなくてはいけない。1万円以下であれば消

耗品で買えるっていうのもあるので、やっぱり

そういう面では、、、 

杉本：1 万、、、中央区では 3 万だから、、、備品と



いうのは 3 万以上だから、、、 

五島：カリキュラムにあってどうしても必要なも

のであれば、学校でどんどん高くても買うけれ

ども、何か、きっかけに、道具に使ったり、地

球規模のものを目の前でやってみて納得した

り、そういう風に教科の時間で使えれば、高い

ものでも備品として揃えておかなければなら

ないのですが、今のところなかなか貧しい財政

ですので、必要なものからどんどん買ってい

く、、、ですので、理科選択か自然科学館の出前

授業で学校に来てもらえればものすごくあり

がたいし、子どもたちがそういうところに行っ

た時に、自然科学館に行った時に見せてもらえ

たり、体験させてもらえれば、大変ありがたい

なぁと。実状としては。 

堀口：日能研さんって、1日の、土曜日とかって、

いくらぐらいフィー取ってるんですか？ 

田中：いや、その金額はわからないです。 

田村：塾とか、みんなそれをやりはじめてますか

らね。 

杉本：でもそれだけやってるわけではないですか

らね。普段の勉強とか算数をやっていく上で、

○○○うちでやってもしょうがない的な○○

○。それだけやっても多分結果は来ない。 

 

□連携 

堀口：それはそうですね。苦しんでらっしゃる体

験学習現場の話を、、、ありがとうございました。

重要なお話で、、、後ですね、これは特に来年以

降の我々の取り組みにも非常に関わってくる

ことだと思うんですけど、実際 GEM さんの方で

は、○○○専門の研究者の方々と、大学の専門

家の方々が一緒に入って、このプログラムとい

うのを 3年かけて作ったんですよね。その中に

実際の学校の先生方とか、そういうカリキュラ

ムを作る専門家の先生とか、大学院生の手伝い

とか、実際に地元の小学校の先生だとかも入っ

て、フィージビリティーいろいろやりながらや

ってらっしゃる。 

田中：それと現場でやったものをフィードバック

する。 

堀口：という風に、聞いているんですが、じゃあ

例えばそういうプロジェクトが立ち上がりま

したとなった時に、やっぱり研究者の方とか専

門家とか、今日も岸先生にお越し頂いてますけ

ど、一緒になった方が、我々は良いんだろうな

と、理想的なんだろうなと勝手に思ってるんで

すが、その辺はいかがですかね？その順番だと

か手法によってもいろいろ違うとは思うんで

すが。もしくは、いや 1 回研究者の方とやった

ことがあるけど、やっかいだったんだよねとか、

この辺は良かったんだよねだという率直なご

意見がありましたら教えていただきたいんで
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地球が海に覆われていることを実感
すが。杉本先生、環境教育系ので、、、あれは？ 

本：ソニー財団とやったことありますけど、良

かったです。僕たちは結局自分のまわり○○○、

研究者がいるとそれをうまくまとめてくれる。 

口：その時、研究者のスタンスというのはどう

いうものだったのですか？ 

本：やっぱり、どこでも通じるものを作る。教

科書とは違うんです。逆に言うと教科書ってみ

んな持ってるけど、得意な分野では教科書使わ

ない人って結構いるでしょ。 

口：あ、そうなんですか。 

本：うん。教科書は資料集の 1 つ、、、 

口：実際にそこで作られたことはお使いになり

ました？ 

本：それは理論的なことでやってたから、、、 

口：なるほど。 

本：あとは、、、○○○ 

口：時には、有用だというような認識でよろし

いでしょうか？ 

本：うん、それはそうなんですど、、、特に海外

のいろんなことに詳しいというのはありまし

た。 

プログラム作成に必要な時間 

口：例えば、45 分子どもたちと一緒にやろう

というプログラムを作るために、どれくらい時

間がかかるとご想像されます？1週間それこそ

タコ部屋みたいなところに詰め込まれて、先生

と研究者の○○○からやれという非日常的な

ものではなくて、例えば、1 週間に 1 回とか、

2 週間に 1度くらい集まって、2・3時間づつと

いう範囲なんですかね？ 

本：○○○ホームページのやつ。 

村：算数の教材？ 

本：はい。すごくよくできている算数の専門家

が○○○ 

村：算数の教材を、市の先生方のプロジェクト

で作って、学年 3 人の小学校から中学校まで 9

×3=27 人のスタッフで、そのスタッフが各グ

ループで5回から6回集まる会議を約半年の間



にやって、作り上げたのを、春一部の人間が再

修正して、トータルのものとして作ったという

感じの作品です。これは、ペーパーの教材なん

です。算数の世界なので。理科みたいにものが

あって触ってとかじゃないので、そういう意味

ではもうちょっとあれかもしれないけど、、、や

るんなら組織をもうちょっと意図的に構造化

して、ある程度全体をプランして動かす人間と、

あとパートパートでやるものと、それを集めて

みたいな作業にしていった方が動きとしては

機能するかもしれないですね。これを今話をし

てもなんかこういう、、、教材みたいのを開発す

るイメージですか？何やるんですか？それと

もそれを使った 1 時間の授業活動みたいのを

作るというイメージですか？例えばこの GEMS

さんのいくつかあるのを、自治体のこういう事

業としてどんな風に構成していくかというそ

っちの方ですか？ 

堀口：できれば両方うかがいたいんですけど、、、

そうするともうかなりそのケースケースによ

って違うんだろうな感じをうけるですね。これ

3 年かかるというのは、かなり 3 年も本当に○

○○毎日毎日なのか、週に 1 回ミーティングを

やるだとか、というようにどれくらいの 3 年間

なんですか？ 

田中：プログラム開発というのは毎日毎日やって

もできるものではないんですよ。やっぱりこう

寝かせて、それでまたもう 1 回見直してという

ような形にしないと。試験問題なんかもそうな

んですけどね。時間があればできるものではな

くて、いろんなアイデアを入れるのにはやっぱ

りそれなりの時間がかかる。連続性だけではな

いと思います。 

 

□共同でプログラムを創る 

堀口：例えば、うちの福島と、海の生き物につい

てのプログラムを、何かじゃあ 40 分のものを

作りましょうとなった時に、実際に例えばここ

で海だと武澤先生だとか高橋先生だとか、比較

的海に行きやすいような学校さんの場合、やっ

てみようかなという気になるものですか？い

やもう今回ので懲りましたと言われると非常

に、、、 

全員：（笑） 

堀口：そもそもやっぱり具体的に何年生にこれ使

えるものだとわかっている、もしくはすごい使

おうと意図しているものであれば参加するけ

ど、とにかくわからないけどプログラムを、と

にかくこういうものを、どこでも使えるものを

作ろうという前提ではなかなか参加しづらい

のか、それとも、、、 

武澤：私ですか（笑） 

堀口：まず武澤先生に聞いてから高橋先生に（笑） 

武澤：私個人は、そういうの、なんて言うのかな

自分が知らないことも知りたいというのがあ

りますから、そういうことをやるのはすごく賛

成なんですけども、学校としてっていう風にな

った時は、やっぱりその有用性であるとか必然

性であるとかっていうものを学校全体に理解

してもらわないといけないというのがありま

す。そうするとやっぱり周りの方々の理解がな

いと難しいのかもしれないなと。特に単発的に

やるんだったらいざ知らず、継続的にやらない

とやっぱり意味がないと思うんですけど、そう

いう継続的なものを作ろうと思うんであれば

なおさらもっと時間がかかるんでしょうね。自

分の場合は、1 時間の授業の流れを考えるだけ

でも、結構前から考えるわけですから。で、せ

っかくやっぱりそういう研究者の方とできる

という機会をいただけるんであれば、やっぱり

より良いものというか、有効に使いたいなと思

うと、やっぱりそんな短時間にできるものでは

ないんじゃないかなっていう気がします。 

堀口：高橋先生はどうですか？ 

高橋：そうですね。やっぱり、僕は、学習は単元

学習が多いと思うので。単元ってなに？ってよ

く考えるんですけど、単元は何やって何やって

何やってってあるじゃないですか。あれは問題

解決の学習のスタイルのことを言ってるんだ

なと思うので、例えば、ゲストティーチャーの

方を招いて、生き物の学習はその中には位置付

くと思うんですよ。だけどそれは、その前のま

なびと、その後のまなびの、ちゃんと僕なりの

意図がないといけないと思うので、どういう意

図でそのゲストティーチャーを呼んでその学

習があるのかというのをちゃんと吟味してい

かないといけないのかなと思います。だから、

いろんなプログラムにまなびがいろいろある

から、それをどう自分の中で目の前の子どもた

ちを見て組み立てていって、単元の学習として

成立するかどうかを考えていく必要があると

思うんです。その中には教科書の内容も含んで

いる部分もあるだろうし、全然関係ない部分も

あっていいんじゃないかって。で、時間がやっ

ぱり気になるので、すごく子どもたちの意識が

教科書に離れていっちゃったら、それはもう総

合にしちゃって、どんどん追求させていけばい

いのではないかという風に考えてます。 

 

□もし創るとしたら 

堀口：例えば、数人の○○○の研究者がいらっし

ゃいますと。この方を自由に使ってくださいと

いう条件があったとしたら、それは○○○教科

書に付随した資料を一緒に作りましょうとな

るのか、何かここで講義？○○○みたいなの作

りましょうとなるのか、ここで 1 時間プログラ



ムなのか、1ヶ月のカリキュラムなのか。いろ

いろニーズがあるのかなぁとぼんやりとは思

ってはいるのですが。今、頭に浮かんでいるだ

けで構わないのでできれば、、、研究者の人たち

が、例えば、ここに 5人、海のいろんなことを

知っている研究者の方が 5人、その時に一緒に

作るとしたら、何を作られるかを聞きたいので、

一巡教えていただきたいのですけども。中川先

生は。 

中川：今の質問の趣旨からちょっと離れてしまう

かもしれないのですけれども、これまでの先生

方の話を聞いていて思ったのは、このプログラ

ムを見ているととてもどれも面白そうなんで

すけれど、これをまるまる 1 つ総合の中でやる

となると○○○的につらいかなというところ

があるので、今お話に出ているように、この単

元のこんなところで、こういうのが使えるねっ

ているのをやった方が、○○○になって、GEMS

さんの趣旨とは変わってきちゃう部分もある

と思うんですけど、普及という意味ではその方

が取り組みやすいのかなとは思いました。で、

個人的に、社会科の勉強をしていた時に、○○

○歴史博物館の人が、どうにか歴博を授業の中

に取り入れて欲しいということで、何回もお願

いに来て、こんなものだったら学校に貸せると

いうのをいっぱいもってきて、いろんな学校に

配ったんですけども、全然貸し出しの要請がこ

なくって、、、 

全員：（笑） 

中川：それで、次の年にどうしたらよいかという

ことで、今度は何年生の何ていう単元ではこれ

が使えるという風な形のプログラムに書き直

したら、次の年はだいぶ前の年よりは貸し出し

の要請が来て、その貸し出しについて一緒に教

師と歴博の学芸員が話し合って、○○○役割は

専門的なことは学芸員で、この単元でこの資料

を使うとどういうまなびの発展があるかを考

えていって資料にくっつけたのが教員の方の

役割で、ちょっと○○○思いながら話を聞いて

いました。やっぱりいけないことかもしれない

んですけど、学校ではすごい手間がかかるとか

っていうことはなかなか取り組みづらかった

りする面も多いので、学校の中で取り組めるよ

うなことから紹介していくのが○○○って思

いました。 

堀口：ありがとうございます。川原先生いかがで

すか？ 

川原：うちの学校は新しい物好きで、校長がいろ

んなことを、、、 

全員：（笑） 

川原：とても下々が大変な思いをしている、、、 

全員：（笑） 

川原：○○○のやや総合的な知識を持った人が、

堀

武

リンゴで人の生活域の狭さを実感
今○○○プログラムの中にも入っていたりし

て、やはり専門的な部分からのアドバイスはと

ても大切かなと。プログラムを作る上で。やは

り今回の環境○○○に関して言うと、やはり教

科の中では難しいかなというのはありますね。

ただ、総合の中でかなと私も思ったんですけれ

ども。結構、総合で環境を取り上げている学校

が多くなってきている。ただ、これ 1 本全部で

きるかというとやはり難しくて、何かの動機付

けにやるとか、子どもの課題にあったものを取

り出してするとか、そういう形が多くなると思

うんですよね。プログラム自体はこんなのがあ

るよということで作ってあって、その学年学年

に対応してプログラムをというとこで教員側

の興味がすごく大切になってくるんではない

かと。僕も企業といろいろやってるんですけど、

やっぱりこちらの意図をどれだけ向こうがわ

かってくれるか、そこでまた向こうも新しいも

のを出してくれるという○○○をして作り上

げていって、実際はプログラムですけど、内容

をどんどん変えてというか、子どもたちに合っ

たものを作っていかないと、生きたものになっ

てこない。企業にとっては、企業にはすごく言

いたいものがあるけどそれを押し付けられる

ような状態になってしまうけど、○○○になっ

てないということで、そこら辺が○○○非常に

難しいなと思いました。実際には単発で終って

しまうものもあるし、総合の中では○○○こう

いうことを知りたいというのが○○○またや

って○○○ますので、やはりたくさん話しなが

ら、話し合いができるということが大切かなと

思っています。 

口：ありがとうございます。武澤先生いかがで

すか？ 

澤：今回のをやってみて、単発的に使えるもの

っていうのはたくさんあるし、それからやっぱ

りつなげてやるからいいんだっていう部分も

あるなぁとすごく思ったんですね。教材として

売られる場合だとセット、、、セットで売られる

と全部押し付けられるような感じが私なんか



してしまうんですが、、、 

全員：（笑） 

武澤：セットもあるし、単発でもできるしという

風な、そういう選択権というかいろいろ組み合

わせができるような感じで、やろうと思えば部

分的に取り入れられるような。でもセットとし

て欲しいというか、それができる学校もあるで

しょうし、単発でしか取り入れない学校もある

でしょうし、いろいろあるんじゃないかなとい

う気がしました。やっぱり取り入れる時には、

高橋先生おっしゃっていましたけれども、やっ

ぱり取り入れる方がこれをどういう風に活か

そうかとか、これをやることでどれくらい広が

りがあるかとか、いろいろ考えないと、やっぱ

り取り入れる意味が、せっかくの限られた時間

の中でやる意味がないわけですから、そういう

ことがわかった上でないと難しいのかな。あと

1つは、現場の先生はやっぱり時間がないので、

教材研究ができる方とそうでない場合と、担任

の先生だとすごく難しいでしょうから、やっぱ

りそういう時には早く検索ができるというか、

探し出せる方法を提示してくださると、飛びつ

きやすいというのはそれはそうかなと。 

堀口：ありがとうございます。 

田村：新しい教材とかを開発していくとなるとだ

いぶ時間もかかる仕事かなと思います。とりあ

えず手軽にもしやるのなら、既存のいろんな活

動とか、今日見せてもらったアクティビティだ

とか、あるいは教科書にあるものとか、理科の

先生がよくやっているようなそういうものが、

海の総合といった時に、実際にこんな風に扱う

と海の学習に活かせるんだと。それが、あるい

は海の環境だとか、海の文化だとか、海と世界

だとか、海とエネルギーだとかという学習に使

えるというのを、研究者の人と現場にいる人間

が、1 つの授業のユニットみたいなものとして

簡単に作って、どんどん提供するものをいっぱ

い作って、web 上で出していけばいいのかな。

それは手軽にできそうな感じがしますけれど

も。 

堀口：ありがとうございます。 

右田：そうですね、正直言ってニーズの問題だと

思うんですよね。今、シップ・アンド・オーシ

ャンさんなんで、気楽に海ということで話を進

めていくのが一番いいかなとは思っているわ

けなんです。私たち現場に関しまして、やっぱ

り専門家は必ず必要としているんですよ。やは

り、例えば気象のことだったら気象協会、日本

地質学会ですとか、そういったところにアクセ

ス、、、最近非常に進んでいるんでね、一昔前だ

ったらともかく、今はアクセスできますので、

そういったところにはいろんな情報があるん

です。要するに欲しいものをいただけるという

こと。そのベースにあるものは、やはり先ほど

からお話に出ている単元という物ですよね。単

元でこれやるときさぁどうしようかな、例えば

気象の写真が欲しいな、○○○台風ですとか梅

雨ですとか、これはもう気象協会にやれば一発

でどんどん出てきますし、この前ちょっと、、、

気象のことだったら化石園○○○かなんかに

行けばどんどん送ってくれますし、化石でもね。

じゃあ海となると、前にもちょっとお話しまし

たけど、何にもないんですよね。海はもう教育

から一切ない。今の段階では。なので、ニーズ

がまったくないですよね。じゃあどうするかと

いうところがまぁ一番今ネックになっている

ところかなぁと思って。要するにないところに

もってきて余計な仕事をしたくないですよね。

余計なことはしたくない。要するに受験に海は

出てきませんので。きっぱり言っちゃいますと。

そこをシップ・アンド・オーシャンさんで、い

やこれもいいんだよという風なところ、、、ある

意味で私たちは商品開発をしなくてはいけな

いのかなと。ニーズがないからそれでいいんだ

と言ってしまえばそれでもちろん話は終わり

になりますが、一歩進んで商品開発みたいな形。

これはいいんだぞ、海に関しては俺たちの方に

電話してくれれば対応するんだぞ。というとこ

ろを作るには、やはりもちろん専門家の方が必

要ということだと思います。先ほどから算数で

すとかね、国語ですとかいろんな教材開発があ

るんですが、それはニーズがあるから、フロン

ト○○○としては。だから集まってでもいろん

なことでできるんですが、ニーズがないところ

に関してどうするんじゃいというのが、一番あ

れかとは思いますけどね。それはやっぱり、何

年前かでしたっけね、総合で結構、海に関して

文部省さんが、動き始めたかなぁと思ったら消

えちゃいましたね。それはやっぱりここの船の

科学館の財団の方でね、なんかならないのかな

と。大切なことだと思ってるんです。全体の環

境を考える時に、海を除いては話し合うことは

できないので。ただあまりにも海に流したらい

いという風習が身についているもんだから、う

まくいかないですよね。その辺のところから話

し合うのがいいかなと。プロジェクトチームと

いうか、あきらめないでなんとかしてという、

言い方ひどいかもしれませんが、そういう感じ

かなと思いますけどね。 

堀口：ありがとうございます。杉本さんは？ 

杉本：○○○通して、フルコースメニューって必

要だと思うんですけど、ただ、そうしてくると

すごい大変だと思うんですよ。専門家 5 人で、

どう使っても良いとおっしゃったんだけども、

せいぜい会えるのは月に 1回、2 月に 1回。そ

れは無理だから、そんなかで、アラカルトメニ



温度差によって水が流れる 

ューでやっていくしかないと思うんですよ。ニ

ーズがないというのもあるし、結局、専門家 5

人いたら、教員側はその2倍から3倍いないと。

1 人の専門家について、1 対 1 では絶対何もで

きないから。で、先ほど○○○がおっしゃった

ように、それをまとめる人間がいるしね。専門

家がいればいいってもんじゃなくて、というこ

とがすごく難しいと思うんですよ。逆に SOF の

方で、こんなもの作りたいんだという風に出し

た方が作りやすいと思うんです。○○○から専

門家に聞いてみよう、この○○○といった時に

呼べる体制を作っておく。それでもだいたい会

うのは 2月に 1 度か 1 月に 1 度だし、その仕事

をやるのは前の日か前の前の日ぐらいだから

みんな。 

全員：（笑） 

杉本：本当にぶっちゃけた話。そんなもんなんで

すよね。普段の子どもたちに追われちゃってる

から。あ、そうだ明日あれあるからやっていこ

うという感じですから。それは難しいと思いま

す。ただ、○○○。 

堀口：ありがとうございます。今井先生いかがで

すか？ 

今井：私は実際に海を使った環境教育というのを

やっていて、決してニーズがないわけじゃない

と思うんですよね。というのは、南は沖縄から

釧路湿原まで、かなりの学校が海を学区に持っ

ている学校で、その海の環境を扱っている学習

をしている学校というのは相当数に挙がるん

ではないかなとは思うんです。ただ、そのネッ

トワークというのは非常に細いものですから、

実際には全国でどれくらいの海を扱った環境

教育をしているのかというところまで私もわ

からないのですけれども。必要を感じている学

校が決してないわけではなくて、何十校から何

百校かはあるという風に思っているんですね。

ですけれども、じゃあそこで何を作るかってい

うと、そういうところではもうカリキュラムは

ある程度できているんじゃないかなという風

に思うんですよね。必要だと思っているから作

るわけだから、そういう学校では既にもうでき

てるだろうと。とすれば、やっぱりその中で何

をするかというと、更に深めていくための資料

をどういう風にアシストしていくかという部

分っていうのがあれば、非常にそういう学校に

とってはありがたいんじゃないかなと。私はそ

ういう風には思いますけれども。 

堀口：ニーズとシーズですね。岬に立って話をし

ておられる時に、いろんな機関だとか、○○○

にアクセスだとかはしましたか？ 

今井：機関、、、財団とかいろんなものというより

も人ですよね。地域の方とか、博物館。身近に

ある、、、身近でもないですけれども、博物館の

方とか。ネットワークを作るのが大変ですよね。

そういうまなびを深めるためのネットワーク。

やっぱり専門家の方を中に入れるのはみなさ

んも言っているように必要なんだけど、じゃあ

誰を入れるかという、そういうネットワークは

やっぱりその学校で今までは作るしかなかっ

たから、そういうネットワークをどういう風に

構築していこうかっていう、、、で、やっぱりそ

ういうのが広がっていけばいくほどまなびは

豊かになっていきますよね。 

五島：いまやっている総合というのはどちらかと

いうと外へ飛び出していく、○○○とかいろん

な川とか海とか山とか、あるいは街の中とか飛

び出していって、そこで何か体験したものを教

室でふりかえるとかまとめる。そして次のテー

マを決めていくというようなものが多いので、

なかなか外で見てきたものを実際実験で試し

てみるとか、どういう原理、どうなっているん

だろうかっていう時間をなかなか総合の中に

は入れてない部分が多くて、どちらかというと

見てきたもの聞いてきたものをまとめてまた

次へ調べるという活動が多いので、総合の中に

もやはりそういう実際にここでゴミを捨てた

らどう流れていくのかとか模擬実験的なもの、

○○○を活かしたものでできるようなものも、

取り入れていく必要があるということを、総合

の中でどっかで言い出さないと、いつまでも出

てはまとめ、出てはまとめというので終ってし

まうのではないかなというので、そういう部分

がもうちょっと総合の中にあると、本当に納得

したというか、、、最初はこのマジックのような

世界の中から原理をみたいなのを見つけ出せ

るすばらしいプログラムなんですが、なかなか

そのプログラムが長いこともあって、できれば

細かいパーツに分かれていて、今日やったよう

に、トリビアの泉のように、海と陸地の割合を

知るには、○○○的な○○○社会とか、何かそ



んな風に使える部分がいっぱいあるので、それ

を抜き出してある程度 1 つの単体でどこで使

えるかとかがわかるとすごくいいなと思いま

すし、あと、専門家の方が入ると大変いいんで

すけれど、その専門家を探すこともまた総合の

教師の大事な仕事でもあって、この人とこの人

とこの人がいていつでもどうぞと言われるよ

りも、なかなか○○○してこうして欲しいとか

お願いして、ということも今大事な、教師にと

って大事なことであるので、そういう面ではあ

まりにもお膳立てしすぎると教師が育たない

という部分もあるかもしれないので、ある程度

の広い枠の中からいろいろ相談しあって作っ

ていくものであって、、、本当はその地域地域で

こういう研修○○○とかそういう風なものが

あって、そこでこんなことをやっていきたいと

いうことをその先生が言って相談していくみ

たいな方法があるといいなと思います。 

堀口：ありがとうございます。高橋先生は？ 

高橋：今日のようなまなびは教科の中では厳しい

ということが多分共通理解できて、だったら総

合の中かな、だけど・・・というのが多いじゃ

ないですか、だけど、各学校によって総合の運

用の仕方が全然違うから、例えば、学校全体で

○○○できる時間を 10 時間とか、学年でテー

マを決めてやっている学校とか、それとももう

100何時間全部個人個人が○○○受け持ってる

ものもあるし、いろいろやっぱりあるじゃない

ですか。だから、その学校やその人によって与

えられている時間も違うから、うまく組み込ん

でいかないと、できないのかなという風に思っ

ているのが 1つと、環境をベースにした学習は、

やっぱり子どもたちが何かモノを作る総合に

比べると、できたとかやったとかいうような達

成感が見えにくい部分があって、いくらこっち

がゴミ拾いをしても、あっちで増えてという、

例えばそういうことがあったりして、なかなか

達成感が見えにくいのが環境問題のやりづら

いところだなっていう思いがあるんですね。じ

ゃあ環境をベースにした総合と言ったときに、

私たちが何を求めればいいかというと、やっぱ

りその過程過程、そのプロセスプロセスの中で

の子どもの育ちを細かく見ていってあげて、最

終的に終わりを迎えた段階で、どのくらい子ど

もが育ったかというのをみていくことかなと

思っているんです。そのためには、科学者や学

者や研究者の方々に時々入ってもらって、その

子どもたちのまなびの動機をどんどんバージ

ョンアップしていってあげないといけないの

かなという風に思っています。モノを最後に作

る学習でない以上、人との出会いはすごく大切

だし、それが子どもたちの学習を続けていく意

味の上では、すごく重要だと思うんですよ。そ

れはだから、すごくいろんなことを知っている

人じゃなくてもよくって、商店街のおじさんで

もいいんですけど、人との出会いは環境を考え

ていくような、モノを作るような総合でない総

合では必要かなというのは感じています。 

 

堀口：わかりました。時間が随分オーバーしてし

まって申し訳ないんですが、最後に岸先生、、、 

岸：初めて、、、北海道大学の岸というものですが、

日能研行ってます、うちの娘。 

全員：（笑） 

岸：家は東京なんで。大学のときも教育の研究会

に入ってたり、大学院を卒業してしばらく職が

なかった時、ずっと学習塾で教えてたりして、

昔から教育にはずっと関心があるんですね。今

も自分の卒業した学校の評議員をやってたり

しますから、普通の学者よりはよく知っている

つもりで。それで、海洋学会には 2500 人ほど

会員がいて、研究者がほとんど、海洋学の研究

をしている人が。海洋の教育が全然日本で取り

入れられてないので、とにかくそれをどうした

ら取り入れてもらえるかを考える研究部会と

いうのを海洋学会に今年の春作りました。それ

の部会長は有名な人がいいと思って、前海洋学

会会長がやっているんですが、私が黒幕なんで

すけれども。今、海のことが教科書に何にもな

いですよね。小中学校は。これに海を入れさせ

るのは歴史的経過から言ってもほぼ不可能で

すよね。それは十分わかっていて、でもやはり

正攻法はとらないといけないから、海洋学会と

して、文科省が海洋何とかといっているけれど

も教科書には何も書いてないではないかとい

う声明を出す。これはもう正式に出す。それは

決まっている。で、あと、我々が今やらなきゃ

いけないのは、結局総合の時間か、又は環境の、

理科の最後の単元に、6年生とかにありますあ

の環境のところで海のことを扱ってもらなけ

ればいけない。しかし、そういう時に海に向い

てくれる先生がまずいないだろう。ということ

は、教育学部の理科のところに、教育学部の大

学自体に海洋の先生が教育学部にいない。だか

ら、あそこで学生に海のことを一生懸命教えて

いる。ということで、まずとにかく強引におし

かけて、教育学部の理科の授業に海を入れろと

大学の方に圧力をかける。 

全員：（笑） 

岸：それはこれから少しづつやっていくというこ

とですね。それから 2つ目は、先ほどからおっ

しゃられているように、海洋学会のホームペー

ジを充実させて、WhosWho。こういうことをや

りたいんだけれども、誰に相談したら良いかと

いうのを作る。それから子どもたちからの Q&A

のコーナーも作る。それが 2 つ目ですね。で、



3 つ目は、海洋学会キッズクラブというのを作

ろうかと。できれば海洋学会の研究発表大会が

地方である時に、そこにポスターセッションを

設けて、何か子どもたち何回か発表させて賞を

○○○たらいいいなというのが○○○です。で、

4 番目が本ですね。総合の時間とか環境の時間

に使っていただけるような本か、又は、キッズ

を作ろうということで、ここに今ちょうど合併

できるところの○○○話。その 4 つが一応我々

海洋学会の今後の方針の中に入っていて、予算

は、、、予算はないんですけれども、、、○○○、

海を学ぼうという高校生向けの本を作ったん

ですが、あれはマニアックでですね、○○○作

ったというだけですごい難しい本なので、とり

あえず作ったから、あれをなんとか噛み砕いて

小学生バージョンを作りたいということです

ね。あと、今日の話では結局このプログラムで

すね、GEMS を取り入れられているほとんどの

学校は私立の学校。アメリカでは先ほどうかが

ったように、これに出た先生が給料が上がる、

自分たちの地方に持って帰ってきて、そこでま

たその支部を作って、またそこの自分たちの先

生にもう 1 回教育するというシステムができ

て、そうすることによってちゃんと給料上がる

わけでしょ。日本はそれないから無理ですよね。

それは前から知ってますね。だから、これを普

及するのはかなり難しいということと、このま

ま○○○。折角私がいるので、後で言いたいで

す。 

堀口：研究者側の方にも、岸先生のように熱心に

やっていきたいという方もいらっしゃると思

うのですが、右田先生がおっしゃったように、

商品開発のもっと前のマーケットリサーチを

やっとやり始めたばっかりだと思います。岸先

生には失礼にあたるかもしれませんが、ユーザ

の声はどこにどういう形で入るのという話が

必ず出てくるとは思います。僕も個人的な仕事

 

討論
で、環境省や計算省の仕事で、こういうの作ろ

うと思うんだよねっていう時があって、最近彼

らが何と言ってきたかというとですね、今まで

これだけお金を使って何万部すりました、どこ

どこに配りました、でも反応が悪い気がするん

ですよねという相談をこの 6 月に受けました。

でも悪いというよりも誰も見てないと思いま

すよと言ったところ、担当官の方はやっぱりそ

うでしたかと。ただ、今更なのか、やっと気付

いてくれたのかと捉えるのは非常に大きな差

だと思うんですね。機関だとか学者さんたちも

ですで、今までのはまずいだろうという認識は

十分持ってらっしゃる方が非常に増えてきて

いると思います。今年の暮れに懲りずにですね、

○○○の方が、こういうことを今度やると思う

んだけど、こういうところに気をつけたらいい

よだとかいう意見募集がもしかしたらあるか

もしれません。その時には是非ですね、今まで

通り、ワークショップで出していただいたよう

な○○○な意見をどんどん出していただいた

方が双方のためになるのかなという気がしま

す。すいません 30 分もオーバーしました。今

回の会はこれで締めさせていただきたいと思

います。 



■第 6 回 「ワークショップ：レポート報告会」 
 

□ワークショップの記録 
 

高橋先生の発表 

□趣旨説明 

堀口：最後になりましたが、第 6 回、タイトルは

「海の学習の普及のために必要なことを考え

る」を始めさせていただきます。よろしくお願

いします。今日もう一人、ゲストというかコメ

ンテイターとして嶋野さん、文部科学省の方が

お越しいただくことになっています。 

まず、今日の流れなんですが、我々の方から若

干の説明を簡単にさせていただきます。その後、

参加者みなさんからの発表をしていただきま

す。その後に島野さんからコメントを頂こうか

なと思っております。これは発表していただい

た先生に対するというよりも、今回我々シッ

プ・アンド・オーシャンの方がこのような取り

組みをした外部の機関が、学校をサポートする

ということについてのコメントをいただける

ようにお願いしてあります。そして最後にお礼

をさせていただいて、懇親会の方に移らさせて

いただきたいと思います。 

まず本日の目的ですが、1つは 1 年間お付き合

いいただいたみなさんからワークショップに

対するふりかえりを、私どもの方はレポートで

は頂いたのですが、みなさんの方でも是非共有

していただければなと。その上またいろんなア

イデアもお聞かせいただければなと思います。

もう 1 つが、これから実際に我々が事業を行う

際に活かすべき観点、我々の方ではレポートを

拝見して、また会を通していろいろ得たものが

ありました。それ以外に見落とした点はないか、

もしくは再確認の方をして来年度につなげて

いければなと思っています。 

発表していただく順番をみなさんすごく気に

されているとは思うのですが（笑）、すごく勝

手にこちらでグルーピングなどをさせていた

だきました。その結果を元に組み立てましたの

で、どうかお許しください。特に 1 番バッター

の先生にはご勘弁をいただければなと思いま

す。高橋先生に 1 番バッターをお願いできれば

なと思います。斉藤先生が今日残念ながらご欠

席ということですので、西の方からということ

でご理解していただければと思います。その次

このような順番でお願いしようかなと思いま

す。 

 

□高橋先生：子どもたちを「海」という学習材に

向かわせるために 

～「はじめに子どもありき」の考えをもとに～ 

高橋：横国大附属横浜小学校の高橋です。1 番で

すので、どのように進めるかが決まってしまわ

ないような展開で話をしていけたらいいなと

思っています。今日横浜は雪が降ってて、こち

らもそうだったんですか？すごく寒かったん

ですが、東京は寒くなくて良かったなと思って

ます。 

子どもが 2 人いる話はいつかワークショップ

でしたと思うんですが、今日下の子が熱を出し

て 39 度 5 分朝あったので、今日厳しいかなと

思ったんですが、奥さんの理解により来させて

もらうことができました（笑）。子どもの話を

したのは、そうやって親だったら自分の子ども

を良く見てどうやってしていったらいいかを

決めいくと思うんですね。それと同じように学

校でクラスの子どもたちと一緒に過す時にど

うやって関わっていったらいいのかなという

のは、やっぱり子どもを良く見て進めていくん

だと思うんです。自分の子どもが 1 歳や 2 歳。

2 歳だからこうしなきゃいけないのか、3 歳に

なったからこのことをさせなきゃいけないと

いうふうにはきっとあまり思わないと思うん

ですね。発達段階といって 3 歳だったらこのく

らいできたらいいなぁというのはあると思う

んですが、そうではないんじゃないかなと思っ

てます。同じことがクラスの子どもたちにも言

えて、今は 3年生の担任なんですが、3年生だ

からこういうふうなことぐらいはできたらい

いなぁという思いはあるんだけど、こうしなき

ゃいけないんだとか、ここの教科書のこの学習

をしなきゃいけないんだという思いはなるべ

く全面にはだしたくないなというふうに思っ

ています。 

そこで、僕の考えたのは、子どもと学習を進め

ていくためには、1 番大事にしなければいけな

いことは、子どもを良く見ていくことではない

かなと思います。それは子どもにもっと寄り添



って学習を進めることができないのかなとい

うのを考えているからです。そこにはね、子ど

もに寄り添っていくと、教科書の内容や、学習

指導要領の内容に、うまく一般的な実態とぶつ

かるところももちろんありますし、そうでない

部分というのも必ずあると思うんで、そういう

のを良く見極めて学習の方を進めていけたら

きっと素敵だし、子どもたちがやる気を起こし

てくれるんではないかなというふうに考えて

常々日々を過しています。 

そこで今回は、ワークショップに参加させてい

ただいて、海という、、、これ学習材と書いてい

るんですが、教材だと思ってください。学習材

を取り入れた学習をどうやってしていくか。子

どもたちにどうやって海に向かわせるかとい

う、みなさんのこれから進められる報告の前段

みないな形になればいいなというふうに考え

ています。 

きっとそれなりのきっかけとか、こうしたいと

いう私たち教師の願いというのがあって、海を

取り入れた学習を進めていくんだと思うんで

すが、やはり私はその中で 1 番大事だなと思っ

ていることは、子どもの必要感とか切実感だと

いうふうに考えているので、最初から海に行き

ましょうというのも興味や関心はすごく惹け

ると思うのですが、まなびの質はもっともっと

高めていかなければいけないのではないかな

と考えているので、初めに海ありきや、初めに

カリキュラムありきではなくて、初めに子ども

ありきで、子どもと寄り添って学習をしていく

中で、海に向かわせる方向はないのかなという

のを今回考えてみました。1 ページ目は今言っ

たようなことが書いてあります。 

2ページ目からは今年度うちのクラスで実践し

た授業の指導案の一部なんですが、読んでたら

大変なことになってしまうので、概略だけ伝え

て、それをきっかけに子どもが海に関心を持っ

てくれるんじゃないかなということを考えて、

計画を考え直してみましたので、そこのところ

だけ見ていただければいいのかなと思ってま

す。 

1 番最後のページを見てください。クラスの実

態として、プールで助けたアメンボをどうする

かという活動を元に、理科、社会、総合や、あ

まり教科の壁や枠にとらわれないで学習の方

を進めていきました。最初はこの学習は「ノリ

ノリワンダーランド」という学習名、、、の学習

をする前は、アメンボ研究というのをずっとし

ていたんですが、そこで、いろいろな問題が出

てきまして、それぞれの子どもの研究がストッ

プしてしまった出来事がありました。それは、

どんな水にアメンボが浮くかという研究をし

ている子たちが、身の回りの水をいろいろ持っ

てきてアメンボを浮かせる実験をしていたん

ですが、洗剤の入った水とかに浮かばせた時に

沈んでしまって溺れて死なせてしまったとい

う出来事があって、それをどうするかという話

し合いをしたんですが、まぁ 1 匹ならしょうが

ないんじゃないかという話だったんですが、実

は実験をする度に結構死なせてしまっていた

ということが明らかになって、じゃあどうすれ

ばいいのかなということだったんですが、まだ

3年生の子どもたちは水の中に入っているもの

の何の要因で沈んでしまっているのかが良く

分かってなかった部分があったので、このよう

な学習を考えてみました。言葉で言ってしまえ

ば表面張力のきっと学習なのかなと思うんで

すが、きっとそれを試行錯誤しながら針金を浮

かせる学習なんですけど、試行錯誤しながらき

っとこうなんじゃないかとかいろいろ試して

いく中で、いろいろと活動が見えてきたのかな

と考えています。 

実際のところはいろんな何 10 種類の針金で試

してみたんですが、結論から言うと 0.55mm と

いう太さの針金を 80cm 用意して、これが浮く

かどうか聞いて、そんな鉄だから浮かないんだ

とか、だけど針金は鉄だけど細いから浮きそう

だとかいろいろ話をしていたんですけど、実際

いろんな形に子どもたちがして試していく中

で、最初からアメンボでとか、アメンボを助け

るためにやろうとは言ってなかったので、きっ

とやっていく中でこれで浮かせられることが

できたら、アメンボ研究の浮かせるグループに

使えるじゃんというふうに言わせたいなとい

う思いがあって、学習の方は進めていきました。 

結局のところは、試行錯誤を子どもたちが一生

懸命やってくれたんで、なんか他の浮くのと違

うなというのが見えてきました。最初に木を浮

かせたりしている子がいて、木が浮いているの

と針金が浮いているのはなんか違うねという

話になって、学習の方が、、、この 10 時間使い

の学習は一応終ろうとしています。結局子ども

たちは浮力と表面張力の違いを、いろいろな身

近なものの中で気付くことができたのではな

いかなという風に考えています。 

今回いじったのは1番最後のページの1番下で、

今子どもたちは、今にでも、浮かせるものは最

初は水だけだったんですが、アメンボが海にも

いるという話を子どもたちが突き止めて、じゃ

あ私たちが作った針金のアメンボの形のよう

なものは、海水にも浮くんだね、浮くはずだよ

ねという話になっています。ただ、実際のとこ

ろは、高校生の勉強みたいになっちゃうんです

けど、比重とか密度とかいろいろな要因で、水

では同じような工夫で針金は浮くんですけど、

同じものが海水では浮かないということがそ



こではっきりと分かるはずなんです。そこはま

だやってないんですが、そのような感じで海へ

の学習がこの実践を通してスムーズにいけば

いいなというふうに考えて学習を組み立てて

みました。もう少し時間をいただければそれを

やってみてどうだったかというのが言えたら

よかったんですが、冬休みにみなさんもやった

ようにレポートを提出しなければいかなかっ

たので、こんな風になったらきっと海の方には

子どもたちが自然と目が向くんではないのか

なと考えて計画を立ててみました。一応発表的

には以上です。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。今、10

分くらいだったんですが、これくらいの時間で

やります。 

まず我々がなぜこのような内容を依頼したか

と申しますと、横国というのは立地条件的には

ですね、我々にとっては非常にいいはずのとこ

なんですね。実際に先生のレポートの中にも、

近いけど今のところ海には出て行かないだと

か、子どもの興味やしかけによっては海にいけ

ますということを書いていただきました。それ

は我々としましては今回のことを背景として

気にしなければいけないんだなぁと思う 1 つ

キーワードとしては子どもの必要感、それから

興味というものを我々がどう喚起していける

のかなということは重々抑えておかなければ

いけないのかなということを教えていただけ

ましたので、まず 1 番バッターとしてお願いし

ました。何かこの「ノリノリワンダーランド」

にご質問等、ご意見等がありましたらこの場で、

もしくは後ほどでも言っていただければと思

います。ノリノリの意味が何かあるという、、、 

 

田村：海が近いということなんですが、今まで横

浜小学校では海に関する総合の実践というの

はなかったんですか？ 

 

高橋：ヒラメを育てるという事例が何年か前にあ

って、それはきっと水産業の学習で 5 年生とか

だったと思うんですけど。ヒラメを育てて出荷

するという学習方法が以前ありました。 

 

堀口：また後ほどこういう時間を持たせていただ

きますので。ありがとうございました（拍手）。

続きましては、中川先生よろしくお願いします。 

 

□中川先生： 

1)地元の博物館とのコラボレーション事例、 

2)若い世代の教員や IT に関心の高い教員向けに 

中川：よろしくお願いします。発表するのも恥ず

かしいような内容なんですけれども、他の先生

方と同じようにできないのは自分でもわかっ

ているので、1 年間参加して思ったことを今の

自分なりに考えたことをまとめたただの文章

ですが、よろしくお願いします。1番について

は自分の感想ですので省かせていただきます。 

2番の方が財団の方とお話をして決めさせてい

ただいた個別テーマで、まる 1 の方が、私が区

の研究会の社会科の方に所属してまして、その

社会科部全体で区立の博物館と連携してやる

という活動をしてましたので、その経験と併せ

て書きました。財団と博物館では違うところも

多いのですけれども、外部の団体が学校の授業

の中で、、、授業の中に取り入れてやる時に重な

っている点と違う点について私なりの考察を

しました。 

ここで 1 番大事かなと感じたのはコーディネ

イトする能力と書いたんですけれども、内容と

か提示の方法とかを考えて組み立てていく力

をこれからの財団の方向性の方にあったらい

いのかなと思いました。例としては江ノ島水族

館のアドバイザーの中村さんという方がお話

に来てくれた時に、私はとってもいい印象があ

ったのでそのことを例に挙げながら文章に書

いています。こちらの内容については後で目を

通していただければ幸いです。 

次に、裏になると思うんですが、2番の方に行

きたいと思います。これは若い世代の教員や

ITに関心の高い教員向けに情報発信やPRをす

る際にどのような方法が効果的かということ

で、、、若い世代の教員という題材をいただいた

ので、私のことかなと思って（笑）自分のこと

を勝手に書きました。IT に高い教員というの

は、特には IT に優れているわけではないです

が、だいぶ使っていますので、書いてみました。

一つの提案なんですが、ホームページなど電子

媒体の作成がいいんじゃないということで自

分の考えをまとめてあります。ありきたりのこ

となんですけれども、やっぱり多くの情報を早

く入手したり、それから視覚に訴えることがで

きるということで、今学校で使われてますし、

これからも手段の一つとしては使われていく

ものだと思うので書いています。 

その際に、こういうのがあったら活用されやす

いかなと今私が思ったものとして 2 点ありま

して、1つ目は子ども向けのホームページ。大

人向けでは、やはり実際、今 6 年生なんですけ

ど、6 年生でやっていてもほとんど役に立たな

いというか、漢字が読めず、意味もわからず、

その中から必要な情報を探し出すというのは

とっても難しいので、子ども向けのホームペー

ジということが 1 点と、もう一つは自分がホー

ムページを使う時に、どうやって使えるサイト

を探すかなと考えると、やはり最初は教科書や



生には、我々としては、まずこれは基本的なこ
副読本に指導書の方に使えるページが載って

いますよね。そこから参考にしていって探して

いくので、そこの点を書きました。ただ、何回

も先生方のお話に出ているように、現在小学校

では海についての内容は扱われてないので、副

読本や教科書に載っているようなホームペー

ジとリンクを張っていることによって目に留

まる機会が多くなるかなということを書きま

した。 

最後今後に向けてのところなんですが、自分で

電子媒体の作成というのを提案しておきなが

ら、私がもし今の子どもたちに海の学習を取り

入れるとしたら、電子媒体よりも財団の方と協

力して授業を行うとかそっちの方を取り入れ

たいなと思っています。なんでかというと、い

つもやっていて思うんですが、6 年生だと結構

大きくなってきて、指導することによって自分

たちで課題を立てて調査をして情報を活用し

て自分たちなりにまとめるという、総合に生活

に活かす力なんていうのがありますけど、自分

はどうしたいかということにまでふれて、まと

めることができるようにはなってきますが、そ

れでいいのかなといつも思っていて、補助資料

とかインターネットでわかったことをまとめ

て学習したとかわかったとかいう結論でいい

のかなというのを思うところがあります。それ

はやはり現実との接点がない、学習としては進

んでいるけれども、現実との接点がなくて進ん

でいるので、そこをどうするかも含めて最後に

感想を書きました。 

1 年間を通して思ったことは、何でもそうだと

思うんですけれども、深いものとか、効果の大

きいものをやろうとすれば、どうしても教員側

の大変さや、それから面倒だなと思いがちなこ

とが増えてくると思うんですけれども、やっぱ

りそこは表裏一体の面があって、効果を狙うん

だったら大変なことでも進んで取り組んでい

きたいなと感じさせてもらいました。以上です。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。中川先

とだと思うんですが、コーディネイト力の重要

性というのを改めて感じました。これは若い先

生に限った話ではないと思うんですが、杉本先

生のように若くなくても IT を使いこなす先生

もいらっしゃると思うので、非常に需要はある

のかなというのを再確認しました。ただ、とも

すればですね、IT というのは提供する側にと

ってもわかりやすいものなので、表面的なもの

になってしまいがちな感がどうしてもあると

思います。ただ、今後 1 年を通してその内容だ

とか運用だとかをこちらがちゃんと確認しな

がら活用していけば非常に有用になるものか

なということは確認できたのかなということ

で、我々外部が気をつけるべき戦術というんで

すかね、手法についてお話していただければな

と思い、中川先生にお願いした次第であります。

何よりも最後におっしゃっていただいた、リア

ルな部分というのが、非常に重要なんじゃない

ですかという投げかけは我々も肝に銘じて、、、

デジタルだとか媒体とかいうものを、やるには

やるとは思うんですが、それだけに頼ることな

く進んでいければなという気持ちにさせられ

ました。何か若い世代の先生に向かってご質問

等あれば。また後ほどあれば。次は、、、 

 

□川原先生：外部機関との協働授業への取り組み

～大久保小学校での取り組みから～ 

川原：資料の 1 番の方は反省ですので、、、課題の

方から始めさせていただきたいと思います。課

題として財団の方から言われたことは、大久保

小学校の今までの外部機関との協同で授業を

行ったことについて、○○○失敗成功そんな例

がある○○○、それを取り上げて話をしてくだ

さいということでしたので、私なりに自分の学

年のやっている授業中心にまとめさせていた

だきました。 

本校では何年か前から外部機関を取り入れて、

総合的な学習の中で協同で学習を進めていま

す。外部機関と言ってもいろいろありまして、

民間企業、それから行政、それからあと最近は

NPOの○○○方がかなり力を入れてますのでそ

ういうところ、それから地域の団体ということ

でいろんなところに協力をしていただいて授

業を作っています。本校では総合的な学習の中

で 70 時間を現場学習として 1 つのテーマを追

いながら進めています。 

4 年生の場合は健康、環境と健康ということで

今年度行いました。細かい部分、総合的な学習

の流れを説明したいと思います。 

1 番初めにオリエンテーションということで、

1年間のどういうことをやっていくかいうこと

を説明して、今までの追及の方法とかを確認し



ます。その後に、共通講座・現地学習と言いま

して、子どもたちの興味関心を拡げる、視点を

拡げるというために、いろんなところの専門的

な立場の人から話をしていただきます。今回は

健康に関することということで、4 年生の場合

は健康と食事とか、健康と水の面からとか、健

康とか住宅とか、住まいですね、そういうとこ

ろから話をしていただきました。 

その後に、1次課題ということで、仮課題とも

言ってましたけれども、仮課題を決定します。

決定した後に、夏休みなんですけど、夏休みを

使って、夏休みの宿題になって子どもたちは

「えー」と言ってるんですけど、追求活動を行

いまして、その後に、夏休み明けにみんなで報

告会を行います。 

その後に、本課題、2 次課題ということで、自

分はじゃあ何を追求するのかな、今までの経験

とか、友達の発表を聞いて、自分はこういうこ

とを 1 番知りたいなというようなものを見つ

けて追求をしていきます。それが課題追求なん

ですけれども、この追及の方法にも、できるだ

けたくさん、いろんな方法で追求していけるよ

うにということで、実験をする子もいたし、イ

ンターネットで調べたり、本で調べたり、その

他いろんな専門的なところに行って話しを聞

いてきたりということで学習を進めます。 

その後にまとめと発表という形で、最終的には

1番ねらっているのは子どもが調べたことを実

践化していける、それから生活の中で活かして

いけるということをねらっています。 

具体的にどこで外部機関が関わってくるかと

いうと、まず共通講座・現地学習ですね。ここ

で専門的な機関等を利用して、専門的な立場か

らお話をしていただく。次に課題追求の場面で、

ここでは子どもたちが実際に追及しに外部機

関のところへ訪ねて行ったりしています。実際

に実験をさせていただいたりということも行

っています。それからまとめ・発表のところの、

まとめの時にも、今回 23 日にうちの学校研究

発表があるんですけれども、その時に○○○授

業をするんですけれども、まとめの時に外部機

関の方に、専門的な人に入っていただいて、実

際に今まで調べたことをまとめるんですけれ

ども、子どもはありとあらゆる面から調べてい

るので、それを共通、つながりを持たせるとか、

そういった面からアドバイスを頂きながら、わ

かりやすくまとめていくというようなことを

行います。発表にも来て頂いて意見感想を言っ

ていただこうかなというふうに考えています。

こういう場面で実際には外部機関が関わって

きています。 

実際に進めるにあたって、学校の姿勢と外部機

関の姿勢ということで考えてみますと、1 番大

切なのは打合せをすることだろうなというふ

うに感じます。学校側から外部機関、企業等に

伝えることは、まず授業のねらい、それから内

容、どういうことでやっているかということと、

授業の形態、4 年生の場合は講話、というか話

だけにならないで、体験を通して学べるように

してくださいということで話をします。それか

ら児童の実態、どういう子がいるかとか、どう

いうとこに興味を持っているかとか、そういう

ことも詳しく話しておきます。それから地域性

というのは、話によるんですけれども、、、話の

内容によるんですけど、うちの学校だったら大

久保地区ということで、地域の外国系の人が多

いとか、そういうことも話しておく必要がある

と思います。 

それから外部機関としてはどういう姿勢なの

かなと言うと、まず外部機関としてもやはり学

校教育の中に入ってくるその中で伝えたいこ

とは持っている。それから独自のプログラムを

立てて学校教育の中に入ってきているところ

もあるので、そういうプログラムを説明、、、持

っている。それからいろんな情報、豊富な情報

がありますので、情報を伝えるということ。そ

れから、外部機関から質問等というのは、逆に

学校側に、どんなこと、、、どうですか、、、学校

の状況とかそういうことを質問されるので、そ

ういうことを含めて話をします。話し合いで、、、

所詮話し合いですので、子どもを目の前にして

いただくととても良く分かると思うんですけ

れども、話し合いで伝えることですので、あま

り完璧に伝えきれないこともありますので、そ

ういったことで失敗成功のところが決まって

くるのかなというように考えています。4 ペー

ジの括弧 2 のところに授業の実際というふう

に書いてありますけれども、1 番いいのは、ね

らいや児童の実態に合った授業とか、学校と外

部機関がやっているかと言われる授業ができ

ていれば 1 番いいのかなと思うんですけれど

川原先生の発表 



も、実際やってみると、やはり内容的に少しず

れてしまっていたり、企業の持っている独自の

プログラムに沿ってやると、自分たちの持って

いるねらいから、思っているねらいから外れて

しまうこともあるので、そこら辺は柔軟に対応

していくことが必要かなというところ。 

それから、子どもの実態にあってなくて話が難

しい。子どもが内容的に理解できなくて、難し

い言葉を並べられると子どもはあぁすごいこ

と聞いたみたいだなと思うんですけれども、実

際にはあまり理解できていない時がよくあり

ますので、そういうことが多い。 

それから、話ばっかりになってしまって、やは

り子どもというのは体験から学んでいくこと

がすごく大きいので、体験を通して学んでいく、

実物を見るとか、そういうこと、、、視覚に訴え

ることも必要だなというふうに考えています。 

今、状況を見ると、結構企業とかも社会貢献と

いうことで、いろいろ学校教育現場の方に入っ

てきてくれてますので、アポは取りやすいんで

すけれども、実際教員としては、アポを取るの

が大変で、まずどういうところがあるのかなと

いうのを探すのが大変です。今年度結構他のと

ころをあたってみたりしたんですけれど、うち

はそういうのやっていませんと言われたりし

て、学校に実際来てくれて話をするというのは

まだそれほど多くありません。ただ、NPO とか

は結構その情報を持っていまして、こういう企

業がやってますよということを教えてくれた

り、一緒になってやってくださるということも

あります。1番いいのはやはり、、、外部機関の

○○○授業ということで、やはり 1番、、、先ほ

ど言いました大切なのは、事前に打ち合せをき

っちりやっていくことだろうなというふうに

思います。私も今年やってみて、事前の打ち合

わせが不足してて、実際にやはり、効果がなか

ったと言ってしまうとあれですけれども、ちょ

っとねらいからずれてしまったなという授業

もありました。子どもたちにとっては、外部機

関の人たちと話すとか話を聞くというのも、や

はり人と人のつながりを考えると 1 つの社会

勉強にもなるし経験にもなるので、子どもたち

にとってそういう面ではプラスだったなとい

う、、、プラス思考で考えるようにしてきました。

私の発表としては以上です。 

最後に、外部機関との授業はすべきかというこ

とで、刺激があるよということと、視野の広が

りということ。課題としては他にこういう事が

挙げられると思います。以上で終らせていただ

きます。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。非常に

川原先生の経験に基づいた、我々にとっては、

非常に具体的な気をつけなければいけない点

が非常に盛り込まれたレポートを出して頂き

ました。また発表の方もそれが表現されている

のかなと思いました。何か川原先生に対する質

問等ございますでしょうか？ 

 

田村：学習の流れのモデルが分かりやすいんです

が、最初にああいう共通講座とか現地学習とか

で何をするかによって、子どもが持ってくる次

の課題というところを方向付けられると思う

んですよ。そこはでも、やるものは教師の方で

意図的にある程度用意することになると思う

んですが、例えば海の学習に何か方向付けたい

と思ったらそういったものをそこに位置付け

るような手が教師としてあると思うんですね。

そこに用意するこの共通講座なり現地学習と

いうのは、先生の方でかなり次のところの戦略

として考えた上でセッティングしているとい

うような形ですか？ 

 

川原：そうですね。1番初めに子どもたちの意識

を調査しまして、今回健康でやった時に、子ど

もの中で健康とつながり、、、環境というのはど

ういうのがあるのかなというのを挙げさせて、

実際に挙がってきて、、、こちらから気付かせた

くても子どもたちの中からあまり出てきてな

いものをまず選んでそういう面から話をして

もらって、子どもたちが調べていくということ

ですね。できるだけいろんな課題に分かれた方

がいいかなとうのをねらってまして、あとのこ

とも考えればそういうのがいいので、こういう

ことを気付いて欲しいなとか、こういう面から

環境と生活を見れる子になって欲しいなとい

うのをねらって、共通講座等はやって。そうい

う面も企業の人にこういう方面で話をしてく

ださいというふうに話をして進めてます。 

 

今井：関連して良いですか？ 

 

堀口：はい。 

 

今井：先ほどの高橋先生のはどちらかというと白

紙単元的な総合学習の組み方で、川原先生の場

合には、4年生で健康と環境というのを扱うと

いうことは、3、4、5、6 にそれぞれテーマが

あるということで捉えていいですか？ 

 

川原：そうですね。3年生は健康と地域を中心に

進める。5、6 年生になると環境と国際理解と

か、いろんなもっと視野を広げて広い範囲を。

5、6 年生の方がもっと外部機関との授業は多

くなってますし、いろんなところに出てくこと

も多くなります。 



 

堀口：ありがとうございました。次は武澤先生○

○○で、武澤先生が終りましたら一旦、今まで

のことについて、もう一度○○○というか、議

論の方を○○○かなと思いますので、武澤先生

よろしくお願いします。 

 

□武澤先生：干潟フィールドワークについて 

武澤：ちょっとだらだらと書きましたので、不要

なページもあるかと思うんですけれども、目黒

星美学園小学校の武澤です。よろしくお願いし

ます。 

フィールドワークについてということなんで

すが、干潟のフィールドワークについてという

ことなんですけれども、まず、これに入るにあ

たってうちの学校のことについて少しだけお

話しておきますと、うちの学校は都内に位置す

る私立の小学校でありまして、ミッション系と

いうこともありますけれども、学校の環境とし

てですね、都内の学校特有のと言いますか、自

然、、、とても狭い学校です。自然環境がすごく

限られているので、普段の授業の中であまり自

然と子どもたちが触れ合える機会というのが

本当に少ない学校です。加えて、今の子どもた

ちはマンション住まいだとか、アパートに住ん

でいる子たちが多くいるので、土に触れたこと

がない子どもというのもたくさんいるという

のが現状です。この子たちをどういうふうにし

たらいいのかというのを学校全体でいつも課

題というか、抱えているところです。 

普段の授業の中で自然単元の扱いが少し難し

いというのもありますので、じゃあどうするか

ということで、宿泊行事ですね、そこのところ

で、できるだけ普段できないことをできないか

ということで、うちの学校では 3 年生からいろ

んなところに連れて行きますけれども、4 年生

で海に連れて毎年行っております。そこの所で、

磯の生物をずーっと 4日間、じっくりかけまし

て、観察させるということをしています。 

今回、干潟のフィールドワークを行うというの

は、この実態を SOF の方々は、、、見てください

まして、この子たちが 1 学年、1 年経った 5 年

生になった時に、全然違う海、、、同じ海であり

ながら全然違う干潟という場所に連れて行っ

た時にどういうふうな認識の仕方をしてくれ

るのかというのを調べてみませんかというこ

とでお話を頂きまして、それはもしかしたら面

白いかもしれないということで飛び乗ったよ

うな感じのものです。 

ですから先ほど 1 番最初の高橋先生のお話が

ありましたけれども、最初本来でしたらば学校

側でこういうものがやりたい、したいという思

いがあってそれでお願いするのが筋なんでし

ょうけれども、今回の場合は、その枠組みの部

分をまず最初に頂いたという感じですね。で、

そこのところで、その頂いた枠組みをいかに限

られた時間の中で有効的に使えるかどうかと

いうのを、調べていったというか、共に考えて

きたというような感じになりました。 

それとあと、今回のこの干潟のフィールドワー

クを 5 年生で行いました。かけた期間は 1 日。

干潟に子どもたちを連れて行った時間はたっ

た 2 時間、、、というか半日ぐらいですか。その

中で、事前指導もそんなに時間がかけられない

という、そういう感じでしたので、その中でど

ういうことができたのかということについて

お話できればなと思います。 

ただ連れて行ってもしょうがないと思いまし

て、やっぱり子どもたちが経験している磯での

学習というのがどれくらい子どもの中に残っ

ているのかなという実態調査から始めてみま

した。昨年度の体験を書いてもらったり、干潟

のイメージというのものを、、、想像ですね。干

潟という言葉だけ与えて、子どもがどんなイメ

ージを持ったのかというのを 2 枚目のところ

に書いておきました。その通りです。子どもの

海っていうイメージが干潟のイメージという

ところにくっきりと現れていると思うんです

けれども、だいたい磯とか砂浜とかというイメ

ージがほとんどでありまして、川と海とがごっ

ちゃになっている子もいたようでしたし、あま

り子どもにとって海というのはうちの学校の

場合は本当に身近じゃないのかなという気が。 

当日の流れは 3 ページ以降に書いています。当

日ですね、子どもたちには事前、、、事前の干潟

のイメージを書いたりというのは朝の時間 5

分を使って簡単にやってもらったりしていま

したけれども、干潟そのものについて本格的に

やったのは当日 1 日だけです。行きのバスの中

で 4 年生の時の様子を思い出してもらって、そ

してうみほたるの休憩時間、お手洗い休憩を兼

ねていましたけれども、そこのところから干潟

の学習に入っていきまいた。進行そのもの、、、

全体的な進行はシップ・アンド・オーシャンの

方々にしていただきました。 

その通りで、9時半から12時くらいまでの間、

子どもが干潟の中に入ってもらって、そして、

12 時半またうみほたるに再び戻ってきてお昼

はそこで食べて、そこのところで活動報告をし

てもらって、学校に帰った後に子どもたちには

今日ふりかえって感じたこと考えたことを書

いてもらって終わりというそういう流れです。 

この中で、何ができるかということを考えたの

ですが、1 番最初は、シップ・アンド・オーシ

ャンの方々は、干潟に連れて行くことで、子ど

もたちに環境、、、干潟が持っているその生態系



というか、そういうものを触れさせることで、

環境教育につなげられないかということを持

ちかけられたんですけれども、子どもの実態と

して干潟そのものに触れたことがない。という

ことがありまして、干潟というものを知らなか

ったものですから、まず泥遊びから実際は入り

ました。そういうところから始まりまして、た

った 2 時間の中で、どれができたかというと、

やっぱり干潟の中に、、、泥んこになって遊んで、

その中で、遊ぶ中で、いろんな生きものが、、、

最初はいないと思っていた生きものを見つけ

ていって、あ、こんな生きものがいる、こんな

生きものがいるという、干潟と仲良くなるとい

う、そういう活動がメインになったかなと思い

ます。 

これが直接次の学習に結びつくかどうかとい

う、、、まぁ分からないんですけれども、この学

習は多分、これからですね、他の、、、6年生に

なった時のヒトと環境であるとか、社会のとこ

ろでも環境問題について触れたりしていきま

すので、そういう時に、あそこの干潟の問題で

あるとか、それから前年度やっている磯の生き

もののことが結び付けられてくるのではない

かなというふうに今は思っています。実施後の

反省会というのは、これは教員の方から見た反

省についてですけれども。 

今回やってみて、1 日限りということでしたの

で、本当に限られていたんですけれども、良か

ったのは何かというと、シップ・アンド・オー

シャンの方が、足しげくうちの学校に通ってき

てくださって、事前の打合せをしっかりやって

くださったということで、こちら側の思いです

ね、それから学校側としてもシップ・アンド・

オーシャンがどんな願いを持っているかとい

うのを学校長含め他の先生にも多分伝えるこ

とができたのかなと思っています。そういう点

では良かったのかなと思いました。多分シッ

プ・アンド・オーシャンの方としては、今後学

校側と提携したりする時に、うちの学校のよう

に、飛び込み的に取り組まれることが多いのか

なと思ったので、1 番最後今回の学習全体をふ

りかえってというところでは、学校側としては

どうなのかなというのを私が感じたままに書

いてみました。多分、わがままのこともいっぱ

い書いているので、シップ・アンド・オーシャ

ンの方にとっては申し訳ないかなという思う

ようなことも書かせていただきましたけれど

も。私が思ったのは、こういう試みをしないか

というお話自体は 4 月の時点で頂いていたん

ですけれども、学校全体としてこの時期にやり

ましょうと言われたのは 9 月に入ってからで

した。9月に入ってからというのは、他の先生

方もお分かりだと思いますけれども、学校とし

てはいろんな行事が多分立て込んでいらっし

ゃるのではないかなという時で、うちの学校の

場合にも、運動会、音楽会、それから授業参観、

保護者会、それから加えて、子どもたちの方も

それに対する練習、うんぬんかんぬんでがんじ

がらめになっているところで、1 日捻出してく

れというふうに言われたような状態でしたの

で、ちょっと苦しかったというのはあります。

だから、こういうことをやるんでしたら、実施

時期というか、それをもっと、、、これは学校側

とそれからシップ・アンド・オーシャンの方と

ということになっていくんでしょうけど、それ

も含めての事前の打ち合わせというのはしっ

かりやっていかなければいけないのかなと思

いました。今回は飛込み的な、枠組みだけいた

だいたので、教員側としてもやっぱりそれをど

ういうふうにつなげていったら今後効果的な

のかというのが、いまだまだちょっと見えてい

ないような状態です。今回やったことが 1 つの

足がかりとなって、次にやる時にはもっと効果

的にお互いに動けるのではないか。スタートと

してはまずまずのスタートであったけれども、

もっと効果的にするのにはもうちょっとお互

いに歩み寄って考え合っていかなければいけ

ないのではないかなというふうに思いました。

以上です。 

武澤先生の発表 

 

□討論 

堀口：ありがとうございました（拍手）。目黒星

美さんとは、私が個人的に目黒星美さんの海浜

学校にお邪魔させていただいたというお付き

合いもあって、その時僕がお会いした 4年生の

子たちが 5 年生になったので、是非 1年後の様

子を拝見したいなということでどうかなと思

ったのであります。6ページの方にも書いて、、、

非常に率直に書いていただいております通り、

私どもとしまして今回わがままを言ったせい

といいますか、おかげもあって非常に具体的な



学校さん側の動き方ですとか○○○というも

のが見えてきました。ただでさえ学校はぎりぎ

りの時間で動いているとつぱーんと書いてい

ただいて非常に気持ちがいいくらいの感が。そ

の通りだと思いました。また、実際ですね、目

黒星美さんの 1 日を、本当に 2 時間、3 時間の

干潟の学習を作ろうとする時に、今井先生の方

に丸 1 日拘束させていただきまして、干潟の中

を案内していただいたりもしました。ありがと

うございました。 

今までの高橋先生から始まりまして、中川先生、

川原先生、武澤先生までのところを、若干私ど

もの方で勝手に総括させていただいて、それに

ついてご意見をいただければなと思うんです

が、私どもとしましては、まず、4 名の先生方

から強烈に教えていただいたなぁと思うのが、

我々のような外部の機関がとるべきと言いま

すか、考えなければいけないような戦略、計画

みたいなもの、プランみたいなもの、方向性み

たいなものと、戦術というんですかね、、、とい

うものが非常にこれはもう吟味されてから動

くべきだろうということを知りました。例えば、

川原先生のですね、冒頭の 3 ページ目の方にあ

ります、学校としては外部の機関と活用をこう

いうふうにねらっているというところを書い

ていただいているんですが、まず、子どものま

なびに対する位置づけですね、刺激を与えて、

2 つ目視野を広げて、3 つ目の知識を深めてと

いうのをねらっているというのを書いていた

だいている。ただ、この効果をもたらすために

も、それぞれ手法が違うのかなというふうにも

思いました。そのことを中川先生の方でですね、

例えば、PR 的な面の広がりを持たせるために

は web というものがいいんじゃないですかと。

これは多分川原先生がご指摘してくださった3

の知識を深めるというところに該当するのか

なと。それからこの際気をつけなければいけな

いのは、ニーズがあるものに対して提供してい

きましょうというスタンスが必要なのかなと。 

それに対して刺激を与えたり視野を広げると

いうことに関しましては、武澤先生の方からご

指摘いただいたように、もしくは、お 2人○○

○ご指摘いただいたように、かなりこちらの方

はですね、足しげく通って学校さん側のニーズ

だとか、どういう能力を○○○たいですという

ようなことを十分に理解しておかないとなか

なか難しいのかなと。それを十分に理解したつ

もりでいても、それをまた継続だとか導入、、、

学校さんの方で導入し続けてもらうのは全く

別の話ですよということまでも武澤先生の方

には書いていただきましたので、そういうこと

までは知り得ました。こういうような戦略と戦

術ということが特に 4 名の先生方からは伝わ

ってきましたので、こういうような順番でまず

組ませていただきました。ここまでのところで、

何か、言いもれていることだとか、もしくは、

ご意見なり、もしくはご質問でももちろんかま

いません。何かいただければと思いますが、よ

ろしくお願いします。 

 

酒井：補足的に私の方から。まずレポートを無理

なお願いを書いていただいたことを非常に感

謝しております。今、ちょうどご発表いただい

た 4 名のみなさんのところでなぜ切ったかと

いうと、やっぱり僕らが海洋教育という授業を

どういうふうに学校に広げていこうかとした

時に、やっぱり海の学習そのものをどう受け止

めるのかな、どれだけ敷居が高いのかなという

ものを、とにかく学校に学習テーマを新しく開

拓するというのはどういうことが必要なんだ

ろうか、どういう視点が必要なんだろうかとい

うのを知りたかったというところにあります。

そういう意味で、学習テーマをどういうふうに

導入したら学校は導入しやすいのかなという

ようなことを、ある意味、最初の高橋先生の部

分では、学校は学習テーマをこういうふうに考

えているよという 1 つの捉え方、おそらくそれ

は学校の先生側の視点というのがはっきり出

るのかなと。 

で、おそらく、僕もここは後でみなさんからい

ろいろ議論、アドバイスいただければと思うん

ですが、先ほどちょっと今井先生からもご指摘

があった、白紙単元という言葉の考え方と、学

年ごとのテーマの設定の仕方という、同じ教育

現場でもいろんな考え方があるんだよという

そういう現状が、おそらくこの中で気付いたこ

とだったんですね。ですので、海のことをやっ

てくださいというところで、学校側の捉え方も

もおそらく、まちまちのところが、それが良い

悪いという以前の現状としてあるんだなとい

うのが 1 つはっきり見えたというのが僕らと

しても成果と言えます。仮に、、、そこまではっ

きり理解しきれてはいないんですけれども、仮

にそういうテーマをどう導入するかという考

え方が見えた段階で、じゃあどういうアプロー

チを取ったらいいのかなと。そうなった時に、

そこが外部と、、、学校と外部との連携という話

になってくると思うんですけれども、じゃあ外

部の価値というものを学校の先生はどういう

ふうに見ているのかなと。そこが、中川先生と

川原先生にお願いした部分でした。これは川原

先生の方からも、いろいろ外部といろんな事例

をやっていく中で、当然成功した例もあるでし

ょうし、失敗した例もあるでしょうし、僕らと

してはその失敗例の方が逆に非常に興味があ

ったんですけれども、そういった部分をちょっ



と視点をいただきたかったというところです。 

じゃあそれで機会の提供というのを実際に学

校の現場にやってみようとした時に、やっぱり

外部にどういうことを期待しているのかなと。

せっかくだったらじゃあ中川先生からも指摘

のあった、バーチャルだけではなくて、リアル

の部分をどういうふうにやっていくのかなと。

僕らもホームページのような情報だけじゃな

くて、リアルの部分とどういうふうに結びつけ

たら良いのかなというのが、やっぱり常々外部

機関としての意義みたいなところを思ってま

したので、それを、武澤先生の目黒星美学園さ

んの方でちょっと、実験的という言い方は非常

に申し訳ないんですけれども、果たしてどうい

うプロセスが、、、やってみないと僕らも分から

ないというのがあったので、やっていただいた

という次第です。その評価というのは、おそら

く、今年の取り組みの中で見る限りでは、時間

もなかったし、なかなかその機会を有効に活か

せなかったという反省点がほとんどだったと

思うんですけれども、こういうものを踏まえて、

じゃあ次どういうふうに考えていこうかなと

いうふうに僕らとしてはこのレポートを理解

したつもりではいるんですけれども、その部分、

いや違うんだとかいうご指摘とか、アドバイス

みたいなものがあればお願いします。 

 

高橋：○○○したところにあたっていって、さら

にまなびを広げていったり、高めていったりす

ることが、僕の中に違いとしてはあるんですね。

どちらにも、有用性があるので、そこで大切な

のは、多分、先生、、、教師が、その子どもたち

にどんな大人になって欲しいのか、どういう姿

を求めているのかというのが大事なのかなと

いうふうに思っています。私は子どもの育ちや、

一生懸命試行錯誤したり取り組んだりする姿

を元に、まなびを深めていくことが大事だなと

いうふうに思っているので、どっちかと言うと、

外部の機関との出会いというのは後半の方が

より良いのかなというような思いは正直あり

ます。感想○○○。 

 

堀口：何か、今の高橋先生のご意見に対して○○

○。とにかくじゃあ我々みたいな外の機関がで

すね、トントンと行く時に、我々としては例え

ば、こういうことを知っている人を増やしたい

んですよねとか、知って欲しいんですよねとか、

こういう問題を解決してくれるような人がい

っぱいいた方が良いと思うんですよねという

ところの像はあるかもしれないんですけれど

も、子どもたちにこういう子になって欲しいだ

とか、そういうところまでを、むしろ我々も逆

に勝手にでも良いから考えて、何かそこをお互

いにテーブルにつき合せるようなことがもし

できるんであれば、そういうことも準備してお

くなり、考える分には構わないという理解でよ

ろしいんですかね？先生方にとっては。それが

どれくらいの具体的なことなのかとか今ひと

ついまいちイメージできないんですけど。 

 

田中：その先生によって求めているものはやっぱ

り違うんですよ。単に情報や資料が欲しい人も

いれば、そういう子どもたちのそういう力とか

まなびみたいなものものを求めている人もい

る。いろいろな引き出しを意図しておくことは

やっぱり大事だと思います。こんなこともやっ

てますよ、こんなことも用意しているんですよ

という情報は出した方がいい。必ずしもこれを

用意しなくちゃいけないという○○○。特に何

を現場は求めているのか○○○。 

 

今井：今、堀口さんの言った、現場とそれから

SOF のというのは、それはいわゆる海の環境と

か海を学ぶ人たちにとってはシンポジウム的

なものというか、こういうふうにしていくのが

良いんじゃないかということを、現場では企業

や SOF のような財団がある程度示唆的なもの

を考える場面を用意したいということです

か？ 

 

堀口：具体的な手法としてはそういうものもある

のかなとは思うのですが、今のところ、多分こ

ういう子になって欲しいとか、例えば中学生く

らいの時にはこういうふうになって欲しいん

ですよねだとかいう具体像は、僕の中にも白紙

に近い状態なので、やっぱりそういうことも考

えた方がもしかしたら話が進みやすいのかな

ということを今ふと気付いたので。ただ、それ

はちょっと外の非学校機関からそこまで示さ

れちゃうと学校として引いちゃうよねという

現状があるのか。まぁそれは先生によるとかと

は思うんですけど。 

 

杉本：自分の話の○○○、本当は言いたくないん

ですけど、外部機関でそこまで思っているとこ

ろってこれまでなかったですね。結局学校のこ

とを全然知らないので、頭はできていても、い

ざ聞いてみると、それじゃあ使えないよという

ところがほとんど。ある程度持つのは構わない

んですけど、それを 1回、学校の人間とすり合

わせないとまず使えるものはできないですよ。 

 

田村：すりあわせるというのは、具体的に言うと

何を？ 

 

杉本：もっと、個人的なんですけど、こういうの



できたんでどうですかと、、、あんまり言いたく

ないんだけど（笑）。今やったのが、プラスチ

ック処理促進協会の方から電話があって、ホー

ムページを更新したいんです。で、子ども用の

ワークシートを作りたいんでという話が入っ

てきて、今度アップするんですけど、結局向こ

うは作るんですけど、果たしてそれが何年生で

使えるのかわからないし、どこで使って良いの

かわからない。○○○で、じゃあ 4年生の社会

はゴミの学習があるから、とりあえずは 4 年の

ゴミの学習でそれをダイレクトに作ってみま

しょうと。○○○ます。レイアウトが来て、そ

れを見て、そういうふうな感じです。で、こち

らは細かくチェックして、向こう作り直して、

また作り直してという。だから半年くらい、○

○○。やっぱり半年ぐらい少なくともかかりま

す。 

 

田村：学校の子どもの○○○、子どもの詳しいこ

とは知らないけれども、逆に言うとプラスチッ

クって言う専門的な知識に関しては、逆に僕ら

が持ってないようなすばらしさがある。そこが

うまく繋がっていけば、いいものにはなってい

くという。 

 

杉本：1つネックは、プラスチックっていうのは

あるから、ゴミにしてもプラスチック中心にし

てくれませんかというのはあるので。先生によ

ってはゴミはプラスチックだけではないから

というので、、、。 

 

田村：そっちの人はそれでやって欲しい。 

 

杉本：そうそう。とりあえずアップするし、来週

の金曜、川原先生の環境の全国大会があって、

そこに CD-ROM を持ってきて無料配布をする○

○○、もし時間あったら来てください（笑）。 

 

酒井：僕らがこういう議論の中で、やっぱり完全

なものは簡単にできるものではないというの

はある程度わかっ、、、理解はしているつもりな

んで、おそらく出すやり方というのは、シッ

プ・アンド・オーシャンが仮に出すとこういう

やりかたをしてみたんだけどという投げかけ

のモデルじゃないですけど、そういうのをいく

つか連発でどんどんどんどんこれから実践と

か具体的な支援をやっていく中で見出してい

かないといけないのかなというところで、あく

まで今年の成果というのは、一応こうだろうな

という仮定でそれをじゃあ来年やってみて、ま

たそこで評価をちょっとやったりというそれ

の繰り返しをしないといけないかというのは

考えとしては僕らの中にはあります。 

 

堀口：学校、、、こういう○○○で進んでいるだと

か、各学年でこういうことやるというのが決ま

っているから、そこにあわせなきゃいけないと

いうことは十分理解したんですが、今まで多分、

我々に決定的になかったなという考え方が、子

ども像というんですかね、こういう子像だとか、

こういう人になってもらいたいという人の像

に対するイメージというのがすごくなかった

と思うんです。そのあたりを支援しようとする

機関が勝手なその機関のイメージでも良いか

ら持つ意義というのもあるのかなぁというの

は今感じたんですが。 

 

田村：是非、武澤先生にお聞きしたいのですが、

高橋先生は海が学校に近いしいいだろうって、

川原先生も僕海好きだし海いいだろと書いて

あって、武澤先生も実際に海のことされたんだ

けど、最後の方にその難しさとか、それよりも

ちょっといいような素材があるんじゃないか

ということを書かれていますよね。その辺はど

ういうふうにお考えですか？ 

 

堀口：是非率直に。我々がいないものだと思って。 

 

田村：6 回やってきたけど、やっぱり○○○（笑） 

 

武澤：うちの学校の場合は、本当に直接的に言う

と海は身近じゃないですよね、それよりも近く

にあるものと言うと、公園であるとか、そうい

う方が近い。その○○○。いろんな、、、海をず

っとうちの学校で扱ってきたのは何故かと言

うと、いろんな場所の生きものに触れさせて、

そのそれぞれの場所での生きものであったり、

人の生活であったりというものを学習させる

ことで、小学生なりに視野を広げてほしいとい

う、、、そういうのがあって、海行ってるのがあ

ったんですけど、、、。なんて言うんでしょう、、、

環境教育として海と言われた場合に、うちの学

校の先生たちであったり、私もそうですけど、

どちらの方が身近かと言うと、公園であったり、

そこのところ身近なものが公園であったとす

るならば、そこから学習を拡げていく方がやり

やすいかなぁと。うちの学校の場合は、、、と思

う人が多かった。海が悪いというとかそういう

ことは絶対無いので、、、それはないと思うんで

すけど、広がりもあるし。というのは分かった

んですけど、1 つには私自身の中にまだ海とい

うことについてわかりきれてないというか、ま

だ全然勉強ができていないというのがあるの

で、その準備ができてないから、子どもに提示

するということができないんですかね、、、。た

だ、課題が大きい分、中途半端な形で子どもの



中に提示していった時に、中途半端に終るんじ

ゃないかなという可能性の方があるような気

がして、こわくて○○○、逆に寝かせておいて

もうちょっとあたためておきたいかなぁとい

う気がしています。そういう意味で、、、答えに

なってるでしょうか。 

 

堀口：川原先生の真意は○○○（笑） 

 

川原：○○○（笑） 

 

田村：あの 2人がどう思って聞いてらっしゃるか

（笑） 

 

五島：身近じゃないところにとっては、やっぱり

単発的な海であればすごい子どもたちに刺激

を与えるし、海ってすごいとか、驚きとか、あ

るいは海って怖いと、いろんなものが楽しいと

かということがあるので、テーマによって、身

近じゃない時に海を扱う時は何か発展して、海

に関わる生きものはどうなっているのだとか、

使う時は単発的なものなので今のような扱い

でもいいのかなと思いますが、テーマが海その

ものであって、繰り返し繰り返し連続的に関わ

るんであれば、また関わり方が違ってくるので

はないかと思います。ですので、今学校でそぜ

い○○○教室とか、名人出前授業とか、あるい

は何かようこそ先輩的な、単発で本当にその時

に子どもたちの刺激や視野を広げるためであ

れば、いろんな海のすごいところを、非常に子

どもたちにわかりやすく、あるいは干潟に行っ

て生きものをすごく楽しむとか、それだけで終

ってもいいんですけれど、本当に海を追求して

いくのであれば、そういう関わりではない毎日

の短い繰り返しの中ですこしづつ子どもたち

が関わりが深まっていくような関わり方があ

ると、、、違う関わり方があるんじゃないかな

と、、、。 

 

高橋：海を追及するとなると、本当に子どもたち

が海を追求できる範囲はどのくらいなのかと

いうのをうちらが知らないといけないと思う

のね。それは多分見通しだとか、計画、時間を

充てるとかの計画になると思うので、多分全部

を追求することは難しいですよね。だから多分

生きものに絞ったりだとか、海流だとか、天気

だとか、そういうふうなものに絞って、どこま

で子どもたちが追求できるかをこっちが見定

めておかないと。それで僕はある分野について

は分からないから外部の人と関わりながら、そ

こにどこまで子どもが追求できるかを見通し

を立てることが必要じゃないかなと思って話

を聞いて感じました。 

 

堀口：今回○○○は、目黒星美さんの授業を一緒

にやっていただくにあたって、我々だけでも下

見もちろん行きましたし、今井先生にもお願い

したりだとか、準備をいろいろしている中です

ごく感じたのが、たった 1回の遠足というので

すかね、行くのに、こんなに○○○とかがかか

るのかと、、、これをずっとやっている職業とい

うのは僕の想像は絶していたので（笑）、いき

なりこのワークショップに参加していただく

先生方というのは、かなり失礼なこと言うと、

やっぱり気がふれているに違いないなぁと思

ってですね、これを外部はいいからどんどんや

ってくださいよと、、、。やっぱり先生方はその

日は喜んでくださるんですね。それを見てると

こっちもですね、ああ良かった喜んでくださっ

て。反省出ると全然違うんですね、出てくる言

葉が（笑）。もちろんレポート読んでもそうな

んですよね。これが本当のギャップだなぁと思

っていて、いくら学習の価値だとかを共有だと

か認知してもらったとしても、それを運用して、

もしくは導入してもらうためのそれというの

は必ずしも正比例しないというのは非常に良

く分かったので、非常に良い、、、。これはひと

えに武澤先生がバシッと言ってくださったの

で、よかったなと非常に感謝している次第です。

ありがとうございまいた。今、最後の方に出た、

例えば学習のテーマだとかについての話を、次

のセッションといいますか、磯貝先生、今井先

生のほうに徐々に流れていくのかなと思いま

す。よろしくお願いします。先ほどは磯貝先生

とお伝えしたんですが、今井先生の方から先に

お話いただいて、実は、同じ地域の同じ小学校

の取り組みに関することが記載されておりま

すので、今井先生と磯貝先生のセットという感

じで、今井先生の後に磯貝先生の方をお聞きい

ただくということでお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

□今井先生：地域学習における地元の協力の重要

性とその課題 

今井：天神山小学校の今井と申します。よろしく

お願いします。現在校は天神山小学校なんです

けども、この実践については、その前の学校の

金田小学校での実践を元にして話をさせて頂

きたいとおもいますので、よろしくお願いしま

す。ちょっとレポートを読みながらなので座ら

せていただきます。 

私の方の提案は、酒井さんの方から、、、SOF の

方から地域学習における地元の協力の重要性

とその課題について書いてきてくれというこ

となので、それに基づいてレポートの方を書か

せていただきました。 



僕はこれについて調べていくかなという課題

への取り組み方がはっきりしていくというこ

とで、開発を進めながらそういう支援する方を

少しづつ増やしていったというのが現状です。

そういう中で、私たちも自分たちの子どもたち

の学習を、メディアとか地域に発信する中で、

私もこういうことができますよとか、こういう

人を知っているよという紹介もありましたし、

それから教育委員会の方では学校支援ボラン

ティア組織というのが出始めまして、その中で

の名簿登載の中から支援者をお願いするとい

うようなことができるようになりました。それ

が、干潟学習というのは環境学習だけじゃなく
初めに、私たちが勤務していた金田小学校の学

区に小櫃川河口干潟というのがあります。これ

を題材にした環境学習を中心にした実践なん

ですけれども、この干潟というのはもちろん地

元にあるので、子どもたちが地域での体験を基

盤としてその中で実践に移せる題材であると

いうことで、この干潟学習を進めるようになり

ました。で、おそらくこの中で干潟を学ぶとい

うことでは、地域とか、あるいは干潟に詳しい

研究者だとか、環境保護団体というものが、、、

関わっていくということが非常に大事になっ

てきますし、その協力や支援がなければ、子ど

もたちのまなびというのはなかなか難しかっ

たのではないかなというふうに思います。それ

では、じゃあ次に、、、あ、すいません、その実

践についてですけど、資料の方の 1番と 2 番に

だいたいこういうような実践をしていきまし

たということで、総合的な学習の時間と生活科

の中で実践をやっておりました。 

じゃこのような実践の中で、じゃあ学校と地域

や支援団体というのはどういうふうに関連し

ていたかというと、次のページにあります関連

図なんですけれども、やっぱりこういうふうに

地域とか支援団体とか学校というのが協同し

ていくというのが環境学習を進める上で非常

に望ましいというように思うんですけれども、

こういうような、、、実際にこういうような関連

をうまく図りながら、協同しながらやっていく

学校というのは非常に少ないんじゃないかな

と思いますし、私たちの学校での研究が始まっ

た頃、干潟についての情報というのは非常に少

なくて、支援を得られたというのは地元の研究

者の方 1人だけでした。ただ、子どもたちが課

題を作ったり、課題を解決したりしている中で、

それを支援する時に、その専門性を私自身も持

ち合わせていない。この専門的な知識というの

は、私たちが学ぶだけではなくて、むしろ専門

的な知識を持った研究者とかが子どもたちの

前で直接話すのが、子どもたちが真剣に聞いて

興味関心が高まりますし、それからその中で、

て、情報活用だとか、○○○活動だとか、ボラ

ンティア活動とか、いろいろな現代的な課題の

ほかの部分についても扱えるようになった 1

つの要因ではないかなというふうに思います。 

それでは実際具体的な支援と学習効果という

のはどうだったのかについてお話をさせて頂

きたいと思います。資料の方ですけれども、資

料の 3 のところに中学年の、○○○な干潟と○

○○探検というのがありますけれども、ここで

は干潟を春夏秋冬見ながらいろいろな課題を

調べたり、あるいは干潟と、、、環境の違った上

流の環境と干潟を比べながら、子どもたちに課

題を見つけさせながら課題を解決していこう

というようなことで進めた実践なんですけれ

ども、ここでは地元の干潟の先生だとか、高校

の生物の先生だとか、博物館の研究員の方をお

願いしたりしました。ここではやはり専門的な

立場から説明をしてくださったり、あるいは、

ある先生、実験の方法をアドバイスしてくれま

した。それから干潟から川の環境に視野を広げ

るという意味では、違った場所を観察する視点、

的確にアドバイスをしていただいたりとか、そ

ういうこともありました。また、地元の有識、、、

研究者の方がいますので、自分たちで調べてて

分からなくなったらそこに、今日の放課後行っ

てきますとか。やはり歴史的な経緯とかそうい

うものについても具体的に話をしてくださっ

たりもします。ウラギクというのが咲いている

んですけれども、一面に咲いていたのがだんだ

ん絶滅してきてるんだよとか、今ハママツナに

ついて保護が進んでるんだよとか、ここにカワ

ウがいるんだけどここには昔はカラスもいた

んだよとか、そういうような話もしてくださる

ということで、支援の方の話も非常に具体的に

なったりもしています。 

次に実践 2 の方なんですけれども、これは高学

年の金田からの発信という学習なんですけれ

ども、ここでは子どもたちの願いとか思いを、

地域やいろんな方に発信していきながら学習

を進めていくものなんですけれども、ここでは

今井先生の発表



どちらかというとメディアに関するような講

師の方が中心になってアドバイスをしてくれ

ました。ここではやはり情報を発信するための

ノウハウというものを、かなり詳しく子どもた

ちにアドバイスをしてくださいました。 

それから 3 番目ですけれども、実践 1,2 のとこ

ろからということで、子どもたちの学習成果と

いうのをより多くの人に伝える場を提供して

くださったのが、公民館とか郵便局とか漁協で

す。児童の作品を掲示するだとか、発表の場と

して文化祭等で発表をさせてもらうとか、ある

いは広報誌などで紹介をしてもらいました。そ

れから、環境を守ろうとする人々の働きとか願

いを知る場を提供するということで、干潟を守

る会という環境保護団体が干潟クリーン作戦

というのがあるんですね、毎年 2 回。そこに子

どもたちと一緒に参加する中で、なんでこうい

う活動をしているんですかとか、何回活動に来

ましたかとか、そういうアンケートなんかも子

どもたちがする中で、環境に対するみんなの願

いみたいなものを調べる子どもたちもいまし

た。 

それから忘れてはならないのは、保護者とか地

域の住民の方なんですけれども、ここではやは

り情報発信の受け皿として、子どもたちの学習

を共感的に評価していく。アンケートとかに、、、

展示をする場所にはアンケート用紙なんかも

置いてあるんですけれども、そこに私たちもま

た自分たちの干潟を見直していきたいなとい

うふうに思いましたとか、普段捨てているゴミ

とか流している水について考えていかなくち

ゃいけないなと思いましたというような、具体

的な考えなんかも、その中に書いてあったりし

ます。こういうことがやはり子どものまなぶ意

欲とか関心を高めていったりします。 

それから保護者の方については児童の学習を

間接的な手助けということで、実際に、金田と

いうのは図書館とか公民館とかも遠いので送

迎をしてくださったり、あるいは一緒に干潟に

行ってくれたりというようなこともあります。

これは実践 3についてですけれども、実践 3 に

ついては金田小学校ではなくて、私の今いる天

神山小学校でもやっぱり地域の方と一緒に学

習を進めているんですけれども、ここでは体験

の場を提供してくれる。私の学校では蕎麦とか、

稲を作ってるんですけれども、そういう場所を

提供してくれるということが 1 つあります。そ

れから地域の中でやはり地域振興のために一

生懸命動いている方がいるんですよね。そうい

うがんばっている人の生き方をまなびながら、

その中で自分たちはどういうことができるん

だろうというまなびをすることもこの中では

できるんじゃないかなと思います。私たちがそ

ういうふうに金田小で実践をしてきたんです

けれども、では、その中で学校教育というのが

どういうものを求めているかということで 1

つ、、、いくつか考えてきました。 

1つは組織として説明責任とかアカウンタビリ

ティーというものが必要になってくるんでは

ないかなというふうに思います。環境学習につ

いてはやはり 1 人で実践をしていくというこ

とは、それが、、、その先生がいなくなったらど

うなるのかという部分があります。そうすると

やはり私の実践じゃなくて学校組織としてど

ういうふうに実践をするかという形に持って

いかないと、継続的、系統的な学習というのは

なかなか進まないんじゃないかなというふう

に思います。そういう意味で、私の学校では、

各教科というのが学習指導要領に、、、学習指導

要領があるように、総合的な学習についても、

独自の学習指導要領というのを作っていこう

じゃないかということで考えたのが、資料 6 の

方です。学校としての総合的な学習の目標、そ

れから各学年の目標や内容について、こういう

ふうに示すようにしました。こういうふうな学

校としての言葉を持つということは、地域○○

○支援団体に学習支援を依頼する時も、私の学

校ではこういうことを目標に、こういう学習を

進めているんで協力をお願いしたいというよ

うなことが説明できますし、具体的にこういう

ような支援をして欲しいということも説明が

しやすくなってくるんじゃないかなというふ

うに思います。その支援を引き受ける側につい

てもこの学校のここの学習に私が行って大丈

夫だろうかという不安をいつも抱えていると

思うんですよね。そういうものについてもある

程度判断の材料にもなるんじゃないかなとい

うふうに思います。 

次に、授業者はその一方その目標に対してカリ

キュラムを作っていくわけなんですけども、こ

のカリキュラムを作っていく中で、、、カリキュ

ラムがはっきりしていく中で、支援してもらう

場面とか内容というものも、やはり用意してい

く必要が、支援を受ける場合には必要になって

くるんではないかなと。 

それから 3 つ目に、学習の継続性ということな

んですけれども、私の学校でも金田でもそうな

んですけれども、やはり支援をする側というの

は小学生と直接触れ合う機会というのは非常

に少ないわけですよね。先ほどからも出てるよ

うに、専門用語が多かったりとか、良く分から

ないことを説明したりとかというのもでてき

ます。でも、実際に支援する機会が増えると、

支援者も子どもとどういうふうに接するかと

いうことをまなぶ機会が増えるということで

すから、指導技術と言うんでしょうか、そうい



う指導技術というのも非常に向上すると思い

ます。 

もう 1 つは学習を継続するということは多く

の協力を得られるということだと思います。干

潟学習でも最初は 1 人だったものが、継続的な

実践の中でいろんな方と関わりながらどんど

ん増えていったという経緯もあります。継続と

いうのは非常に学習を進める上で大事になっ

てくるんではないかなと思います。 

4 点目は、学習とか研究について外部評価をし

てもらうことが大事ではないかなと。5つ目は、

いくら支援者をお願いしにと言っても、学校と

して子どもたちをどういうふうに育てたいか、

この学習でどんなことをまなばせたいかとい

うことを考えていくのはやっぱり教師自身で

すので、それと、、、その学習とコーディネイタ

ーの支援とをどういうふうに結びつけていく

かというようなコーディネイター力としての

教師の役割というのが非常に大事になってい

くし、これから、コーディネイトするというよ

うな研修というのが必要になってくるのかな

と思いました。 

次に、私たちが実践校として、どういうことを

これから学習支援として求めていくかという

ことで、いくつか提案をさせてもらいたいと思

います。1つは環境学習をサポートする支援の

ネットワークということですね。やはり、海の

環境とか、海のことについて支援を得れる人と

いうのは非常に少ない、、、絶対数が少ないんじ

ゃないかなと私は感じています。じゃあそれを

どういうふうに探すのかと言うとですね、やっ

ぱり人と人のネットワークがやっぱりどうし

ても必要になってくるわけで、その辺の、、、例

えば、SOF に電話をかけて、こういう人を探し

ているんですけど、誰かいないでしょうか？と、

そうするとそれをマネジメントしてくれる機

関なんていうのがあると非常にいいかなとい

うふうに思いました。 

それからもう 1 つ、ホームページの話がありま

したけれども、海の環境学習に対する情報提供

は、川に比べるとすごく少ないと思います。川

に関する、子どもたちに合ったホームページっ

て非常に多いんだけれど、海って少ないなって

いうふうに感じました。 

それから 3 番目に学校教育へのアプローチっ

ていうことなんですけども、やはり SOF さんか

ら、、、そういうネットワークに比べると、学校

ってどっちかというと、個々の学校独自に成り

立っているというところがあって、情報量って

非常に少ないかなって思います。そういうとこ

ろにうまくアプローチをしていただきたい。う

はり、海の環境学習を進める学校というのは少

ないながらもやっぱりあると思うんですね。そ

の辺のところの実践を積み重ねた学校への重

点的な支援とか情報提供というのが、海の環境

学習ってこんなにいいんだよ、こういうふうな

効果があるんだよというようなものをもたら

すんじゃないかなということも思いました。 

それから、支援のノウハウを蓄積するというこ

とで、いろんな学校での実践というのは、それ

ぞれ工夫した支援があるんじゃないかなとい

うふうに思います。それを広げるという意味で

は、例えば、海の学習をしている学校が集まっ

て情報交換をするだとか、、、いうのも 1 つの、

子どもたちにとっては励みになるのかななん

ていうふうに思いました。いろいろな支援の方

法があるんだけれども、やはり実践校同士って

いうのも非常にネットワークがなくって、そう

いう意味では NHK なんかで私たちの学校なん

かも協力校になってるんですけれども、たった

1 つの地球というのは、環境全体について、各

学校がネットワークを作って学習を進めてい

こうというようなスタンスの中で番組を作っ

たり、ホームページを作ったりしているんです

けれども、そういう取り組みというのも非常に

面白いなぁというふうに思いました。私もこの

SOF の中で、いろんな人とのつながりを持ちま

して、福島さんが本校の方の講師としていろい

ろと講師を務めていただいたり、研修で知り合

った村上さんと一緒に試験授業をさせていた

だりだとか、やはり、いろんなことをやってい

ても、人とのつながりというのは大事なんだな

ということをこの研修で学ばせていただきま

した。ありがとうございました。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。では、

このまま続けて、、、。 

 

□磯貝先生：干潟学習から考えること 

磯貝：金田小学校の、、、現在、金田小学校の磯貝

です。よろしくお願いします。今、今井先生の

方から金田小の実践の方をお聞きいただいた

と思うんですけれど、今井先生たちが立ち上げ

て、もう 7 年が過ぎようとしています。先ほど

先生の中に、その先生がいなくなったらどうす

るんだろうかというようなことがありました

が、しっかり指導計画もある、学習の目標もあ

る。だけどやっぱりちょっと見直す時期が来た

のかなということで、今年、干潟について総合

の時間のうち、、、総合の時間全てを使って干潟

を学習していましたので、それについてどんな

ふうにして少し手直しをしていかなければい

けないということで、見直しの視点ということ

で私の方はお話させていただきます。 

大きく 3つのことで考えてみました。まず、小

学校ですから、広く浅く多様な経験をさせると



タはあんまりしっかりとってなかったのかも

しれないねという反省があって、その辺も追求

とかがやっぱりちょっと弱いのかなとか、そう

いうことも今考えて、教材をもうちょっと○○

○くしていくにはどうしたらいいんだろうか

というところなどを考えています。 

4 つ目に、諸団体とのつながりということで、

干潟を守る会の方とか、他の学校の方とか、ゲ

ストティーチャーとしていろいろと呼んで、指

導していただいたり、こちらの疑問についても

話をしていただいたりしています。今年は東邦

大学の生物学教室の方が、干潟の方で生態等の

実験とか調査をしていたんですけれど、そこに
いうようなことを考え、総合の時間を干潟だけ

じゃなく、他の分野というか、そういうところ

も体験させたいということで時数が減りまし

た。 

それから 2 つ目としては、積み重ねの効果とい

うことで、今まで 110 時間をかけて干潟を取り

組んできたわけですから、そのまなび方が子ど

もたちに身に付いているんではないか、そこも

考え、効率化ということで少し時間を減らして

みました。 

そして 3 つ目として教材の限界ということで、

干潟からいろんなことを学んだり、いろんな分

野にも目が向いていくんですが、いったい全体

像というのはどこにあるんだろうかなぁとい

うところで、少し限界というか、今の現在のメ

ンバーでいくと特に限界があるんじゃないか

なとか、それから教材がずっと干潟ということ

で、同じテーマですので、追求とか真剣さとか

新鮮味とか、そういうものに欠けてしまうんじ

ゃないかという、、、個人テーマで 1人 1人調べ

ていますので、さっき今井先生のところの学習

のところにあったと思うんですけれども、低、

中、高によって、遊ぶ、追求、発信というふう

に学習の流れはできているんですけれども、そ

の中でも子どもたちが 2 年続きで同じテーマ

に沿ってやる子もいるし、それから毎年変えて

違うもの違うものというふうにやる子もいる

ので、そうすると追求するものが弱くなってく

るんじゃないかなということも考えたり、いろ

いろ過去にいろいろやっているので、あまた、、、

こっち側からすると同じことなんだねという

ふうに思う場合もあるし、その子にとっての興

味というのはそれだから、カニの生態について

調べたいというのことを毎年追っていく子は

それでやっていくんだけれども、あぁカニはも

う前にも生態に調べたねなんていう、例えばそ

ういう教師の投げ掛け 1 つで子どもの興味も

変わってしまうし、その辺の先生方の力という

のも、干潟ということに対しての継続というか、

継続で調べていくということについてのデー

子どもたちが一緒に関わってその調査を一緒

に体験しました。子どもたちなりに、1平方メ

ー、、、1 メートル四方の中にカニの巣穴がいく

つあるんだろうかとか、カニが何匹いるんだろ

うかというのを子どもたちなりには考えてた

んですけど、その実験の仕方とかやり方が、や

っぱりちょっと目先が違うし、本当にその 1 匹

について 30 人くらいの子どもたちが 1 匹を追

ったり、そういう本当に細かい調査というか、

そういうのを大学生はしていたので、今までの

自分たちの調査とまたちょっと違う目線で干

潟についての実験等をしてもらったので、そこ

からのまた違う形の自分たちの課題とか追求

の仕方があるんじゃないかなということを学

んだりもしました。環境の果たす役割というの

はとりあえず大きいんですけれども、子どもの

目線だけではなかなか広がっていかないとこ

ろを、他の団体とのつながりによって少しづつ

視野も広がっていっていました。 

5 番目ですけど、先ほどとちょっとかぶってし

まうかもしれませんが、全体構想を考え直すと

いうことで、やっぱり各教科領域等と、それか

ら学校教育目標も少しづつ変わってきたりし

ますので、その辺の指導のねらいというのをも

うちょっと明確にしていかなければいけない

ということ。最後に教師の持ち味ということで、

教師集団が変わるとやっぱり学校も変わって

きますし、その力量とかを、やっぱり関心とか

力量とかというのは本当に違うと思うんです。

ですから、干潟だけだということだと先生方の

持ち味も随分良い時もあるし、悪い時もあると

いうこともあるので、複数の教材を関わらせて

おきたいというふうに考えて、それを見直しの

視点の 1つとして考えました。 

正直今年は、どうやって 110 時間あったものを

50 時間にするかということで、教師側はどう

いうふうにして減らしていこうかというとこ

ろが、本当に 1 番悩んで、、、でももうスタート

してしまったので、そこの辺を、じゃあここを

カットしようかここをカットしようかなんて

磯貝先生の発表



いう感じで、十分な検討をしないままに動き出

したのが事実なので、今年、来年の方向を探っ

ているところで、しっかりと総合時間の目標と

か、それからそういうのをしっかり見直してや

っていかなければいけないことを話をしてい

るところです。 

干潟という○○○好きなんですけど、その干潟

を守っていくために、やっぱり賞味期限なんて

いう話もあったんですけど、金田の干潟に関し

ての賞味期限はないというふうに考えていま

す。ただ、やっぱりマンネリ化してしまう時も

あるし、それを支えていく私たち、それから外

部からの、、、とのつながりと、そういうものを

考えたり、また私もここで学んだ、、、私もワー

クショップとか全部参加できなかったんです

けれども、水族館の時のプログラムですごい視

点が違うんだなということをすごく感じまし

た。ですから同じ干潟でもいろんな視点で考え

ればもっともっと広がっていくだけの、そうい

う教材であるので、またこのスタッフの方にこ

ういうことはどうなのかなっていうお願いが

今年できるんじゃないかなというふうに思っ

て、これからプログラムを少し考えてもっとネ

ットワークを広げていきたいなというふうに

考えます。 

すごく学校現場の生の声ということの注文と

いうか、そうことでしたので、そのことだけに

ついてで考えさせていただきました。みなさん

おすばらしい発表としてちょっとあれなんで

すけでも、ここに参加させていただいて新しい

ことをまた知りえて、金田にもまたちょっと 1

票振りかけて○○○いかなければいけないな

というふうに感じました。ありがとうございま

した。 

 

□討論 

堀口：ありがとうございました（拍手）。○○○

ということを知って、何かチャンスがあるんじ

ゃないかと。で、実際動き出したんです。ただ、

金田小さんではずっと前から動かれていて、だ

からこそこういうような新しい課題が起こっ

たのかなということなんだと、我々勝手には理

解しておるんですが、○○○やっぱり、その個

人の先生方の○○○、特性によってその現場が

その時は変わるというのは十分理解してはお

ったんですが、本当にそれに関連してどういう

課題が今学校で起こっているのかなという具

体的な像は全然想像していなかったので、あぁ

なるほどこういう形として課題としては挙が

っているんだなぁと、それに対して金田小さん

では今後こういうような取り組みを持ってい

かれようとしているんだなというところまで

も十分示していただけたので、非常に我々にと

っては新鮮かつ想像もしてなかった成果です

とかケースを示していただけたかなと思って

おります。 

その中で今井先生のまずことに関して、私ども

が非常に感じたのはですね、資料 6 の方の総合

的な学習の時間の学習指導要領というところ

なんですが、この学習指導要領という名前じゃ

ないとしてもですね、外部機関がまず学校にお

邪魔した際に、うちはこういうことをミッショ

ン○○○というんですかね、目指してやってる

んですというものを示していただけたとした

ら、非常にありがたい行動の判断をする時に、

判断基準になるものなのかなという気がしま

す。どうしても知識を伝えたがってしまう業界

側としましては、能力をつけるための何とかな

んだなということをいつも思い返させてくれ

るようなものになるのかなというふうに思い

ました。 

後はですね、非常に具体的な学校側が求めてい

る学習支援は何かということも書いていいた

だいております。特に本当にそうだなと思った

のはですね、こちらにももちろん支援の限界と

いうものはありますので、それを最大化するた

めの有効活用を考えなければいけないと思う

んですが、7ページですね、また一挙に海の環

境学習が全国的に広まることはあり得ないと

いうふうに断言していただいております。これ

は我々も多分同感しているはずだと思います。

そこまでの○○○があるわけではないので、こ

れはあり得ないだろうと。じゃあ、ちょっとづ

つでも広まっていくためのステップも我々は

踏んでいかなければならない中で、どういう手

法が 1 番効果的なのかなということに対して

も非常に参考になることがありました。 

特に気に入ったのが、海の環境学習実践校サミ

ットという、、、サミットという名刺を今まで 1

回も思い浮かばなかったので、これは昨日夜残

った人間と非常に感動しておった次第です。 

今回非常にこの○○○で重要だなと思うのは、

関係構築、外部と学校が関係構築をしている時

に、双方の○○○の先生が使われている言葉で、

アカウンタビリティーですね、説明責任だとか、

何かお互いがお互いの状況だとかを説明しあ

えるようなものを用意しておいて示すという

ことは非常に重要かつ役に立ちそうだなとい

うことを知りました。まず 1 つですね。 

学校さんの方、、、もう 1 つは、学校さんの方で

も、今、総合学習という機会と言うんですかね、

枠に対して 14 年度の始まったばっかりの年と

は違う何か新しい課題なり取り組みというも

のを今始められようとしているんだなという

事実も知りました。ということは例えば、試行

に 1 年から 3年かかって、例えば 4年目にやっ



と総合が成功感を味わったとしてもですね、

5,6年目には検証だとか向上だとか継続という

非常に中長期的なスパンでこちらも腰を据え

て取り組んでいかないとなかなか離陸しない

んだなということを改めて感じさせられた次

第です。というのが僕の方からざくっとしたも

ので、何か酒井さんの方からないですか？ 

 

酒井：ちょっとだけ。そもそも今井先生と磯貝先

生と僕らが知り合うきっかけとなったのは、僕

らもともと学校の先生とのパイプって全くな

かったんですけども、東京湾のシンポジウムだ

ったんですね。そういう意味で干潟の学習とい

うことで、海の業界では非常に有名な先生だっ

たというような経緯で今回は無理にお願いし

たという次第です。 

やっぱりそういう形で僕らのシンポジウム○

○○を通じて目に入ってきたことは、継続した

経緯、、、8 年目、7 年目ですか、という長い継

続があったということが１つあったんだろう

なと。僕らのような外部の方からしてみると、

継続というのは結構、やはり魅力的というか、

重要なことなのかなというふうに考えておっ

たわけです。それはまあいろんな過去の反省も

あります。例えば、イベント的なことをずっと

やってきて、果たして今まで海事教育の普及と

かいろんなアプローチでイベント的なことが

あったと思うんですけども、やっぱり浸透して

いかなかったというところは、その辺りを無視

してきたのかなという反省もありますし、逆に

こういう支援をこれからしていく時に、これは

ちょっと話が汚いかもしれないですけれども、

資金的な支援を得るといった時にも、単発で打

ち上げ花火じゃないんだよというものの言い

方というのは必要になってくるだろうなと思

いました。 

そういう視点から継続というキーワードでお2

人の先生にお願いをしたんですけれども、とこ

ろが小学校って非常に地域性という壁があり

まして、単にどういうふうに支援するか、、、情

報を提供しようとするのか、この地域性が非常

に壁になるんだろうなと。あまり今年の 1 年間

の話の中でも一般的なものというのは確かに

必要性がある部分もあるけども、必ずしもフィ

ットしない部分も多いというようなことをご

指摘頂いておりまして、全国津々浦々のそうい

う活動を包括的にサポートするなんていうこ

とはも事実上不可能、少なくともシップ・アン

ド・オーシャンとしては不可能ということで、

地域の学習ということがメインとなってくる

んでしょうけど、地域に継続性を担保するよう

な仕組みみたいなものが必要なんだろうなと。

そういう考えから、例えば、地域の学習をどう

いうふうにサポートしていったらいいのか

な？その時に、僕らのような外部の○○○とし

ては、学校以外に地域にキーとなるような、1

つの組織としてはコーディネイター的な、人間

を○○○するようなことも考えられますし、逆

に今井先生の方からは学校からも先生がコー

ディネイター役としての力を身につけていか

なければいけないというような、双方からそう

いう話になったかと思います。そういう視点か

ら、このお 2人からいただいたレポートという

のはこちらとしても非常に興味深いところで

したし、まだまだこれから考えていかなければ

ならないという位置づけで認識しております。

この辺りもしアドバイスもしくは○○○あり

ましたらお願いいたします。 

 

杉本：今井先生、総合的な学習の時間で扱う内容

って、時数足りないですよね。これは抜粋です

か？だって 3年足しても 68 しかないでしょ？ 

 

今井：資料 6？ 

 

杉本：資料 6。 

 

今井：地域学習の方だけ載せたんで、英語活動が

あるんですよ。 

 

杉本：全部で 105 ですか？ 

 

今井：はい、そういうことです。 

 

杉本：もう 1 つは、例えば、4 年で「2 分の 1 の

○○○」ってありますよね。国語の単元であり

ますよね。国語はこっちの総合として扱ってる

わけ？○○○ 

 

今井：発展的な学習ということで。 

 

杉本：○○○ 

 

今井：そうです。 

 

杉本：でもう 1 つは、じゃあ次に、磯貝先生に聞

きたいんですけど、例えば、今井先生いなくな

るってわかるじゃないですか。そういう時に、

無理じゃないっていう話は出ないんですか？

その年には。今井先生、、、推進してた先生がい

なくなるってだいたいわかるわけじゃん。そう

すると、次年度から無理だからちょっとという

話は出ないんですか？いなっくなって初め

て？ 

 

磯貝：今井先生が去り、赤坂先生が去りと、作っ



た人が少しづついなくなって、結局最後、去年

まだ 1 人今井先生と同じように立ち上げた先

生がいらっしゃってそれでやって、一応カリキ

ュラムみたいなものはちゃんとできてるので、

それではやれるんですけれども、今年の○○○、

時数を減らそうというところを、ここはぶっち

ゃけた話ですけれどもね、トップの方から言わ

れたので（笑）、○○○。私たちはそのままの

時間でやれればそれが 1 番良いと思って、中と

しては。でもやっぱりメンバーも変わってしま

ったので、そこら辺が、うまくつなげていけな

かったというか、いやそれでもやれるんですと

いうところがうまく、学校側の○○○もやって

欲しいところがあるよ、、、なんとかというのが

あって、じゃあとりあえず半分に減らしてとい

うところで、だけど私たちはじゃあ発信はどう

するんだよというところで、困ったんですよね。 

じゃあまずは、とにかく半分だからうまくやる

には、、、本当は目標があって、そこで切るとこ

ろは、とやれば良かったんですけど、なかなか

動き出せなくて。自分の○○○。でも 1年間そ

ういうのがあって、でもやっぱり干潟の良さっ

ていうか、そういうのが、、、外部からの評価も

高いし、、、怒られちゃうけど、、、そういうのも

あるし、やっぱりちゃんと継続していかなきゃ

いけないということで、見直していかなければ

いけないというところが、今年の最後そういう

ふうに考えが残っているので。私たちはもうな

くなっちゃうんじゃないかなって正直思った

んです、去年から今年にかけて、でもそれが○

○○本当にいいのかなって、逆に、、、そんな悪

くない？そうだったんです。 

 

杉本：金田小って、430 時間も 4 年間で干潟の学

習するんですか？ 

 

磯貝：そうです。 

 

杉本：子どもとか教員とかって飽きないんです

か？ 

 

磯貝：飽きないですよ。やっぱりそれも 1 人づつ

違うんですよ。子どもも飽きてる子ももちろん

います。でも、新しい視点に変わったり、外部

との接触で新しいこと、、、今年はこれやろうっ

て子どもの方が目標を持っていたりとか。私な

んか途中から行った側だから、わからないんで

すよね。何にも。でもこのカニはねとか子ども

の方が教えてくれて、なるほどとかそういう感

じです。だから、私たちがちょっとギブアップ

しそうな今年の子どもたちでも、ちょっと外部

からの見せてほしいというのがあって、どうし

よう半分だけど、じゃあやれるところしか見せ

られないねというところだったんだけど、やっ

ぱり今までの蓄積があったりしてて、資料があ

ったり、話したり、そこそこに子どもが動いて

ると、やっぱり子どもたちが学んできた、これ

は 6 年生なんですけど、学んできた姿がそこに

あるんだなって。取り立ててすごいことじゃな

くって、ただ、子どもたちが学んで、資料調べ

てきて、○○○、資料作りみたいなこともやっ

てたんですけど、それだけでも初めて総合の学

習を見る先生方にとっては、ああすごいなとい

う人もいて、あぁやっぱり間違ってなかったな

というとおかしいですけど、子どもたちはちゃ

んと学んできてるんだなっていう、、、。こっち

は揺らいでたんですけど、子どもたちは、、、。

最後のちょっと発信をもっと短くして、減らそ

うとして、、、。それが正直な感想です。 

 

杉本：こんな 430 時間も作った今井先生は、天神

山に来てこんなにバラエティーに富んでるん

ですけど、、、。 

 

今井：内容がということ？ 

 

杉本：そう。 

 

今井：だから、やっぱりその学校の、そこの学校

で何ができるか、、、総合の学習の中で何ができ

るかということは、やっぱりそれこそさっき言

った地域だとか子どもだとかによって違うわ

けだから。じゃあ他の学校移ってもこれだけ 1

点でやりますというようなことはやっぱり必

要ないだろうし、その学校の子どもたちに何を

学ばせるかということは、私だけではなくて、

その学校の地域が求めているものとか、職員が

願っているものとかいろいろあるじゃないで

すか。その中で総合的な学習、、、その中で教科

とかの 1つなわけだから、その中では何をねら

うかということは、その学校組織として話し合

っていけばいいんじゃないかなと。 

もし飽きないかなというね、その部分というの

は、賞味期限とかいうようにさっき話があった

ようにそれとも同じなんだけれども、あんまり

飽きる飽きないということで議論をしない方

がいいんじゃないかなと僕は思うんですよね。

じゃあ国語とか算数は 10 何年間やっているわ

けじゃないですか（笑）、それで飽きるか飽き

ないかでその学習を止めるか止めないかの判

断をしちゃいけないんじゃないかなという気

はするんですね。 

ただ、確かにその学校にとってそれが必要なく

なったという場面というのは出てくるんじゃ

ないかなと。それはやっぱり、そこでストップ

する勇気も必要だと思うんだけれども。そうい



うことを思いました。 

 

杉本：ただね、教科と、今の干潟って飽きる飽き

ないで言えば違うと思うんですよ。つまり、こ

こで発信した時に、別に干潟でなくてもいいじ

ゃないかという子どもは出てくるから。そうい

う部分で多分、今の金田小とういうのは○○○

思うんですよね。 

 

磯貝：○○○、自分のやりたいことを少し、今ま

でのやり方できてたから、ある程度それに載っ

ていけば自分なりにも、コンピューターで発信

するとか、チラシで発信するとかいろいろなの

があったんだけれども、ただ違うことも考えら

れるし、もっと違うことをやりたい子もいたか

もしれない。そこまできっと今までは余裕もな

かったし、その中で、ただ今先生方も少し迷い

の部分が少なくなっているので、それでまた○

○○少なくなって、○○○、学級数も減ってき

てますので、そういうところのたいへんさもあ

って、、、○○○。見方が本当いろんないろんな

ところの目先を変えると、私も最初行く前は干

潟だけでなんて思ってたんですよね。もっと広

く国際とか、いろんなところに目を向けていけ

ば、、、干潟を通して、お手紙を今アラスカの人

たちとお手紙書く時に、うまくそれをやれば英

語教育に繋がるしとかって思っていたのに、い

ざやろうかと思うとなかなか難しいところが

あって、それを継続したり、マメに動いてくれ

る人じゃないですけど、そういう人がいて（笑）、

○○○する時もあるし、自分だけでまとめると

いうのはなかなか、、、そういう外国人との交流

もやれるというか、そういうのをしていたこと

もあるし、その辺が教師の側もね、○○○いけ

ないところも少しはあるんで、反省しながら○

○○。 

 

杉本：理科でさ、よくさ、自分の好きな木を探そ

うとか、自分の好きな道を探そうとかあるじゃ

ないですか。でもそれはほんの 10 時間くらい

の単元だから、嫌いな子でもね、というのはあ

るけど、ここで干潟で 430 もあるとね、おぉい

いのかよという感じになってくるけど、、、。 

 

堀口：他にご質問等ありますか？かなり深いとい

うか、専門的なお話になってくると思ってです

ね、尽きないと思いますので、一旦ここで、こ

のセッションの方は区切らせていただきます。

ありがとうございました（拍手）。続いてはで

すね、実際に今まで学校側さんの方の特性です

とか、現状ですとか、そこから外部にこういう

ような戦略があるんじゃないかなというよう

なまなびと言うんでしょうか、気付きというの

を我々は見させていただいたんですが、さて、

具体的に、特に来年度以降ですね、学校さんと

お付き合いをさせていただこうとした時にで

すね、どういうことをまず気をつけなきゃいけ

ないのかなという意味では非常に足元的な部

分を、次は右田先生の方に示していただけるか

と思います。よろしくお願いします。 

 

□右田先生：未来の海浜学習プロジェクト 

右田：トキワ松学園の右田でございます。よろし

くお願いします。学校は先ほどお話に出ました

目黒星美さんと歩いて 5 分ですかね。目黒通り

と環 7 ですか、の交差点のところにあって、ま

さに都心ということで、海とは縁もゆかりもな

んにもございません。ただ、本校の特徴としま

しては、昔からですね、スキーに連れて行こう

ですとかね、それこそ昔、ひものスキー、、、。

ひもの使っていたスキー靴ですか。とかね。ば

たんと倒す感じの。そういった時代からもう、

都会の学校でありながら生徒を連れて行くみ

たいなところがありまして、どうもそういった

都会であるからこそ、外に目を向けて、子ども

をそういった中に触れさせようという意図が

昔からあったんです。私が小さい頃は、臨海学

校と言って、海に連れて行って、海で泳がせて

いたみたいなところですね。昔は都会でもなか

なかプールとかございませんでしたので、そう

いった環境でした。 

今から 3年前ですか、もう 1 回海というものを

見直しましょうということで、海の教育という

ものを立ち上げました。私が立ち上げたのでは

なくて、学校の方で立ち上げました。それで、

今の 6 年生は行っておりません。今の 5年生で

すね、5年生 4 年生、そして今年私が連れて行

ったのは実は 3 年生だけなんですけれども、実

はこの 5年生 4 年生 3 年生の 3 学年が、海の教

室ということで開催しましてですね、連れて行

きました。 

未来の海浜学習プロジェクトというところで

書かせていただきましたけれども。その辺のと

ころからちょっとご説明させていただきたい

と思います。最初の方は、どうでもいいと思っ

ております。イントロとしましてですね、生徒

の問いかけとしまして、このように簡単に 4 つ

を問いかけました。これは 1 つには生徒自身の

モチベーションと言うんですかね、海に対する

モチベーションはどの程度あるんであろうか。

まぁ最も基本的なところですかね。教育という

のは不思議なもので、好きとか嫌いとか聞かな

いものですよね。嫌いだからやらなくていいと

か、好きだからやればいいとかそういうんじゃ

なくて、とにかくカリキュラムがございまして、

それに対してやらければいけないわけです。 



ト的には海という声が多くなってきたわけで

ございます。だんだんと 4年生、それから 3 年

生というふうに従って、やはり海というものに

対しての魅力を感じる。まぁ多分それだけなん

ですけれども、それって結構大切なことかなと

考えてます。 

私なんかがよく山とかスキーとか海に連れて

行きますけれども、生徒をですね。その時に、

スタッフとかもいっぱい連れて行くんですけ

れども、その時にお話しする 1 つのポイントと

しては、何ができたから、何を教えたから達成

度がいいということはしないようにしてくだ

さいという言い方をいたします。じゃあ何をも
シップ・アンド・オーシャンさんから海はどう

なんだいという投げ掛けがありました。うちと

してはたったの 3 年しか経験がございません

けれども、それをですね、簡単に傾向をとって

みました。もちろん人数的にはバラツキがござ

いますので、100%ということで、換算しておき

ました。これ見るとですね、意外と自分なんか

も面白いなと。シップ・アンド・オーシャンさ

んに宿題だぞとか言われてやったんですが、い

ざ自分でまとめてみると、やはり傾向って出る

んだなぁというのを感じました。ので、2,3 そ

の辺のところを説明するのがいいんじゃない

かと思っております。 

まず、経験してない学年と経験した学年はどう

ちがうんじゃいというところですね。まず 1 番、

海に行きたいのか、山に行きたいのか、これは

単純なことでございますけれども、君は休みに

お父さん、、、パパがどこか連れて行ってあげる

よ、海に連れて行こうかな、山に連れて行こう

かなと聞いたところ、潜在的に小学生は海が好

きですねぇ。なんと言っても海の方が良いんで

すよ。山は林間学校というのがありますけれど

も、まだ、あと何分、いつ着くの、さっき 5 分

したら着くと言ったのにまだ着かないの、とか

そういうところなんですけれども、やっぱり海

というのは小学生にとっては魅力のあるフィ

ールドが、子どもにとってという言い方でしょ

うかね、都会の子どもという言い方をしましょ

う。私の学校を中心に考えてますので、です。

ところがですね、実際に、じゃあ、水遊び好き

なんだねということですけど、じゃあ海とプー

ルと言ったところ、実はプールの方が大人気な

んですね。海、実はあんまり好きじゃないんで

すね。が、6年生なんです。やはり、そこがや

はり私としては教育の怖さというのかな、を感

じました。断然的に、6年生、海の教室を経験

していない生徒たちは、やはりプールを選んで

ます。ところが 5 年生、これは 1泊 2 日でした

けれど、いろいろなとこでやってまいりました。

そう私は経験してませんけど、やはりパーセン

って今回の海浜学習、もしくはスキー教室が達

成されたかというと、子どもたちの意見として、

もう 1 回来たい、もう 1回やりたいなという声

がちょっと出れば、それをもって達成した、要

するにうまくいったというふうに考えようと

いうふうに言ってます。要するに学校教育でも

なんでもそうですけれども、時間的には限られ

ています。やはりそこで 1つきっかけを作って

あげて、その後、どのくらい個人的に行くであ

るですとかね、そういったことがやっぱり問題

になってくるんではないかなと考えておりま

す。ので、だんだんとやっていくに従って海に

行きたいというパーセントが伸びるというの

はこれはいいことかなと考えています。 

3 番目ですけれども、砂遊びがしたい、磯遊び

がしたい。砂遊びというのはご存知のように、

普通ご家庭で行くのは砂遊びなんですよね。で、

磯遊びというのは実はあまりご家庭ではいた

しません。で、私たちが行っておりますのは、

千葉県の南紀白浜なんですけれども、そこで、

最近は2泊3日ということで磯の学習というこ

とをやっているわけでございます。そうした時

に、やはりだんだんとパーセント的には、磯に

対してのパーセントが増えていくというとこ

ろが見受けられます。 

ところがですね、私もちょっとショックだった

のが、4年生が砂遊びが好きなんですよ。おい

おいと思ったんですよ。君たちは海浜学習やっ

たんじゃないの、磯遊びしたんじゃないの。で

は、なぜ砂浜が良いのといったとき、痛いんだ

とか、下にあるんですけど、痛いんだとか、足

怪我するとか、転んだら血が出たとか、そうい

うこと言うんですよ。これはですね、逆に言う

と教育の怖さですよね。よく言う言葉なんです

けれども、行ったがためにかえってマイナスの

イメージを植えつけてしまうということが教

育の中にはあるんですよ。例えば、スキー教室

でも全員参加で行ったところ、例えば、坂道が

よく上がれないですとかね、転んで立てないで

すとか、寒いとか、嫌な思いをしたがためにも

右田先生の発表



う 2 度とスキーはやりたいくないですとか、同

じことだと思うんですけれども、磯の学習とい

うことで、何かあったらこちらとしてもこれか

ら探求していかなければならないんですけれ

ども、足を怪我したですとかですね、痛かった

思いをしたとか、気持ちが、、、それこそ、気持

ち悪い思いをしたですとか、そういったことで、

マイナスのイメージがかえって磯に連れて行

ったがためについていってしまったというの

はある意味大失敗だったんじゃないかなと思

います。まぁ幸いにして私が連れて行きました

3 年生に関しましては、だんだんと磯というも

のに大して非常に興味を持っているというパ

ーセントが出てほっとしているわけでござい

ます。まぁ 4番はどうでもいいです。 

ということで、それぞれ、プールについて賛成

派のコメント、海についての賛成派のコメント

等をここに書かせていただきました。で、基本

的なことを言いますと、生徒たちというのは海

が好きだというのことはあります。但し、それ

に対しての、残念ながらアプローチというもの

が教育の中にまだ確立されてないというのが

強く感じました。で、それをこれから私の方で、

都会の学校でアプローチとしてどんどん確立

していかなければいけないんじゃないかなと

考えております。で、その 1 つの大きなポイン

トして、1番上に海浜学習運営上のポイントと

いうふうにして書かせていただきました。 

で、やはりですね、かなり水泳という泳力とい

うことを私は中心に考えました。先ほどの砂浜

ですとか、干潟ですとか、それはあまり泳力と

は関係ないかもしれませんけれども、やはり磯

ですとか、ちょっとその辺になりますと、タイ

ドプールになりますと、ちょっとしたはずみ、

ちょっとした流れ、ちょっと目を離したという

ことで、やっぱり大事故に繋がるということが

かなり想定される。私も随分緊張いたしました。

ということで、ここにそのあり方みたいなこと

を、書かせていただきました。まぁ泳力。 

それからですねもう 1つは、よくライフセービ

ングさんというのがいるんですけれども、残念

ながら日本のライフセービングというのはス

ポーツ化されてしまっているんですよ。要する

に競技として。なんで、砂浜には適応いたしま

すけれども、岩場には全く適応性がないんです

よね。岩場には岩場の遊び方、岩場には岩場の

扱い方というんですかね、それがあるんですけ

れども、その辺のところが、どうしても、、、。

どちらかと言うと、それこそ、地元民のおばち

ゃまが非常に上手ですね。私もおばちゃまとは

良く話すんで大好きなんですけれども、やはり

○○○書きましたけれども、郷に入れば郷に従

えということで書きましたけれど僕の方から

はも、地元のおばちゃまに良く話を聞くのがよ

ろしいかと思います。 

で、最終的に、2番ですね、とにかくシップ・

アンド・オーシャンさんが俺たちの活躍の場は

ないのかと聞くので、活躍の場は山のようにあ

ると、、、。ただ、金がかかるぞということで、

勝手に書かせていただきました。そういった、

1 つには、海というとこを考えた時に、泳ぐで

すとかね、危険ていうことがやっぱり 1番最初

に先生方の頭に来ます。死んだらどうすんの、

おぼれたらどうすんのということだと思いま

す。で、ここに書きましたけれど、スキーとい

うのは本当に見事にここ数 10 年で克服いたし

ましたね。昔のイメージからすると、冬山、雪

というのはとんでもない世界だったんですが、

それがこう本当に 10 年、まぁ 20 年と言ってい

いでしょうか、いろんなところで克服していっ

たんです。なので、もし同じようなことを、考

えを適用するとすれば、海についても本当に、

環境を変えるのがいいかどうかはまた別問題

といたしまして、非常に海に対しての、もっと

積極的なアプローチができるであろうという

ところで、いろんなことで、私が海の教室とか

をやってるなかで経験したこと○○○をなが

ら書いてみました。やっぱり生徒自身もプール

がいいと言った 1 つの言葉の中には、おぼれな

いとう、立て、足がつくということですか、、、

それを第 1 に挙げてますんでね。そこをやり方

次第で、入り方、遊び方というものを教えてい

くに従って、○○○海というものが広がってい

くんではないかという考えで書かせていただ

きました。 

ちなみに、今のスキーがこれだけ流行っている

というのは、やっぱり今の子どもが大きくなっ

てお父さんお母さんになった時に、子どもにま

たそれが受け継がれていくんですよね。ですの

で、スキー教室に関しましては学校はほとんど

マイナーになってきました。何故かと言います

と、家庭で行くんですよ。お父様お母様が連れ

て行くんですよ。そこまで要するにレジャーと

して非常に浸透していった。ところが残念なこ

とに、海に関しましては、先ほどお話しました

ように、危険、やだという、今生徒がそう思っ

ているので、おそらくこの子どもたちが大きく

なったらやっぱり連れて行かないです。その後、

どういうふうに改革していくのかというのが

今後のテーマであるんじゃないかと。本当にい

い加減な、、、。要するにテーマを投げ掛けただ

けのレポートでございますけれども、以上です。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。実は右

田先生ご自身も、非常に海の方にはサーフィン

とかで行かれるということを前々からお伺い
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しておりました。そこで是非お聞きしたなとい

うのが、特に海浜学校に今後とも行かれるであ

ろうトキワ松さんとしての、考察というのをし

ていただいた次第でございます。実はその、磯

場には対応できないライフセービングに僕も

片足を突っ込んでいるんですが、まさしく仰る

通りで、磯場で人が溺れたり、、、磯場にそもそ

も人がいることをライフセーバーというのは

教えられません。日本のライフセービングので

すね、余談になりますが、人口のほぼ 9割が学

生でして、その中の多分 9割以上が、大学にな

るまで海に行ったこともないような学生さん

が、やっぱりなんかかっこよさそうだからとい

う、志はもちろんいいんですけど、始めており

ます。そういう意味でも非常に両耳から耳の痛

いご意見をありがとうございます。 

逆に非常に重要だなと思う視点としましては、

これは海の業界としてだと思うんですが、子ど

もに海を嫌われてしまうと、子どもたちが大人

になった時もそれを引きずるなというのは本

当にスキーがいい例なのかなと思いました。あ

と、目黒星美さんをですね、干潟の方にお連れ

した時に、これ本当に重要な問題として挙がっ

たのがやっぱりトイレの部分ですね。そういう

○○○の面にしても非常に気を配る、、、配りす

ぎてもしょうがないと思うんですが、まずスキ

ーになってもらうためには重要な点なのかな

というような手法の点を教えていただきまし

た。特に臨海学校だというのは、年々減ってい

るという数字は僕もいつもチェックしており

ます。静岡の海にも、山梨、長野のお子さんし

か海には来て頂けないような現状を聞いてお

りますので、是非そういうところにも我々はす

ぐにでもアプローチできることはいっぱいあ

るのではないのかなということをもう一度思

い知らされた次第であります。何か今右田先生

の話に限ってご質問等今すぐおありでしょう

か？また後ほどお時間持ちますので、、、。では

ありがとうございました。続きましては田中先

生お願いします。 

 

□田中先生：今回の巡検を実際に授業に生かした

例 

田中：江戸川区立第 7葛西小学校の田中と申しま

す。よろしくお願いいたします。僕の方からは

今回の巡検を実際にどのように授業に活かし

たかという例をお話しさせていただきます。た

だ、これまで前半のお話にもあったように、総

合的な学習の時間というのが各学校に任され

ている分、それにおける教師というものの割合

が大きいんじゃないかなと思いますので、1つ

教師というものをキーワードにおいて、お話さ

せていただきたいなと思います。 

まず、自分自身、このワークショップにどんな

参加の仕方をしてきたのかという部分なんで

すけども、という本当に全くもうここで書いた

受身の側の立場でして、先ほどの川原先生の学

校の校長先生が元江戸川区にいられたという

ことで、声をかけていただきまして、本当に自

分が何をしたいということもなく、それならば

みたいな形で参加させていただきました。です

ので、本当に第 1 回目雨の中長々と話を聞き、

最後には山の中に連れて行かれたときにはや

ばいところにきてしまったなぁという、、、（笑）

思いだったんですけれども、、、。何回か巡検を

重ねていく中で、いろんな知識を得ていく中で、

これを活かしていきたいなという思いが自分

の中で出てきました。ですので、元々このワー

クショップにこういうものを求めて参加され

ている先生方にとっては、願ってもないチャン

スだと思うんですけれども、僕みたいな人間に

とってはどういう活かし方がこの先待ってい

るのかというのを見せていただけると参加し

やすかったなと思います。 

ただ今回、あまりこう、、、最初は海についての

学習の単元を開発しようというようなところ

から始まったんですけれども、回を重ねるごと

に、そうじゃなくて、学校としてのアプローチ

みたいなもの、企業との関連みたいなことをそ

れぞれの先生方で考えてほしいみたいなこと

になったので、ちょっとこの今回の出だしは○

○○じゃなかったのかなと思うんですけれど

も、、、。 

さてここの、実際にどんな授業をしたかという

ことなんですけれども、うちの第 7葛西小学校

というのは葛西臨海公園から子どもの足で 30

分くらいのところにありまして、8 月の、4 回

目のワークショップのお話を伺って、すごく身

近に、、、自分自身も身近に感じるようになった

ので、特にこの回だけは熱心に話を聴き、メモ

をとっていたんですけれども（笑）。うちの学

校では大きなカリキュラムみたいなものは設



定されていまして、一応、環境と、文化と、福

祉健康という 3 つの柱と、それから学年交流み

たいなものがある、、、カリキュラムになってる

んですけれども、あまり学年毎に細かく流れま

では決まってないようなカリキュラムです。 

で、今 6 年担任してますある先生が、やはり過

去にも環境の学習で干潟を取り上げていたと

いうことで、今年度も環境という中で干潟を取

り上げて、身近な環境を調べる学習を行ってま

した。その先生との話の中で、実はこういうと

ころのワークショップに参加して、葛西臨海公

園の話を聞いてきたんだよというような話か

ら、じゃあ是非子どもたちに話をして欲しいと

いうことになりまして、ただ話だけでは子ども

たちも飽きちゃう子もいるし、分からないと子

もいるので、資料、頂いた資料の方から、第 1

回目の干潟の構成メンバー、それから潮間帯と

いうやつですか、、、この資料と、それから東京

湾の、、、東京湾便覧、この地図の葛西臨海公園

の部分だけを拡大しまして、それを 1枚の資料

にしまして子どもの方には提供しました。A4

の裏表で本当に何も手を加えず、ただ印刷した

だけのものなんですけれども。それにプラス、

子どもがわかりそうな部分、この辺り、巡検の

中でもそういう視点は大事なのかなというふ

うに思いました。たくさんのお話、知識をお話

いただく中でも、子どもに何が活かせるかなと

いう視点でお話していただけるといいのかな

と思いました。 

それから、記録として、自分がメモとして残っ

ていて、明らかに子どもたちに話せるような部

分というのを選んで 6 年生の子どもたちに話

をしました。後で、シップ・アンド・オーシャ

ンの方とのお話の中で、そういう資料がなくて

困った時には是非言ってくださいなんていう

話を頂いて、聞けばよかったなと思ったんです

けれども。 

で、話した内容としては、やはり、それだけ環

境のことを少し学習している子どもたちなん

で、遠浅の干潟の部分は良いもの大切なものだ

という意識はあったので、逆に遠浅の部分は人

にとって邪魔なものなんだよという話から入

りました。でも、みんなが知っている通り、こ

うやって生きものにとっては大切な場所なん

だよねというような、、、で、環境と生きものの

話をして、で、実際、葛西臨海公園の概要、ど

んな経緯でできたのかとか、西なぎさと東なぎ

さの違いとか、それが、宇田先生から教えてい

ただいたように、子どもの目でも見て確かめら

れるようなことについて 1 時間話をしました。

子どもたちももう、うちは全校遠足でこの臨海

公園に行ってるんですけれども、好きな子は自

転車で休みの日に遊びに行ったりしているよ

うな現状です。ただ、こういう視点を持って臨

海公園に行ったことはなかったと思うんで、子

どもたちもすごく興味を持って、休み時間じゃ

ない、休みの日とか自分で調べに行ったりして

いたようです。○○○としては調べて、まとめ

て、友達同士で発表しあってという流れを行っ

たようなんですけれども、ただ、まとめたのを

見させていただいたんですけれども、本当によ

くまとまっていまして、やっぱりそれは身近に

ありながらも自分たちでは気がつかなかった

視点というものを与えられて、更に興味をもっ

て調べていった結果がまとめに出ているんじ

ゃないかなと感じました。 

最後に今後に向けてということで、もう 1 度教

師というキーワードに戻って、3 つのパターン

を想定してみたんですけれども、まず Aという

先生たち。学校自体も総合に対してしっかりし

たプランを持っていて、その先生自体も総合に

対して熱心に働いている先生。そんな先生方は、

やっぱり、情報とか、そういう、上、、、更にま

なび方みたいなものを必要としているんじゃ

ないかなと思いました。先ほどの、今井先生の

資料にも、例えば 6 ページの、、、資料 3の実践

例の 6 ページのところにも、課題の中でまなび

方という言葉が出てきていますね。それから

12 ページの成果と課題の中にも能力という言

葉が出てきているんで、やはりこういうしっか

りとした学習をなされている先生は、そういう

どんなまなび方ができるのかといったところ

を企業さんの方にも求めているんじゃないか

なと思いました。それから、Bへ行きます。 

Bというのは、ある程度総合学習を行っていて、

普段はある程度の、、、とにかく子どもたちに調

べ学習をさせたいんだけれども、何か情報や知

識が欲しいというようなものを求めてこうい

うワークショップに参加しているという、、、。 

それから、特に A,B,C とランク付けたわけでは

ないんですけれども、とにかく困っている。総

合的な学習の時間に日々困っていて、何か敷い

てあるレールに乗っかっちゃいたい、そのレー

ルを教えて欲しいという、、、。 

それに応じて、どんなものを用意していったら

いいのかなというのが見えてくるかなという

ように思いました。このようなワークショップ

を、まとめのところなんですけれども、設ける

一方で、やはり、多くの学校に広めたいという

気持ちは分かるんですけれども、まず 1つの学

校に張り付いていくような活動も大事なのか

なというふうに思いました。それによって何か

見えてくるものがあるだろうし、またなかなか

そういうふうにやってくれてるところもない

んじゃないですかね。こういうものを持ってい

るから来てくださいというところが多いと思



うんですけれども、是非、1 年お宅の学校に行

きますのでというようなことをしていただけ

れるようなこともすごく大歓迎だなというふ

うに思いました。すいません、以上です。 

 

堀口：ありがとうございました（拍手）。○○○

に実際にこういうように活かしていただける

んだなというようなことがわかったという点

でも、非常に嬉しい、具体的な成果だったと思

います。そして今後に向けてというところで、

それこそ本当にその学校さん、地域さん、また

先生方によっても、総合学習に対する取り組み

の度合いだとか内容だとかというものは、本当

に多様性に満ちているんだなということをい

ろんな先生方のからの発表だとか、ご意見から

も十分に勉強させていただいたと思いました。

特に、今回は本当に○○○先生にも身近に感じ

ていただけましたし、子どもたちにも身近に感

じてもらえたんで、嬉しいかなと、、、本当に身

近に感じたということが非常に重要なところ

なのかなとこちらとしては思いました。何か先

生の方にご質問等今すぐございますでしょう

か？ありがとうございます。じゃあまた後ほど

お話しする時間持ちたいと思いますので、この

まま次に入りたいと思います。杉本先生よろし

くお願いいたします。 

 

□杉本先生：海を題材とした学習（案） 

杉本：すいません。SOF さんの方では、どんなの

ができるかということで考えてと言われたん

ですけど、考えてみたら、これまで総合で、ち

ゃんと考えたことないんですよ。所詮、だって、

こんなことやってみようかなということなの

で、どれだけ参考になるかわかりませんけれど

も、海を題材とした学習案ということで。後半

少ししかないけど、一応本校の説明をしたいと

思います。 

月島第 3小学校というのはですね、中央区晴海

が主な学区域でありまして、ちょっと年配の方

には、見本市会場だったりとか、モーターショ

ーやってますので、だいたいご存知の通りだと

思います。晴海ふ頭だと公園施設になりまして、

新しいところですと、晴海トリトンスクエアな

どの高層住宅があります。幼稚園、保育園、小

学校、中学校、高校、短大、都立短大などの教

育施設があります。あと、東京都の多分、ロウ

スクールが都立短大のところにできると思っ

ております。どんな場所かと言いますと、ここ

です。今、あるのがユリカモメのお台場で、地

図見てください。もうちょっと拡大すると、こ

れが、だいたい、月島○○○まして、築地の本

願寺があって、これが築地の居住地ですね。○

○○。この辺が、明治の初めの頃の、築地の居

住地ですね。ですから、慶応義塾があったとか、

立教大学発祥の地とか、女子学院発祥の地とか

があって、聖路加病院が、本願寺と。ここが○

○○。学校がここなんですけれども。（すごい

ところだ）○○○。ここが小学校で、短大があ

って、総合高校があって、中学校と保育園がい

っぱい、○○○幼稚園、この辺がトリトンスク

エアと言いまして、つい最近できたところなん

ですけれども、どういうところかと言います

と、、、。これがうちの学校の正面玄関です。見

た通り、すごい○○○（笑）、ちょっと学校に

は見えないなというくらいすばらしい、、、バブ

ルの塔と言ってるんですけれども。 

 

堀口：バブルの塔って（笑）。 

 

杉本：で、職員室のテラスから見ると、これが教

室ですね。教室と○○○。これがまぁこの校庭、

非常に使いにくいんですけれども（笑）。良く

分かってますよね、○○○。つまりに校舎に対

してトラックが斜めなんですよ。非常に使いに

くいと言えば使いにくい。5 階のランチルーム

に行くと、今のお台場の観覧車が見えるという

そういう場所です。 

 

堀口：ランチルームって何、、、（笑）。 

 

酒井：（笑） 

 

田村：給食ですか？ 

 

杉本：給食食べるところです、ランチルーム。地

下にはこう施設があるんですね。今の建物で、

プールがどこにあるかというと、プールがこの

地下の 1階なんです。温水プールが（すごい）。

昨年度かなり寒かったですよね。で、5年生を

臨海に連れて行ったところ、隣の学校の月島第

1 小学校の子どもたちは、海って暖かいなと言

ったんですよ。うちの学校の子たちはいつも

30度のプールに入ってるので、海って冷たい、

もう 2 度と行きたくない。というのが感想です。

でも昨日プールあったんですが、やっぱり 30

度あっても冬は寒いです。で、トリトンスクエ

アがこういう感じですね。これは学校帰りに逆

から見たんですけれども、つい最近できた○○

○ですね。再開発ということになっている。裏

側見るとこんなところも学区域なんですね。こ

れが晴海ふ頭の埠頭ターミナルです。行くとで

すね、こうやって○○○レインボーブリッジが

見えたりとか、遊びに行くとこういう帆船が停

泊していたりするところなんですけれども、実

はここほとんど子どもが住んでないです。学区

域広いんですけれども、だいたい半分は人が住



んでないところです。半分以上は。で、本題は

いります。 

本校では、総合の目指す○○○として、○○○、

問題解決力、○○○力、表現力ということを目

当てとしているんですね。このよな形で総合的

な学習の時間を組んでいるわけですけれど

も、、、。今までそれを目指して、今の子たちが

何をしたかと言いますと、3 年生の時に月島晴

海の草花探検隊、比べてみよう自然の違い、○

○○の月島の○○○と。3年生として 3つくら

い○○○に挙がるんですね。環境に関するもの

が多いです。これはなぜかと言いますと、前に

たまたま 3 年生の時に、区の研究指定の発表が

あったんです。担当、、、担当というかうちの校

長が社会科が専門家だったんで、私はちょっと

あんまり仲良くなかったもので、社会をやりた

くないなというので、あえて自然のことをやっ

てみました（笑）。4 年生では○○○を調べよ

うということでやりました。 

どういうことをやったかと言うと、3年生の時

にはこれは比べてみよう自然の違い、初めはで

すね里山という言葉を使ったんですけど、○○

○がつきまして、なんで里山なんだよというこ

とで、じゃあしょうがないなということで、多

摩動物公園での自然観察を行いました。この時

は非常に喜びました。というのは、ドックに行

って、結構子ども見る人いますよね。でもドッ

クに芽が出ているのをほとんど見たことない

んですよね。すると、芽が出てるんですよね。

なぜ多摩動物公園かと言いますと、東京都立の

動物園には指導員というのがいます。指導員と

いうのがですね、財政難の折から、切られそう

なんですよ今。何も仕事してないからと。だか

らなるべく使ってくださいという動物公園の

課長の話があったので、じゃあ使いましょうと。

ところがよその区だと使いにくいんです。つま

り動物公園に行くまでにバス代がかかります。

ところが中央区というのは遠足 1 回と社会見

学の 1 回のバス代は区の負担なんです。という

ことえ 3 年生は区内メニューというのは普通

ですよね、ということで中央区狭いですからそ

れはもう、それは路線バス使っていいだろうと。

遠く行っちゃおうよということで、多摩動物公

園行けたんですね。ところが今年の 3 年やって

くれませんでした、ちなみに。このまま東京湾

調べようということで、東京湾の水上バス、海

上バスと、この船の科学館と、東京のみなと館、

3 つセットにして見るとタダだったんです。○

○○行きますということで、急遽この単元組み

ました。 

そして、うちから、学校から交通費がほとんど

変わらないのでやることができた。もう 1 つの

共通体験としては、この平井さんという方なん

ですけれど、この方平井さん。非常に、、、福島

さんのお友達だったと私聞いたんですけれど

も、かなり有名な方で、この場限りで頼んで、

投網をしました。こんな感じですけれども、こ

れは墨田、、、墨田小鉢と言いまして、唯一中央

区内で子どもが、子どもが遊んでみれるという

場所なんですね。あとは中央区内では実は川で

は絶対遊ばせないで下さいと。川に落ちた時、

そのまま東京湾に流されて死にます。学校での

指導も川ではすごい禁止なんです。当然海での

遊びも禁止なんです。このような学習をして、

じゃあ今年は、来年です、何ができるかなと言

うと、海をまるごと料理する。これ仮称です。

なんか面白いんじゃないのかなと。ねらいとす

ると、文明化していながら普段意識していない

○○○に注目する。学区域は見て頂いたように

海にあるんですけれども、とても身近ではない。

それを意識させようと。海について興味持った

ことを調べる。 

4年生でやった東京湾では海とは限定しなかっ

たんです。東京湾ならなんでもいいよ、やって

ごらんということで、例えばコンテナ埠頭調べ

た子もいましたし、というふうにやらせてみま

したから、今回海に絞ってみたらどうか。それ

ぞれ調べたことを多様な方法でまとめる。発表

方法を工夫する。発表方法につきましては、例

えば、3 年生ぐらいでは全体の前で発表させま

したけれども、今年はポスターセッション方式

でやってみようとか、いろいろやってます。海

についての正しい知識理解を増やそうという

ねらいです。ではどうしようか、○○○すると、

子どもたちの興味関心を喚起する共通体験の

提供、子どもたちの課題解決をサポートする資

料の提示や講師の手配、複数の課題に対応する

指導体制作りというのを心がけたいと思いま

す。 

じゃあどうふうように流すのかなと言います

と、まずオリエンテーションを行います。次に

海や施設の見学で共通体験を行います。その次

に、○○○と課題の特定を行いまして、調べ学

習、まとめ、発表練習を行って、発表会になり

ます。学習内容に行きますと、オリエンテーシ



ョンでは、学習内容についての説明を聞いて、

○○○ということで、先ほどのね、子ども○○

○、、、なるべく子どもと言うんですけれども、

うちの学校というか、私の場合にはこちらの方

が願いを持って、それに引っ張っていこうとい

うのがちょっと大きいですよね。なるべく進ん

で、子どもたち離れてきたんで、ちょっとこの

辺で訂正○○○、訂正。○○○かなって言って、

かなり言うこと聞てくれます。共通体験に進む

と、海や施設を見学し、海に対する興味関心を

喚起するところで、葛西臨海水族園の海の生き

物だとか、谷津干潟、東京湾の○○○ついて興

味を持たせる。それとも、サシバや観音崎に行

って、磯についての教育活動を持たせたりだと

か。課題作りに続きましては、まず自分で興味

を持ったことを発表します。これはずっとやっ

てきた総合でのパターン化した流し方です。そ

して、とりあえず自分で調べたいこと決めさせ

ます。その後グループを作ります。但し、グル

ープにつきましては、あえてグループは作らな

くてもいいよということは言ってあります。そ

れは 1 人でも構わない。でもだいたい 1人でや

る子ってあんまりいないですよ。逆に 1人にな

っちゃう子をどうするかというのがこちら側

の注意しなきゃいけないことです。そして話し

合ってグループで課題を決めます。ですから、

自分で調べたことを決めた子でも、ちょっと不

安になるような子はグループになって、そのグ

ループの中でなるべく合うように課題を決め

るというのがパターン化されております。多分

こんな課題が出てくるだろうなぁ、、、多分出て

くるだろうなぁという課題が出てくるんです

けれども。私の意を汲んでくれる子どもが多い

もんですから（笑）。海の生物と言えば、どこ

にどんな生物がすんでいるか、絶滅種と絶滅危

惧種、海の汚れ○○○、世界のくらし○○○、

自分でできることを考える、なんかどうでもい

いことになってきますと、5 年生の国語の教材

で、1 秒が 1年を壊すという単元があるんです

ね。そこから環境問題を調べようということで

調べたことがありますので、そこから海につい

ても発展していくんではないかなというふう

に考えております。 

次は調べ学習ですね。グループで分かれて、、、

分担して調べます。図書、コンピューターと二

次条件○○○、現地でもインタビューです。イ

ンタビューについても、また国語でもってイン

タビューの単元ありますので、そこでビデオを

使って、学校の○○○人にインタビューさせた

んですね。そしたら子どもたち非常に喜んでや

ってたんで、そういう経験があるので、インタ

ビューして良いよと言うと喜んでやると思い

ます。まとめです。調べたことをわかりやすく

まとめます。模造紙に大きく、これはもう何年

生でもできると思いますね。絵本や紙芝居を作

る。これもまぁ今までやってきました。6 年生

でもしやるとするならば、視聴覚機器を使った

こともやらせたい。つまり、このような方法を

使わせたいなということも考えております。結

構、パソコン詳しい子が多い、、、いるんですけ

れども、そういう子たちが活躍する場というの

がないので、そういうところを作りたい。発表

練習をしまして、まとめたことを聞いている人

たちがわかるように練習する。やっぱりこれ、

6年生でも練習しないとかなり表現力落ちてま

すね。ので練習させてます。発表と。ポスター

セッション○○○発表したいと思います。必ず

総合の発表とかですと、この学年は保護者の参

加を呼びかけております。他のことでも、こと

あるごとに保護者の参加を呼びかけておりま

す。なるべくどんな学習をしているかを保護者

に伝えるようにしております。但し、まだやっ

てない課題も出てるんですけれども。じゃあど

んな共通体験をさせようか。それから○○○場

所への移動方法を確保しなければいけない。交

通費ですよね。都内、○○○パスを借りても 1

人最低 2,000 円くらい、それ以上かかってしま

いますから、それはちょっと難しいだろう。も

う 1 つ○○○、先ほどの東京湾の場合には、1

つはタダで、もう 1 つの平井さんの時には区の

学校の連結○○○予算の中から出しました。そ

こで、SOF に期待することですね。金銭面での

期待は非常に大です。あと、人的な面、○○○

で、お願いしたいというのはあります。2 とす

ると、今しゃべったことは私の頭の中にあるだ

けですから、それを一般化する必要があるだろ

う。そのために来年度是非実践して検証する必

要があるだろう。ただ、私が 6 年になるとは限

らないので、そのためにもある程度形になった

ものを作って、私がいなくてもできるものにし

た方がいいだろうなぁと。 

もう 1 つは、先ほど話し合ったように、海が身

近にないところでもできるような共通体験モ

デルを作る。ここの場所に行ってこういうこと

すれば子どもたちが結構興味関心もってやっ

てくれるよというようなそういうところを作

りたい。それから指導者の研修ですか。先ほど

誰かがお話したんですけども、例えば 1秒が 1

年を壊すで子どもたちが課題が作りますよね。

だいたいここにいる先生方の 8 割、もしくは 9

割か95%くらいが教えられない内容だと思うん

ですよ。子どもたちが調べること。でもそうじ

ゃない人もいるわけですよね。そういう人たち

に少なくとも7割から8割くらいは教えれられ

る内容がないと、そこで不安になってね、飛び

つけないと思うんですよね。例えカリキュラム



があったとしても。それで研修が必要だろうと。

ということで終わりなんですが。 

 

堀口：ありがとうございました。 

 

杉本：で、ですね、すいません。これは、、、とい

うかもう 1 つ、、、全然関係ないんですけれど

も、、、ここに、、、。えっともうみなさんご存知

ですよね。○○○。これ環境省のホームページ

なんですけれども、これ良くできてるんです。

なぜこんな話するかというと、今は SOF さんで

すけども、先ほど言ったようにかなりこれがで

きてから企業の方がコンタクトとりたがって

ますね。この背景はいいです。これもいいです。

この民間、、、これ民間団体ですね。ここでかな

りとりたがっている。しかも学校ではこういう

ふうになっておりませんが、学校でやらなけれ

ばいけないわけですよ。学校側のニーズがあっ

て、民間団体、、、というか会社もやりたがって

いる。○○○ですので。ぜも実際にはどうして

いいのかわからない。学校のアイデアを知りた

いというのがありますので、先ほど言ったよう

に川原先生の勤務する大久保小学校で来週の

金曜日、環境教育の全国大会を大久保であるわ

けですけれども、そこにだいたい 10 数社、ワ

ークショップをやるんですけれども、何故かと

いうと、そこでもって先生たちと○○○したい

ということで来るんです。とりあえずは環境教

育と名を打つ研究会というのは、全国小中学校

環境教育研究会と、東京都小中学校環境教育研

究会なんですね。ほとんど○○○。組織からす

るとたいした組織じゃないんですけれども、名

前はあるもんで、そこにかなりのコンタクトが

来ます。ということで、そこの会員になってい

ただいたりいたしますと、そういう情報を提供

できるので、是非会員になってください。これ

は PR なんですけど（笑）。あと、これはあの、

環境省がかなりわかりやすいプレゼンですの

で、もしまだ見てない人がいらっしゃいました

らば、是非環境省のホームページにアクセスし

て、ダウンロードもできますから、是非みなさ

んに教えてあげてください。以上です。（拍手） 

 

堀口：ありがとうございました。なにやら食育の

方もこういうような機会が高まっているとい

うようなことを○○○チラホラ、、、。杉本先生

の方には非常に具体的にこんな感じで先生方

の方が○○○ていくんだなぁということを示

していただきました。それで、我々として注意

すべきなのは、課題 1,2、どう一緒に取り組ん

でいくのかなというところなんだと思います。

特に、東京湾ということもありますし、杉本先

生が仰った通り、まだまだ○○○の小学校でも

やっていただけるような余地があるのかなと

いうところがありますので、今後どういうスキ

ームだとかどういう部分で一緒にやらせてい

けるのかなということを考えていけるのかな

と思っております。何か今の杉本先生に限定し

てご質問今すぐおありになりますでしょう

か？じゃあまた後ほどしていただければと思

います。ありがとうございました。続きまして

は、田村先生の方から、これは新潟組みとして

のご発表をお願いしいと思います。 

 

□五島先生、久保田先生、田村先生：「海の総合」

カリキュラム開発 

田村：どうもみなさんこんにちは。私昨日新潟か

ら来まして、長岡を出る時は吹雪でありました。

東京に着いたらポカポカと暖かくてですね。今

の新潟の様子はこんな、、、昨日ですね。ところ

が、今日はだいぶ一転しましてですね、新潟は

今日天気良かったですね。1 年間に何日かはこ

ういう日がありますので、天気予報見ていてく

ださい。ということで、3 人でまとめて発表 1

つさせていただきます。今日まずお土産を用意

してきた五島さんの方から 1 言ちょっとお願

いしたいと思います。 

 

五島：京ヶ瀬村立駒杯小学校の五島です。前回懇

親会の時に、雪国グッズの話題が出ましたので、

今日はちょうどいい日だなと思って持って来

ました。今、こちらの方は雪が降っていると言

いましたが、新潟県では雪が舞っていると言い

ます。もうちょっと降って視界が悪くなると雪

が降っている。目が開けられなくなると雪が吹

いているということで。低学年の子どもたちが

学校に通ってくる時に、女の子はだいたいこう

いう帽子をかぶって来ます。これは雪が舞って

いる時はこうかぶって来ますが、降ってくる

と、、、マジックテープを、これを下ろして耳を

暖めたりするためにこうしてこうかぶって来

ます。これが女の子のです。男の子はもう 1 段

階ありまして、雪が舞っている時はこう、降っ

ている時は同じようにこれをこう下ろしてか

ぶりますが、雪が吹いている時は今度これをこ

う目にしてやってくるという、帽子でも 3 段階

がある。これを是非お土産にもってきましたの

で、欲しい方がありましたら、持って行ってい

ただいて（笑）、雪国の子どもの暮らしを紹介

していただきたいと思います。お土産は以上で

す。 

 

田村：あの、なかなか新潟にも売っていなくてで

すね、だいぶお店を探してまわったらしいです

（笑）。 

 



堀

 

五

 

堀

 

田

 

久

 

田

3 回目、どうなることかとちょっと思ったのが

この時です。みなさんいろいろと意見交換自由

にしたんですが、一体このプロジェクトはどう

なるんだろうと。途中で頓挫するんじゃないの

かというのが第 3 回目の私の印象です。 

4 回目です。これがちょっと 1 つの転機になっ

たのかなと私の中では思ってます。宇多先生、

清野先生、濱田先生いらっしゃって、大変楽し

い回でした。これが毒舌さわやかな宇多先生

（笑）、こちらがこの前 NHK のテレビに出てい

た清野先生ですね。大変 2人のチームワーク良

く我々も楽しく過ごさせていただいたという

ふうに覚えておりますが、実はどうも前日まで
口：売ってないというのは、売り切れで売って

ないことですか？ 

島：田舎では売ってるんです。 

口：なるほど。 

村：ということです。それから今日電車が事故

のため遅れてしまった久保田さんさん一言。 

保田：今日は張り切って朝から出かける準備を

したんですが、駅に行きましたら北陸線の電車

の事故で、今日は電車が動かないというふうな

動きで、、、。急遽それから長岡まで車を飛ばし

て出してもらって、そこから乗り継ぎ乗り継ぎ

で新幹線 3 回も乗り換えて参りました。○○○

でしたが。○○○でいろんな人が。いろんな人

が見えて。この人はどっから来た人なんだろう

という人がたくさんいたり、新幹線が 170%く

らい混雑している中で、○○○、いろんなこと

が世の中にあるんだなということがわかりま

した。そんな中で今日は勉強させてもらいます。

よろしくお願いします。 

村：ということで、すいません、前振りが長く

なりましたが、座って説明させていただきます。

私もですね、私もですね、杉本さんに負けない

ようにプレゼンテーション作ってきましたが、

基本的にですね、、、白黒です（笑）。それから

動いたりしません（笑）。ご覧下さい。 

まずはですね、6回のワークショップを自分な

りにふりかえってみました。第 1回目、それは

激しい風雨と共に、ということで、濱田先生と

いうのはいったいどういう人なんだろうなぁ

と思いながらですね、過ごしました。ここにい

る方たちの顔と名前がわからないという 1 回

目でした。 

2 回目が、残念ながら我々3 人、誰も参加でき

なかったんですが、水族館の楽しいお話だった

というふうに昨夜お聞きしました。 

お 2 人の仲はなんかいろいろ問題があって、良

くなかったというように聞いております（笑）。

私のカメラはその瞬間を捉えておりました。お

ーいまってくれ清野さんと言ってしらんぷり

をしている清野先生（笑）。これは全然違うと

思うんですが、ま、実はこのお 2 人非常にチー

ムワーク良く楽しくお話していただきました。

こんななんだかんだしているうちに、我々どこ

に行くか分からなかったメンバーも、少しづつ

こう、濱田先生の良さがですね、、、とんでもな

い時間軸を持っている濱田先生のお話も、化石

は実は何年前でどうのこうのという話を確か

していただいたと思うんですが、、、こう分かっ

てきたりしながら、メンバーも少し一体感も出

てきたかなと、さまよえる子羊たちもこんな感

じでちょっとチームワーク良くまとまってき

たのかなというふうに感じておりました。とい

うふうにしてお互いなんか気持ちがほぐれて

きました。 

GEMS の時には、結構みんな一緒に活動しなが

ら好き勝手なことまで言ってたんじゃないか

なというふうに思います。 

何度と言うことで、実は番外編で新潟でですね、

新潟海岸の巡検を実はやっていただいたんで

す。大変毒舌の宇多先生とですね、チームワー

ク良い清野先生に来ていただきまして、こんな

会でした。風が非常に強かったんですが、新潟

海岸も荒れてんだぞ、大変なんだぞという話を

されていましたが、お 2人がですね同じような

チームワークで話をしてくださいました。宇多

先生はもう開発されて護岸工事がなされてい

くので、どんどん自然の海岸が破壊されていく

んだというお話でした。お台場の海岸線がそう

なっていくのはなんとなくイメージできます

が、新潟の海岸もそうなのかというふうに我々

は、、、私でさえ思っていましたが実際に見てい

くと大変それが良く分かりました。これはある

港の様子なんですが、この港をちょっと行った

所に非常に象徴的な所がありまして、この下の

ような海岸がですね、見事にこう、、、見事にと

五島先生 久保田先生 田村先生の発表



いうかこう守られているわけです。何を守って

いるかと言うと、この海岸線のこのコンクリー

トの後ろにある防風林を守っているんだとい

うふうなことでした。で、このコンクリートが

続いている先が結局波の関係で○○○どんど

んえぐれていくわけです。これが果てしなく繰

り返されていく。えぐれていくのでそこをまた

こういうふうにコンクリートで覆うと。コンク

リートで覆うと、またその先がえぐれるという

ことが永遠に新潟海岸ずーっと何 10km にわた

って続いているというのを実は 1 日見せてい

ただきました。相変わらずこの棒も持っていま

したが（笑）、こんな、、、こういった自然の姿

がなくなっていくんだというようなお話を聞

きまして、大変ためになる勉強をさせていただ

きました。 

そして今日を迎えたわけですが、この 6回をふ

りかえってみてですね、海の総合というのを考

えていくこととか、海の総合が少しでも実現で

きることというのは、面白いことだな、いいこ

とじゃないかなというふうに思いました。それ

について今日はちょっとだけご提案をという

ことで資料を作ってきました。 

まず海の総合に対する考え方ということで何

か少し整理したらどうかと、それからその内容

の小中高にか関わる系統的なものを考えたら

どうかと。あるいは、先ほど今井先生からは学

校の正しい指導要領的なものがありましたが、

それをもうちょっと大きな意味で内容を少し

整理しておいたら、学習活動が作りやすいのか

なというふうなことでいくつか資料を用意し

てまいりました。そこで、ではそちらの方をち

ょっとご覧いただければと思います。お手元の

資料を見ていただきながら、こちらの方は一太

郎ですが、ちょっと映していきたいと思います。

まずその、今回一部、、、指導要領の一部改正と

いうことでねらいが 1個増えましたが、海の総

合におけるねらいというものも 4 つを少し整

理しながらも、今まであったところから言うな

らば 1 番最後の部分を大事にしたらどうかな

と。ここで言う丸 4 です。そしてですね、この

海の総合を通して、、、この 2 番目行きますが、、、

この中黒の 5つ、知的、、、知性と完成を統合す

るとか、全体的な見方をするとか、現代社会の

課題を追求するとか、生命の根源を考えるとか、

自己との学習を展開するといったものを特徴

としてはどうかなというふうに考えました。そ

ういった中では具体的に次の中黒の 5 つのよ

うなものが学習の中には入り込んでくるだろ

うということで挙げておきました。互いの関係

性が大事だとか、見方によってはモノが違うん

だとか、循環型社会を指向しようとかというふ

うなところであります。 

で、こういった考えを元にしながら、先ほどそ

の海がストレートに対象になればいいんです

が、日本中の学校が海を扱えるわけではないで

すので、学習活動の中に海が出てくるとかそう

いった形でも展開できればこのプロジェクト

の発展性があるのかなということで考えまし

た。そういった考えを元にしながら、、、これは

違いました、、、これかな、、、これ違いました。

失礼しました。その資料の 1 の方ですが、小中

高の少し中核的な流れというようなものを考

えたらどうかなと。発達段階における目指す学

習活動の系統性と書いたんですが、小学校の

3,4年生くらいは社会事象や自然事象を受け入

れる段階とし、5,6 年生ぐらになったら海に関

わる複数の事象を多面的に捉えて自分の生活

との関連を考えると。それから中学生の段階は、

海に関わる事象を関係的に捉えて共生的な行

為ができるとか、高校生までいったらその事象

を科学的や構造的に捉えて持続可能な社会に

向けて何らかの行動ができるというような大

きな柱を持っていたらどうかなということで

仮に考えてみました。 

これを少し小学校の段階で、、、小中高の段階で

もうちょっと内容として組み立ててみれない

かなぁということで、それを学校版にしてある

のが、先ほどの今井先生の学校の指導要領とい

うふうなことになると思うんですが、大きく横

軸が時系列で、小学 3,4 年、5,6 年、中学校、

高校としまして、縦が 1番上が海と自然という

領域にして、真ん中に海と社会という領域を作

って、1番下に海という人という領域を作って、

とりあえずどんな段階で学んでいくのかなと

いうようなものを決めてみました。 

こういうものが元にあると、学校はこれを参考

にして自分たちの学校のカリキュラムを作っ

ていけるんじゃないのかなということです。こ

れをベースに各学校が地域にあわせたものや、

子どもに合ったものや、先生の願いにあったも

のを段階的に設定していくことができるかな

と。そうすると重複がなくなったりとか、連続

的に学習ができたりだとか広がっていくとい

うことが考えられるんではないということで、

資料の 2を試しに作ってみました。その他にあ

る資料の 3 は教科とどんな関係が図れるかな

ということで今回も出ましたので、ちょっとピ

ックアップしましたし、最終的な資料の 4 はそ

れらを単元の配列として整理ができれば、指導

者としては全体が見えた形の礎になるのかな

ということで用意をさせていただきました。資

料の 1や 2 に関して、またどこかでご意見をい

ただければと思います。私の方からは、、、新潟

グループの熟慮に熟慮を重ねた（笑）、、、今日

の提案発表は以上で終らせていただきます、、、 



あ、大事なことを言うの忘れてました。まださ

っきのパワーポイントに続きがあったんで

す、、、ということで、個人的に 1 番感じたこと

ですが、大変私今回多くの人との出会いがあり

ました。それから大変貴重な経験もさせてもら

いました。月島のもんじゃ焼きを食べさせても

いただきましたし（笑）、それから杉本さんと

あの愛想の悪いおばさんのカウンターで酒飲

ませてもらったりもしましたし（笑）、という

ふうなことでそれをかけがえのない経験だっ

たなということでこれからも大事にしていき

たいなというふうに思っております。というこ

とで発表の方は終らせていただきます。 

 

□SOF：15 年度を振り返り、16 年度へ向けて 

堀口：ありがとうございました（拍手）。本来で

したら我々が、次我々が発表の時ふりかえりを

させていただくところを、全てやっていただい

て助かりました。ありがとうございます。実は

今回、田村先生は去年からのお付き合いなんで

すが、お願いしましてテーマとしましては今回

説明していただいたようにですね、思いっきり

我々のわがままと言いますか、理想を叶えてく

れるような○○○、、、 

本人の方から発表させていただきたいと思い

ます。テーマとしましてはまず 15 年度のふり

かえりをさせていただきます。そして 16 年度

へ向けてこう方に考えましたというのを報告

させていただきます。 

結論。本当に単純な言葉だと思うんですけれど

も、本当にためになりました。これが 1番スタ

ッフの中に印象に残っていることだと思いま

す。1 言にしてしまうとあまりにも単純すぎる

ので、具体的な話をさせて頂きたいと思うんで

すが、今日の非常に短い時間の中で我々が知っ

た全てを列挙するには時間が足りません。あま

りにも、非常に小さく感じてしまわれるような

ことから、大きな投げ掛けもいただいたりして

ますので、本日は大局的なことをまず発表させ

ていただきます。 

まず当初の目論見、田村先生の方からもありま

した、田中先生の方からも最初はどんな泥舟に

乗せられたのかというような○○○ありまし

た。今日ですね天気は何故か雪が降ったりだと

か、5 月なのに台風が上陸したりだとか（笑）、

我々にとって大事な会は荒天に恵まれ、、、荒は

荒れる方ですね。という船出と共に出発したこ

の会なんですが、当初の目論見では、まず場を

持つということが我々にとっての最大の目的

でした。その中からいろんな経験が我々財団の

方には得られるんだろうと。これは参加者のメ

リットを度外視した発想ではあると思います

が、我々にとってはまず場を持ってみなさんに

定期的に集まって頂けるということが重要だ

ったかと覚えております。 

その中に共通の目的として、プログラムを 1 つ

みなさんに作っていただくということをまず

当初は設定しました。がしかし、今井先生の方

からもありましたとおり、羽陽曲折を経てそう

いうこと以外の○○○の方が、この場を最大有

効化できるんではないのかということで今の

○○○の方に○○○をずらしたということで

あります。そういったまずこの場ですが、相互

理解の場としては、非常に我々側にとっては機

能したのかなと思っております。 

また非常に珍しい団体もあるもんだなぁと思

われる方も多いかとは思うんですが、こうよう

な機関、先ほど杉本先生の方からもありました

通り、民間企業もしくは財団、行政関わらず、

非学校機関が学校の方にアプローチする機会

というのはますます増えるのかなと思います。

何か今回の我々とのやり取りを通してですね、

そういうような時の逆に学校の先生側の参考

になれば幸いかと思います。 

もう 1 つは、非常に有効な、マーケティングと

いう言葉が適切かどうかわかりませんが、マー

ケティングの場として我々にとっては役に立

ちました。そもそも学校の先生がこんなにお忙

しいとは、、、僕の小学校の記憶は 6年生で勿論

止まっておりますので、もっと暇だと思ってお

りました。こんなに忙しいとは本当に思ってお

りませんでしたので、という非常に小さなこと

から前略○○○にいたるまでのマーケティン

グをさせていただきました。次、結局そのプロ

グラムというものはこの場としては作ること

を途中で止めましたので、挙がってきませんで

したが、教材もしくは資料作りに関する非常に

重要な観点、もしくは手法があるんだなという

ことは十分に把握できました。その詳細につい

ては今私の方でまとめてますので、また別途示

SOF からの発表 



させて頂ければなと思います。 

また人に関してですが、福島さんですとか、村

上さん○○○はじめ、非学校の先生以外の人で

すね。研究者、専門家側にとっても非常に有益

だったのかなと思っております。清野さん、宇

多さんというのは比較的というよりは業界の

中ではなかり、、、やわらかくはないですが、面

白く感じていただける人材だとは思うんです

が、なかなか学校の先生方と時間を共にすると

いう機会もないと思いますので、そういう意味

でも非常に有用だったのかなと思います。 

もう 1 つは杉本先生と田村先生がもんじゃを

つつきながら語り合ったというような参加者

同士のつながりを作るのに多少はお役に立て

たのかなと、杉本先生は非常に細かく PR をし

てくださいましたので、そういう場としてもう

まく使っていただけたとかなと思います。 

もう 1 つは今井先生の方からもですね、村上さ

んだとか、当財団の福島の方をお呼びいただい

りして、そういう意味での橋渡しもまずできた

のかなと思っております。 

ただ、非常に気を付けていたつもりでしたが、

どうしても運営側の視点に偏りがちだったの

かなということは反省点として非常に強く残

っております。特に 1 回目のああいう時期にい

きなり外というのはどうなのかなと、ゆっくり

考えてみると確かに 1 回目に外というのはど

うかなということが 1 番特徴的なのかなとも

思っております。 

今日、みなさんの方から出していただいたレポ

ートを年始からずっと拝見しておりまして、特

に 3 つのことについて、大まかに分けてですね

3つのことについてわかったのかなと思ってま

す。 

まず学校サイドの独特の視点だとか特性だと

かという、、、生きものの生態的なものですね。

というのが非常によくわかりました。例えばど

ういうことかと申しますと、子どもの必要感を

どう醸成するかということに非常に注意をさ

れるんだなということですとか、あとは外部が

どう学校へアプローチすべきなのかと、アプロ

ーチの仕方から関係構築すべきかというよう

なセンスの話。 

あとはですね、武澤先生の方から、これはもう

途中で止めずにですね、ずっとこのままちゃん

と詳細を理解しつつ、アプローチされやすいで

すね、環境作りも行った方がいいんじゃないで

すかというようなことも示していただいたと

おりです。 

次、学校との関係をですね、構築するに際して

の非常に新しい我々としては課題の発見でし

た。これは金田小、、、元金田小にいらっしゃっ

た今井先生と、磯貝先生の方が示していただい

た課題であります。我々として強く感じたのが、

やっぱり支援、もしくは関係しようとする側の

継続力だとか、展開力ということ。また我々の

方がどういう意図を持ってアプローチしよう

としているかということをしっかり説明でき

る状態になってアプローチしなくては、本来だ

ったらうまく噛み合うはずの歯車が噛み合わ

ないのかなというようなことも改めて実感し

ました。 

もう 1 つはですね、具体的な関係に備えて、こ

れは田中先生、杉本先生、川原先生、○○○先

生の方から示していただいたようなことだと

思います。まず我々としましては、特に私なん

かはしょっちゅう海に行く人間なので、海浜学

習ということについてはお役に立てるはずな

んですが、なかなかその能力を発揮できていま

せん。まず足元にできることがいっぱい残って

いるので、まずこういうことも取り付けていか

なければいけないのかなと思います。とあと、

具体的な○○○ですね。田中先生の方からもい

ろんなアドバイスをいただきました。身近なと

ころで巡検をやれば、その近隣に住む先生方に

とっては非常に有用な経験にしていただける

ということです。 

もう 1 つはそれをどう来年に結びつけるのか

なというところで、杉本先生ともしいい形で何

か組めたら面白いのかなというふうにも思い

ました。 

もう 1 つは共通認識を形成する時に、今井先生

もしくは田村先生の方から示していただいた

ようなものがあれば、もしかしたら有用なのか

なというふうに考えました。もちろんこれだけ

では全然もう表せないものをレポートからは

たくさん頂きました。それも今まとめておりま

すので、また別に、、、もしかしたら電話をして

ですね、ここどういう意味なんですかねという

ことを伺うかもしれません。また年末のように

押しかけてというようなことはないようにい

たしますので、電話くらいではもう 1 歩お付き

合いいただけないかなと思います。これが今回

のレポート○○○。こういうようなことを 15

年度我々としては頂いたと感じております。こ

れを元に今後どう活かしていくのかという、こ

こが非常に重要な点かと思いますが、主に 3 つ

の柱を考えております。 

実践。田中先生の方からもですね、具体的に 1

校、まぁ 1校と言わずにどこか学校さん付き合

っていただけるところがあれば、がっぷり 4 つ

組まれたらどうですかという提案がありまし

たが、具体的に実践の支援ということで学校さ

んにちょっと擦り寄ってみようかなというふ

うに思っています。 

もう 1 つは情報配信。せっかく学校さんと何か



一緒にやらせていただく機会がありますので、

そのプロセスも含めて情報配信をしていくべ

きかなと思っております。またこの情報配信の

中にですね、なんとか、例えば学会に属してら

っしゃるような研究者の方々ですとか、我々の

ような財団、、、非学校の機関が持っているよう

な情報をうまく配信していけるような仕組み

も作っていけたらなと思っています。 

もう 1 つは違うアウトプットとして資料や教

材というのも作ってみたいなと思っておりま

す。 

この 3 つに関してどう進めていくのかという

ことなんですが、例えば実践の支援について、

今実は、前々からお話していますとおり、新潟

の方へもしかしたらお付き合いいただける学

校さんが確保されつつあります。この時にです

ね、我々としてはこういう点に気を付けようか

なと思っております。ですので、もし先生方の

方から、いやこういうことも気を付けた方がい

いよだとか、この気を付けるべき点に何か加え

た方がいい、修正すべきだということがありま

したら後でいただければと思います。 

共通認識を形成するという所から始める。ちゃ

んと打合せをして、学校さんがどういう目標に

沿って、どういう子どもの像を描いているとい

う○○○ということをちゃんとお聞きした上

で我々としてもこういうことを考えておりま

すという共通認識形成の場をもつことから始

めましょうと。あとはもう、なるべく密なコミ

ュニケーションを通じて、学校の○○○把握に

努めましょうと。 

もう 1 つはですね、これは我々のような、非学

校機関、特に外のですね機関だけでなくて、少

しでもその地域の方だとか、地域の機関、地域

のボランティアの方にも入り込んでもらえる

ような仕組み、余地を作ることも考えつつ進め

ることが重要なのかなと思っております。続い

て、この情報配信なんですが、折角実践の支援

ということをやりますので、そこから得られる

情報だとかプロセスだとかいうものもなるべ

く外の方とリアルタイムで共有できるように

すべきかなと考えております。続いては、課題

の発見や知識を広めるための有効な情報提供

を探っていくべきだなと。これはもう一方的に

こちらが教えたい情報だけを羅列しておくの

ではなくて、子どもがどんどん知りたがるよう

なうまい仕組みですね、まずは。仕組みだとか、

コンテンツのないようだとかということに努

めるべきなのかなと思っております。あとはそ

のサイトの運営に対して、折角使っていただく

方がもしいらっしゃるのであれば、その方々の

意見を速やかに反映できるような運営体制に

するということが重要なのかなと思います。ユ

ーザビリティ、使い勝手の悪いサイトというの

はほとんど機能しませんし、使っていただける

方になるべく合ったような運営体制ですね、、、

サイトにしていくためには、かなり自由度の高

い運営体制というのが多分求められるとは思

うんですが、なるべくならばそれを○○○べき

かなと思っております。 

続いてこの資料だとか教材、、、紙媒体に多分な

るとは思うんですが、、、を作っていく際にやっ

ぱりこの上の情報配信と同じなんですが、特に

これは研究者や専門家の方とコラボレーショ

ンする時の要注意点だと思うんです。折角 13

年から始まって 15 年度今年まで皆さんにもお

付き合いいただきながら知り得た重要な知恵

ですね。我々のような業界にとっては学校さん

と何かやる時の知恵というものを徹底的にイ

ンプットしておかないとですね、後で何だシッ

プ折角 15 年度教えてやったのに、また同じス

テップを踏んでるのかということになってし

まうともったいないので、今までの取り組みで

得た知恵というものは徹底的に共有しておく

べきだというふうに感じております。 

そしてこれは 2 と重なると思うんですが、もち

ろん 1と 2 と重なると思うんですが、学校○○

○実情を理解した内容だとか提供。これを達成

するためには先生方を巻き込まざるを得ない

ということですので、このプロジェクトが発信

した際にはですね、必ずここにいらっしゃる先

生方には情報がまわると思いますので、もし懲

りられていなかったら来年もいかがですよう

なことで後ほど、、、まだどういうふうな形でど

れくらいの頻度で進むかということは決まっ

ておりませんので、これに関してはまた詳しく

ご案内させていただこうと思います。 

というようなこの 3 つの取り組みを主な柱と

して、その間に例えば東京湾、もしくは新潟の

方であるかもしれません、機会があれば研究者

の方々とまた巡検に参加していただくような

こともできたらいいなと思っておりますので、

それようの案内もさせていただくかとは思い

ます。非常に駆け足で進んでしまいましたが、

まずはこの場としては我々としては本当にい

い場を持たせていただいたなと思っておりま

す。またレポートに関してもこの 10 分では到

底表現しきれないほどのものをたくさん頂き

ましたので、また別途それは個別にと、もしく

はまとめて、、、どっかですね発信する時はまと

めた形で発信できればなと思っております。ふ

りかえって本当にですね、○○○で最後までお

付き合いいただけたことがまず我々にとって

非常に重要な成果だなと。遠足はお家に帰るま

でが遠足ですと良く先生に言われましたが、も

う付き合ってられないわよシップはという声



が出なかったのが我々にとっては非常に嬉し

かったですし、感謝すべき点なのかなと。とい

うところで私どものからの発表としては終ら

せていただきたいと思います。ありがとうござ

いました（拍手）。何か今年度の点についても、

来年度の点についても質問等ございますでし

ょうか？もしくはご指摘等あれば。 

 

杉本：では 1つ私の方から。1 の 3番目の地域が

あるっていうのはダメだと思います。だって僕

たちからみれば、SOF も地域の○○○の 1 つな

んだから、逆じゃないですか発想が。 

 

堀口：1の 3つ目ですね。 

 

杉本：うん。それだったら、嫌な旦那になって金

もらうつもり口も出すし、全て出すような、い

いパトロンにならなくちゃ。嫌な女じゃなくて。

お金は出すけど好きにやっていいよという感

じで（笑）。 

 

堀口：ありがとうございます。他にありますでし

ょうか？皆さん方にご参加いただく前に、1番

最初の頃にご相談にあがりました、文科省の視

学官の嶋野さんにコメントを頂こうと思いま

す。そもそも私の方が嶋野さんをとある方から

ご紹介いただきまして、嶋野さんを訪ねました。

それが 2年前だったと思います。その当時はで

すね、相当怪しがられました（笑）。シップ・

アンド・オーシャン財団という名前が文部科学

省に来るということ自体が怪しいのか、僕が怪

しいのかわからないんですが、相当怪しまれま

した。が、趣旨を説明したところ、なるほどな

るほどということで、いろいろと田村先生をご

紹介いただいたりだとか、その時々にアドバイ

スをいただいたりということが続いて、15 年

度こういうことやろうと思うんですというこ

とに相談にあがりました。その際に、相当難し

いことをやろうとしているねと釘は刺されま

したが、非常に面白そうだから是非やったらい

いんじゃないですかということで、いろんな学

校の先生だとかをご紹介いただいて、そこから

案内の方を出していただいたということが、実

は今年の最初の方のからくりにあります。嶋野

さんの方から、今回の事業についてのコメント

をいただければなと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

□嶋野さんコメント 

嶋野：みなさんこんにちは。はじめましてという

感じなんですけれども。今、ご紹介ありました

ように、もう 2 年前になるんですかね？ 

 

堀口：そうですね。 

 

嶋野：初めて出会ったときは相当確かに怪しがり

ました（笑）。しかし、何回か話を聞いてまし

て、非常に熱意がありますからね、その中で、

非常に私自身興味を持ちましたし、それから今

年はですね、この臨地研修は是非出ようと思っ

て、次回は次回こそはと思いつつですね、とう

とう 1 回も出ないで今日になってしまったん

ですけれども、それは非常に残念でした。しか

し、今日お話を聞きまして、非常に効果を挙げ

てきているんじゃないかなということでです

ね、5 つぐらいの視点から、ちょっと私が感じ

たことを申し上げてみたいと思います。ちょっ

と座って失礼します。 

まず第 1点はですね、この海というのは、日本

は海洋国でありながら、これをですね、教育で

丸ごと取り上げたというのは、まずいまだかつ

てないと。丸ごとどころか、海をですね、各教

科の教材の中に取り上げているというのはほ

とんどないと言って良いと思います。水産業で

はあるけれども、海というのはないですよね。

本だとか、いろんな他の情報でですね、海を学

んでいます。私の記憶では、これは読売か何か

で海と魚という作文募集がありまして、これが

割りと人気があったんですけれども、こういう

ものぐらいだったと思います。そういう意味で

ですね、今回杉本さんのレポートにも海を丸ご

と料理しようという単元名がありましたけれ

ども、まさにこういう視点からでは全く新しい

試みだというふうに言って良いと思います。そ

れは 1 つは総合ができたこととか、教育が非常

に柔軟で弾力的になってきたということの成

果の表れだと思いますけれども、非常にいいこ

とだと思います。これが 1点ですね。まぁ我々

がそういう意味では非常にクリエイティブな

仕事を、今プロジェクトで本当にやっているん

だとことだと思います。 

それから 2 点目はですね、これ海の学習にして

も、こういういわゆるテーマ学習というふうに

言っていいんだろうと思いますね。海とか、ふ

るさととか、郷土とか、川とか、道とか、こう

いうのは 1 つのテーマになる学習なんですけ

ど。こういうテーマ学習というのは 4 つぐらい

のどうも視点があるような気がするんですよ。

それは 1つはですね、海「を」学ぶという「を」

でつなぐんですね。海「を」学ぶ。ふるさと「を」

学ぶ。それから 2 つ目は、海「で」とか、海「に」

学ぶというのがある。で、この 2 つのところは

今までにも社会科の郷土学習でですね、こうい

う視点からのまなびはされていたわけです。海

を子どもの中に「育む」という学びがあるんで

すね。海を「育む」と。海というものを子ども



の心の中に育むという。ふるさとなんかはまさ

にそうですね。ふるさとを育むと。単にふるさ

とについての知識を知るんじゃなくてそれを

育む。 

それから 4 つ目にはですね、子どもと言えども

やはり環境を構成する重要な 1 人だという観

点から、子どもの力を海に「役立てる」という

のがある。これはボランティアとかそういうも

のになってくると思うんですけれども。 

この 4 つの視点は相互に関係しあいながら、か

つ、学校によって重点化していくんですね。教

育の目的にもよるんですけれども。これ密接に

関係しあってるんですけど、しかし社会科で郷

土学習なんかをすれば、最初の 2 つが中心にな

るでしょうしね。総合なんかですと 2 つ目や 3

つ目 4 つ目辺りが重点化されてくるだろうと

思うんですね。で、今日この武澤レポート、武

澤さんのレポートの中で非常に面白かったの

はですね、今回のプロジェクトの成果でもある

と思うんですけれども、後ろに武澤さんが子ど

もの感想を集めて書いてくださってますよね。

これとても興味深いんですけれども、、、五感を

使って干潟の生きものを見つけたよという子

どもの感想を書いているですが。この中にです

ね、やはり 1つはね、体験が浅いと非常に偏見

が起こるということがよくわかるんですね。ま

さに体験がないとですね、干潟って臭いとか汚

いとか、そういうあれがあって。しかし、もっ

と関わっていくとですね、干潟の認識がもっと

確かになってるんですが。その中で、例えばこ

ういう文脈を見出すことができるんですね。干

潟って非常に臭いとか汚いとか思っている。干

潟って初めいいイメージを持っていると。しか

し、実際に干潟に言ってみると、実際は臭くて

汚いと。一旦マイナスイメージに落ち込むんで

すけど。しかし、もっと干潟に関わってみると、

干潟って実はこういう生物を育むんだと、非常

に大事なものがあるということがわかると。で、

その先なんですが、ここまでですと、海を学ぶ、

干潟を学ぶということになんですよね。干潟に

ついてよく知ったということになるんですけ

ど。更にですね総合なんかでいくと、次にです

ね、こういう事例を通しながら、何でも頭で考

えていただけではだけだ。実際に見て入って試

して体験してみることが大切だ。ただ、全ての

ことをそういうふうに体験することはできな

いけど、海でそういうことを学んだことは他の

ことにも役に立つ。これがまなび方とか、もの

の考え方を学ぶということになる。まぁ海に学

ぶとか、いうふうなことになると思いますけど。

このやはり海の学習というのはそういう意味

で少なくとも 4 つくらいのポイントがあると

思います。と同時に、これからプロジェクトを

もう少し、、、来年のことも発表されたんですけ

れども。 

もう 1 つはですね、海が身近にあるから学習す

るんだという学校と、私が生まれて、、、生まれ

育った埼玉と言うのは全く海がない県ですか

ら、海が身近にないけれども、海について学ぶ

ことは大切だから学ぶと。臨海学習とかをする

わけですね。この両方が当然あるわけで、それ

によっても今の 4 つの視点の重点化が起こる

わけです。海が身近にあればこの 4つがほぼ行

われるんですけども、海が身近にないという所

になると日数も限られますし、予算的なことも

ありますが、1 番目のことが多くなってきて、

それを契機にして後で君たちが学ぶ時の刺激

と考えるということになるかと思います。こう

いうふうにですね、海の学習に限らず、テーマ

学習というのはそういう広がりを持ったもの

だから、これから何か成果物を作っていく時に、

あるいは子ども、、、実践から子どものいろんな

反応を拾い上げる時に、こういう視点を持って

いきますとですね、また子どもの書いたものを

いろんな観点から読めると思います。 

それから 3 つ目はですね、この海という教材の

問題ですね。教材と言うか、場と対象と僕は言

って良いと思いますけど、海というのは単に材

だけじゃなくてですね、学習の場であり、学習

の対象である。こういう考え方に立っていくと、

これはあの、、、賞味期限の問題がありましてね、

海というかこういった地域素材にですね、賞味

期限は一体あるのかということなんです。これ

はね、結構根強くて、飽きてしまうとか、賞味

期限が2年も3年もやってくとなくなっていく

とかというのは、結構今大方の意見を支配して

ますね。これは。しかし、僕は反対です。これ

はですね、こういった海とか山とか川とか総合

性を持っている対象というのは、これは賞味期

限は全くないと考える方がいいんじゃないか

というふうに思ってます。それは教材の限界性

島野さんの講評 



ではなくて、まさに、、、むしろですね、活動と

か、その教材への着眼点の問題であって、それ

に対する知的好奇心や探究心の引き出し方に

貧弱さがあるからだというふうに思います。で

すから、先ほどの清野さんとか専門家の方と一

緒にまた行きますとですね、見えなかったこと

がまた見えてきてどんどん世界が広がってい

くというものなので、僕は海なんていうのは毎

年毎年続けてもですね、いくらでもバージョン

アップしていけると、、、。これは、府中市の矢

崎小学校というのが多摩川をテーマに、3 年か

ら全部ふるさと学習、、、総合のふるさと学習で、

3年から6年まで多摩川のカリキュラム全部作

ってるんですけれども、やればやるほど面白く

なっちゃう。その代わり毎年見直してバージョ

ンアップしていかないと、すぐ画一化、一律化

を起こしちゃうという問題があります。だから

基本的な前提としては、こういう海とかいうも

のをですね、賞味期限がむしろあるとかいうも

のじゃなくて、無限性を持っていて、それを常

に新鮮に学習させるにはどうしたらいいかと

いう観点からカリキュラム開発をしていった

りする方がいいだろうというふうに思います。

そういう意味では磯貝レポート、今井レポート

いう 2 枚レポートがありまして、学校の全体計

画を作成するとかですね、こういうことは決し

て総合の活動を僕は規制化したり狭めたりす

るもんじゃないというふうに思います。むしろ

それはですね、今日も財産という言葉が何回も

出ましたけど、僕は学校はもう少しそういう知

的財産というのを大事にすべきですね。個人的

な財産、海の研究を随分やった、、、ちょっと名

前忘れたんですけど、先生のね、ああいうも

の、、、個人的財産。それは当時にそういう先生

が所属した学校の財産にやっぱりしてくべき

だと思いますね。なぜならば、そういう環境が

あってそこで学習していたわけですからね。そ

ういう意味では、こういうカリキュラムとか全

体計画というのは作っていかなければいけな

いだろうと。それが田村さんが新しく提案して

きた、今回の素案というものがありますが、こ

ういうものを、できれば次回検討していければ

いいんじゃないかなというふうに思います。 

4 点目はですね、外部機関との協力という問題

です。これを、、、これは今プロジェクトの場合

を言いたい。つまり何か成果物を作るという場

合をいいたんですけどね。学校の話じゃなくて

ですね、ここの話をしたいんですけども。まず

ですね、これを考えていく時に、プロジェクト

で何かの成果物を作っていかなくてはいけな

いですよね。 

その時に、まず 1 点はですね、活性化という視

点から考えるべきだと思います。つまり、学校

にしてみれば専門的な情報とか、指導のマニュ

アルとか、あるいは海の学習のカリキュラムと

いったようなものを提供されて、学校にしてみ

れば専門外であって、知見も持っていないとい

ったことに関して、こういうものが提供される

ことによって、非常に活性化して、こういうこ

のをやってみようというふうになる。そういう

ものでなければいけないじゃないですし、しか

し、それをあまりに完璧に作りすぎればですね、

マニュアル化しまして逆に学校は活性化しな

いんですね。画一化していきます。したがって

活性化という視点の 1つは、専門的な情報をで

きるだけ出してあげるというそういった成果

物を作る必要があるんですけれど、2番目はそ

の際に作り出していく面白さの余地を残して

おくということをやっぱり作る側は考えなき

ゃいけないと。 

DOIT の、Do it yourself の、DOIT 方式ですね。

半完成品でですね、学校にそれを元にして学校

自身が手を加えないと、ある程度手を加えない

と作れない。そのことをやれば自分から作った

という実感が非常にわいてくるといったよう

なですね、こういった理念に立って作っていく

必要があるというふうに思います。それから 2

つ目の視点は、Give and Take というか互恵性

がないとつぶれます。僕もこういう仕事は食農

だとかですね、農業改善普及だとかですね、い

ろんなところで関わらせていただけて、勉強さ

せてもらいましたけれども、一方通行的なやつ

は必ずどこかでつぶれていきますから、、、。互

恵性がある場合については非常にうまくやっ

ていきます。僕はこの地点では今回のこの 1 年

のプロジェクトは非常に高く評価できるんじ

ゃないかなと思いますね。シップ・アンド・オ

ーシャンの方も非常に良かったと言うし、プロ

ジェクトでこのメンバーになっている学校側

の人たちにとっても非常に有意義であった

と、、、。これが必要だと思います。そういう意

味では今井さんのレポートの2ページの図1の

ところですよね。あそこはやりとりが必ず双方

向になっていますけれども、いつもあれをイメ

ージしていかないとですね、どこかでつぶれて

しまうし、どっちかの主張ばっかりが強くなっ

てしまって、結局それが長続きさせないという

ふうな、、、。それから深まりのあるものになら

ないということがあります。ですからもしこれ

を来年続けていくならば学校は学校が望むも

のは何かともっとはっきりといっぱい打ち出

すべきだと思いますし、逆にこのシップ・アン

ド・オーシャンの方はいわゆる外部機関という

ふうに広く拡げれば、外部機関が持つ社会的使

命や責任があるわけですけど、この観点から、

何が欲しいかというものを明確に出してもら



うと。それに答え合うことがですね、大事なん

じゃないかなと思いますね。一般には環境なん

かで言いますと、専門家が来るとですね、やっ

ぱり専門家ね、それを非常に端的に教えたがり

ます。しかし、僕は教育の方から見ると、何か

短兵急過ぎちゃって、それは早いけれども定着

しないよと。もうちょっと教育学的見地からす

ると、無駄に見えるけども遠回りをしながらで

すね、試行錯誤させたり、あるいはさっきの武

澤さんのレポートで言いますとね、行ってすぐ

説明しちゃうんじゃなくて、まず干潟に出てみ

て彼らがどういう反応を示すかというところ

から次の活動をくみ出していくというような

そういうものが必要だろうといっていること

を作り出していく必要があるんじゃないかと

思います。特にこういう外部機関、外部の専門

機関と学校ということが連携する時は、外部機

関はやっぱりその分野領域の専門性を極めて

持っているから外部機関なんですね。学校とい

うのはもう 1 つはそういうとこが非常に薄

い、、、広い、、、広いけど薄いというところがあ

るんですが、その代わり教育的視点というのは

持っていますから、この教育視点と外部機関が

持つ専門性というものをかみ合わせることに

よってですね、効果的な成果物が期待できるん

じゃないかなとは思います。 

最後に、田村さんが言いましたが、学習指導要

領の一部改正という、、、これはこれからの教育

を非常にですね示唆したものです。つまり、指

導要領の基準性を明確にして、そして基準とい

うのは、どの学校、、、子どもにも学ばせる内容

としての基準。ですから、それが十全に行わ

れ、、、行われた上においてですね、さらに指導

要領に示されてない内容も取り扱うことがで

きるということを明確にしたわけですね。そう

すると、あるいは発展教材とかいろんなのがあ

りますが、そうするとやはり学校は、じゃあそ

ういう時にどういう教材があるのかとか、どう

いうところからそれを学べ、、、そういう教材を

見出してくればとかですね、、、それに非常に答

えるものとして、僕はこれからますます求めら

れるものになると思うんですね。 

始めに戻りますが、とにかくこの日本という国

で、これだけ海に囲まれて、○○○、海という

ものがでかすぎたのか、身近すぎたのか、それ

とも手をつけなかったからなのか分かりませ

んけれども、もうちょっとやっぱり子どもの学

習成長の中でね、何らかの形で海というものを

入れていくことは必要じゃないかなと思いま

す。雑駁ですけれども、こんなことを自分の中

では整理することができました。是非、今後の

ことを期待をして、またいい取り組みが行われ

るようにお祈りいたします。以上です。 

 

堀口：ありがとうございました。 

 

□岸さんコメント 

岸：呼ばれてもいないのに、前回と今回参りまし

た岸と申します。所属は北海道大学ですが、な

ぜ来たかというと海洋学会の教育問題研究会

の世話役なので来させて頂きました。先ほど来

いくつか挙げられたうちのですね、専門化との

交流という点におきましては、大学の先生とい

うと何か言う事が難しくて、子どもたちには分

からないんじゃないかと敬遠されて、清野さん

や黒田さんばかりがこう（笑）でてくるんです

けど、結構最近うまいです（笑）。大学の先生

も。何故かと言うと学生がどんどん馬鹿になっ

てきたというので、やさしく話さなきゃ学生が

ついてこれないというのもありますけど、、、。

それはさておいて、私も自分の子どもの学校で

ボランティアで日食の観測とかやったりして

ますけど、結構人気ありますよ。学生に。そう

いう人たち結構いっぱいいますので、是非現場

との結びつきさえうまくやれば、どんどんと

我々も、、、ほぼですね、学会の大学の先生たち

のうちの 8 割くらいは、何かボランティアをや

りたいと思っている人なんですよ。だから、う

まく、押し付けがましくてもいいから、前回も

言いましたけど、結びつけることができればと

いうことで、、、。先ほどどなたかの先生に質問

があって Q&A みたいなのがあればいいという

のがありましたけど、それも海洋学会のホーム

ページで今年度から、、、今年中に始めますの

で、、、。こういう先生がいないかと言ったらす

ぐ結びつけるお見合いコーナーみたいなのも

ホームページで始めたいと思いますので、それ

は、シップ・アンド・オーシャンさんと別々に

やったのでは、力がそこでそがれますので、是

非一緒にやってですね、学会とこちらとで共同

してやりたいと思います。それは公式な学会の

立場としてよろしくお願いします。あと、個人

的にはですね、みんな、金田小学校は例外とし

ても、みなさん総合学習の時間、ちゃんとどこ

の学校、区でも目標があるので、びっくりしま

した。うちの子の学校なんもないっすよ。文京

区ですけど（笑）。本当に何もないので、あぁ

世の中は総合学習でこんなことをやっている

んだと思って、すごい感動してしまいました。

それが 1個目ですね。それからあと 2 個目はう

ちの大学でですね、ホームページを大改造しよ

うという話があって、高校で何を何を習ってる

かで、大学で、、、自分が今高校で学んでいるこ

とが大学のどこの学部でどういう学問に結び

ついてるかというのを逆引きできるようなも

のを作ろうという話があった時に、それでは海



洋には絶対飛んでいかないから止めてくれと。

ますます来る人が少なくなると。小中はおろか

高校でも水産とか海洋とかはほとんど教科書

に出てこないと思います。と思っていたら出す

ね、田村先生が随分調べて、あ、こんなにこじ

つければいっぱい出て来るんだと、逆にさっき

田村先生のあの表を見てちょっと感動してし

まって。 

 

？：こじつけって、、、 

 

岸：みなさんご存知でしょうけど、小学校や中学

校、高校の教科書に海洋の単元がないのは、旧

帝国大学に海洋の学部がなかったからですよ

ね。あの旧帝国大学の学問体系がそのままずっ

とその単元で全部降りてきているもんですか

ら、地学も、硬い石のこととか、地球の硬いこ

とばっかり書いてあって、海は全然ない、、、。

それがそのまま、旧帝国大学の勢力範囲がその

ままあれに出てるんですよね。それはあれです

けど、、、。とにかく学会はそんなこと言ってい

てもしょうがないので、とにかくできることか

らやっていこうとみんな思っていますので、是

非こちらの財団と一緒にやっていこうと、、、す

いません。 

 

堀口：ありがとうございました。 

 

□寺島コメント 

寺島：シップ・アンド・オーシャン財団海洋政策

研究所所長の寺島と言います。時々後ろの方で

ちょっと除いていたりはしたんですけれども、

この会の、、、このプロジェクトの責任者という

か、実際に考えてやっているのは、ずっとみな

さんとお付き合いしてきました酒井と、堀口と、

それと後ろの方でがんばってくれている人た

ちなんですけれども、実は 3 回目、田村先生が

どうなることかと言ったあの時にも、私は後ろ

の方にいてよっぽど言いたかったんですが、止

めました。それで、結果として非常に良かった

んじゃないかなと思います。本当にこの 1 年間

ありがとうございました。折角の機会ですので、

なぜ私たちがこういうことをやったのかとい

うのをちょっとお話させていただきたいと思

います。 

ご承知のように、先ほど嶋野先生の方がおっし

ゃいましたけど、日本は海に囲まれている。そ

ういう地理的な問題だけじゃなくて、海から本

当にいろんなものを受け入れて、、、恵まれてお

ります。環境とか、生態系とか、それからお魚

とか、それからやっぱりこう世の中が世界グロ

ーバル化すると、やっぱり海上のモノの輸送で

すよね。今はまぁ人の移動は飛行機がかなり、、、

飛行機でかなりやってますけれども、我々の生

活が成り立っているのは、もうその海上輸送が

なければ成り立ちません。そういうもの。いろ

いろな面で非常に世話になっているんですが、

実は残念なことに先ほど来なぜ海を学ぶかと

いう時に、直接感、、、そばにあるから学ぶとい

うことと、それから遠くに、、、そばにないから

学ぶという、こういう話が出てたと思うんです

が、その両方の意味で最近ちょっと非常に海が

遠くなってます。まずは、そば、、、海のそばに

いる人たちにとっては今まで先祖代々であれ

ば浜辺に出る。その浜が埋め立てられて工場に

なる。そういう形で疎遠になっておりますし、

それからある意味で自分がやらなくてもいろ

んな社会のシステムで、海の魚が海辺から来る

だけじゃなくて、世界中の海から来てます。だ

けど誰もそんなことを考えてません。我々がマ

グロの刺身、トロが好きだというそれが地中海

やそういうところで、しかもわざわざ痩せてい

る時に獲って、それで太らせて脂をのせてそれ

から日本に輸入されてくるというようなこと

は誰も考えないで、なおかつ安く食べられると

いうようなことを誰も考えないで生活は成り

立ってます。ですから、海の問題というのは直

接体験がないと理解しにくいし、想像力もない

と理解できない。というような存在だと思いま

す。海に関係する人たちはそういう世の中一般

の海に対する無関心というとあれですが、別に

怠慢じゃなくて関心がわいてこないというこ

とに非常に危機感を持っています。 

事ある毎に海の関係者だけで集まると、海のこ

とをもっと知ってもらうべきだ。学校で教える

べきだ。とこういう話になるんですが、実際問

題として、学校の現場、あるいは日本の国の現

状で考えると、海の部分というのはそんなに他

と比べて優先度が高くはないんだと思います。

どうしてもやっぱり学校で取り上げてもらう

ために、単に海が大事だと言ったんでは始まら

ないものですから、なんとか学校で実際に教え

ている先生方、あるいは学校教育をやっている

文部科学省、そういうところと交流を持って、

海の関係者と教育というものをブリッジさせ

て、学校でも海のことが取り上げられるような

状況というのが作れないだろうかというのを

ずっと思ってました。幸い、ここ数年、総合学

習の時間とかそういうものがきっかけとなり

まして、これは海のことをひょっとしたら取り

上げてもらえるんじゃなかろうかというのが、

率直な我々のこういう問題に取り組む動機で

す。幸い、嶋野先生やいろんな方々、それから

本日お集まりの先生方のご協力を得て、教育の

現場で海をどう取り扱うかと、そういった問題

についてこういう 1 年間のワークショップが



 

できて非常に嬉しく思ってます。 

今日も後ろの方でお聞きしてまして、いろんな

こと、、、大変いいレポートをみなさま方に作っ

ていただきましてありがとうございました。そ

ういうレポートを見ていると何か望みが出て

きたなという感じております。事務局の方から

はいろんないいレポートを頂いたので、是非お

礼を改めて申し上げて欲しいということも言

われております。本当にありがとうございまし

た。実はうちの海の教育をやっている、、、この

教育をやっているグループというのは結構元

気が良くてですね、もうこのワークショップの

前になりますと、わーわーわーわーとうちの研

究所でやってると、そろそろワークショップな

るんだとわかると（笑）、他の研究員からは、

○○○はちょっとうるさいんじゃないかと言

われているんようなこともあるんですが、その

熱意と皆様方の熱意とがなんとなく 1 つのも

のになってきているというのを知りまして、大

変嬉しく思っております。改めまして、そうい

う意味では、ご参加いただいた皆様方、それか

らご指導いただいた島の先生、それにこのプロ

グラムをずっと意味のあるものにするように

がんばってきたうちの担当の研究員の皆さん

方に御礼を申し上げたいと思います。従いまし

て来年ももちろん、○○○1 つ、、、私どもの考

え方をご説明いたしました。そういう方向でが

んばって参りますので、是非よろしくお願いし

たいと思います。 

それから折角の機会ですので、もう 1言いわせ

ていただきますと、私ども、海の教育だけでな

くて、海そのものについて、日本の取り組みと

いうのはかなり、、、先ほどもちょっと帝国大学

という話がでましてけれども、、、そんなに遡ら

なくても、海に対する取り組みというのはまだ

まだ縦割りだと思います。縦割りというのはど

ういうことかと言いますと 2,30 年あるいはも

っと前に決めた分野にしたがっていろんなこ

とが行われている。教育もそうですし、行政も

そうですし。だけど、世の中はどんどん動いて

ますし、科学技術も進んでますし、だんだん分

かってきたことはより縦割りじゃなくて、その

縦割りを横断したような分野横断的な取り組

みをしないとだめだと。これは何も海の話だけ

じゃないと思いますが、海の問題はまさにそう

いう問題です。そういうことに対する取り組み

が非常に遅れているということで、私どもそう

いったところの問題を取り上げて、海洋「政策」

と言ってますが、何もそんな、、、いわゆる抽象

的なものではなく、実際的なことも含めて分野

横断的、あるいは総合的な取り組みを要する問

題というのを日ごろやっております。そうふう

に見てきますと、海は海、川は川というような

見方そのものが非常に狭いなというふうに思

っております。 

で 1 つ今力を入れていこうと思ってますのは、

水の循環ということで、平たく言うと、水は巡

る森川海そして空、、、こういう形で海を大きな

水がめとして循環している、そこに注目をして

やっていきたいと。ですから地球上の水の

97.5%は海にありますので、大きな水がめなん

ですが。従ってそれが水資源の管理にとって非

常に重要だというような大きな話とですね、も

う 1 つはやっぱり現実の問題として、日本の場

合には山と川と海というのは非常に近いです

から、目に見える形でそういうものを考えられ

るんですね。ですから漁師さんが、いい水、、、

生物にとっていい水を得るために山に木を植

えに行くというような、森は海の恋人というな

のが教科書にも載っているそうですが、そうい

った運動も今非常に盛んになってきています。

そういうことで、森川海空のパート○○○とい

うようなことを、私ども海の関係者だけなくて、

川それから森の人たちとも一緒になって、水の

問題を考えていくというようなことを、海の視

点から提案をし、そういう方向でやろうとして

ます。ですから、こういうのは皆さんの学校で

取り上げていただく時にもですね、使っていた

だけるんじゃないかなと思います。 

海と言っても本当の太平洋の真ん中だけじゃ

なくて、海と川はつながってますので、私ども

の海の問題をもっと学校で取り上げていただ

きたいという中には、何も海のしょっぱい部分

だけじゃなくて、水という形での、いわゆる自

然ですね、そういうったものも海の問題だとい

うふうに私は考えております。そういう意味で

は、もっと皆さんが考えられている以上に私ど

もの方でもお手伝いできる部分があるんでは

ないかなというふうに思っております。その他

にもいろいろやっておりますが、海という視点

からいろいろと我々の生活とかそういったこ

とについて考えている研究所があるというこ

とで、またご利用いただければというふうに思

っています。本日はどうもありがとうございま

した。 



■レポート：高橋先生 

 

第６回ワークショップ発表会資料 

 横浜国立大学教育人間科学部附属横浜小学校  

高橋 明久 

 

〈テーマ〉 

子どもたちを「海」という学習材に向かわせるために 

～「はじめに子どもありき」の考えをもとに～ 

 

〈テーマ設定の理由〉 

本ワークショップに参加させていただいて、「海」という学習材を取り入れた学びを展開してい

く必要感や切実感がさらに深まっていった。 

その第１の理由に本校にとって「海」は、身近な自然であるという点が挙げられる。横浜市中区

という「海」に比較的近い立地条件にもかかわらず、「海」を学習材にした学びが皆無に等しい。

本ワークショップで教えて頂いた内容は、魅力的なものが多かった。その内容を本校の学び（カ

リキュラム）にどうやって位置付くか、検討していかなければならない。 

第２の理由に子どもたちの学びを創造していくときに、環境問題を意識せずにはいられないとい

う点が挙げられる。ゴミ、水、エネルギーなど現代的な諸課題を学習していった場合、「海」と

の密接な関連が考えられるのである。現在、子どもたちが環境問題にアプローチしていくと、「海」

まで思いが馳せるのだが、その先の見通しが子どもにも、教官にも立ちにくい状況である。博物

館、研究所との連携やそこで働く方々との出会いによって学びが深まって行くことが期待される。 

しかし、いくら必要・大切だからといって「はじめに海ありき」のカリキュラムを立ち上げても

子どもたちの学びは深まっていかない。数あるプログラムへの参加は、子どもたちの興味・関心

を高めるだろう。そのことについてはなんら否定しない。学びをより質の高いものへステップア

ップさせていくためには、日々の学習の積み重ねにより、「どうしても追究したい」、「解決しな

ければ先へ進めない」といった子どもたちの必要感を上手に醸成していかなければならないと考

えている。そのためには、日々の学習の中で意図的、計画的に「海」という学習材を取り入れて

いくことを視野に入れて計画を立てていきたい。 

その例を実践した学習をもとに考えてみた。「海」を視野に入れて考えたのは、実践後なので、

整合性に乏しいことはご理解いただければと思っている。



第３学年３組 共通経験単元学習指導案 

「ようこそノリノリワンダーランドへ」 
～針金を水の上においてみたら・・・～ 

指導者 高橋 明久 

 

１ 日時・場所   平成１５年１０月２０日（月） １３：４５～１４：３０  理科室 

 

２ 学年テーマ   自分の感じる心を大切にし、自ら学びを切り開くたくましさを持つ子 

 

３ 単元について 

単元化の意図 

 

（アメンボにはまった３組の子どもたち） 

６月、帰りの会で昆虫の大好きな男子から 

「プール清掃の前にヤゴを救おう。」 

という提案があった。水泳学習の始まりとともに、ヤゴの育った環境が失われることは、クラスの全員が理解できるこ

とだった。ただちに救い出そうという決定がなされたので、担任は、 

「ヤゴだけ救い出すの。」 

と問いかけた。そこで子どもたちは、プールにいる全ての生き物を救出しようということになった。 

 救出活動の結果、ヤゴのほかにアメンボも救出することができた。そこで、この生き物をどうするのかという話し合

いをした。ヤゴは、学級園の池に放そうということがすぐに決まった。ところが、「アメンボは光の庭の池に放そう。」

という意見に疑問が出された。 

「光の庭で本当にアメンボは生きていけるの？」 

この質問に対し、５月下旬の運動会間近にピロティーで練習をしていたことのある女子が、 

「この前、アメンボがすいすいと泳いでいたのを見たよ。だから大丈夫だよ。」 

と答えた。そのアメンボが今でも泳いでいれば問題ないはずだ、と考え、クラスのみんなで確かめに行った。ところが、

光の庭の池にアメンボは１匹もいなかった。 

 助けたアメンボをどこに放すのか、候補地を探し歩いた。根岸森林公園の池は、油が浮いていた。横浜公園の池には

１匹もいなかった。三ツ沢公園の池はたくさんのアメンボが泳いでいたが、本校から遠すぎた。 

  安住の地を模索する中、３組の子どもたちは、アメンボの魅力に取りつかれていった。 

「なかなか捕まえられないほど、泳ぐスピードが速いよね。」 

「４本の足で上手に泳ぐなあ。」 

「羽があって、どうやら飛ぶことができるらしい。」 

「おんぶしているアメンボがいるぞ。」 

「何を食べているのかな。」 

「どんな水でもういていられるのかな。」 

こんな発見や疑問が子どもたちから生まれ、「アメンボをしばらく自分たちで育てて、いろいろ調べてみたい。」とい

う１つの思いにまとまった。 

 子どもたちの追究したい内容ごとにグループを作り、自分なりの仮説を立て、実証していく学習が始まった。 



 その中で、新たな問題が生じた。それは、「アメンボがどんな水でもうくのかを調べる」グループが活動報告をした

ときに、アメンボを溺死させていた事実が判明したのだ。これからの活動をどう進めていくべきか話し合いがもたれた。

「１匹ならしょうがないだろう」という意見にまとまりかけたが、実は、実験で水に沈むたびにアメンボが死んでいた

ことがこのグループから明らかにされた。 

 その中で、新たな問題が生じた。それは、「アメンボがどんな水でもうくのかを調べる」グループが活動報告をした

ときに、アメンボを溺死させていた事実が判明したのだ。これからの活動をどう進めていくべきか話し合いがもたれた。

「１匹ならしょうがないだろう」という意見にまとまりかけたが、実は、実験で水に沈むたびにアメンボが死んでいた

ことがこのグループから明らかにされた。 

 これ以上、助けたアメンボを死なせたくない、という意見が圧倒的な支持を得た。しかし、どうすれば、このグルー

プの活動を応援できるのかという案はまだ出されていない。 

 これ以上、助けたアメンボを死なせたくない、という意見が圧倒的な支持を得た。しかし、どうすれば、このグルー

プの活動を応援できるのかという案はまだ出されていない。 

Ａ （きっかけは子どもの生活から） （きっかけは子どもの生活から） 

  Ａ＝子どもの生活                          Ｂ   Ａ＝子どもの生活                          Ｂ 

     Ｂ＝本単元「ようこそノリノリワンダーランドへ」                 Ｂ＝本単元「ようこそノリノリワンダーランドへ」            

  

①アメンボの学習から始まって ①アメンボの学習から始まって 

本単元は、「アメンボがどんな水でもうくのかを調べる」グループを支援したいという担任の思いから生まれた。「助け

たアメンボをもう死なせたくない」という願いをもつ子どもたちの実体から、生きたアメンボを実験には使えない。そ

こで、モデルによるシミュレーションにより、アメンボの秘密をさらに追究させたいと考えた。 

本単元は、「アメンボがどんな水でもうくのかを調べる」グループを支援したいという担任の思いから生まれた。「助け

たアメンボをもう死なせたくない」という願いをもつ子どもたちの実体から、生きたアメンボを実験には使えない。そ

こで、モデルによるシミュレーションにより、アメンボの秘密をさらに追究させたいと考えた。 

②アメンボがうくときの水の様子をとらえるために ②アメンボがうくときの水の様子をとらえるために 

 アメンボが水に浮く要因として、体重が軽いこと（0.2 ㌘）、足の毛が空気を蓄えていること、足から出る油が水を

はじくこと、足が細長く、接地面が広いことなどさまざま挙げられる。このさまざまの要因の中から本単元では、アメ

ンボが水の表面をうまく利用していることにしぼって取り上げたい。また、要因を絞り込むことで、追究課題を単純化

し、クラス全体の取り組みとなるよう共有化していきたい。 

 アメンボが水に浮く要因として、体重が軽いこと（0.2 ㌘）、足の毛が空気を蓄えていること、足から出る油が水を

はじくこと、足が細長く、接地面が広いことなどさまざま挙げられる。このさまざまの要因の中から本単元では、アメ

ンボが水の表面をうまく利用していることにしぼって取り上げたい。また、要因を絞り込むことで、追究課題を単純化

し、クラス全体の取り組みとなるよう共有化していきたい。 

③材料は針金を使う ③材料は針金を使う 

 鉄は水に沈むはずだが、それをうかせることはできないか。子どもたちがまず考えるのは、船の形にして浮力を得る

方法であろう。しかし、針金だけでは、船の形にはできない。子どもたちは、加工しやすい針金を折ったり曲げたり伸

ばしたりということをしながら、水面の様子をとらえようとするだろう。 

 鉄は水に沈むはずだが、それをうかせることはできないか。子どもたちがまず考えるのは、船の形にして浮力を得る

方法であろう。しかし、針金だけでは、船の形にはできない。子どもたちは、加工しやすい針金を折ったり曲げたり伸

ばしたりということをしながら、水面の様子をとらえようとするだろう。 

 試行錯誤するなかで、沈むと思っていた物がうくことで、子どもたちの「鉄は水にうかない」という素朴概念が崩さ

れる。また、こうして子どもたちの追究活動が継続していくと考えた。   
 試行錯誤するなかで、沈むと思っていた物がうくことで、子どもたちの「鉄は水にうかない」という素朴概念が崩さ

れる。また、こうして子どもたちの追究活動が継続していくと考えた。   
（そしてまた、子どもの生活へ） （そしてまた、子どもの生活へ） 

 この時期の子どもたちには、「なんでだろう？」が身近な生活の中にたくさんある。例えば「なぜ人は食べたり飲ん

だりしなくちゃ生きていけないの？」、「なぜ地球にだけ空気はあるの？」、「なぜ葉っぱは色が変わるの？」、「海

はどうして塩水なの？」、「どうして寒くなったり、暑くなったりするの？」などこれまでの経験から様々な疑問を抱

く。身近な生活の中にたくさんある「なんでだろう？」については、これまでの経験にもよるが感覚的にとらえられて

いることが多いと考えられる。このことを科学的にとらえるには、まず３つの条件を満たさなくてはならない。最初の

条件は、例えば「この針金は○○のようにすればうく」という仮説を実験・観察により実証することがあげられるだろ

う。次に、針金の長さと太さが同じという条件の中で誰もが再現できなくてはならないこと。最後にその結果をみんな

が認め、「針金はうまく水面にのるとうく

 この時期の子どもたちには、「なんでだろう？」が身近な生活の中にたくさんある。例えば「なぜ人は食べたり飲ん

だりしなくちゃ生きていけないの？」、「なぜ地球にだけ空気はあるの？」、「なぜ葉っぱは色が変わるの？」、「海

はどうして塩水なの？」、「どうして寒くなったり、暑くなったりするの？」などこれまでの経験から様々な疑問を抱

く。身近な生活の中にたくさんある「なんでだろう？」については、これまでの経験にもよるが感覚的にとらえられて

いることが多いと考えられる。このことを科学的にとらえるには、まず３つの条件を満たさなくてはならない。最初の

条件は、例えば「この針金は○○のようにすればうく」という仮説を実験・観察により実証することがあげられるだろ

う。次に、針金の長さと太さが同じという条件の中で誰もが再現できなくてはならないこと。最後にその結果をみんな

が認め、「針金はうまく水面にのるとうく」と一般化されることで科学的にとらえられたことになると考える。 
子どもたちだけでなく、私たちも事象に潜む様々な疑問を持っている。しかし、なかなか答えられないのも多いのでは

ないだろうか。私たちは成長に伴い知識量は増加するが、その知識は断片的に獲得され、有効に活用していない状況に

あると言える。有効に活用していくためには、生活の中から「問い」を見出すことが大事である。その「問い」を科学

的に追究していくことで真理を獲得することができる。ここで培われた科学的なものの見方や考え方は、子どもたちの

生活である「助けたアメンボをどうするか」や「アメンボの不思議を調べたい」という活動などをよりよくしていくき

っかけとなるだろう。



（２）「科学的なものの見方・考え方をもとに真理を追究する」のとらえ 

「科学」について、小学校学習指導要領解説の理科編で次のように述べられている。 

「科学はその時代に生きた科学者という人間が公認し共有したものであるということになる。

科学者という人間が共有する基本的な条件が、実証性や再現性、客観性などである。人間の考

えた仮説は、最初は主観的なものであるので、観察、実験などを通して、その妥当性を検討す

る必要がある。このように観察、実験などによって仮説を検討できるという条件が実証性であ

る。仮説を観察、実験などを通して実証するとき、その結果が一過性で一定でないものは共有

することができない。そこで、同じ条件下では必ず同じ結果が得られるという条件が必要とな

り、この条件が再現性ということになる。仮説が実証性や再現性という条件などを満足すると、

多くの人によって承認され共有されるようになる。このように、多くの人々によって承認され

公認されるという条件が客観性である。」 

今日一般には「社会・人文の科学」と言われるものはまだ実験的な学問として確立していない

が、この解説を読むと「科学」の対象を自然だけでなく社会をも含めて考えていける可能性が

あると考えた。そこで、第３学年では「科学」の対象を自然に限らず、社会も視野に入れてい

くことにした。 

「科学」で大切なことは、論理的、実証的に問題解決しながら、再現性や客観性のある法則や

事実を見いだしていく活動そのものである。これはまさに「自らの問題意識をもとに試行錯誤

しながら研究を積み重ね、法則を見いだしたり発見をしたりする」科学者の追究活動そのもの

である。こうした「科学者の追究活動」を体験することで、科学的な見方・考え方を育成する

だけでなく、科学的に追究していくことの楽しさを子どもたちに味わわせることができるので

はないかと考えた。そこで、第３学年では「科学的なものの見方・考え方をもとに真理を追究

する」とは、このような科学者の追究を体験することであると、とらえた。 

そして、「科学的なものの見方・考え方をもとに真理を追究する」子どもの姿を次のように考

えた。 

① 身の回りの事象や現象に興味・関心をいだき、疑問をもつ。 

②  疑問に思ったことに対して、自分なりの仮説をもつ。 

③  観察や実験、調査活動などを通して、自分が立てた仮説の妥当性を検証する。 

④ 自分が立てた仮説が妥当でなかった場合、これまでの観察や実験、調査活動を通して集め

たデータをもとに、新たな仮説を立て、その妥当性を検証する。 

⑤ 互いに自分が立てた仮説を比較し合い、その共通点や相違点を明らかにし、いろいろな考

え方を取り入れ、自分の仮説をよりよいものにしていく。 

⑥ 自分が立てた仮説に再現性があるかどうかを確かめる。 

⑦ 自分が立てた仮説を他の人にわかるように説明する。 

このような子どもの姿を求めるためには、子どもたちの生活の中で疑問に思っていることや不

思議に思っていること、子どもたちの既成概念を壊すようなことを取り上げ、子どもたちが納

得するまでとことん追究していけるようにすることが大切である。そして、追究の結果、実証

された子どもの仮説（概念）と「現在の科学の中で容認されている見方・考え方」を結びつけ

ることも、子どもの科学的概念を形成していく上で大切である。こうしたことの繰り返しが子

どもたちの科学的な見方・考え方を育てていくことになる。 

本単元では、特に上記の③④⑤⑥の子どもの姿を求めていきたいと考えている。そのためにも、



子どもたちが針金を水に沈まないように試行錯誤する時間をたっぷりとるようにするととも

に、子どもが互いに針金を沈ませないようにどのような工夫をしているかを見合えるようにし

たいと考えている。 

 

４ 単元のねらい 

これまでの経験や既習事項をもとに考え、試行を繰り返す中で、針金との接している水面の様

子の変化に気づく。また、試行錯誤しながら不思議に思ったことを追究し、その正体を探った

り発見したりしていくことの楽しさを味わう。 

 

５ 評価の視点 

○ 身の回りにある水に浮くものの形を参考にしながら針金を水の上におこうとしている。 

○  水の中に沈まなかった針金と沈んでしまった針金の形状を比較して相違点を見つけたり、

沈まなかった針金どうしの形状を比較して共通点や相違点を見つけて、針金を水の中に沈ませ

ない、よりよい方法を考える。 

○  針金を水の中に沈まないようにするためには、針金と水が接する面積を広くしたり、バラ

ンスのよい形状にしたりすることがよいことに気づく。 

○ なかなかうまくいかなくても自分なりに工夫し楽しみながら活動している。



 





６ 単元の構想（１０時間扱い） 

 
 

 

石は沈むね 
重たいから 

無理だよー 

鉄はうかないよ 
当たり前 

もっと太い針金

をうかせるぞ 

葉っぱ１まいだっ

たらういている 最初はういているけ

ど、時間がたつと沈む

左右のバランスが

大事かもしれない 

形を変えればで

きるかな？ 

やったー１０

秒間ういたぞ 

この形にしたら

どうかな？ 

もっと長い時間、う

かせてみせるぞ もっと長い針金を

うかせてみよう 
あれっ、こんな形

でもういたよ 

アメンボの足み

たいにしたらど

うかな？ 

重たくなるとだめ

なのかな？ 

優しく置くといい

みたいだな 

３０秒たったら沈ん

だのはなぜかな？ 

全然沈まないぞ 
でもどうしてかな？

足の数を増や

してみよう 

長い足にして

みよう 

針金は細いけ

ど沈むと思う 

この針金をうかせてみよう  ４時間（本時１／４） 

こんな針金もうくかな？      ４時間 

木がうくとき

と何か違うな 

針金と水面の所に

へこみができるぞ 

木はうくよ 
だって軽いから 

たくさんの葉っぱ

だったら沈むよね 

どんなものが水にうくのかな？ １時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海にもアメンボがいるんだって。 
海水にもうくのでは？ 

海のことや船のことを

もっと調べたいな 
 

どんな水にもうくのかな？ 
「うく」っていうより、

「のっかっている」って

かんじかな 

だけど船がうくの

となんかちがうな 
どうして海水の方

がうきやすいの？ 

アメンボの形にして 
うかべてみよう 

針金は水の上でどうなっているのかな？ １時間 



■レポート：齋藤先生 

 

ワークショップ「海に学ぼう」をふり返って 

                                              横浜市立戸部小学校 齋藤 響 

１．ワークショップ「海に学ぼう」をふり返って 

 今回このような活動に参加させていただき、私自身は大変勉強になった。「海に学ぼう」とい

う大きなテーマではあるが、その中に今後の総合的な学習の時間を考える上で、ヒントになる部

分がたくさんあった。総合的な学習の時間でどんな題材をもってくるか、子どもの問題解決の力

がつき、かつ子どもが本気になって取り組める題材はないだろうかと日々頭を悩めている私にと

っては大きな収穫となった。ただ、そのまま学習の中に使えるというわけではないので、今回い

ただいたヒントをもとにして、子どもが本気になれる学習作りに生かしていければと考えている。

そこで次の項目で、今回の研修で興味深いテーマを取りあげ、総合的な学習の題材としての可能

性について考えてみたい。 

 

２．今回の研修をどう生かすか  

 ２－１．研修への参加の視点 

 この研修に参加するにあたって、何も考えずに参加しても得るものはないだろうと考え自分な

りに視点を持って参加しようと考えた。私が今一番ほしい情報は、総合的な学習の時間で使える

題材だったので、研修の内容が自分の求めているものでなかったとしても、その中に今回ほしい

情報が１つでも２つでも得ることができればよいと考えた。また今回は「海に学ぼう」という大

きなテーマだったので、学習としてそのまま使うには子どもにとってリアリティーのない題材だ

と考え、子どもの興味のレベルや子どもが実感を持ってもてそうな問題はないかという、海や環

境問題へ自然に入り込んでいける切り口も見つけられればと考えた。 

 ２－２．総合的な学習の題材として興味のあるテーマ 

  （１）水族館をどう使うか 

 この研修で、水族館をどう使うかという切り口で考えたプログラム作りであったが、大変興味

深い題材を発見することができた。そこでどのような学習の流れが組めるかを自分なりにイメー

ジしてみた。 

なんかうまくいかない。自分に合った泳ぎ方を探そう。 

速く泳ぐ泳ぎ方、楽に泳ぐ泳ぎ方を自分の魚から学ぼう。 

水族館に行けば魚の泳ぐところがよく見えるよ。僕はあの魚を真似してみよう。 

魚はいつも泳いでいるから泳ぎの達人だ。魚の泳ぎをまねしよう。 

泳ぎの達人に泳ぐことを教えてもらおう。でも誰に？ 

もっとはやく泳ぐことができないかな？もっと楽に泳ぐことはできないかな？ 



速く泳ぐ泳ぎ方、楽に泳ぐ泳ぎ方はどれかな？ 

 いろいろと吟味する必要はあるが、クロールや平泳ぎだけでなく、自分の泳ぎ方を探る中で魚

の泳ぐ動きをじっと観察してそのメカニズムを参考にしたり、たこやイカなどの泳ぎ方を参考に

したりと魚の動きに焦点を絞って観察できるところがよいと感じた。子どもは自分の泳ぎ方をよ

くするために魚の動きを見るので、難しい文を読んだり、説明を調べたりする必要がない。動き

の観察で自分に必要な情報を得ることができるので、自分の力で水族館が効果的に活用できると

考えた。 

 このプログラムは子どもにどんな力が付くかという観点から見ると弱いところもあるが、子ど

もが自分の力で問題を解決するための情報を水族館の魚から得られるという水族館が本物の情

報源になり得るという可能性を見ることができた。つまり本当に必要感を持って子どもが学習す

るという学習構成上のヒントをここで得ることができた。 

 

 （２）「うんち」や「トイレ」から環境や健康へ 

 この研修では子どもの身近なものが環境を考えたり、健康を考えたりするきっかけになるとい

うことを教えていただいた。「うんち」や「トイレ」はまさに子どもの身 

近にある題材で、実感を持って環境や健康という大きなテーマに向かっていける可能 

性を見ることができた。 

うんちから環境を考える うんちから健康を考える 

流したうんちはどこへいくの？ どうやってうんちができるのかな？ 

うんちはほんとうに汚いの？ でもうんちはみんなするし、流してるよ。 

トイレは汚いイメージがある。うんちも汚いイメージがある。 

なんでトイレを汚く使っても平気な人がいるの？（道徳） 

 

 これも吟味されていないのでいろいろと問題はあるが、トイレやうんちは身近に存在する。そ

れをもとに環境や健康を考えることができるのなら、子どもにとってもリアリティーのある学習

へと発展することができるのではないかと考える。今回この学習を本気で立ち上げようと思った

が、担任している学年が」３年生ということで、環境や健康の深い部分にまでいけるかという見

通しが立たなかった。４、５年生の学習では環境に重点を置いてこの「トイレ」や「うんち」を

題材にした学習はとても面白いのではないかと感じた。 

 

 

 

 



３．今後に向けて 

 今回の研修で得たものを実践することはできなかったが、練り直して学習の題材として使うこ

とができそうなものはいくつかあった。いきなり海や環境のことを考えることは難しいが、その

橋渡し的な役割になりそうなものを取りあげて、総合的な学習の時間で子どもが実感を持ち、本

気になって取り組めそうな学習にまで高めていきたいと考える。 

  

 最後に提案とはいえないレポートになってしまいましたが、講師の先生、スタッフの方々、経

験豊富な先生方といろいろな話をする中で私自身は得るものが多く大変勉強になりました。あり

がとうございました。 

 



■レポート：中川先生 

 

連続ワークショップ「海に学ぼう」に参加して 

                                      新宿区立

余丁町小学校  中川 繭 

１，ワークショップ「海に学ぼう」をふりかえって 

 教員３年目。海について特別な経験や関心があるわけでもなく，何か勉強になったら…と軽

い気持ちで参加した今回のワークショップ。参加してまず，自分の甘さを反省した。シップア

ンドオーシャン財団の方の熱心さに驚いた。子どもたちに「海」に関することを学んでもらう

ためにはどうしたらよいか，本気で考えられていることが伝わってきた。参加者の先生方もそ

れぞれに持っている力を出し合おうとされていた。今の私がこのワークショップに参加させて

もらい，私は得るものだらけだが，財団側にとっては意味がないと思った。それでも，「海」

を学校教育の中で取り上げる意義は理解できたし，大切だと感じた。自分のことばかりを書き

連ねてしまい申し訳ないが，この題材に対する自分なりの考え，そして目の前の子どもたちに

還元できることを一つでも持ち帰ろうというスタートであった。 

 ワークショップの中で特に興味深かったのは，江ノ島水族館アドバイザーの中村元さんの回

であった。時間があっという間に過ぎた感じがするくらい集中した。どこが，何が良かったの

か考えると，思い当たることがある。個別テーマ①の中で書きたい。 

 

２，個別テーマ 

①地元の博物館とのコラボレーション事例の経験をもとにした、ＳＯＦワークショップ５回の

内容についての考察 

   社会科で地元の博物館と連携した授業を試みた。具体的には，博物館の資料を借りたり，

学芸員の方の知識・経験を話してもらったりした。 

   この博物館は膨大な資料や情報を持ちながらも，入館者数などから，必ずしも明るい見

通しが立っているとは言えず，熱心に試行錯誤を繰り返していた。その取り組みの一つに小・

中学校との連携事業があった。博物館と財団では事業はまったく違うが，その熱心な姿勢に，

なんとなく重なりを覚えた。 

   この経験と今回のワークショップの経験を合わせて強く感じたことがある。それはコー

ディネートする能力の重要性である。どの回の講師も，それぞれの専門分野を深く極め活躍さ

れている方々である。しかし，講師のお話に興味をもち，ぜひ取り組んでみたい，参考にした

いと思うこともあれば，あまりそうでないこともあった。 

江ノ島水族館アドバイザーの中村さんのお話は，聞く相手が教員であることが強く意識されて

いたと思う。中村さんが子どもたちと接した経験が話しの中に多く出ていた。そこから水族館

などについて話が広がっていき，中村さんが伝えたいことも自然と自分の中に落ちていった。 

何をするにも当然のことであるが，相手の状況や求めているものを把握した上で，それに沿っ

た手段・方法をとること，そうなるよう組み立てていくことが重要だと改めて感じた。 

前述の博物館も公営であるが故の財政の制約などもあり，素晴らしい資料を持ちつつも，上手

くコーディネートし，伝えていくことができなかったと挙げている。 

シップアンドオーシャン財団の方々は講師と参加者のやりとりや様子をよく見られていたと



感じる。ユーザーサイド（この場合，教員）としてはどうかという視点を常に持って進められ

ていた良い内容のワークショップだったと思う。 

 

②若い世代の教員や、IT に関心の高い教員向けに、外部機関が情報発信や PR を行うにはどの

ような手法が効果的か、またそれはなぜか、ユーザー（教員）サイドの視点からの考察 

 

ホームページなど電子媒体の作成 

シップアンドオーシャン財団が提供できる情報を保存集積して，常に外部からのアクセスが可

能な状態にしておく。例「海の大百科事典」など。 

やはりホームページなどの電子媒体は，多くの情報を早く入手することができ，また映像や写

真で視覚に訴えることもできるので効果的である。授業においても手段の一つとして有効に活

用できる。 

しかし，子どもに使わせようとするとき，大人向けのページはほとんど役に立たない。漢字が

読めず，意味が分からず，自分たちにとって必要な情報を探し出すことができないからである。

だからこのホームページは大人向けと子供向けのものがあると使いやすい。 

わたしが授業に使えるホームページ等をさがすときには，教科書や各種の副読本にある関連ホ

ームページの欄を見るか，学習題材の言葉からインターネットで検索をする。しかし，このワ

ークショップで何回も話に出たように，海に関する学習内容は，現在小学校では扱われていな

い。よって，せっかく良いものを作ったとしても，あまり活用されない恐れがある。対策とし

ては，教科書や各種の副読本に載っている関連ホームページとリンクをはることが考えられる。

現在学校で多く使われているホームページなどを調べて，なるべくたくさんのリンクをはって

おいた方が有効だと思う。 

また，小学生を含む利用者からの調査要望にこたえられる機能（レファレンスサービスのよう

なもの）があれば，さらに良いと思う。手間もかかり大変だが，質問に答えるという形を取り

ながら，シップアンドオーシャン財団の事業や海について関心のある人たちと，つながりのき

っかけがもてる。 

 これらのことが，シップアンドオーシャン財団が考える情報発信にあたるのか，PR にあたる

のか，明確な区別はわからないが，うまくいけば両方の側面を持つものになるのではないかと

思う。 

 

３，今後に向けて 

 今のような活動を続けられ，子どもたちが「海」について学ぶ機会を広げていただければと

思う。勝手な要望としては，シップアンドオーシャン財団のような専門的な外部機関と出張授

業のような形で協力を得て，学習が進められたらと私は思う。先ほど書いた電子媒体とは矛盾

するようであるが・・・。現在，インターネットや図書資料などを使えば，どんなに距離的・

心理的に遠い題材でも学習できるようになりつつある。でも，それが本当にわかったことにな

るのか，疑問でもある。本物を見て触って感じて，本当に海に携わり，海を心配する人と触れ

合って，切実な問題としてとらえられるようになるのではないか？ 

反対に言えば，「海」の問題が切実だからこそ，そんな学習が必要なのではないかと思う。 

 最後になりましたが，このワークショップに参加させていただく機会があったことを感謝し



ています。ありがとうございました。 



■レポート：川原先生 

 

      ワークショップ 

           「海に学ぼう」レポート 

 

新宿区立大久保小学校 

川原 哲郎 

 

１ ワークショップ「海に学ぼう」をふりかえって 

 

 私にとって「海」は、好きだけどそれほど身近な存在ではなかった。なぜ好きなのかと考えてみると、子

どもの頃に遊んだ、生き物を捕まえた、釣りをした、そうしたことが楽しかったからだと思う。なぜ、身近

ではないのかと考えると、海から離れたところで生活し、生活の中に海を実感することが少ないからだと思

う。 

 今回のワークショップに参加して、いろいろと勉強になることが多かった。私は、動植物とフィールドが

大好きなので、一番印象に残った、と言うか楽しかったのは、第４回のフィールドワーク「人工護岸から見

た東京湾の環境」だった。（これを考えると、第１回のフィールドワークの時、台風だったのが悔やまれる･･･）

自分が見て、体験してきたことは子どもたちにも話してあげられるし、遠足に行ったときにも使える内容が

あった。専門的な立場の人の話を聞くことができ、改めて、海は面白いと感じた。 

 また、今回のワークショップに参加して嬉しかったことは、いろいろな人と知り合いになれ、話ができた

ということだ。他の先生方の考えや実践、財団の方々の海を知ってもらいたいという熱意、講師の方々の専

門的な立場からの話どれも私にとって財産になった。 これから、今まで以上に「海」を意識していくこと

は間違いない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別課題 



外部機関との協働授業への取り組み 

～大久保小学校での取り組みから～ 

 

新宿区立大久保小学校 

川 原 哲 郎 

 

１．はじめに  

 本校と外部機関との連携による授業を例にとり、そこから、学校としての立場、学校教育における外部機

関の有用性やスタンスを考えていきたい。 

  本校では、数年前から「総合的な学習」の時間に、外部機関との連携を積極的にとって授業を進めている。

ここでいう外部機関とは、民間企業、行政諸機関、ＮＰＯ、地域の団体などである。 

 

２．「総合的な学習の時間」の学習の流れ  （第４学年「健康と環境」を例に） 

 本校では、年間７０時間の個別課題学習を行っている。大きな流れは、次のようである。（１）オリエンテ

ーション  

 今年度のテーマについての説明と、１年間

の学習の流れを説明するととものに、課題の

つかみ方、追究の方法などを確認する。 

（２）共通講座 

 テーマに対する子どもたちの理解を深め

たり、視野を広げたりするために、専門的な

立場の人を講師として招き話しをしてもら

う。また、実験を行ったり、施設を見学した

りする。 

（３）一次課題決定から夏休みの追究 

共通講座などを通してもった、興味・

関心、疑問などから自分の課題を決め、

夏休みにかけて追究活動を行う。夏休

み明けに、報告会を行い情報交換をす

る。 

（４）二次課題の決定 

 今までの学習から、二次課題（本課題）を

決める。この際、価値のある課題にするため、

子どもたち一人一人と教師が相談し、その課

題が、いろいろな追究方法で調べることがで

現地学習

   
 オリエンテーション         追究の仕方などについて説明。 

     ・学習の進め方や、課題のつかみ方、

 
 
   
 共通講座 
体験学習 
現地学習 

 
         ・テーマに関係のある専門化を招いて 
     話を聞いたり、実験をしたり、現地 
     学習にいったりする。 

 
 
   
  一次課題決定  

         ・共通講座などを通して、テーマと関 
     係があって興味や疑問をもったこと 
     を課題とする。 

 
   
 夏休み課題追究  

         ・自分が課題に選んだことを、夏休み 
     に追究する。 

 
 
   
 夏休み報告会  

 

         ・夏休みに追究したことをまとめ、発 
     表することを通して、追究方法や、 
     調べた内容、まとめ方などを学び合 
     う。 

 
   
  二次課題決定  

         ・発表会の内容をふまえて、二次課題 
     を決定する。教師と個別相談を行う。

 
 
   
 課題別追究活動 
体験学習 
現地学習 

 

 

         ・様々な方法で、課題追究を行う。 
         ・似た課題をもったもので、小グルー 
     プを作り、専門家の話を聞いたり、 
     施設を見学したり、実験を行ったり 
     して課題追究を進めていく。 

 
                            ・友だちの調べ方や、調べたことを聞 
                        き、自分の調べ活動に生かす。 
 
 
  
  まとめ

 発表会
 
 
  
 実践・生

 

 
 

き、調べたことが自分の中で生かしていける

ことができるのかなどを考えていく。 

（５）課題別追究活動 

 それぞれの課題にそって、追究活動を行う。

本やインターネットなどで個人的に調べる

ことの他、似た課題同士で小グループを作り、

や実験を行う。中間報告会で、お互いの良いところを学び合う。 

 
 

 
       ・専門家の意見を聞いたりしながら、 

     自分の調べてきたことをまとめ、発 
     表する。 

 

活化  
         ・自分が調べたこと、友だちが調べた 
     ことを生活の中にいかせるよう、自 
     分のプランを立てる。 

  中間報告会 



 

（６）まとめ 

 自分たちが今まで調べてきたことをまとめるにあたって、専門的な立場の人からアドバイスをもらいなが

ら、調べた内容がより分かりやすくまとめていけるようにする。また、調べたことが、今後どのように自分

の生活に生かしていけるのかを意識してまとめるようにする。 

 

３．外部機関とともに進める授業  

 本校では、以上のような学習の課程をとっている。その中で、特に外部機関と協力して授業を組み立てて

いく場面は、「共通講座・体験学習・現地学習」「課題追究」「まとめ」である。 

  現在、学校教育を語るときに地域との連携は欠かすことができない。また、企業も学校教育に高い関心を

示すとともに、学校教育との連携を模索している。ＮＰＯ等も積極的に子どもたちの学びに対して、情報・

体験の提供を行っている。行政もまた、学校教育にとても協力的である。 

 地域・関係諸機関・企業・ＮＰＯ等との連携は、普段の学校教育の学びの場では味わえない学習内容を包

括している。子どもたちの学びに対して新たな刺激を与え、子どもたちの視野を広げ、知識を深めるといっ

た効果だけではなく、その人達とのふれあいを通して、子どもたちの社会性も育てることができる。 

 

（１）授業を組み立てるにあたって 

 ４年生では、「健康と環境」ということで、共通講座を行った。この「共通講座」は、学校に来ていただき、

話を聞いたり、実験をしたりしながら学んでいく。 

 

  「健康と自然環境」…ＮＰＯ法人  （講義中心） 

  「健康と食事」…新宿区保健所    （講義中心） 

  「健康と水」…東京都水道局      （実験中心） 

  「健康と心」…教育相談室心理士  （講義とロールプレイン） 

  「健康と住まい」…建築業者（講義中心）→後日、関連の展示場の見学（現地学習） 

  「健康とスパイス」…食品メーカー  （カレー作り実習） 

                                          

 追究活動の場合は、小グループに分かれて現地に行って話を聞いたり、見学したりして理解を深める。 

 

 ①学校としての姿勢 

先にも述べたように、学校としては専門的な立場の方に来てもらい、話し等をして 

もらうことによって、子どもの学びに対しての刺激を与え、視野を広げ、知識を深めることなどをねらって

いる。このようなねらいを達成し、より大きな教育的効果を上げるためには、事前の打ち合わせが非常に重

要になってくる。 

事前の打ち合わせで、外部機関に伝えたり要望したりすること。 

 ・ねらい…なぜこのような授業を行うのか。子どもに気付かせたいこと。 

 ・内容…今までの学習の経過。話してもらいたい内容。   

  ・授業の形態…話だけにならないようにし、体験的なことを入れる。 

                     （クラスの実態によって変わる） 

  ・実態…学年、人数、雰囲気、学習に対する興味・関心、理解力など。 

  ・地域性・家庭の状況…子どもたちがどのような環境で生活しているか。 

 以上のようなことなど、学習を進める上で必要と思われる情報を提供する。外部機関にとっても、授業を

つくる上でそのような情報が必要になる。 

  追究活動で、外部機関に行って話を聞く場合も、事前に連絡を取り、上記のようなことを伝えておく。 



 

 ②外部機関の姿勢 

   外部機関といっても、その立場によって状況は違う。 

・行政諸機関の場合 

部署によって、学校教育への理解の差はある。しかし全体的には協力的である。普段は大人を相手に話をし

ていることが多いので、学校教育の現状などを伝える。小学生向けに、独自のプログラムを作っているとこ

ろもある。 

・ＮＰＯの場合 

とても協力的で、いろいろな情報を提供してくれる。授業も慣れている。 

・企業の場合 

学校教育に関心のあるところは、どのように行っていけばよいのか模索している。企業として子どもたちに

伝えたいことを持っている。独自にプログラムを作っている企業もある。施設見学などをさせてくれるとこ

ろもある。 

 

追究活動で訪れる場合は、どの機関も受け入れてくれる。 

 

（２）授業の実際 

 実際に授業を行ってみると、当然のことながら、うまくいく場合とうまくいかない場合がある。 

 うまくいかない場合以下のようなことが見られる。 

 

①内容がねらいからはずれてしまう。 

内容的に、少しずれた話になってしまうことがある。この場合、独自のプログラムにこだわったり、企業な

どの宣伝のようになってしまうことが見られる。 

②話が難しく子どもが理解できない。 

話の内容が専門的すぎたり、子どもの年齢に対して難しい言葉が多かったり、子どもの実態にあっていない

ことがある。子どもにとっては、すごいことを聞いたような気がするが、実際には理解できていない。 

③話ばかりになってしまう。 

学年にもよるが、話ばかりになると子どもたちは飽きてきてしまう。視覚的に訴えるもの（実物や写真）が

あったり、実験などの活動があると、子どもの集中力は増し、興味・関心も広がる。子どもは、体験を通し

て学んだことの方が良く覚えている。 

 

 うまくいく場合は、上記のようなことが無い時だが、教師としては完璧な授業を望んでいるわけではない。

やはり、子どもたちが楽しく学習でき、興味・関心がもてる授業なら良いと思う。 

 

４．考察と課題  

 うまくいかなかったと思うときの一番の原因は、やはり事前の打ち合わせが不十分だったということだろ

う。ただ、話だけで子どもの実態や学習の様子を知らせ、学校教育に慣れていない外部機関の方に授業をお

願いして、いきなりうまくできるものではないと思う。 

 学校側も外部機関側もお互いの立場を理解するように勤め、子どもたちのためによりよい学習の場、学習

の機会を作ろうと努力することが必要だと思う。そのためには、失敗、成功を繰り返して、意見を交換しあ

い、改善を重ねていくことが重要だろう。 

  今後の学校教育を考えると、地域や外部機関のもっているつながりや専門性がますます貴重になってくる

と思う。 

 



 

３ 今後に向けて 

 

 「海」は、自分たちの生活にも、地球環境を考える上でも非常に重要なものである。ただ、学校教育の中

で「海」を取り上げるとなると、総合的な学習の時間しかないのかなと思う。 

 「海」が近い学校だと海を取り上げた学習を進めやすいと思う。実際に体験をすることができ、その中か

ら学んでいくことも可能である。「海」が近くにない学校にとっては、海を意識させることが一番難しい。そ

こから課題を見つけ、体験を通して学んでいくとなると、大変なことである。ただ、本校のように個別課題

で学習を進めていると、「海」に関することをテーマと決める子もいる。 

 財団として、海が近くにある学校には全面的に協力できるのではないだろうか。海が近くにない学校の子

には、海に関することを載せた子ども向けのホームページを作ったり、相談を受けたり、現地学習に応じた

りすることで、協力することができると思う。 

 その前に、財団では学校向けにこんなことをやっていますという情報を発信しなくてはいけないと思う。

学校の教師としては、「ここにお願いすると、こんなことがわかるのか」ということがきちんとわかった方が、

連絡を取る場合にもやりやすい。 

 まずは、学校教育の現場、子どもたちの中に飛び込んでやってみる。そこから財団が学ぶことは、多いと

思う。学校教育の実態を知り、それにあったものを考えていくと、効果的なものができあがっていくと思う。 

 



 

■レポート：武澤先生 



 



 



 



 



 



 



 



 



 





 

■レポート：今井先生 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 





■レポート：磯貝先生 

 
      干潟学習（小櫃河口干潟）から考えること 

                       木更津市立金田小学校  磯貝 幸子 
 
◎はじめに 
     金田小学校の干潟学習は 

 

 金田小学校は東京湾の木更津市の北部にあります。本校の南側には小櫃川が流れ、のどかな農漁村の

風景が広がり、海苔の栽培や潮干狩り場としても、有名なところです。しかし、近年、東京湾アクアラ

インが開通してからは、千葉県側の接岸地として開発が進められ、急激な変化が私たちの学校の身近に

もせまっています。 
  本校では、平成９年度より全校で「小櫃川河口干潟」を中心とした地域の環境を生活科の時間や総

合の時間の中で学ぶことにしました。子どもたちを教える上で最も大切なことは、ただ知識を与えるの

ではなく、子どもたち自らが学習の中で得た知識を駆使し、与えられた課題を解決できるような力を身

につけさせることです。「小櫃川河口干潟」という身近な環境問題を通して、環境に対するものの見方

や考え方が豊かになり、いろいろな視点から環境を見ることができる子どもたちを育てていけるので

 はないかと考えます。 

 こんな願いを持ち始めた干潟学習も７ 年が過ぎた。今年、干潟について見直し、手

直しを進めることになった。 
 
◎干潟学習の見直しの視点 
 
○広く、浅く、多様な経験をさせる 

・小学校の発達段階では、多様な経験、数多くの経験が必要である。総合の時間を「干潟学習」だけ

で進めてきたが、国際理解、英語活動、福祉活動など多様な経験を子どもたちに体験させたいとい

う考えがでてきた。そこで、干潟の時数を減らし、英会話、福祉などを総合の時間に加えて取り組

むことにした。 
  
○積み重ねの教育効果から 

・総合を１１０時間から５０時間へと時間を減らした。今まで６年間取り組んできた積み重ねの実績

の上にたって、教材の組み方や学習の追求を効率化することによって十分に成果をあげることがで

きると考えた。 
 
○教材の限界 

・干潟学習から学んだ環境問題から、更に他の環境問題との関連をどう見ていくのか、全体像が見え

ていない。 
・子どもたちが環境問題を学習した結果として、残したいと言う気持ちと社会の開発の動きとのギャ

ップをどう考えたらよいのか迷うことが多い。 
・教材が同じため、同じテーマ課題の追求が繰り返されて新鮮味に欠けてしまう。そこをどうしたら、

継続発展させ、生き生きと学習展開できるのか、干潟学習に対しての学校全体の計画を再考する

必要がある。 



 

○諸団体とのつながり 
 

・干潟を守る会・・・干潟の役割や働き、生物について学習の援助者としてアドバイスをいただく。 
干潟のクリーン作戦に参加する。 

渡り鳥について、観察と知識を学ぶ。 
 
 

・東邦大学 生物学教室・・干潟の生物の環境と生息について、共同調査を実施する。 

調査、研究したものを、発表会を通して交流し学習を深める。 
 
 
・学校との交流・・・干潟を学習している他校と交流を深める。 

 
  干潟を通して仲間の輪が広がり、干潟を通した環境学習を深めることができた。子どもたちは、干

潟を勉強していく中で、環境の果たす役割とそれを守る大切さについて学んだ。しかも、全国には多く

の仲間がいることを知ることができた。 
 
○全体構想を据え直す 

・干潟が学校全体の中で、どういう位置付けにあるのか。各領域との関わりの中で、捉え直す必要

がある。特に、各教科領域との関連や学校教育目標との関連をしっかりおさえることにより、指

導のねらいが明確になってくる。 
 
○教師の持ち味 

・教師異動にともなって、それぞれの教師が経験している、あるいは持っている、力量や関心を他

の仲間に反映させていきたい。そのためにも、干潟という一つの教材にこだわらず、複数の教材

を兼ね備えておきたい。 
 
 
 
◎まとめに 
 金田の人の多くはこの海を生きがいに、また、生活の場としている。そこで、生まれ育つ子どもにと

って、干潟はまさに故郷である。干潟を学習することは、この地域で生きる子どもにとって、重要な意

味を持っている。また、自然と環境と人間がどう共存していけばよいのか。小さいときから、真剣に考

え続けていくことが大切だと考える。私たちの取り組みは、まず干潟と遊び、干潟に生息する生物を知

り、そこで学んだ多くのことを、多くのみなさんに知って頂くことである。干潟を好きな子どもたちが、

故郷の自慢として、自然保護の大切さを感じ、多くの仲間といつまでも守り育ててほしいと願がってい

る。 



■レポート：右田先生 

 

レポート課題 

課題１ ワークショップ「海に学ぼう」をふりかえって 

ワークショップには都合上、3 回出席させていただきました。 

① 養老川の巡検 

   大学の先生にご教授いただく形のワークショップであったが、特に心に留まる内容ではなかった。 

   ただ、S＆O さんが用意した膨大な資料を拝見し、その意気込みに感動し、その情報収集の機動

力に大いに感激いたしました。第一印象は、なるほど、さすが、世界にネットワークをお持ちの財

団である。情報の世の中、いかに生徒に適切な情報を提供できるかがとても大切に思われます。そ

の点、大いに頼りになる存在だと感じました。 

 

② 水族館の利用方法 

  江ノ島水族館の方に水族館の利用方法をご教授いただき、合わせて今後の展望を話し合いましたが、

現状ではなかなか利用者サイドと水族館サイドとの距離を縮める事が難しいということがわかり、

残念な思いでした。 

 

③ GEMS 活動 

  GEMS の活動について宣伝していただき、その活動より海外（米国）での教育事情を垣間見る事が

出来ました。日本でも、ここ十年近く教科書以外にも体験を中心とした教育プログラムが広まって

きましたが、こうした「生徒を教育する」という概念を離れ「共に理科的現象を楽しむ」という姿

勢は、大いに歓迎されるべきであると感じた。 

 

課題３ 今後に向けて（期待・提案） 

以上３つのワークショップを通して共通して感じる事は。S＆O さんの存在を強く感じたのは１回目

のみであり、後のワークショップは単に講演会に出席したとの思いである。 

 「海について、児童、生徒のお役に立ちたい。」との思いから立ち上げられたこの企画。外部の方の

意見を広く取り入れる事も大切に思いますが。それ以上にS＆Oさんの底力（酒井氏、堀口氏をはじめと

するスタッフの方々）をもう少しご遠慮なくご披露していただく事がもっとも望ましいと感じました。

（船の科学館の中にいらっしゃる方々による内部的な盛り上がりを望みます。） 



未来の海浜学習プロジェクト 
 

イントロダクション 
生徒への問いかけ 

１「海に行きたい：山に行きたい」 

２「海に行きたい：プールに行きたい」 

３「砂浜遊びがしたい：磯遊びがしたい」 

４「海の幸が好き：山の幸が好き」 

 

６年  ５年       ４年        ３年 

１ ６２：３８     ７３：２７    ６８：３２     ７５：２５ 

２  ５：９５     ３９：６１    ４３：５７     ４５：５５ 

３ ５４：４６     ２５：７５    ７５：２５     ３９：６１ 

４ ５９：４１     ７５：２５    ８４：１６     ５５：４５ 

 

２についてプール賛成派のコメント 

① 溺れない。安全。泳ぎやすい。  

② 他の生物がいない。危険な魚がいない。クラゲがいない。 

③ 水がきれいで透き通っている。 

④ 足の怪我をしない。転んでも痛くない。 

⑤ 施設が良い。（椅子、テーブル、テイクアウトの飲食物の充実。） 

⑥ ウオータースライダーがある。 

２について海賛成派のコメント 

① 波が面白い。 

② 魚が見られる。 

③ プールでは、遊びにかぎりがある。 

③ はだしが良い。 

注意：３、４、５年生は海浜学習経験学年 

 

上記の結果からわかるように、生徒自身の希望としては海の勝ちである。プールも含めると「水」の

圧勝である。では、何故生徒が望む臨海学校よりも林間学校の方が断然、実施率が高いのであろうか。

答えは一つ「臨海学校には生命の危険（簡単に言えば溺れる心配がある）が付きまとうからである。」S

＆O さんが私に課した問題は、この解決法を考えよというまさに海浜学習の究極の問題である。今まで

経験した事、そして何よりも S＆O さんの絶大なる資金力のバックを得られたという仮定のもとに未来

の海浜学習を立案してみました。何らかの参考になれば幸いです。 



１海浜学習運営上のポイント 
①海浜学習のあり方 

海浜学習において、多くの場合は膝下もしくは股下程度の水深において海辺の生き物を観察する。も

ちろん、水面上からの観察になるわけである。この場合、透明な水槽などを持たせて水面での光の反射

をふせぎ水中をよく観察させる思惑があるが、実際問題としては有効ではない。私の経験から少なくと

も海に入るときは両手に何も持たせるべきではない。不安定な岩場を歩く時、なれない生徒は両手で体

の安全を取るのが最良と考える。たとえ何かを持っていても、波にさらわれて取ってこなくてはいけな

いのはその場の指導者である。 

次のステップは顔を水の中に入れて観察する。この場合当然のことながら立って、もしくはしゃがん

で顔を水につけるよりも、浮いた状態で顔を水につけるほうがはるかに楽であるし、波に漂い、波間の

音を聞く事により、より一層観察する対象物に心身ともに近づく事が出来ると考える。生活圏が水中で

あれば観察者も水中に異動するのが観察の基本であり、水族館での観察との一番の違いはこの点にある。

最終的には、素潜り、スキューバーダイビングとステップアップするが、海での楽しみは、顔を水につ

けるかつけないかによって大きな差が生まれ、入門時の海浜学習の当面の目標はこの「波間に漂いなが

ら顔を海につける」事で多くのことが達成される。 

 

②生徒の泳力に対応してその段階ごとに班別行動を取る。 

 岩場における観察で気をつけることは多くあるが、やはり生徒の泳力を把握する事が第一である。岩

場という不安定な足場、ウニなどの針、そして何よりも波の力により生徒が倒れ怪我をする事が多いの

である。（海浜学習の際、靴などをはき、足場は意外と気にするのだが、怪我をする場所で多いのは膝

である。）たとえ、膝下の水深といえども油断は禁物である。波間に浮かぶことは実は磯遊びの中で一

番安全な状態である事を認識すべきである。その意味でも生徒の泳力を把握する事はとても大切な事で

ある。 日本のスイミングスクールはどこでも到達度順に班別がなされ級にもよるが一人の指導員に対

して十人以内の生徒が配分されている。海の場合を考えてみると出来ればより少人数制を求めたいが、

少なくともこの泳力別の班別行動は安全面から考えても必要と考える。 

残念ながら、海浜学習には取り入れられていないように思える。（今まで、海浜学習をスタートする時、

泳力テストをしているのを見た事が無いため。）ちなみにスキューバダイビングのライセンスも最初は

プール実習。海浜学習の第一歩にプール実習があっても不思議ではない。 

 

③学芸員さんのお話はやはり面白い 

 地域の水族館で活躍されている学芸員の方々のお話を聞くと面白い事がたくさんある。やはり普段か

ら研究している中で面白い研究を良くご存知である。まさに「へえ～」である。ご協力いただけるとと

ても嬉しい。もちろん前もって打ち合わせをして何をしてほしいのかを明確にお話する事は大切な事で

ある。「おまかせします。」は学芸員さんにとって一番難しい要求なのである。 

 



④郷に入って郷に従え（地元には地元のルールがある。） 

欠かすことの出来ないのが地元漁師さん、おばちゃんとのスキンシップである。日常的に生活してい

る地元の漁師さんが近くにいるととても心強い。地域の海を知り尽くしているので適切なアドバイスを

受けることが出来る。もちろん磯で活躍しているおばちゃんの指導は欠かせない。 例えば、ひじき、

わかめ、ひものなど生活に根ざした食材についての採取、加工の過程を見る事はとても大切な事である。

もちろん、食事についても海の幸を堪能すべきである。（都会の味になれた生徒が海の幸と感じるかは

別問題だが食は海とのかかわりでのスタートラインである。） 

 海水を煮詰めて塩を採取し、きゅうりにつけて食べさせた事があるが、それだけの事でも結構生徒は

感動していた。 

 

２未来型海浜学習の理想郷 

 海浜学習を考えたとき、学芸員、ライフセービング、地元の方々等、色々な分野の方々との協力は欠

かせない。学校の海浜学習では主に教員が指導に当たっているが、幅広い活動を求めた場合、専門職の

方々との協力は非常に有効であると考える。（生徒にとっても毎日顔を合わせている先生からの話より

も新鮮さを感じる。） 
 現在のスキー、スノボー人口は大変なものであり、みんなが安心してウインタースポーツを楽しんで

いる。昔を考えれば冬山でのスポーツは「遭難」「雪崩」「骨折」「不便」「お金がかかる」などマイナス

イメージが先行していたように思われるが、数十年の歳月の中で、みごとに変革を遂げた。その背景に

は山を削り整地する。新幹線の開通。宿泊施設を充実させる。宅配便の整備。道具の発展などなど膨大

な努力と投資がある。海に関してはどれほどの投資があっただろう。決して自然を変えることが良いと

は言えないが、磯を利用して初心者用の人口タイドプールを作るなど、少なくとも自然を利用してより

安全に快適に利用できるように手を加える事は出来そうに思われる。世界的に有名なワイキキビーチし

かり、環境を整える事の大切さを痛感する。以下に S＆O さんが開発したがるような海浜学習理想郷の

青写真を列記しますので、頭の中で想像してみてください。 

① 磯を利用して人工のタイドプール。初心者用及び一通りの観察が十分なように植生も考える。 

② イルカを使ったアニマルセラピーも可能。大型水槽の設備あり。 

③ 海水は人工的にろ過し常に最上の状態を維持。（生徒の希望） 

④ すぐ近くに、快適なトイレ、食堂、休憩所などを完備。（生徒の希望） 

⑤ ライフセーバーの常駐、監視。（先生の希望） 

⑥ 地元民、学芸員による体験学習（あわび取り、ひもの作り、魚釣り、熱帯魚の観察など）コーナー

の充実。 

⑦ スキー教室のように、個人でも団体でも対応出来る、「海の楽しみ方教室」の設置。 

（上記とは違い、安全に海で遊ぶ基本的な事を教える。もちろん、学術的な事も教えられればベス

ト。） 

⑧ ホテルの充実。温泉、海の幸が満喫できる。（親の願い）



 

■レポート：田中先生 





■レポート：杉本先生 

   

   

   

   



   

   

   

   



   

  

 



■レポート：五島先生、久保田先生、田村先生 



















 

 



■新潟巡検 
 

□配布資料 
 

 
表紙 

 

 
巡検行程 

 
フィールドワークエリアと 

テーマ ～広域視点～ 

 

 
フィールドワークエリアと 

テーマ ～狭域視点～工程図～ 

 

 
フィールドエリアと 

テーマ ～海岸侵食～ 

 
フィールドワークエリアと 

テーマ ～海岸侵食～ 

 
各ポイント説明 

1.みなと館 

 

 
2.日和山展望台 

 
3.関屋浜 

 
4.関屋分水路 

 

 
5.新川漁港東側 

 
6.新川漁港西側 

 
7.佐潟 

 

 
8.越前浜 

 
9.角田岬 



 
ex.2）関屋分水路から 

新川漁港間の海岸 

 

 
空中写真 ～1947/48 米軍撮影 

フィールドワークエリア 

 
新潟周辺の地形と信濃川 

 
新潟周辺の地形（鳥瞰図） 

 

 
新潟周辺の地形 

～海水準を上昇させると～ 

 

 
地理・地形 

～越佐両国之絵図～ 

 
地理・地形 

～新潟県の地形～ 

 

 
地理・地形 

～越後平野の海岸砂丘列～ 

 
地理・地形 

～日本国内の砂丘の分布～ 

 
地理・地形 

～縄文海進時(6000 年前)ごろの 

新潟平野～ 

 

 
地理・地形 

～新潟平野の地形と遺跡の分布～

 
地理・地形 

～新潟平野の放水路の位置図～ 

 
地盤沈下 

～新潟平野の地盤沈下累計図 

（昭和 34～49 年）～ 

 

 
信濃川の位置付け 

～日本の河川～ 

 
洪水 

～1896 年の洪水～ 



 
土地改良 

～西蒲原郡の土地改良の歴史～ 

 

 
土地改良 

～西蒲原郡の土地改良の歴史～ 

 
土地改良 

～西蒲原郡の土地改良の歴史～ 

 
地盤と地震被害 

～新潟地震の被害区域と 

旧河道域～ 

 

 
地理・地形 

～新潟の地形変化～ 

 
物流 

～新潟の港と船～ 

 
関係資料（A3 版）目次 

 

 
新潟平野の微地形図 

 
信濃川流域空中写真 

1947/48 年 米軍撮影 



□当日の写真 
 

 
みなと館展望デッキにて、 

これから向かう海岸線方向についての解説 

 

 
日和山展望台にて、 

海岸浸食のメカニズム概要についての解説 

 

 
関屋浜海水浴場にて、 

コンクリートに付着したノリを観察する 

 

 
関屋浜海水浴場の沖合で、作業をする土砂運搬船 

 
関屋浜海水浴場にて、砂の移動についての解説 

 

 
関屋分水資料館にて、 

空撮画像を見ながら海岸浸食についての解説 

 

 
新川海岸にて、 

コンクリート護岸と生物の関係についての談義 

 
角田岬から、一日の行程を眺め 



■目黒星美学園小学校 海浜学習 
 

□当日の写真 

磯での観察 

 

磯での観察 

 
磯での観察 

 

磯での解説 

磯での観察 全景 

 

 
ホテルでの観察 ホテルでの観察 

 



■目黒星美学園小学校 盤洲干潟での学習 
 

□配布資料 
 

 
 

 



□当日の写真 

うみほたるでの解説 

 

盤州干潟へのアクセス 

干潟での解説 

 

干潟での解説 

干潟での観察 

 

干潟での観察 

干潟での観察全景 



干潟での観察 

 

干潟での観察 

うみほたるでのまとめ うみほたるでのまとめ 
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